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歩兵 戦術 の 改良 

歩兵 戦術 の 改良 は 、 小 銃 歩兵 の 育 
成 と 農民 微 募 兵 の 強化 を 可能 に し 
ます 。 こ の 新しい 連隊 は 、 敵 の 火 
力 部 隊 を 引き 寄せ 遮蔽 地形 を 活用 
する 戦い に 適し て いま す 。 





は じ め に 





「 イ ン ペ リア リズ ム H 探検 の 時 代 』 の プレ イヤ ー は 、 1 5 0 0 年 か ら 1 8 5 0 年 に 
渡っ て ヨー ロッ パ の 植民 地主 義 大 国 を 統治 し ます 。 

目的 は 、 旧 世界 を 軍事 的 も し く は 外交 的 に 支配 する こと で す 。 『 イ ン ペ リア リズ ム 』 を 
プレ イ さ れ た 方 々 に と っ て 、 ゲ ー ム の 概念 や 操作 方 法 の 多く が よく 似 て いま す の で ス 
ムー ズ に プレ イ で きま す 。 し か し 、 ゲ ー ム プレ イ は 範囲 が 広く 奥行 きも 深く 、 軍 事 力 
の バラ ンス や 様々 な 問題 に 対処 し て いか な けれ ば な り ま せん 。 植 民 地 主義 及び 重 商 主 
義 の 時 代 で は 、『 イ ン ペ リア リズ ム 」 の 重要 な 要素 で ある 急速 な 産業 発展 は 見 られ ませ 
ん で し た 。 『 イ ン ペ リア リズ ム T』 の プレイ ヤー は 、 原 住民 を 征服 する か 彼ら と の 友好 
を 深め る こと て 植民 地 を 築 か な けれ ば り ま せん 。 さ ら に 、 新 世界 で の み 見 つか る 富 や 
物資 を 活用 し て 自国 を 発展 させ な けれ ば な り ま せん 。 こ れ ら の 恩恵 が 自国 に も た ら さ 
れる と 、 プ レイ ヤー の 大 国 は 、 旧 世界 の 強力 な 国 や ひ弱 な 国 に 対す る 支配 に 挑戦 で き 
に ei 計 


イン スト ー ル に つい て は 、 9 真 を 参照 し こく だ さい 。『 イ ン ペ リア リズ ム HI 探検 の 時 
代 』 を すぐ に プレ イ す る た め に は 、 後 述 の チュ ー ト リア ル か ら 始 め て くだ さい 。 6 頁 
に 、『 イ ン ペ リア リズ ム 』 と 『 イ ン ペ リア リズ ム I」 の 間 で の 重要 な 相違 い に 関 する 簡 
単 な 一 覧 表 が あり ます 。 マ ニュ アル を これ 以上 読ま ず に ゲー ム を 始め た いと き は 、5 
真 の 「 ゲ ー ム 開始 方 法 」 に 進ん で くだ さい 。 
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ゲー ム 開 始 方 法 


1. ゲー ム を 開始 する た め に 、 ス ター トメ ニュ ー か ら 『 イ ン ペ リア リズ ム H』」 を ダブ ル 
クリ ッ ク し て くだ さい 。 
イン トロ が 終了 する と 、 書 斎 の 画面 に 移行 し ます 。 

ら 2. 書斎 の 机 の 上 に 乗っ て いる 「 地 球 儀 ]」 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 「 チ ュー トリ アル 」 
の プレ イ を 初め に と いう 勧め を 無視 し て くだ さい 。 
「 チ ュー トリ アル 」 は 、 ゲ ー ム が 難し いと 感じ た り 、 混 乱 し た 時 に 戻っ て 起動 し ま 
5 上 

3. 「 地 図 の 間 ] に 移行 し た ら 、 地 球 儀 の 回 転 が 終 わる まで 待つ て くだ さい 。 
地球 儀 が 止ま っ た ら 、 予 め 選 択 さ れ た 白く 縁取 られ た 国 を 受け 入れ る か 、 画 面 右 上 
に ある マッ プ を クリ ッ ク し て 別 の 色 の 国 を 選択 し て くだ さい 。 

4. 難易 度 設定 は 、「 入 門 ] を 選択 し こく だ さい 。 

5. ゲー ム を 開始 する た め に 、 難易 度 パ ネル の 底 に ある 「 上 向き の 矢印 ] を クリ ッ ク し 
ます 。 

6.『 イ ン ペ リア リズ ム HI 』」 の ゲー ム が 始ま り ま す 。 
各 画面 で わか ら な いこ と が あっ た ら 、 ダ イア ログ ボッ クス で 解決 法 が 見 つか り ま す 。 
それ は 、「?」 ボタ ン を クリ ッ ク す る こと で 利用 で きま す 。 この 簡単 な 解決 法 を 活用 
し て くだ さい 。 ヘ ルプ を 使用 する た め の 詳 し い 説 明 は 2 2 頁 に 記載 され て いま す 。 


チュ ー ト リア ル の 使用 方 法 


新規 に チュ ー ト リア ル を 開始 する か 途中 の チュ ー ト リア ル を 再開 する た め に 、 ゲ ー ム 
起動 当初 の 書斎 画面 で 「 巻 物 」 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

チュ ー ト リア ル は 、 ゲ ー ム 序盤 に 必要 な 資源 が 簡単 に 入手 で きる マッ プ で プレ イ し ま 
す 。 


ホッ ト テ キス ト 領 域 


書斎 に 戻る 


チュ ー ト リア ル を 開始 


電 呈 当 央 チョ ーー 
トリ アル を 再開 





チュ ー ト リア ル で は 、 そ れ ぞ れ の 目標 を 達成 する 一 連 の 課題 が 提示 され ます 。 1 つの 
課題 を 達成 する と 、 別 の 新しい 課題 が 始ま り ま す 。 チ ュー トリ アル は 長 時 間 の プレ イ 
に は 不 釣 り 合 いな も の な の で 、 各 課題 を 達成 し た ら 次 の 課題 に 移行 する と いう 進行 方 
法 が 賢明 で す 。 





6 IMPERIALTSM IT : は じ め に 





「 イ ン ペ リア リズ ム 」 と 「 イ ン ペ リア リズ ム HI」 の 比較 


「 イ ン ペ リア リズ ム 』 と 「『 イ ン ペ リア リズ ム HI 』 の 間 に は 多く の 相違 点 が あり ます 。 
『 イ ン ペ リア リズ ム 』 を プレ イ し 慣れ た 人 に と っ て わか り に くい 変更 点 を 示し ます 。 


勝利 抄 件 
『 イ ン ペ リア リズ ム 』 で は 存在 し た 統治 者 評議 会 は ありま せん 。 プ レイ ヤー は 、 旧 世界 
の 半分 を 支配 する こと で 勝利 し ます 。 支配 は 、 軍 事 力 や 外交 的 手段 で 獲得 で きま す 。 


新 世界 は 大 国 が 勝利 する こと を 直接 は 手助け し ませ ん 。 賢 明 な プレ イヤ ー は 、 新 世界 
の 開発 に 投資 する で し ょ う 。 そ れ が 、 旧 世界 で より 強力 な 大 国 に な る 唯一 の 方 法 だ か 
ら で す 。 こ れ は 、 そ の 時 代 に 適し た 勝利 の モデ ル で す 。 


全員 を 養う 

1 6 世紀 は 、1 9 世紀 に 比べ る と 、 農 業 が 経済 の より 重要 な 部 分 を 占め て いま し た 。 
『「 イ ン ペ リア リズ ム II 」』 で も 、 農 業 は 非常 に 重要 な 要素 で す 。 農 業 生産 高 で 、 プ レイ ヤ 
ー が 保有 する 陸軍 ・ 海 軍 ・ 労 働 者 の 規模 が 決定 され ます 。 全 て の 人 が 、 タ ー ン ご と に 
穀物 も し く は 肉 ( 依 ま た は 牛肉 ) を 食べ ます 。 「 イ ン ペ リア リズ ム HH 」 で は 和 缶詰 は あり 
ませ ん 。 倉 庫 に 生 の まま の 食糧 を 山積 み に す る こと が で きま す 。 


輸送 綱 

ゲー ム の この 部 分 が 、 お そら く 他 に 比べ て 大 きく 変わ っ た 点 で し ょ う 。 陸 で は 、 人 道路 
の 区 画す べ て が 集積 所 と みな され ます 。 そ の た め 、 集 積 所 を 建設 する 必要 は あり ませ 
ん 。 歌 山 と 接続 する と き は 、 鈴 山 近く の 地形 区 画 に 首都 か ら 通 じ て い る 道路 を 建設 し 
ます 。 「 イ ン ペ リア リズ ム II』 で も 必要 な の は 、 物 資 を 海上 輸送 する た め に 港 を 建設 す 
る こと で す 。 


この 他 の 重要 な 変更 は 、 陸 上 輸送 能力 を な くし た こと で す 。 首 都 に つなが っ て いる 道 
路 (鉄道 ) は 、 タ ー ン ご と に 物資 を 首都 まで 無償 で 輸送 し ます 。 海 上 輸送 され る 物資 
は 、 帝 国 が 保有 する 船 の 貨物 スペ ー ス を 使っ て 輸送 し な けれ ば な り ま せん 。 同 じ 船 が 、 
探検 ・ 戦 争 ・ 交 易 ・ 敵 船 事 捕 の 目的 で も 使用 され ます 。 輸 送 は 、 少 な く と も 海上 輸送 
に 限っ て は 危険 な も の な の で す 。 


この 新しい シス テム に より 、 プ レイ ヤー が 電送 を 細か く 指示 し な けれ ば な ら な い 範囲 
を 最小 限 に し まし た 。 陸 上 で 接続 され て いる 資源 は 自動 的 に 到着 し ます 。 そ れ ら の 物 
資 は 輸送 画面 に 表示 され ます が 、 そ れ を 移動 する よう に 指示 する 必要 は あり ませ ん 。 
も ちろ ん 、 海 上 輸送 に 割り 当て る 船 ・ 交 易 で 使う 船 ・ 世 界 の 海域 を 哨戒 する 船 の 割り 
当て は 決め な けれ ば な り ま せん 。 


探検 

ゲー ム 開 始 時 点 で は 、 マ ッ プ の 半分 が 覆 わ れ て いま す 。 新 世界 で 貿易 ・ 外 交 ・ 戦 争 を 
指揮 する た め に は 、 先 ず そ の 覆い を 取ら な けれ ば な り ま せん 。 新 世界 に 侵攻 すず る た め 
に は 、 和 覆 わ れ て いな い 土 地 が 必要 で す 。 治 岸 海域 に いる 船 は 、 そ の 海域 の 大 陸 沿 岸 地 
域 を 明らか に し ます 。 沿岸 の 地形 区 画 が 明らか に な っ た ら 、 探検 守 を 新 世界 に 配備 で 
ぎる よう に な り ま す 。 探検 寺 は 、 配 備 さ れ た 区 画 の 周辺 地形 を 明らか に し ます 。 
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小国 と 新 世 界 の 開発 

[イン ペリ アリ ズム 」』 で は 自国 以外 の 開発 の た め に 港 まで 道路 を 接続 する 必要 は あり ま 
せん で し た が 、『「 イ ン ペ リア リズ ム IL』」 で は 、 自 国 と 外国 の 開発 は 同じ で す 。 国 や 種族 
は 、 国 内 で 接続 され て いる 物資 だ け を 取り 引き し た り 輸 送 す る こと が で きま す 。 


『 イ ン ペ リア リズ ム 」 に お ける デベ ロッ パー を 想起 させ る 商人 ユニ ッ ト は 、 種 族 か ら 土 
地 を 購入 する こと で 、 そ の 種族 を 侵攻 の 危険 か ら 守 り ま す 。 こ の 土地 購入 が 成立 する 
と 、 別 の 大 国 は 、 そ の 土地 を 所 有する 大 国 に 宣戦 布告 し な けれ ば そこ に 侵攻 で きま せん 。 


富 

[イン ペリ アリ ズム H」 に は 5 種類 の 富 と みな され る 資源 が あり 、 自 国 の 首都 に 輸送 す 
る と その まま 現金 に 変わ り ま す 。 す べ て の 物資 が 新 世 界 で の み 発 見 され ます 。 ほ と ん 
どの ゲー ム で 、 永 遠 の 資 金 源 と な る 富 を 発見 し 手 に 入れ な けれ ば な り ま せん 。 植 民 地 
主義 及び 重 商 主義 の 時 代 は 、 1 9 世紀 の 『 イ ン ペ リア リズ ム 』 に 比べ 、 物 資 を 売っ て 
現金 を つく る チャ ンス が 限ら れ て いま す 。 


新 世界 の 資源 

サト ウキ ビ ・ タ バ コ ・ 毛 皮 の よう な 特別 な 嗜好 品 は 、 訓 練 を 積ん だ 労働 者 の 嗜好 品 電 
要 の た め に 必要 で す 。 国 の 労働 者 の 訓練 レベ ル は 、 新 世界 か ら 供給 され る それ ら の 嗜 
好 品 の 量 に よっ て 制限 され ます 。 

















テク ノロ ジー ツリ ー 

『 イ ン ペ リア リズ ム HI」 に お ける 君主 は 、 特定 の 研究 の 方 針 に 治っ て 帝国 の 研究 者 を 指 
押す る 立場 に あり ます 。 ど うい う 新 技術 の 修得 を めざす か に よっ て 、 戦 略 的 に 帝国 の 
強化 を 図る こと が で きま す 。 テク ノロ ジー ツリ ー は 、 同 梱 され て いる リフ ァ レ ンス シ 
ー ト で 提供 され て いま す 。 


ター ン ベ ー ス の 戦術 戦闘 

前 作 同様 、 陸 上 の 戦術 戦闘 は 選択 で きる ゲー ム 要 素 と し て 残っ て いま す 。『 イ ン ベ リ ア 
リズ ム I」』 で 戦術 戦闘 を 選択 する と 、 移 動 と 攻撃 の 主導 権 の 概念 が な が く な っ た こと に 
気づく は ず で す 。 プ レイ ヤー が 望む 順序 で 保有 部 隊 す べ て を 動か すこ と で き 、 敵 も 同 
じ よ うに 行い ます 。 さら に 、 近 接戦 と 射撃 と いう 2 つの 異な る 戦闘 形式 が あり ます 。 
近接 戦 に お いて は 、 攻 撃 側 の ター ン で あっ て も 防御 側が 一 撃 を 加え る こと が で きま す 。 


この 時 代 の 旧 世 界 で は 攻 城 戦闘 が 困難 で あり 、 勝 利 の た め に は 大 砲 が 必要 だ と いう こ 
と が 理解 で きる で し ょ う 。 火砲 以外 の ユニ ッ ト は 、 壁 に 治っ て 配置 され て いる 敵 の み 
射撃 で き 、 た だ の 近接 戦 ユ ニッ ト (射程 1 ) は 壁 や 城塞 内 の 敵 ユ ニッ ト を 攻撃 する こ 
と は で きま せん 。 


すべ て の 戦闘 で 配置 数 に 制限 が あり ます 。 1 0 連隊 か ら 始 まり ます 。 ナシ ョ ナリ ズム 
技術 を 修得 する と 、 こ の 制限 が 1 2 に 増大 し ます 。 駐 屯 部 隊 や 攻撃 部 隊 に いる 将軍 は 、 
この 数 を 獲得 し た メダ ル ご と に 1 ユニ ッ ト ず つ 増 や し ます 。 





この 制限 は 、 州 に 駐屯 する 部 隊 数 に は 及び ませ ん 。 制 限 外 の 部 隊 は 戦闘 に 配備 され ず 、 
戦闘 に 負け た と き は 退却 し ます 。 
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攻撃 費用 

この ゲー ム が カバ ー す る 時 代 の 君主 は 、 軍 隊 を 維持 する の が 非常 に 大 変 で し た 。 攻 撃 
作戦 の 時 は な お さら で す 。 プ レイ ヤー が 防御 側 で あれ ば 、 軍 隊 が 必要 と する の は 食糧 
だ け で す 。 プ レイ ヤー が 攻撃 を 決断 する と 、 多 額 の 費用 が か か り ま す 。 多 額 の 現金 を 
持た な いま ま 宣 戦 布 告 し て は いけ ませ ん 。 


物資 必要 度 の 低下 

『「 イ ン ペ リア リズ ム TH 』 は 、『「 イ ン ペ リア リズ ム 』 に 比べ て より 充実 し た 物資 が 用 意 さ 
れ て いま す 。「 イ ン ペ リア リズ ム 』 の 経済 モデ ル で は 重要 な 役割 を 担っ て いた 物資 も 、 
『「 イ ン ペ リア リズ ム II 』 で は それ ほど 重要 で は あり ませ ん 。 プ レイ ヤー は 、 交 易 で 得 な 
けれ ば な ら な い 資 金 と 青銅 や 材木 な どの 物資 を 用 いた 開発 と の バラ ンス を 考え な けれ 
ば な り ま せん 。 こ の 新しい モデ ル は 、 さ か の ぼっ た 時 代 に 適合 し た も の で す 。 プ レイ 
ヤー は 、 上 自国 の 産業 に 投資 する 代わ り に 、 富 を 新 世界 か ら 搾り 取る 必要 が あり ます 。 


操作 の 主要 な 変更 点 
多く の 画面 が 異な っ て いま す が 、 大 き な 変 更 点 は 産業 と 新聞 で す 。 


『 イ ン ペ リア リズ ム 』】 の 産業 画面 で は 、 プ レイ ヤー が 生産 を 指示 を する 前 に 各 工 場 を マ 
ウス で クリ ッ ク し な けれ ば な り ま せん で し た 。『 イ ン ペ リア リズ ム TH 』 で は 、 1 つの 画 
面 で 1 0 の 生産 工場 の スラ イダ ー を 直接 操作 で きる よう に な っ て いま す 。 


『「 イ ン ペ リア リズ ム 』」 の 新聞 は 、 プ レイ ヤー に と っ て 重要 な 出来 事 を 告知 する ター ン 概 


要 に 変わ り ま し た 。 タ ー ン 概要 に は 、 良 いこ と 悪い こと を 問わ ず 様 々 な 出来 事 が 掲載 
され ます 。 


イン スト ー ル と 大 本 の 説明 

ここ で は 、「 イ ン ペ リア リズ ム II』」 を イン スト ー ル し ゲー ム を 開始 する た め の あ ら ゆ る 
情報 を 説明 し ます 。 難し いと 思わ れる こと が あり まし た ら 、1826 頁 の 「 ト ラブ ル シ ュ 
ー テ ィング 」 に 関す る 情報 を 参照 し て くだ さい 。 

導 要 シス テム 条件 

『「 イ ン ペ リア リズ ム HI』 を 楽し お に あたり 、 ご 使用 の パソ コン が 、 次 の よう な 最低 条件 
を 備え て いる こと か が 必要 で す 。 





金 Pentium 133MHz 以 上 の CPU (Pentium 200MHz 以 上 推奨 ) 

金 メモ リ 16MB 以 上 

人 日 本 語 版 Windows 95 も し く は 88 

今 圧縮 され て いな い ハ ー ド ディ スク ドラ イブ で イン スト ー ル に 100MB 以 上 必要 
久 2 倍速 以上 の CD-BROM ドラ イブ 

金 SVGA ビ デオ カー ド で メモ リ 1MB 以 上 

金 カラ ーSVGA モ ニタ ー 

金 10096Microsoft (も し く は Logitech) 互換 の マウ ス 
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人 Microsoft マ ウス ドラ イ バ ー バ ー ジ ョ ン 9@ 以 上 
も し く は Logitech マ ウス ドライ バー バー ジョ ン 6@6.24 以 上 
人 28.8kbps 以 上 の モデ ム も し く は TCP/IP LAN (マル チ プ レイ ヤー 用 ) 


注意 : Windows NT で は この ゲー ム を 起動 で きま せん 。 
「 イ ン ペ リア リズ ム TH 』 を 起動 し て いる と き は 、 マ ル チ タ スク を 使用 し な いで 
くだ さい 。 


基本 的 な 必要 シス テム に 加え て 、DirectX6 が ハー ド デ ィ スク に イン ス トー ル さ れ て 
いな けれ ば な り ま せん 。DirectX6 を イン ス トール する か どう か の 選択 肢 は 、 ゲ ー ム 
の イン スト ー ル 中 に 表示 され ます 。 ネッ トワ ー ク プレ イ で は 、DirectPlay に 対応 し た 
ネッ トワ ー ク アダ プター が 必要 で す 。 


ゲー ム の イン スト ー ル 


ご 利用 の パソ コン の ハー ド デ ィ スク に 「『 イ ン ペ リア リズ ム IT 」 の ゲー ム フ ァ イル を イ 
ンス トー ル す る 必要 が あり ます 。 そ の 上 で 「 イ ン ペ リア リズ ム HH』 の CD-ROM を セッ 
ト す る と 、 ゲ ー ム を 始め る こと が で きま す 。 


CD-ROM ドラ イブ に 製品 CD-RBOM を セッ ト し て くだ さい 。 

みみ ブ ァ ッ プ ウ ィ イン ドウ 0 衣 が され ます の で 」 イ ンズ スル に に クリ 
さい 。 

Window95/98 の 「 挿 入 の 自動 通知 ] が オフ に な っ て いた り 機 能 し な い 場 合 は 、CD- 
HOM を 開き 、「AUTORUN.EXE] アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て くだ さい 。 

イン スト ー ル が 完了 する まで 、 全 て 画面 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 


ゲー ム の 起動 方 法 


「 イ ン ペ リア リズ ム II』 の オー トラ ンプ ログ ラム が 、 ゲ ー ム を 起動 する た め の メ ニュ ー を 
表示 し ます 。 ゲ ー ム の 実行 ・DirectXG の イン スト ー ル ・ ゲ ー ム の イン スト ー ル ・ 終 了 
の 選択 肢 が あり ます 。 

[イン ベリ アリ ズム TI」 ば スタ ー ト ] メニ ュー を 開き 、「 プ ログ ラム ] を 選択 し て か 
ら 「 イ ン ペ リア リズ ム HH』 が イン ス トー ル さ れ た だ フォルダー を 選択 し 「 イ ン ペ リア リ 
ズム II] を ダブ ルク リッ ク す る こと で も 起動 で きま す 。 


注意 : 画面 設定 を 800X600 の 16 ビ ピッ トカ ラー モー ド に 設定 し て お く こ と を 推奨 し 
ます 。 
「 イ ン ペ リア リズ ム H」 を 起動 する 前 に 、 ス クリ ー ン セー バー 機能 を 切っ て く 
だ さい 。 


ゲー ム の 削除 
Windows の 「 ス ター ト 」 メニュー か ら 、 ゲ ー ム の 起動 と 同じ 操作 手順 で 進み 、「 ゲ ー 


ム の 削除 ] を ダブ ルク リッ ク し ます 。 
別に 、「 ス ター ト 」 メニ ュー で 「 設 定 ]」 を 選択 し 、「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」| を 選択 し て 
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行う 方 法 も あり ます 。 コ ント ロー ル パ ネ ル で 「 ア プリ ケー ショ ン の 追加 と 削除 」 を 選 
択 し 、「 イ ン ペ リア リズ ム T 完全 日 本 語 版 」 を 選択 し 「 追 加 と 削除 ] ボタ ン を クリ ッ 
ク し ます 。 

これ ら の 方 法 で 、 ゲ ー ム 及び 全て の コン ポー ネン ト が 、 セ ー ブ ゲ ー ム を 除き 、 ハ ー ド 
ディ スク か ら 削 除 さ ぐれ ます 。 


マウ ス の 使用 法 


この マニ ュ ア ル の 記述 で 用 いる 「 ク リッ ク 」 は 、 マ ウス カー ソル を 画面 上 の 希望 する 
場所 に 移動 し 、 マ ウス の 左 ボ タン を 押す 意味 で す 。「 情 報 ク リッ ク 」 に は 、 右 ク リッ 
ク 及 び シ フト クリ ッ ク の 二 通 り が あり ます 。 右 クリ ッ ク は 、 マ ウス カー ソル を 希望 す 
る 場所 に 移動 し マウ ス の 右 ボ タン を 押す こと で 、 シ フト クリ ッ ク は 、 マ ウス カー ソル 
を 希望 する 場所 に 移動 し 「Shift] キー を 押し な が ら マ ウス の 左 ボ タン を 押す こと で 
pe 


ゲー ム の セー ブ 


『 イ ン ペ リア リズ ム II 』 で は 、 ゲ ー ム を 保存 し た り 、 テ ン ポ ラリ ー フ ァイル を 作成 する 
た め に バー ド デ ィ スク の 空き 容量 が 必要 と な り ま す 。 そ れ ぞ れ の セー ブ ゲ ー ム に 、 
400KB の 人 ハード ディ スク 空き 容量 が 必要 で す 。 


注意 : 他 の 人 と セー ブ ゲ ー ム を 交換 する 場合 、 同 じ ス ロッ ト に 上 書き され る の で 、 そ 
の スロ ッ ト が 空い て いる か どう か 注意 し て くだ さい 。 


オー ト セ ー ブ 機 能 

「 イ ン ペ リア リズ ム II 』 を プレ イ す る と 、 新 し い タ ー ン に 移行 する た びに ゲー ム が セー 
ブ さ れ ま す 。 マ ル チ プ レイ ヤー ゲー ム で は 、 タ ー ン の 始め の オー ト セ ー ブ と プレ イヤ 
ー た ち が 「 タ ー ン 終了 ] ボタ ン を クリ ッ ク し た と き の 2 つ 目 の オ ー ト セー ブ が あり ま 
す 。 
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ゲー ム の 開始 





クレ ジッ ト 表 示 


ホッ ト テ キス ト 領 域 


ゲー ム 環 境 設定 に 移行 





\ー ム の 終 
シン グル プレ イヤ ー Cr 
の 新規 ゲー ム 開 始 ハイ スコ ア 表 示 
セー ブ ゲ ー ム の ロー ド マル チ プ レイ ヤー 

ゲー ム 


チュ ー ト ドリ アル の 実行 





「 イ ン ベ ペリ アリ ズム T」 は 、 オー プ ニ ン ッ グ ムー ビー か ら 始 まり ます 。 この 短い ムー ビー 
を 飛び 越え て 先 に 進み た いと き は 、 い ず か の キー も し く は マウ スポ ボタ ン を 押し て くだ 
EAN 

ムー ビー が 終わ っ た ら 、 書 斎 画面 が 表示 され ます 。 書 斎 画面 に は 、 ゲ ー ム の 様々 な 機 
能 を 示す た め の 項 目 が いく つか あり ます 。 ホ ッ ト テ キス ト は 画面 中 央 に 表示 され 、 難 
項目 の 機能 を 文字 で 示し ます 。「 地 球 儀 ] を 選択 する と 、 シ ング ルプ レイ ヤー 用 の 新規 
ゲー ム が 始ま り ま す 。「 巻 物 ]」 を クリ ッ ク す る と 、 チ ュー トリ アル の プレ イ に 移行 する 
こと が で きま す 。 セ ー ブ し た ゲー ム を ロー ド す る た め に は 「 赤 い チ ェ ス ト 」 を クリ ッ 
ク し て くだ さい 。「 馬 上 の 戦士 像 ] を クリ ッ ク す る と マル チ プ レイ ヤー 用 ゲー ム に アク 
セス で き 、 新 し い ゲ ー ム を 開始 し ホス ト に な っ た り 、 新 し い ゲ ー ム に 参加 し た り 、 セ 
ー ブ さ れ て いる マル チ プ レイ ヤー ゲー ム を ロー ド し た りす る こと が で きま す 。 

ホッ ト テ キス ト 画 面 の 左手 に ある 「 小 さ な 絵 ] は 、 ゲ ー ム 環境 設定 メニ ュー を 表示 し 
|』 


部 屋 の 外 に 通じ る 「 扉 |] を クリ ッ ク す る こと で 、『 イ ン ペ リア リズ ム Il』 を 終了 する こ 
と が で きま す 。 
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シン グル プレ イヤ ー ゲ ー ム の 開始 






























































ホッ ト テ キス ト 穫 虹 -- 王 細 ee = 王 竹 。。 HH 界 マッ プ 
9 WP ー ロ ッ パ 旧 世 
「 地 図 の 間 ] を 出る は 生 542 っ 界 
『 し い マッ プ な トー 計 静 Mt 
Bi ッ プ を 使 

選択 国家 名 

マッ プ 生 成 キ ー パ ネル 0 
を 開く ここ 難易 度 設定 画面 に 移行 
ゲー ム 開 始 





書斎 画面 に め る 「 地 球 儀 ]】 を クリ ッ ク す る と 、「 地 図 の 間 ] に 移動 し ます 。 

この 画面 の 左上 に ある パネ ル に ホッ ト テ キス ト が 表示 され ます 。 ホ ッ ト テ キス ト パ ネ 
ル の 左 横 に ある 「 メ ダル 」 を クリ ッ ク す る と 、 新 た な ゲー ム を 起動 する こと な く 「 地 
図 の 間 ] を 出 て 、 書 斎 に 戻る こと が で きま す 。 


世界 の 生成 

「 地 図 の 間 ] に 入る と 、 台 の 上 に ある 地球 儀 が 回 転 し て 、 新 た な 世界 が 生成 され て いる 
こと を 示し ます 。 世 界 を 生成 し 終わ る と 、「 地 図 の 間 」 画面 の 右上 に マッ プ が 表示 され 
ます 。 マ ッ プ に は 、 難 国 の 政治 的 境界 線 が 引か れ て いま す 。 選 択 さ れ た 大 国 は 白色 で 
縁取 られ 、 そ の 国 の 地勢 一 覧 が マッ プ の 左 隣 に 表示 され ます 。 別 の 大 国 を 使い た い 場 
合 は 、 マ ッ プ 上 の 国 を 選択 し て こく だ さい 。 大 国 は 色付き で 表示 され て いま す 。 そ の 他 
の 国 は 小国 で す 。 国 を 変更 する と 、 新 し い 地 勢 情報 が 表示 され ます 。「 地 図 の 間 ] の 
「 地 球 儀 ] を クリ ッ ク す る こと で 、 異 な る 世界 を 生成 させ る こと が で きま す 。 


歴史 的 な ヨー ロッ パパ 地図 の 使用 

マッ プ の 下 に 、 旧 世界 の 生成 基準 を 指定 する た め の 2 つの 卵 型 ボ タン が あり ます 。 そ 
れ ら を 選択 し な い 場 合 は 、 右 側 の ボタ ン が 自動 的 に 選択 され ます 。 こ こ で 重要 な の は 、 
「 地 球 儀 ] を クリ ッ ク す る と 旧 世 界 と 新 世界 の 両方 が 状況 に 応じ て 生成 され る と いう こ 
Le 机 





マッ プ の 左下 に ある 卵 型 ボ タン を クリ ッ ク す る と 、 旧 世界 は ラン ダム で は な く な り ま 
す 。 そ こ に 表示 され る の は 、 南 北ア メリ カ で 植民 地 拡大 に いそ し ん だ 大 国 が 描か れ た 
西欧 の 地図 で す 。 こ の 選択 で も 様々 な マッ プ を 生成 する こと が で きま す 。 生 成 さ れる 
世界 は 、 同 じ 歴 史 的 | 旧 世 界 を 持ち ます が 、 新 世界 は ラン ダム に 生成 され ます 。 


既知 の 世界 を 使用 

ラン ダム に 生成 され た も の で は な く 、 聞 に 知っ て いる 世界 で の ゲー ム を 選択 する こと 
も で きま す 。 

地球 儀 の 左 横 に ある 「 小 さ な 鍵 ] を クリ ッ ク す る と 、「 マ ッ プ 生成 キー] パネ ル に 移行 
し ます 。 こ の パネ ル で 入力 され た 文字 列 は 、 マ ッ プ ジェ ネ レ ー タ ー の 元 と な り ま す 。 

ゲー ム 開 始 時 に 同じ 文字 列 を ここ に 入力 し て 地球 儀 を クリ ッ ク す る と 、 過 去 の も の と 
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aa 


全く 同じ 世界 を 生成 させ る こと が で きま す 。 


生成 キー を 入力 し な いで ラン ダム に 生成 させ た マッ プ が 特に 気に入っ つた と き は 、 マ ッ 
ブ 画面 で 、Ctrl キ ー を 押し た 状態 で マッ プ ツ ー ル バー の 上 部 に ある 「 ズ ー ム 」 ボタ ン を 
クリ ッ ク し ます 。 そ れ で ダイ アロ グ ボ ックス が 開き 、 生 成 キ ー が 表示 され ます 。 こ れ 
を メモ し て 、 新 規 ゲ ー ム の と き に 「 マ ッ プ 生成 キー] パネ ル に 同じ 文字 列 を 入力 する 
と 、 ま っ た く 同 じ 世 界 が 生成 され ます 。 


この 他 に 、 特 定 の 状況 が 設定 され た 固定 の マッ フ プ 生成 キ ー が 用 意 さ れ て いま す 。 

次 の 一 覧 表 で 示さ れ て いる マッ プ 生 成 キ ー は 「 マ ッ プ 生成 キー] パネ ル で も 表示 され 、 
それ を 選択 する こと で 特定 の 世界 を 生成 し 、 推 奨 する 大 国 で と り わ け 面 白い ゲー ム が 
で きま す 。 


[マッ プ ジ ェ ネ レ ー タ ー 用 固定 マッ プ 生 成 キー] 





推奨 最大 
世界 の 名 前 (キー) プレ イヤ ー 数 推奨 する 大 国 
Cau 品 | に 42 OCR 8 ee ラル ツタ ジー タル ジ < 
Rhymnerdi …… EEEBPECEECPPPCC 必 エー デ 有 > ペイ ジル 
CeWVyS COL EEECEEEEECECOCECD っ み 押 2 
Mella …0ooo mm ERCEEEREPEPPPECE ラム 522 請 PIEyg 月 ル 
lostavigarthyr……… eSNod00nn52 寺 肌 ま 放 少 、 オ ラスタ スウ エー ディッ バズ スペ イラ 
Pig CASafetsee ame mita EEEEEECEEECHHEED ポル ト ガ ル 、 ルク 6 5 の ペー リン / 
人 |Skom ア ルー 人 で ポル ト ガ ルル 、 ス ウェ ー デ ジン 、 フタ シズ 3 で P り 大 
GinegEn mm 3 の ーー 5 ラウ 及 駐 の 中 王 守 輝 災 ペイ ン 
Nansallaff RODCLPCCPP ECECCCCECODOCED ポル ト ガ ル 、 ll 
Manta ーー BEEEEHEEEEEECECE 5 ビラ ョ ジル 8 二 hwys 
国 加 EBMSTTLVS … 介 90d ロ リナ 着 (すべ て OK) 
Ciy END sey eeesnes < OCREEEEEEEEEEED 隊 N ニ 2 た ポル ト ガ ル 
Kernaegh…………… 人 ye イギリス 、 ポ ルト ガル 、 フ ラン ス 、 オ ラン ダ 
Astenldas …… ECCEEEPPEPRRHRPEEE ヌス ウェ エー デ ン 、 オランダ 
5WOIM YY "1 人 eey4 イギリス 、 ス ペイ ン 、 フ ラン ス 、 ポ ルト ガル 
Oauyorthyr………… 20 ま 和 ah Na 有人 生 PC ペ 捕 人 に 
RhOn To oonrrrrni 5--6 HEPPPPPUOOD (オラ ンダ は 最悪 ) 
Cardighoomimrmti RBEBEECEEEEPEEEEE 較 際 2 の 0 ラペ ント スウ ェ ー デ ン 
還 員 MTIOTK re 人 ay | 補 イギリス 、 オ ラン ダ 、 フ ラン ス 、 ポ ルト ガル 
AllormonaWyS…… 7 あ ジ ルリ コ (オラ ンダ 、 ポル ト ガ ル は 最悪) 
新規 ゲー ム の 開始 


マッ プ か ら 大 国 を 選択 し た ら 、 マ ッ プ の 下 に ある パネ ル で 「 難 易 度 ] を 選択 し て くだ 
さい 。 この パネ ル で 、 項 目 別に ゲー ム 内 容 を 設定 で きる 画面 を 呼び 出す こと も で きま 
す 。 難易 度 及 び ゲ ー ム の カス タマ イズ に 関す る 詳細 は 1 7 真 を 参照 し てく だ さい 。 
ゲー ム を 始め る た め に は 、「 難 易 度 」 パネ ル の 底 に ある 「 矢 印 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ま 
(あぁ 
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ゲー ム の ロー ド と セー ブ 


セー ブ し た ゲー ム を ロー ド す る た め に は 、 書 斎 画面 の わ 机 に ある 「 赤 い チ ェ ス ト 」 を ク 
り マ 少し ます 。 

それ で 、 チ ェ ス ト の 蕎 が 開き ます 。 セ ー ブ ゲ ー ム を ロー ド す る た め に チェ スト を 開く 
と 、 オ ー ト セー ブ が 選択 され た 状態 に な っ て いま す 。 こ の ゲー ム を ロー ド す る た め に 
は 、 そ の まま 箱 の 上 に ある 「 セ ー ブ ゲ ー ム の ロー ド 」 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
他 の セー ブ ゲ ー ム を ロー ド す る た め に は 、 次 の 手順 に 従っ て くだ さい 。 


書斎 画面 で 
JI 赤 ま 天王 II ド な 多 リ ウ み 多 人 ま 
eg. チェ スト の な か に ある ロー ド し た い セ ー ブ ゲ ー ム を クリ ッ ク し ます 。 
その ゲー ム の マッ が チェ スト の 蓋 に 表示 され ます 。 
3 . チェ スト の 上 部 に ある 「 セ ー ブ ゲ ー ム の ロー ド 」 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


二 画面 で プレ イ 中 に も セー ブ ゲ ー ム を ロー ド す る こと が で きま す 。 
コン ピュ ー タ の 形 を し た 「 ゲ ー ム 制御 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 

ジグ イア ログ ポタ ク スズ れる 「 ゲ ー ム の ロー ド 」 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
開い た チェ スト が 表示 され ます 。 

3. チェ スト の な か に ある ロー ド し た い セ ー ブ ゲ ー ム を クリ ッ ク し ます 。 
その ゲー ム の マッ プ が チェ スト の 区 に 表示 され ます 。 

4 。 チェ スト の 上 部 に ある [| セー ブ ゲ ー ム の ロー ド 」 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 





ゲー ム の セー ブ 

ゲー ム を セー ブ す る た め の ス ロッ ト は 9 個 あ り ま す 。 オ ー ト セー ブ ゲ ー ム 用 の 追加 ス 
ロッ ト (1 0 個 目 ) も ありま す 。 セ ー ブ ゲ ー ム の スロ ッ ト と し て は 、 マ ル チ プ レイ ヤ 
一 用 ・ チ ュー トリ アル 用 が 別に 用 意 さ れ て いま す 。 


以下 の 手順 で ゲー ム を セー ブ し ます 。 


1 . 地形 マッ プ 画 面 で 、 ツ ー ル バー の 上 部 に ある コン ピュ ー タ アイ コン の 「 ゲ ー ム 制 
御 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 

2. ダイ アロ グ ボ ックス に 表示 され る 「 ゲ ー ム の セー ブ 」 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
大 きく 開い た チェ スト の 画面 に 移行 し 、 中 に 巻物 が 表示 され ます 。 

9 . 9 個 の セー ブス ロッ ト と オー ト セ ー ブ 用 の スロ ッ ト が 1 個 あ り ま す 。 
巻物 の いずれ か を クリ ッ ク し て くだ さい 

4 . ゲー ム 名 を 入力 し ます 。 

5. チェ スト の 上 部 に ある 「 ゲ ー ム の セー ブ 」 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


ゲー ム を セー ブ せ ず に チェ スト 画面 を 終わ どら せる た め に は 、 画面 左 端 に ある 「 メ ダル 」 
を クリ ッ ク し て くだ さい 
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9 個 以上 の シン グル プレ イヤ ー ゲ ー ム の セー ブ 

9 個 以 上 の ゲー ム を セー ブ し て お きた いと き は 、 ゲ ー ム を 始め る 前 に 、「 イ ン ペ リア リ 
ズム II 」 の セー ブ ゲ ー ム フォ ル ダ を 開き 、 そ れ ま で に セー ブ し た ゲー ム を 別 の フォ ル 
ダ に 移動 し て こく だ さい 。 通常 の セー ブフ ァイル は 、slotX.imp と し て 識別 され て いま す 。 
X は 、 0 か ら 8 の 数 字 を 表し て いま す 。 オ ー ト セー ブ は slotA.imp と 識別 され 、 チ ュー 
トリ アル の セー ブ は slotT.imp と 識別 され て いま すさ ら に 、 マ ル チ プ レイ ヤー で セー 
ブ し た ゲー ム は multX.imp と し て 識別 され て いま す 。「 イ ン ペ リア リズ ム II] の セー ブ 
し た ゲー ム フ ォ ル ダ か ら そ れ ま で に セー ブ し た も の を 移動 する と 、 そ れ ら は チェ スト 
の な か に 表示 され ず 、 新 規 セ ー ブ 分 が それ ら の スロ ッ ト に セー ブ さ れ ま す 。 


マル チ プ レイ ヤー ゲー ム の 開始 

















新規 ゲー ム の ホス 
ト に な る 
現在 の ゲー ム に 参加 


書斎 画面 に 戻る 





ーー タル の 
スト に な る 





「 イ ン ペ リア リズ ム HI」 は 、 最 大 6 人 まで の マル チ プ レイ ヤー ゲー ム を L AN 及び イン 
ター ネッ ト で サポ ー ト し て いま す 。 

マル チ プ レイ ヤー ゲー ム を 生成 し た り ゲ ー ム に 参加 する た め に は 、 書 斎 画面 で 「 馬 上 
の 戦士 像 ] を クリ ッ ク し て くだ さい 。 そ れ で 、 接 続 画面 に 移行 し ます 。 そ こ で は 、「 戦 
士 像 ]」 を クリ ッ ク す る こと で 他 の 人 が ホス ト に な っ て いる ゲー ム に 参加 する こと が で 
きま す 。 

LAN で ゲー ム す る 場合 は 、 IP アド レス を 入力 する 必要 は あり ませ ん 。 「 イ ン ペ リア リ 
ズム I」 が 、 接 続 可 能 な ゲー ム を 自動 的 に 探し リス ト を 表示 し ます 。 し か し 、 参 加 し 
た い ゲ ー ム が 表示 され な いと き は 、 ホ スト の IP アド レス を 入力 し て くだ さい 。 

イン ター ネッ ト で プレ イ す る と き は 、 ホ スト の IP ア ドレ ス を 入力 し て くだ さい 。 ゲ ー 
ム の ホス ト は 、 マ ル チ プ レイ ヤー ロビ ー に ある 「 統 治 者 の 肖像 画 ] ボタ ン に マウ スカ 
ー ソ ル を 合わ せる と 、IP ア ドレ ス を 確認 する こと が で きま す 。 IP アド レス は 、 画 面 上 
部 の ホッ ト テ キス ト 領 域 に 表示 され ます 。 

ゲー ム を 開始 する 前 に 、WINIPCFG.EXE を 起動 し て 自分 の IP アド レス を 確認 する こと 
が で きま す 。WINIPCFG.EXE は 、 シ ステ ム ドラ イブ の WINDOWS フ ォ ル ダ に あり ま 
le 陸 








ゲー ム の ホス ト に な る た め に は 、「 地 図 」 を クリ ッ ク す る か が か 、 セー ブ し て ある ゲー ム を 
ロー ド す る た め に 「 赤 い チ ェ ス ト 」 を クリ ッ ク し ます 。 
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マル チ プ レイ ヤー ゲー ム へ の 参加 
ホッ ト テ キス ト 領 域 "IP アド レス 表示 


ルレ 5T7= コ 


メイ ン 画 面 に 戻る NE 


を 開く 














世界 マッ プ 








プレ イヤ ー 国 家 プレイ ヤー 名 開始 ボタ ン 選 1 ツ 1 ピス ラーー ツ 2 


マル チ プ レイ ヤー ゲー ム に 参加 する と き は 、 ま ず マ ル チ プ レイ ヤー ロビ ー に 入り ます 。 
そこ に は 、 選 択 し た ゲー ム の マッ プ が 表示 され て いま す 。 画面 中 央 下部 に パネ ル が あ 
り 、 ゲ ー ム を 展開 する 6 つの 大 国 が 表示 され て いま す 。 大 国 を 選択 する た め に は 、 マ 
ッ プ も し く は パネ ル の 国家 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 パ ネル で 緑 の チ ェ ッ ク 印 が 表示 
され て いる 国家 は 、 他 の プレ イヤ ー が 既に その 国家 を 選択 し て いま す 。 


マル チ プ レイ ヤー ゲー ム の ホス ト に な る 

ゲー ム WhK ス か に か る と こき 低 に マル デジ レイ ヤー ザー ム 客 人 セー プレ た ゲー ム を 回 ドド 
する か 、 新 し い ゲ ー ム を 主催 する こと で 、 接 続 画 面 か ら 出 ます 。 そ れ ぞ れ の 選択 肢 は 、 
同じ タイ プ の シン グル プレ イヤ ー ゲ ー ム と 同じ 方 法 で 選択 する こと で ゲー ム を 開始 で 
きま す 。 他 の プレ イヤ ー は 、 世 界 が 生成 され た 後 で ゲー ム を 始め る こと が で きま す 。 


ゲー ム を 生成 し た ら 、 マ ル チ プ レイ ヤー ロビ ピー に 移行 し ます 。 ホ スト と し て 、 先 に 大 
国 を 選択 する こと が で きま す 。 他 の プレ イヤ ー が 大 国 を 選択 し て あな た の ゲー ム に 参 
加 す る の を 待ち ます 。 全 て の 参加 が 確認 で きた ら 、「 ゲ ー ム 開始 ]」 を クリ ッ ク し て くだ 
さい 。 


ゲー ム が 始ま る の を 待つ 間 、 他 の プレ イヤ ー と チャ ッ ト す る こと も で きま す 。 国 を 選 
択 し た ら 、 チ ャ ッ ト ボ ックス を 開く た め に 、 ベ ル を 鳴ら す 取っ 手 を 右 ク リッ ク し て く 
だ さい 。 
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難易 度 設定 と ゲー ム の 性 格 


ホッ ト テ キス トト 領域 





難易 度 設定 画面 新規 ゲー ム の ホス 

終了 ト に な る 
難易 度 設定 

難易 度 ラ ンク 次 の ペー ジ に 移行 





予め 設定 され た 5 段階 の 難易 度 が あり ます 。 

幅広 い 様々 な 項目 を 使っ て 難易 度 を プレ イヤ ー が 設定 (カス タマ イズ ) する こと も で 
きま す 。 

[地図 の 間 」 の 難易 度 パ ネル の 名 難易 度 の 右 横 に 表示 され て いる 点数 は 、 相 互 の 難易 度 
比較 が スム ー ズ に で きる た め の も の で す 。 

難易 度 パ ネル の 「 カ スタ ム 」 の 右端 に ある 「 右 向き 矢印 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る こ 、 
難易 度 を 決定 する 全 項 目 を 確認 する こと が で きま す 。 こ れ ら の 設定 を 変更 する こと を 
カス タマ イズ と 言い ます 。 各 設 定 項目 は 、 後 述 の カス タマ イズ 方 法 で 説明 し ます 。 


ゲー ム が 始ま っ て か ら は 難易 度 に つい て どの よう な 設定 変更 も で きま せん が 、「 ゲ ー ム 
制御 パネ ル 」 に ある 「 上 難易 度 設定 の 表示 ] を 使っ て 確認 する こと は で きま す 。「 ゲ ー ム 
制御 ] ボタ ン は 、 地 形 マ ッ プ ツー ル バ ー の 右上 で 見 つか り ま す 。 


入門 

この 難易 度 は 、 主 と し て ゲー ム を 覚え る た め に 設定 され た も の で す 。 間違い を リカ バ 
リー で きる 余裕 が ある の で この ゲー ム を 始め た ば か り の プレ イヤ ー で も 勝ち や すく な 
っ て いま す 。 コ ンピュータ プレ イヤ ー は 設定 項目 の 面 で 大 き な 不 利 に 置か れ て いま す 。 
いい 加減 に クリ ッ ク し た り わ ざと 負け よう と し な い 限 り 、 勝 て る は ず で す 。 


初級 

初心 者 は 、 こ の 難易 度 設定 で ゲー ム を する の は 大 変 か も し れ ま せん 。 優 位 性 は あり ま 
す が 、 そ の 優位 性 を 真 に 理解 で きる の は 、 コ ンピュータ AI が プレ イヤ ー に 追い つき 追 
い 越 し た と き で し ょ うっ う 。 


標準 

標準 に お いて 、 プ レイ ヤー と コン ピュ ー タ AI は 本 質 的 に 同一 の ゲー ム 条 件 で プレ イ し ま 
す 。 こ の レベ ル は 、 プ レイ ヤー が ゲー ム 方 法 を 修得 し て か ら 選択 すべ きも の で す 。 どう 
し て いい いか よく わか ら な いと き は 、 ま ず よ り 簡 単 な 設定 で プレ イ し て みて くだ さい 。 
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上 級 
[初級 |」 レベ ル の ほとん ど 逆 の 内 容 で 、 コ ンピュータ Al に 大 き な 優 位 性 が あり ます 。 
熟 績 し た プレ イヤ ー で な けれ ば 、 コ ンピュータ に 勝つ の は まず 無理 で し ょ う 。 


超級 

この 設定 で 「 イ ン ペ リア リズ ム II」 を プレ イ す る の な ら ば 、 国 家 の 選択 と 都市 の 立地 
を 注意 深く 行っ て くだ さい 。 国 に 侵攻 され 壊滅 さ せら れる 前 に 勝利 し た いな ら ば 、 マ 
ッ プ 上 で 最適 の 国家 を 選ば な けれ ば な り ま せん 。 ゲ ー ム 序 哀 で うま くい か な いと き は 、 
あっ さり あき ら め て も う 一 度 ゲ ー ム を や り 直 し た ほう が いい で し ょ う 。 





難易 度 設定 の カス タマ イズ 


難易 度 設定 パネ ル の 「 カ スタ ム 」 の 右側 に ある 「 右 向き 矢印 ボタ ン を クリ ッ ク す る 
こと で 、 難 易 度 設定 画面 に 移行 し ます 。 

カス タマ イズ 画面 は 4 真 で 構成 され て いま す 。 加 頁 下 側 に ある 「 赤 い 矢印 」 を 使っ て 、 
真 を めく る こと が で きま す 。 各 設定 を 説明 する ホッ ト テ キス ト は 、 画 面 上 部 の パネ ル 
に 表示 され ます 。「 地 図 の 間 ] に 戻る た め に は 、 画面 左側 の 「 ロ ウソ ク 」 に ある 「 矢 印 ] 
を クリ ッ ク し て くだ さい 。 





ゲー ム プ レイ 
最初 の 頁 の 画面 上 部 の 2 項目 が ゲー ム プ レイ の 内 容 で 、 そ の 左側 の 項目 で ゲー ム 開 始 
時 点 で 首都 を 自分 で 選択 する の か コン ピュ ー タ が 決め る か を 設定 する こと が で きま す 。 
右側 の 項目 は 、「 ラ ンダ ム な イベ ント 」 を 発生 させ る が 発生 させ な いか を 設定 する た め 
の も の で す 。 


食糧 及び 嗜好 品 経済 

貞 目 の 「 難 易 度 設定 ] の 冒頭 に ある 2 項目 に は 、 「 単 純 ] ・「 複 雑 ] と いう 二 つ の 経 
済 に 関す る 選択 肢 が あり ます 。「 入 門 ] 及び 「 初 級 | レベ ル で ゲー ム を 開始 する と 、 自 
動 的 に 「 単 純 ] に 設定 され ます 。Al は 、 こ れ ら の 設定 に ほとん ど 関 係 な く 一 定 の 方 法 
で プレ イ し ます 。「 単 純 ] 設定 に する と 、 プ レイ ヤー は ゲー ム を より や さ し く 感じ られ 
る は ず で す 。 





1 


「 単 純 ] は 、 ど ん な 食糧 で も 人 々 の 健康 を 支え 、 ど ん な 嗜好 品 で も 嗜好 品 へ の 谷 求 を 満 
た し ます 。 ゲ ー ム で 人 々 を 食べ させ 幸せ に し 続け る こと が 容易 に な り ま す 。 物資 が 分 
散 的 に 集まる よう に 帝国 を 開発 する 必要 が あり ませ ん 。 複雑] 設定 で は 、 特 定 の 食糧 
や 嗜好 品 を 要求 する 人 々 に 、 適 合 し た 品々 を 与え な けれ ば な り ま せん 。 そ れ が で き な 
けれ ば 、 労 働 者 は 労働 に 従事 する 能力 を 失い ます 。「 複 雑 ] 設定 で あっ て も 、 あ まり 良 
く な い 食 糧 や 嗜好 品 を 与え られ て いて も 死ぬ こと は あり ませ ん 。 た だ 、 食 糧 や 高級 品 
が きち ん と 与え られ な いと 、 ど ん な 仕事 も し ませ ん 。 ど ちら の 設定 で も 、 労 働 者 は 食 
柱 を 全く 与え られ な けれ ば 最後 は 人 死 し て し まい ます 。 


5 段階 の 難易 度 設定 

カス タマ イズ 画面 の 1 真 の 残り と 2 頁 は 、 外 交 関係 ( 他 の 国家 と の 友好 ) ・ 技 術 研究 の 
スピ ー ド ・ ダ ゲーム 開始 時 に 修得 し て いる 技術 ・ ゲー ム 開 始 時 の 軍事 力 ・ 余剰 物資 ・ 余 
剰 現金 ・ 赤 字 制 限 な ど ゲ ー ム の 構成 要素 を 設定 する た め の も の で す 。 
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それ ら の 名 項 目 に 表示 され て いる 5 つの 選択 肢 は 、「 地 図 の 間 ] で 利用 で きる 5 段階 の 
難易 度 設定 に 対応 し て いま す 。 例 えば 、「 標 準 ] 難易 度 で ゲー ム を する と 、 こ れ ら の 全 
て の 項目 が 「 標 準 」 に 設定 され ます 。「 標 準 ] は 、 コ ンピュータ ー に も 人 間 に も 優位 性 
が あり ませ ん 。 











[標準] が や さ し す ぎ る 、「 上 級 ] が 難し すぎ る と 感じ ゃ な ら 、 こ れ ら の 設定 を 使用 し 
て 、 挑 戦 し が い が あ る ゲー ム を つく っ て くだ さい 。 例 えば 、「 上 級 ] レベ ル で の 問題 が 
技術 に 関連 ある よう で し た ら 、 投 術 の 分 類 を 「 標 準 ] に 変更 し て みて くだ さい 。 そ し 
て 、 残 り の 設定 は 「 上 級 ] の まま に し て お きま す 。 


ゲー ム の 性 格 

3 頁 と 4 真 に は 、 数 多く の 「 ゲ ー ム の 性 格 ]」 を 設定 する こと が で きま す 。 こ れ ら の ほぼ 
と ん ど は 、 ゲ ー ム の 難易 度 に は 影響 び が な い の で 手軽 に 利用 で きま す 。 ゲ ー ム の 難易 度 
で は な く 、 ゲ ー ム し た い 世 界 の 性 格 を 決め る た め に これ ら の 設定 を 利用 し て くだ さい 。 





コン ピュ ー タ プレ イヤ ー の 個性 

Al の 個性 を 「 国 特性 ] に する と 、 大 国 が その 歴史 的 経過 に お お ま か に 基づい た 戦略 を 
と り ま す 。 例 えば 、 ス ペイ ン は 新 世 界 で "コルテス" 的 戦略 を と っ て プレ イ す る で し 
ょ うし 、 英 国 は 、 海 軍 技術 を 研究 し 私 振 朋 を 建造 する で し ょ う 。 「 ラ ンダ ム 」 を 選択 す 
る と 、 選択 され た 戦略 を 予測 する こと は で きま せん 。 


糧食 ルー ル 

これ は 、 大 国 が 食糧 を 集め や すい か どう か の 設定 で す 。 こ の 設定 が オン で あれ ば 、 支 
配 する 州 の 数 と 同じ 国民 が 無償 で 食糧 を 得 ま す 。 ゲ ー ム は や さ し く な り ま す が 、Al も 
同じ メリ ッ ト を 受け る の で 、 ゲ ー ム は より いっ そう 攻撃 的 な も の に な り ま す 。 


攻撃 費用 
この 設定 を 変更 する こと で 、 ゲ ー ム の 世界 が 、 より 平和 的 に な っ た り 、 さ ら に 暴力 的 な も 
の に な り ま す 。 こ れ は すべ て の 大 国 に 影響 を な 与え 、 ゲー ム の 難易 度 に は 直接 関わ り ま せん 。 


旧 世 界 小国 の 軍事 力 
旧 世 界 に ある 小国 の 軍事 力 を 「 強 い 」 に 設定 する と 、 ど の 大 国 も 侵攻 で 勝利 を 収め る 
の が 困難 に な り ま す 。 こ の た め 、 よ り 人 外交 的 側面 が 強く な り ま す 。 


新 世 界 の 軍事 力 
新 世界 (種族 ) の 軍事 力 が 「 強 い 」 と 、 大 国 は 商人 を 活用 する こと が 求め られ ます 。 
新 世界 の 軍事 力 が 「 弱 い ] と 、 新 世界 へ の 迅速 な 侵攻 に よる 征服 が 有効 に な り ま す 。 


新 世 界 の 騎兵 

この 項目 で 、 原 住民 の ユニ ッ ト が 銃火 器 や 馬 を 装備 し た 部 隊 に 強化 され る 時 期 と 割合 
を 調節 する こと が で きま す 。 大 国 が 大 使 館 を 設立 し た 種族 は 、 そ の 大 国 が 軽 火 砲 連隊 
の 構築 技術 を 修得 する と 、 旧 部 隊 を 騎兵 に 強化 し 始め ます 。 こ の 項目 が 「 早 い 」 と 設 
定 さ れ て いる と 、 大 国 が 馬 曳 火砲 を 修得 し た 時 点 で その 強化 が 行わ れ 始 め ま す 。「 遅 い 」 
は 、 後期 の 軽 火 砲 が 修得 され る まで 、 種 族 が 軍隊 の 強化 を 行え な いこ と を 意味 し ます 。 
この 設定 は 、 新 世界 の 征服 スピ ー ド を 調節 し ます 。 
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特殊 な A 1 規則 

この 機能 よ 、 コ ンピュータ が 支配 する 大 国 の み に 影 響 を 及ば ぼ ば し ます 。 そ の た め 、 難 易 
度 へ の 影響 は あり ませ ん 。 | 開発 」 に 設定 する と 、A | は 何 か を 手 に 入れ る た め に 暴力 
を 使う の を た め ら いま す 。「 攻 撃 ] は 、 攻 撃 す る よう な 状況 に な っ た ら そ れ を や め る と 
いう 考慮 は な いで し ょ う 。 








拡張 活動 に 対す る 外交 的 ペナ ル テ ィ 

この 項目 は 、 プ レイ ヤー が 支配 する 大 国 の み に 影 響 を 与え ます が 、 ゲ ー ム の 難易 度 に 
は 影響 あり ませ ん 。「 普 通 ] で は 、 す べ て の プレ イヤ ー が 昌世 界 の 州 を 奪う と 外交 関係 
で 同じ よう な ペナ ル テ ィ ー を 受け ます 。 こ れ は 、 基 本 的 に 、 弱 い 国 々 が 団結 し て 勝利 
に 向かっ て いる 大 国 に 対抗 し て いく 傾向 を 生み ます 。 こ の 設定 の 変更 で 、 プ レイ ヤー 
が 支配 する 国々 の み に 対 し て この ペナ ル テ ィ ー を 増大 させ る か 減少 させ る こと が で き 
ます 。 




















新 世界 探 栓 に お ける コン ピュ ー タ プレ イヤ ー の 優位 性 
この 設定 は 、 コ ンピュータ が 支配 する 大 国 が 新 世界 の 州 を 発見 し 評価 する スピ ー ド を 
制御 し ます 。 


ゲー ム 環 境 の 設定 





ホッ ト テ キス ト 信 域 








環境 設定 画面 を 
終了 


ヘル プ 参 照 

















ゲー ム を 開始 し た り ロ ー ド を する 前 に 環境 を 設定 し た いと き は 、「 書 斎 」 画面 に ある 
「 小 さ な 絵 | (地球 儀 の 左上 横 ) を クリ ッ ク し ます 。 

プレ イ 中 に 環境 を 変更 し た いと き は 、 マ ッ プ 画面 の 上 部 に ある 「 ゲ ー ム 環境 設定 ] ボ 
タン を ジリ ツン し ます 。 と の ボタ ン の 上 に あめ ある. チエック 刈 」 の アイ コン を ん 0 クン 
し て くだ さい 。 足 方 が 選択 し た 画面 は 、 貴 方 の 選択 肢 を 保存 し ます 。 次 に 貴方 が プレ 
イ す る 時 、 貢 方 の 選択 は 修正 され ます 。 以 下 の 選 択 肢 が 利用 で きま す 。 


陸軍 戦闘 

この 項目 が 「 手 動 ] に 設定 され る と 、 各 戦闘 は 戦場 で 行わ れ ま す 。 戦場 で 敵 軍 に 対し 
て プレ イヤ ー が 妙 な 戦術 を 駆使 する こと が で きま す 。 こ の 設定 が 「 自 動 ] に 設定 さ 
れ て いた ら 、 戦 闘 は 自動 的 に 行わ れ 、「 タ ー ン 終了 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る と 戦闘 の 結 
果 が 表示 され ます 。 戦術 戦闘 に 関す る 詳細 は 6 4 貢 を 参照 し こく だ さい 。 
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主 主 


自動 的 に 生産 
これ が オン の と き は 、 タ ー ン が 終了 し た 時 点 で 生産 に 従事 し て いな い 労 働 者 を コン ピ 
ュー タ が 生産 に 割り 当て ます 。 


避 生 

講 

重要 で な い 警 告 メ ッ セ ー ジ を オフ に する こと が で きま す 。 プ レイ ヤー の アド バイ ザー 
は 、 こ の 選択 に 関わ ら ず 首都 が 攻撃 され そう な 危険 な 状況 に つい て は 警告 を 発し ます 。 
それ ほど 緊急 で な い 事 柄 に つい て アド バイ ザー の 警告 が 炉 わ し い 場 合 は 、 こ の 項目 を 
オフ に し て くだ さい 。 詳細 は 2 2 頁 を 参照 し こく だ さい 。 


簡略 ヘル プ 

すべ て の 画面 で 自動 的 に ヘル プ を 見 た いと き は 、 こ の 選択 を オン に し て くだ さい 。 選 
択 肢 を オオ フ に し て も 、 ヘ ルプ ダイ アロ グ を 通じ て 説明 を 確認 する こと は で きま す 。 詳 
細 に つい て は 後述 し ます 。 














オー ディ オ 

効果 音 と 音楽 の 2 つの スラ イダ ー バ ー で 、 ゲ ー ム で 再生 され る 音量 を 調整 する こと が 
で きま す 。 マ ウス の ボタ ン を 押し な が ら 、 マ ウス を 左右 に ドラ ッ グ し て くだ さい 。 こ 
れ で 音量 が 調節 で ぐれ ます 。 バ ー 全 体 を 暗く する と 音量 を 完全 に 0 に し ます 。 


6 志 の デ ジヨン 

貴方 は 、 戦 場 、 活動 する 市 民 ・ 部 隊 の アニ メー ショ ン を Off に する こと も 出来 ます 。 ア 
ニメーション が 起動 し な い 場 合 に は 、 市 民 ・ 部隊 が 活動 し て いる 状況 、 ま た は 部 隊 を 
使え る 状況 を 確認 する こと が 難し く な り ま す 。 


ビデ オド ライ バー の 互換 性 確保 
この 設定 は 、 ユ ニッ ト や アイ コン の 周辺 が お か し な 表示 に な る 場合 、 ビ デオ ドラ イ バ 
ー の 理 換 性 を と る よう に で きる も の で す 。 
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ヘル プ の 利用 法 


プレ イヤ ー が いる すべ て の ゲー ム 画 面 で 「?」 ボ タン が 表示 され ます 。 メ イン の 地形 
マッ プ 画 面 で は 、 ツ ー ル バー の 左下 隅 に あり ます 。 他 の 画面 で は 、 ほ と ん ど 右 上 に 
「?」 ポ ボタン が あり ます 。 こ の ボタ ン を 押す と 、 プレ イヤ ー が 今 い る 画面 に 関連 し た へ 
ルプ が 表示 され ます 。 


ヘル プ 概 要 


ヘル プ は 、 新 し い 画 面 に 移行 し た と き に いく つか の 事柄 に つい て 基本 的 な 情報 を 提供 
する も の で す 。 戦略 及び 画面 の 基本 機能 に 関す る 両方 の 情報 が 含ま れ て いま す 。 地 形 
マッ プ 画 面 は 表示 され る 情報 が 多い の で 、 数 多く の ヘル プ が 用 意 さ れ て いま す 。 他 の 
画面 で は 、 ヘ ルプ は 1 つの み で す 。 


ヘル プ の 使い 方 

ヘル プ ダ イア ログ が 開く と 、 表 題 と と も に ブル ー の 下線 が 引か れ た 項目 の 一 覧 表 が 表 
示さ ざれ ます 。 確認 し た い 項 目 を クリ ッ ク す る と 、 項 目 一 覧 表 部 分 が 、 選 択 し た 項目 に 
関す る 文章 に 変わ り ま す 。 選 択 項目 の 情報 を 確認 し 終わ っ た ら 、「 見 出し に 戻る ] を ク 
リッ ク し 、 項 目 の 選 択 画面 に 戻り ます 。 ヘ ルプ パネ ル の 左上 隅 に ある ボタ ン を クリ ッ 
ク す る と 、 ヘ ルプ パネ ル が 閉じ ます 。 


























プレ イ 方 法 を 知り た い 状 況 に な っ た ら 、 こ の ヘル プ で 行動 や 操作 に つい て 確認 し て い 
く の が ベス ト で す 。 ヘ ルプ パネ ル は 、 読 み 終わ っ た こと が 確認 され る まで その まま の 
状態 で 静止 し て いま す 。 ヘ ルプ を いっ た ん 閉じ て も 、「?」 ボタ ン を 使っ て ヘル プ 画 面 
に 戻る こと が で きま す 。 


アド バイ ザー か ら の 警告 


コン ピュ ー タ アド バイ ザー は 、 プ レイ ヤー の 指示 が 誤っ た 結果 を 生む と 察知 する と 警 
告 を 発し ます 。 ア ドバイ ザー は 状況 を 説明 し 、 プ レイ ヤー の 指示 に 対し て 変更 する よ 
う 提 案 し ます 。 そ の 警告 を 無視 し て も 構い ませ ん 。 あ な た が 大 国 を 統治 し て いる の で 
す 。 実際 で も 、「 ゲ ー ム 環境 の 設定 ] 画面 で 、 ほ と ん どの 警告 を 出さ せな いよ うに する 
こと が で きま す 。 

また 、 ア ドバイ ザー は 、 あ ら ゆ る 状況 を きち ん と 把握 し きれ て いな いこ と が あり ます 。 
例え ば 、 自 国 の 軍隊 が 、 他 の 大 国 の 軍隊 より 弱い と 告げ られ る か も し れ ま せん 。 海 軍 
の 運用 で も 、 プ レイ ヤー の 思い 通り に は いか な いか も し れ ま せん 。 

も っ と も 悲惨 な 警告 は 、 首 都 の 安全 に 関わ る こと で す 。 首都 を 失 え ば 、 ゲ ー ム も 終了 
し ます 。 プ レイ ヤー の リス ク で この 警告 は 無視 で きま す 。 し か し 、 こ の 警告 は 「 ゲ ー 
ム 環 境 の 設定 ] 画面 で も 省略 する こと は で きま せん 。 


状況 と 報告 パネ ル 
地形 マッ プ 画 面 の ツー ル バ ー の 右上 に ある ボタ ン で 、「 状 況 と 報告 」 パネ ル に 移行 で き 


ます 。 バ ネル に は 8 個 の ボタ ン が あり 、 異 な る ゲー ム 情 報 を 利用 する こと が で きま す 。 
F1 キ ー を 押す こと で も 、 こ の パネ ル に 移行 で きま す 。 
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ee 


競合 状況 

「 競 合 状況 ] ボタ ン で 、 大 国 の 発展 を 図示 する 様々 な グラ フ を 確認 で きる 「 競 合 状況 」 
画面 に 移行 し ます 。 図 の 左右 脇 に ある 巻紙 を クリ ッ ク し て 、 様 々 な 統計 を 確認 し て く 
だ さい 。「 商 船 力 」 ・「 輸 出力 ]」 ・「 産 業 力 」 ・「 労 働 力 」・「 海 外 収益 ] な ど で 他 の 
大 国 と 比較 し た 自国 の 達成 状況 を 知る こと が で きま す 。 「 軍 事 力 」 の 統計 は 、 自国 が 現 
在 ど れ く らい 危険 か を 知る の に 格好 の 指針 で す 。 

「 競 合 状況 ] パネ ル を 閉じ る た め に は 、 画面 左上 隅 に ある マッ プ コ 画 面 に 戻る た め の 矢 印 
を クリ ッ ク し て くだ さい 。 

F 5 キー を 押す こと で 、「 競 合 状況 ]」 パネ ル を 呼び 出す こと も で きま す 。 





























ター ン 有 要約 

ター ン 要 約 は 、 各 ター ン の 最初 に 必ず 表示 され る も の で す 。 こ の ター ン の 出来 事 を 再 
認 す る た め に は 、「 状 況 と 報告 ] パネ ル に ある 「 タ ー ン 要約 ] ボタ ン を 押し ます 。 
F 6 キー を 押す こと で 、「 タ ー ン 要約 ]」 を 呼び 出す こと も で きま す 。 


戦闘 報告 
次 の ター ン に 移行 する 直前 に 、 大 国 が 絡 お も の で あれ ば 、 陸 上 で あれ 海上 で あれ 、 そ 
の 戦闘 の 報告 を 受け 取り ます 。 と り わ け 、 マ ル チ プ レイ ヤー ゲー ム で は 、 タ ー ン 移行 
期 に 報告 の 詳細 を きち ん と 読み と る 時 間 が あり ませ ん 。 タ ー ン の な か で 戦闘 報告 を 再 
び 確 認 し た いと き は 、「 状 況 と 報告 ] パネ ル に ある 「 戦 闘 報告 | ボタ ン を クリ ッ ク し て 
くだ さい 。 

F7 キー を 押す こと で 、「 戦 闘 報告 ] を 呼び 出す こと も で きま す 。 








「 戦 闘 報告 」 画面 は 、 双方 の 部 隊 構 成 力 と 結果 の 表示 を し ます 。 同じ ター ン で 複数 の 戦 
闘 が 起こ っ た と き に それ を 順に 見 て いく た め に は 、 左 右 矢印 を クリ ッ ク す る か が 、 世 界 
マッ プ 上 の 各 戦 闘 を 示す 交差 し た 剣 の アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 自国 の 戦闘 も 入 ま 
れ て いる 場合 は 、 中 央 の 「i 」 アイ コン を クリ ッ ク し て 戦闘 を 行っ た 双方 の 陸軍 や 艦 
隊 の 詳細 を 確認 する こと が で きま す 。 


自国 が 絡む 戦闘 の 詳細 パネ ル で は 、 健 康 状況 を 伴っ た 両 兵 力 が 表示 され 、 壊 滅 し た 連 
隊 や 船 は 「 戦 死 ] ・「 撃 沈 」 と 表示 され ます 。 連 隊 や 艦船 に は 、 そ の 戦闘 で 稼い だ 経 
験 を 含め た 経験 メダ ル も 表示 され ます 。 海 軍 の 作戦 行動 で は 、 略 奪 し た 貨物 や 妨害 を 
受け た り 略 礁 され た り 撃 沈 さ れ た 商船 も 表示 され ます 。 戦闘 で 州 を 奪う と 略奪 品 を 獲 
得 し ます 。 


交易 及び 市 場 概要 

ター ン 終 了 後 に 、 大 国 や その 他 の 国 (種族 を 含む お) と の あい だ で 交易 が 行わ れ ま す 。 
すべ て の 取り 引き が 終る と 、「 交 易 台 帳 ]」 と 呼ば れる 要約 が 、 次 の ター ン に 移る 前 に 表 
示さ れ ま す 。 タ ー ン の あい だ に 、 と り わ け マ ル チ プ レイ ヤー ゲー ム の と き は 「 交 易 台 
帳 ] を 確認 し た く な る か も し れ ま せん 。 交易 台帳 を 再 確認 する た め に は 、[「 状 況 と 報告 ] 
パネ ル で 「 交 易 及 び 市 場 概要 ] の ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。「 交 易 台 帳 ] の 見 方 に つい 
て は 、9 8 頁 を 参照 し こく だ さい 。 

F8 キー を 押す こと で 、「 交 易 台 帳 ] を 呼び 出す こと が で きま す 。 
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開発 一 覧 

「 開 発 一 覧 ] は 、 支配 する すべ て の 州 に お ける 資源 の 産出 と 輸送 を 要約 し て 提供 し ます 。 
「 開 発 一 覧 」 の 州 名 称 の 先頭 に ある 虫眼鏡 を クリ ッ ク す る こと で 、 そ の 州 を マッ プ 中 央 
に 表示 する マッ プ 画 面 に 切り 替え る こと が で きま す 。 

F9 キ ー を クリ ッ ク す る こと で 、「 開 発 一 覧 ] を 呼び 出す こと が で きま す 。 


ユニ ッ ト 一 覧 

保有 し て いる 海軍 ・ 陸 軍 ・ 民 間 の それ ぞ れ に つい て の 一 覧 が あり ます 。 そ の 一 覧 の ユ 
ニッ ト を クリ ッ ク す る と 、 そ の ユニ ッ ト を 画面 の 中 央 に し た マッ プ 画 面 を 表示 し ます 。 
海軍 一 覧 ] や 「 陸 軍 一 覧 ] は 、 数 多く 保有 する ユニ ッ ト の 強化 (アッ プ グ レー ド ) の 
と き に 役立ち ます 。 

F1 0 キー で 「 陸 軍 一 覧 ]、F 1 1 キー で 「 海 軍 一 覧 ]、F 1 2 キー で 「 技 師 一覧 ] を 呼び 
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その 他 の ヘル プ 


情報 クリ ッ ク 

地形 マッ プ 画 面 で 、 情 報 ク リッ ク ( 右 ク リッ ク も し く は Shift+ 左 クリ ッ ク ) する と よ 
り 多 く の 情 報 を 得る こと が で きま す 。 特定 の 地形 区 画 や そこ に ある も の の 情報 を 得る 
の に 最善 の 方 法 で す 。 


ホッ ト テ キス ト 

マウ スカ ー ソ ル を 動か す と 、 ほ と ん どの 画面 の 右上 部 分 に テキ スト が 表示 され ます 。 
難 問 に 思う アイ コン や その 他 の オブ ジェ クト に カー ソル を 合わ せる と 、 役 に 立つ 情報 
を 得る こと が で きま す 。 

例え ば 、 産 業 画 面 で は 、 ホ ッ ト テ キス ト が 各 生 産 ス ライ ダー を 説明 し ます 。 交易 画面 
で は 、 ホ ッ ト テ キス ト が 加 物 資 の 説明 を し ます 。 マ ッ プ 画面 の ツー ル バ ー に ある ほこ と 
ん どの 項目 も 、 ホ ッ ト テ キス ト で 説明 され て いま す 。 輸送 画面 の ホッ ト テ キス ト は 、 

物資 を 説明 する と と も に その 産業 用 途 も 示し ます 。 
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「 イ ン ペ リア リズ ム I」 の 基本 


「 イ ン ペ リア リズ ム II 一 探検 の 時 代 』 は 、 プ レイ ヤー が 世界 の 大 国 を 統治 する ター ン 制 
の ゲー ム で す 。 ゲ ー ム は 1 5 0 0 年 初頭 か ら 始ま り ま す 。 1 5 0 0 年 か ら 1 7 0 0 年 
まで は 、 1] ター ン で 2 年 経過 し ます 。 1 7 0 0 年 か ら ゲ ー ム が 終了 する まで は 、1 タ 
ー ン ご と に 1 年 経過 し ます 。 新 し い タ ー ン は 、 前 回 ター ン の 終了 後 の 出来 事 を 表示 す 
る | ターン 要約 」 で 始ま り ま す 。 








「 タ ー ー ン 要約 」 を 読ん だ ら 、 プ レイ ヤー 操作 の 主要 部 分 を 担う 「 地 形 マッ プ ] 画面 に 移行 し 
ます 。 タ ー ン の あい だ に 、 陸軍 部 隊 ・ 市 民 ユ ニッ ト ・ 産業 労働 者 ・ 交 易 人 ・ 外交 志 商 朋 
・ 軍艦 に 指示 を 与え る こと が で きま す 。 他 の 大 国 の 統治 者 も 同じ ひよ うに 指示 を 与え ます 。 


すべ て の 統治 者 が ター ン を 終了 し た ら 、 タ ー ン の あい だ に 指示 され た 内 容 が 同時 に 実 
行 さ れ ま す 。 


地形 マッ プ 及 び 指 示 画 面 に つい て 


プレ イヤ ー は 、 以 下 の 6 種類 の 画面 を 使用 し て 国 を 統治 する こと が で きま す 。 中 心 
と な る 「 地 形 マ ッ プ 」 画面 と 地形 マッ プ か ら 移 行 で きる 5 種類 の 「 指 示 ] 画面 で す 。 


「 地 形 マ ッ プ | 画面 は 指示 の 中 心 場所 で 、 世 界 マ ッ プ と ツー ル バ ー で 構成 され て いま す 。 
「 地 形 マ ッ プ ] 画面 で ター ン が 始ま り タ ー ン を 終了 させ ます 。 この 画面 で 、 ゲ ー ム セー 
ブ や 新規 ゲー ム の た め に 「 ゲ ー ム 制御 ] を 利用 し た り 、 ゲ ー ム 環境 を 設定 し た り 、 軍 
事 ユ ニッ ト や 市 民 ユ ニッ ト を 管理 する こと が で きま す 。 「 地 形 マ ッ プ ] 画面 の 使用 方 法 
こ 関 する 詳細 は 3 4 頁 を 参照 し こく だ さい 


「 地 形 マ ッ プ ] 画面 か ら 、「 輸 送 ]」 ・「 産 業 ] ・「 交 易 ] ・「 外 交 ] ・「 技 術 ]」 と いう 
5 種類 の 「 指 示 」 画面 に 移行 する こと が で きま す 。 そ れ ら の アイ コン は 、「 地形 マッ プ ] 
下部 に ある ゴー ルド リボ ン に 表示 され て いま す 。 

これ ら の 画面 は 、 毎 ター ン 使用 する 必要 は あり ませ ん 。 ほ と ん どの プレ イヤ ー は 、「 産 
業 ] 画面 を 毎 タ ー ン 活用 し て も 、 他 の 4 つの 画面 は と きた ま 訪 れる だ け の は ず で す 。 














輸送 画面 

この 画面 で 、 統 治す る 領土 の 地方 区 画 や 鉱山 区 る 画 で 産出 され る 資源 を 産業 の 中 心地 首 
都 ま で 運び ます 。 

輸送 画面 は 、 陸 上 も し く は 海上 また は 双方 の 手段 で 輸送 で きる 帝国 すべ て の 物資 を 表 
示し ます 。 し か し 、 陸 上 輸送 は 自動 的 に 行わ れる の で 、 陸 上 の 輸送 指示 を 変更 する の 
0 Mk 00 に 
資 の 量 と 海上 輸送 に 割り 当て られ て いる 有 船 を 確認 し て くだ さ 

「 地 形 マ ッ プ ] 画面 で 「 タ ー ン 終 了 」 ボタン を クリ ッ ク す る た びに 、 電 送 指示 し た 物 加 
が 次 の ター ン で 使用 で きる よう 「 産 業 ] 画面 中 の 倉庫 に 運び 込ま れ ま す 。 

1 キー を 押す こと で 、「 輸 送 ] 画面 に 移行 する こと も で きま す 。 

輸送 画面 に 関す る 詳細 は 8 0 真 を 参照 し こく だ さい 。 
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画面 

この 画面 は 、 3 種類 の 別々 の パネ ル か ら 構 成 さ れ て いま す 。 

第 1 (生産 ) パネ ル は 、 輸 送 や 交易 で 手 に 入れ た 資源 を 使っ て より 高価 で 役に立つ 物 
資 を 生産 する た め に 利用 し ます 。 

第 (ユニ ッ ト ) パネ ル は 、 海 軍 ・ 陸 軍 ・ 民 間 の あら ゆる ユニ ッ ト を 構築 する た め に 
利用 し ます 。 

第 3 (労働 者 ) パネ ル は 、 労 働 者 を 雇い 、 そ の 労働 者 を 管理 する た め の も の で す 。 

「 地 形 マ ッ プ | 画面 で 「 タ ー ン 終了 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、3 種類 の パネ ル で 設定 
し た すべ て の 指示 が 実行 され ます 。 指 示 の 設定 内 容 は 、 次 の ター ン で も 有効 で す 。 
@ 去 二 も あー と や で 才 9 く 

産業 画面 に 関す る 詳細 は 8 6 真 を 参照 し こく だ さ 








交易 画面 

この 画面 で 、 余 裕 が ある 物資 を 売り 込ん だ り 、 欲 し い 物資 を 買い 付け た り し ます 。 

「 地 形 マ ッ プ |] 画面 で 「 ター ン 終 了 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 買 い 付 け よ うと し た 物 
資 の 全て も し く は 一 部 の 売り 込み を 受け ます 。 売り に 出し た 物資 も 、 全 部 も し く は 一 
部 が 他国 に 販売 され る 可能 性 が あり ます 。 他国 の 売り 込み を 受け 入れ る と 、 購 入 し た 
物資 は 次 の ター ン で 使用 で きる よう 「 産 業 ] 画面 の 廊 庫 に 運び 込ま れ ま す 。 販 売 し た 
物資 は 訪 庫 か ら 持ち 出さ れ ま す 。 

「 交 易 」 画面 は 、3 キー を 押し て 移行 する こと も で きま す 。 

「 交 易 」 画面 に 関す る 詳細 は 9 2 頁 を 参照 し こく だ さい 。 





外交 画面 

この 画面 で 、 他 の 国 に 関す る 情報 を 得 た り 、 宣 戦 布 告 し た り 、 外 交 上 の 主導 権 を 取る 
た め に 通商 政策 や 海外 援助 を 展開 し た り で きま す 。 

設定 し た 外交 政策 が 実 
され ます 。 他国 に 灯 約 締結 を 申し 入れ た 場合 、 相 手 国 の 統治 者 は その 申し 入れ を 受 
庄 す る か 拒絶 し ます 。 他 の 国 が 自国 に 条約 締結 を 申し 入れ て きた と きも 、 同様 の 対応 
が で きま す 。 外交 上 の 変化 は 、 次 の ター ン か がら 影響 を 及ぼ し ます 。 
4 キー を 押す こと で 、「 外 交 」 画面 に 移行 する こと も で きま す 。 

「 外 交 」 画面 に 関す る 詳細 は 1 0 0 真 を 参照 し こく だ さい 。 








技術 画面 

この 画面 で 、 推 進 し た い 研究 テー マ を 選択 し 、 苦 労 し て 稼い だ 資金 か ら 研究 に いく ら 
投資 する か を 決め ます 。 さ ら に 、 他 国 が 保有 し て いる 技術 を 確認 する こと も で きま す 。 
「 地 形 マ ッ プ ] 画面 で 「 タ ー ン 終了 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 設 定 し た テー マ の 研究 
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が 投資 し た 金額 に 比例 し た スピ ー ド で 行わ れ ま す 。 あ る 研究 テー マ が 完了 する と 、「 タ 
ー ン 要約 ] で 報告 が 行わ れ ま す 。 資金 に 余 裕 が で き 、 あ る 研究 テー マ に 追加 投資 する 
と 、 修得 期間 を 短縮 する こと が で きま す 。 他 の 大 国 が 保有 し て いる 技術 は 、 投 資 し な 
いで 修得 する こと も で きま す 。 そ の た め に 、 ス パイ を 活用 し ます 。 

[技術] 画面 は 、5 キー を 押す こと で も 移行 は で きま す 。 

[技術 ] 画面 に 関す る 詳細 は ] 1 1 真 を 参照 し こく だ さい 。 ス パイ に つい て は 4 3 真 で す 。 


指示 の 種類 と 処理 
すべ て の 大 国 が ター ン を 終了 する と 、 一 連 の 指示 が 常に 同じ 順番 に 実行 され ます 。 

















* 外交 上 の 申し 入れ が 交わ され 、 受 諾 か 拒絶 され ます 。 

* 勝利 状況 を チェ ッ ク し ます 。 

* 交 易 取 り 引 き の 申し 込み が 行わ れ 、 受 入 か 拒否 され ます 。 

* 海軍 の 妨害 活動 が 起き ます 。 

* 陸軍 の 戦い が 終わ り ま す 。 

* 産業 の 生産 が 行わ れ ま す 。 

* 国内 で 輸送 され た り 、 首 尾 よ く 交 易 業 者 に よっ て 運ば れ て きた 物資 が 、 次 の ター ン 
の た め に 産業 の 禄 庫 に 積ま れ ま す 。 

* 市 民 ユ ニッ ト が マッ プ 上 で 仕事 を 行い ます 。 

* 資金 が 技術 研究 に 費やさ れ ま す 。 

* 負債 が 集計 され 、 破 産 チ ェ ッ ク が 行わ れ ま す 。 

* ターン ご と の 「 交 易 台 帳 ] が 表示 され ます 。 

* ゲ ー ム が オー ト セ ー ブ さ れ 、「 タ ー ン 概要 ] が 「 地 形 マ ッ プ | に 表示 され ます 。 


指示 の キャ ン セ ル 

[地形 | 画面 の 「 タ ー ン 終了 ] ボタ ン は 、 ツ ー ル バー の 右 下 隅 に 「! 」 マー ク と し て 表 
示さ れ て いま す 。 プ レイ ヤー が この ボタ ン を クリ ッ ク し な い 限 り 、 指 示し た 内 容 を 取 
り 消 すこ と が で きま す 。( ユ ニッ ト の 解散 は 別 で す ) 「 タ ー ン 終了 ]」 ボタ ン を クリ ッ ク 
する まで 何 も 実 行 さ れ ま せん 。 


「 イ ン ペ リア リズ ム HI」 の 政治 形態 


旧 世 界 と 新 世界 

「 イ ン ペ リア リズ ム II 」 で は 、 世 界 に 二 つ の 特徴 ある 地域 が あり ます 。 旧 世界 は 、 勝利 
条件 の た め に カウ ント され る 州 を 支配 する 大 国 と 小国 か ら 構成 され て いま す 。 旧 世 界 
の 大 国 は 、 人 間 や 外 猫 な コン ピュ ー タ と いう 敵 に 統治 され た ゲー ム の 演じ 手 で す 。 旧 
世界 の 小国 は 、 大 国 に よる 探検 や 戦闘 の 対象 と な る 領域 で す 。 

















新 世 界 は 異な り ま す 。 ゲ ー ム 当初 、 この 世界 は 視界 が 遮 ら れ て いま す 。 新 世界 の 種族 は 
し ば し ば 大 国 が 拡張 する た め の 標 的 と な り ま す が 、 新 世界 の 州 は 勝利 条件 と し て カウ ン 
ト さ れ ま せん 。 種族 は 、 経 済 的 に も 軍事 的 に も 搾取 され ます 。 彼 ら は 、 旧 世 界 と は 違っ 
て 資源 を 持っ て いる か ら で す 。 新 世界 の 富 は 、 上 旧 世 界 の 統治 者 を 成功 へ と 導き ます 。 
「 イ ン ペ リア リズ ム HI 」 の 小国 や 種族 は 、 大 国 に 発展 する こと は あり ませ ん し 、 ゲ ー ム 
に 勝つ こと も あり ませ ん 。 
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国々 と 領地 の 支配 

種族 ・ 小 国 ・ 大 国 は 、 他 の 大 国 か ら 征服 され る 可能 性 が あり ます 。 征服 と いう か た ち 
で 州 が 奪わ れる と 、 そ の 州 は 征服 し た 大 国 の 一 部 と な り ま す 。 土地 を 失っ た 国 の 領土 
は 縮小 し ます 。 種 族 ・ 大 国 ・ 小 国 は 、 征 服 す る こと で ゲー ム か ら 排 除 す る こと が で き 
ます 。 














種族 は 、 大 国 に よっ て 植民 地 化 さ れ ま す 。 「 イ ン ペ リア リズ ム IL] に お ける 植民 地 化 は 、 
種族 を 上 回 る 経済 力 、 不 平等 条約 、 種 族 指 導 者 へ の 賭 貼 に よる 大 国 の "平和 的 礁 取 

で す 。 小 国 や 大 国 は 、 そ の よう な 植民 地 に は な り ま せん 。 植 民 地 化 さ れ た 種族 は 、 い 
くら か が の 自治 を 確保 し 、 自 身 の 土 地 を 統治 で きま す 。 大 国 が 旧 世 界 の 土地 を 平和 的 に 
奪 つ た と き は 、 征 服 し た の と 同じ に な り ま す 。 大 国 が 完全 に 統治 権 を 獲得 し 、 自 分 の 
帝国 に 参入 し た 旧 世 界 国家 の 全 領 土 を 支配 し ます 。 








土地 を 平和 的 に 奪取 する 方 法 は (主として 外交 画面 で ) 、 基 本 的 に 、 種 族 ・ 小 国 ・ 大 国 
で 同じ で す が 、 成 功 の 結末 や 成功 に 至る まで の 困難 は 様々 で す 。 他 の 大 国 は 、 旧 世界 
の 土地 を 奪取 する 帝国 に 曳 怖 や 敵意 を 感じ ます 。 そ の 土地 は 、 直 接 勝利 に つなが る か 
ら で す 。 


世界 全体 で 、 6 ヶ国 の 大 国 ・6 ヶ国 の 小国 ・1 0 ヶ国 の 種族 が あり ます 。 


州 と 勝利 楽 件 

州 は 、 大 国 ・ 種 族 ・ 小 国 の 政治 的 単位 で す 。 す べ て の 州 に は 、 州 を 防衛 する 駐屯 部 隊 
や 城塞 を 持つ 首都 や 町 が あり ます 。 陸 軍 の 戦闘 は 、 州 レベ ル で 起き ます 。 こ れ は 、 そ 
れ ぞ れ の 州 が ター ン の 最後 で 唯一 の 支配 者 を 持っ て いる こと を 意味 し ます 。 戦 闘 の 結 
果 、 州 が 分 割 さ れる と いう こと は あり ませ ん 。 州 は 軍隊 に と っ て ] つの 空間 こと みなさ 
れ ま す 。 誰 か が 州 に 侵攻 し た ら 、 州 に 配備 され た 連隊 や 据付 大 砲 が 州 を 防御 し ます 。 


「 イ ン ペ リア リズ ム II」 で の 「 勝 利 ] は 、 単 純 に 旧 世 界 で 支配 し た 州 の 数 に より ます 。 
ある 大 国 が 旧 世 界 の 州 の 半分 以上 を 支配 し た と き 、 そ の 大 国 が ゲー ム に 勝利 し ます 。 
支配 は 、 征 服 や 経済 的 外交 的 成功 に よっ て 得 ま す 。 


ー つ の 国 に ある 州 の 数 は 様々 で す が 、 旧 世界 は 、 常 に お よそ 6 0 州 で 構成 され て いま 
す 。 こ れ は 、 ゲ ー ム に 勝利 する た め に は 、 3 0 以上 の 旧 世 界 の 州 を 支配 し な けれ ば な 
ら な いこ と を 意味 し て いま す 。 


軍隊 に よる 征服 
征服 し た 領土 は 、 ま ざさ に 、 プ レイ ヤー が ゲー ム を 開始 し た 時 の 自国 領土 の よう に 機能 
し ます 。 プ レイ ヤー は 地形 区 画 を 開発 し 、 港 や 城 砦 を 築き 、 軍 隊 を 駐在 させ る こと が 
で きま す 。 征服 され た 領土 の 道路 や 鉄道 に よっ て 資源 が 港 に 集め られ る と 、 プ レイ ヤ 
ー の 輸送 網 に 表示 され ます 。 


征服 する 領土 は 州 ご と に 奪わ な けれ ば な り ま せん 。 首 都 が ある 州 を 征服 する こと で そ 
の 国 を 減 亡 (排除 ) させ る こと が で きま す が 、 国 の 残り の 領土 が 手 に は いる わけ で は 
あり ませ ん 。 そ の 代わ り 、 残 り の 州 は 無政府 状態 と な か り ま す 。 無 政府 状態 の 州 は 資産 
が な く 配 置 さ れ た 連隊 が 攻撃 を 仕掛 ける こと は あり ませ ん が 、 こ れ ら の 地元 勢力 は 州 
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が 侵攻 され る と 防御 し ます 。 


無政府 状態 の 州 を 攻撃 する た め に 宣戦 布告 は 必要 め り ま せん 。 あ る 大 国 が 首都 を 陥落 
させ て その 国 を 消滅 さ せる と 、 他 の 大 国 は 、 宣 戦 布告 と いう 大 き な 代 償 を 支払 うこ と 
な く 残 り の 州 を 奪う チャ ンス を 得 ます 。 


平和 な 手段 で の 征服 

プレ イヤ ー の 帝国 は 、 国 の 統治 者 を 、 プ レイ ヤー の 帝国 に 平和 的 に 参加 させ る 為 、「 重 
要 で な い 国 ]」 や 「 大 国 ] の 全 領地 を 得る 事 が 出来 ます 。 一 度 に プレ イヤ ー が 一 州 以上 
を 支配 する だ け で な く 、 プ レイ ヤー は 他 地 域 の 全 軍勢 力も また 得る で し ょ う 。 プ レイ 
ヤー は 突然 得 た 軍事 勢力 を 食べ さす こと は 難し いと 嬉し い 悲 鳴 を 上 げ る で し ょ う 。 




















これ ら の 土地 は 、 プ レイ ヤー が ゲー ム を 始め た 土地 、 征 服 し た 土地 の 様 で す プ レイ ヤ 
ー は 、 地形 を 発展 させ 、 港 や 城 砦 を 築き 、 港 や 城 砦 の 中 に 軍隊 を 駐在 させ る か も し れ 
ませ ん 。 プ レイ ヤー の 輸送 網 に 現れ た 道 や 鉄道 に より 、 商 品 は 、 港 に 集め られ ます 。 


植民 地 

新 世界 の 種族 だ けが 、 植 民 に な る こと が 出来 ます 。 プ レイ ヤー の 「 強 国 ] が 植民 地 を 
得 た 時 、 全 て の 州 を 含む 全 種族 が 一 度 に 、 プ レイ ヤー の 帝国 に 加わ る の で す 。 植 民 地 
が 持つ 自主 性 は わずか で 、 所 持 す る 「 強 国 ] は 、 植 民 地 か ら 土 地 を 買い 上 げ る 事 に よ 
り 、 植 民 地 の 資源 を 発達 させ ます 。 さ ら に 情報 が 得 た い 場 合 は 、 7 4 真 を ご 覧 くだ さ 
い 。 植 民 地 に よっ て 生産 され た 資源 は 、 世 界 市 場 で 取り 引き され 、 プ レイ ヤー の 輸送 
網 に 直接 付け 加わ る 事 は あり ませ ん 。 植 民 地 の 領主 で ある 為 、 プ レイ ヤー の 国 は これ 
ら の 資源 を 優先 的 に 購入 する 権利 を 持っ て いま す 。 


経済 の 運営 方 法 


「 イ ン ペ リア リズ ム H」 の 大 国 の 成功 は 、 物資 の 不足 と 限ら れ た 供給 を 乗り 切る 統治 
の 手腕 に 委ね られ て いま す 。 プ レイ ヤー は 、 常 に 、 望 むこ と を すべ て 成し遂げ る に は 
資金 も 商品 も 不足 し て いま す 。 ゲ ー ム 序 哀 に お いて は な お さら で す 。 


資金 
大 国 は 、 あ まり に も 少な い 資 金 を 持っ て ゲー ム を 開始 し ます 。 プ レイ ヤー の 大 国 が 可 
能 な 資金 拡大 方 法 は 3 つ あ り ま す 。 








第 1 は 、 国 の 貿易 力 を 拡張 する こと で す 。 物 資 を 他国 に 販売 する ご と に 売り 上 げに 応 
じ た 現金 を 受け 取り ます 。 


























第 2 は 富 の 獲得 で す 。 香辛料 ・ 銀 ・ 金 宝石 ・ ダ イア モン ド は 取り 引き され ませ ん が 、 
首都 に 輸送 すれ ば すぐ に 現金 に 変わ り ま す 。 富 は すべ て 新 世 界 の み に 存 在 し ます 。 











第 3 は 海外 収益 で す 。 大 使 館 を 設立 し た 小国 や 種族 に 派遣 し た 商人 ユニ ッ ト や 他 の 市 
民 ユ ニッ ト の 活動 か ら 生じ る 利益 を 受け 取り ます 。 そ の 利益 は 、 プ レイ ヤー の 保有 現 
金 に 計上 され 、 バ ラン スシ ー ト で 「 海 外 収益 ] と 呼ば れ ま す 。 


30 1MIPERIALISM IT : 「 イ ン ペ リア リズ ム TI」 の 基本 





「 イ ン ペ リア リズ ム I」 で 、 孤立 主義 を と りな が ら 成 功 を 収め る の は 困難 で す 。 税 収 は 
あり ませ ん 。 他 の 土地 を 収奪 開拓 する の は 、 確 回 た る 国庫 を 構築 する も っ と も 簡単 な 
方 法 で す 。 

物資 の 分 類 と 価値 


ゲー ム 中 の 全て の 商品 は 、 資 源 と し て 、 に を よん 


LLS 





























Ge 時 4 
Eu) 


家畜 ・ 鉱 石 ・ 石 庶 の よう な 資源 が 物資 に な り ま す 。 資源 は 一 般 的 に も っ と も あり ふれ 
た も の で 価値 が 低い も の で す 。 新 世界 で し か 見 られ な い 特 定 の 資源 も あり ます 。 資源 
に は すべ て の 嗜好 品 も 含ま れ ま す 。 香 辛 料 ・ 銀 ・ 金 ・ 宝 石 ・ ダ イア モン ド で す 。 さ ら 
に 、 サ トウ キビ ピ ・ タ タバコ ・ 綿 花 ・ 毛 皮 も 含み ます 。 新 世界 の 資源 は 、 資 金 源 と し て ま 
た 訓練 し た 労働 者 が 必要 と する 嗜好 品 を 供給 する 手段 と し て 重要 で す 。 旧 世界 に ある 
資源 の いく つか が は 、 新 世界 に お いて も 見 つか り ま す 。 そ れ は 、 材 木 ・ 鉄 鉱石 ・ 石 炭 ・ 
銅 ・ 鈴 ・ 角 で す 。 わ ず か な が ら 、 旧 世界 に し か な い 資 源 も あり ます 。 毅 物 ・ 家 畜 ・ 羊 


6 る 2 ツウ | 有 胸 | 錠 軍 の | 


加工 品 
加工 品 は 、 生 産 と 取り 引き の 目的 で 使用 され ます 。 拡 張 の た め に 加工 品 を 売っ た り 加 
工 品 を 使う タイ ミン グ を 決め る の は 、 統 治 者 が 直面 する 困難 な 問題 の 一 つ で す 。 加 工 
品 は 、 単 一 も し く は 複数 の 資源 か ら 生産 され ます 。 加 工 品 に は 、 材 木 ・ 紙 ・ 青 銅 ・ 鋳 
鉄 ・ 鋼 鉄 ・ 布 地 ・ 精 糖 ・ 葉 巻 ・ 毛 皮 の 帽子 が あり ます 。 


勝利 方 法 


「 イ ン ペ リア リズ ム II] の 勝利 は 、 旧 世界 を 支配 する こと で 獲得 で きま す 。 各 プ レイ 
ヤー が 保有 する 州 の 数 が 、 こ の 支配 の 尺度 と な り ま す 。 いずれ か の プレ イヤ ー が 、 旧 
世界 の 半分 以上 の 州 を 支配 する と その 帝国 が 勝利 者 と な り 、 ゲ ー ム は 終了 し ます 。 ほ 
と ん どの ゲー ム で 、 終 了 に 必要 な 州 の 数 は 3 0 を わずか に 上 回 る 程度 で す 。 必 要 と さ 
れる 正確 な 数 は マッ プ に よっ て 変わ り ま す が 、「 外 交 ] 画面 で この 数 字 を 確認 する こ 
と が で きま す 。 詳細 に つい て は 100 頁 を 参照 し こく だ さ 
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偵察 活動 

優れ た 装備 と 訓練 を 施さ れ た 軽 騎 
兵部 隊 は 、 偵 察 連 隊 と し て 
構築 され た り 、 騎 兵 を 強化 する こ 
と を 可能 に し ます 。 








地形 マッ プ で 行う こ 





[地形 マッ プ ] 画面 は 、 プ レイ ヤー が 帝国 の 成長 を 管理 する た め の 中 央 司令 セン ター 的 
役割 を 果たし ます 。 プ レイ ヤー は ター ン ご と に 様々 な 画面 や ダイ アロ グ を 使い な が ら 
決定 を 行い ます が 、 新 し い タ ー ン に 移行 する と 常に 「 地 形 マ ッ プ 」 画面 に 戻り ます 。 


首都 の 設定 


難易 度 レ ベル が 「 標 準 ] ・「 上 級 ] ・「 超 級 ] の 場合 、 新 規 に ゲー ム を 開始 する と き 
に 、 自国 の 首都 を 設定 し な けれ ば な り ま せん 。 首都 は 、 海 を 利用 で きる 平坦 な 地形 区 
画 に 建設 べ れ な けれ ば な り ま せん 。 コ ンピュータ アド バイ ザー は 、 プ レイ ヤー が 不適 
格 な 区 画 に 建設 し よう と する と 警告 を 発し ます 。 首 都 の 立地 を 選択 し て いる あい だ は 、 
自国 内 と いう 限ら れ た 空間 を スク ロー ル で きる だ け で す 。 


一 般 的 に 言っ て 、 自 国 の 初期 発展 を 助け る 材木 と 羊毛 に 容易 に アク セス で き 、 十 分 な 
食糧 が 近く に ある 区 画 を 探さ な けれ ば な り ま せん 。 海岸線 が な い 州 の 川 の 上 に 建設 さ 
れ た 首都 は 、 海 上 か ら の 侵攻 に 対し より 安全 と な り ま す 。 
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マッ プ 
現在 の 資金 ” ホッ ト テ キス ト 領域 ズー ム ゲー ム 環 境 設定 ゲー ム 制御 
隊 位 の 1 お 9 状況 と 報告 
1 りー) 
0 ho kN タッ 
| 選択 ユニ ッ ト 
指示 画面 移行 ボタ ン e ター ン 終 了 
ヘル プ YA bb/ ん 0000 ニニ 


マッ プ は 、 世 界 全体 を 表示 し ます 。 画 面 の 端 に マウ スカ ー ソ ル を 動か す と スク ロー ル 
で きま す 。Ctrl キ ー を 押し た 状態 で マッ プ を クリ ッ ク す る と 、 ク リッ ク し た 場所 を マ 
ッ プ 画面 の 中 心 に 切り 替え ます 。 ラ ンダ ム に 生成 され た 世界 は 、 東 西 に スク ロー ル す 
る こと が で きま す が 、 北 極 及 び 南 極地 域 は ブロ ッ ク さ れ て いま す 。 


国境 
国家 は 、 広 大 な 海 に よっ て 分 離さ れ て いる か 、 2 ヶ国 が 同じ 陸地 に ある と き は カラ ー 
の 国境 線 が 表示 され ます 。 友 好 的 な 州 の 間 に 引 か れ て いる 白線 は 、 州 の 国境 を 表し ま 
す 。 海 は 、 それ ぞ れ の 海域 で 分 割 さ れ て いま す 。 


地形 区 画 

星 隊 ユ ニッ ト に と っ て 州 は ー つ の 空間 と し て 捉え られ ます が 、 建 設 や 開発 を 目的 と す 
る 市 民 ユ ニッ ト の 活躍 場所 は 地形 区 画 と し て 分 割 さ れ て いま す 。 各地 形 区 画 が 市 民 ユ 
ニッ ト の 働く 空間 で す 。 民 間 技 師 は 、 一 定 種類 の 地形 区 画 だ け で 活動 し ます 。 ど の 地 
形 区 画 に クリ ッ ク し て も 、 そ の 区 画 に 関す る 詳細 情報 を 得る こと が で きま す 。 基本 的 
な 情報 は 、 カ ー ソ ル を 区 画 に 合わ せる こと で すぐ に 得 ら れ ま す 。 そ の 内 容 は 、 画 面 右 
上 部 分 の ホッ ト テ キス ト を 確認 し て くだ さい 、。 各種 地形 区 画 の 資源 と 開発 に 関す る 詳 
細 は 42 南 を 参照 し こく だ さい 。 














町 


田 それ ぞ れ の 州 は 1 つの 町 を 持ち ます 。 町 の 代わ り に 首都 が ある 州 も あり 
ます 。 ゲ ー ム 開始 時 点 の 町 は 供給 する 資源 を 持っ て いま せん 。 国 家 官僚 
組織 と 呼ば れる 技術 を 修得 する と 、「 建 築 士 ] ユニ ッ ト が 道路 や 鉄道 で 接 
続 さ れ て いる 町 を 強化 で きる 可能 性 が あり ます 。 










強化 され た 町 は 、 州 の 資源 産出 量 を 基礎 と し て 加工 品 を 生産 し ます 。 例 えば 、 州 が 
ー ン ご と に 原木 を 8 単位 産出 する 場合 、 町 は 材木 を 2 単位 生産 し ます 。 こ れ は 、 州 が 
すでに 産出 し て いる 原木 に 加え られ る も の で 、 原 木 に 置 ぎ 代わ る わけ で は あり ませ ん 。 
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州 は 、 加工 品 1 単位 を 生産 する た め に それ に 適合 し た 資源 4 単位 を 必要 と し ます 。 建 
築 士 が 州 の 資源 の 産出 量 を 増やす と 、 強 化 さ れ た 州 は さら に 多く の 加工 品 を 生産 し ま 
す 。 


町 が 加工 品 を 生産 する と 、 そ の 加工 品 が 大 国 の 輸送 網 に 表示 され ます 。 強 化 さ れ た 町 
が 小国 や 種族 に 所 有 さ ざれ て いる 州 で は 、 町 が 生産 され た 加工 品 を 交易 で 利用 で きま す 。 
国 が 産出 する その 他 の 資源 と まっ た く 同 じ 扱 いで す 。 

















還 肖 都 は 、 町 と ほとん ど 同 じ よ うに 取り 扱わ れ ま す 。 し か し 、 首 都 は 、 町 
直 剖 の よう に 強化 され る こと は な く 付 加 的 な 加工 品 の 生産 を 行い ませ ん 。 首 
都 が 敵 の 手 に 落ち た ら 、 そ の 国家 は 減 亡 し 、 残 り の 州 は 無政府 状態 に な 
り ま す 。 プ レイ ヤー が 自国 の 首都 を 失う と 、 ゲ ー ム は 終了 し ます 。 


とけ 大 

拉 ム で カバ ー さ れ て いる ほとん どの 時 代 で 、 旧 世界 中 の 軍事 勢力 
、 城 塞 を 攻撃 する 困難 さ の た め に 大 き な が 制約 を 受け まし た 。 す べ て の 

大 部 市 は 城 化 され て いて 、 技術 者 が 大 砲 に 対抗 で きる 城塞 を 設計 する 

こと を 修得 する と 、 大 都市 を 奪取 する こと は 非常 に 困難 で 時 間 が か か る 

こと に な り ま し た 。 








『 イ ン ペ リア リズ ム HI 」』 の 旧 世 界 の すべ て の 町 と 首都 は 、 ゲ ー ム 開始 時 点 で レベ ル 1 の 
城塞 を 持ち ます 。 1 つの 城塞 に は 1 台 の 大 砲 が 据え 付け られ て いま す 。 城塞 と 据付 大 
砲 の レベ ル が 上 が る と 、 そ れ を 攻め る の は いっ そう 難し く な り ま す 。 プ レイ ヤー は 、 
軍事 戦略 を 計画 する 際 に 、 マ ッ プ で 示さ れる 城塞 レベ ル を 考慮 し な けれ ば な り ま せん 。 
城塞 に 関す る 詳細 は 68 頁 を 参照 し こく だ さい 


川 と 海 

川 は 、 山岳 地形 区 画 か ら 他 の 地形 区 画 を 通っ て 海 に 流れ 込み ます 。 川 が ある 区 画 と 川 

が な い 区 画 の 違い は 2 つ あ り ま す 。 1 つ は 、 建 設 技師 に よっ て 川 区 画 に 港 が 建設 され 

る 可能 性 が ある と いう こと で す 。 港 は 丘陵 や 山岳 に は 建設 で きま せん 。 2 つ 目 は 、 川 
と 海 に 隣接 する 港 が 1 ター ン に 1 単位 の 魚 を 水揚げ する と いう こと で す 。 


海域 

陸地 が 州 に よっ て 分 割 さ れ て いる の と 同じ よう に 、 世 界 の 海 は 、 海 域 で 分 割 さ れ て い 
ます 。 州 に お いて 土地 を めぐ る 戦い が 行わ れる の と 同じ よう に 、 海 域 に お いて も 海軍 
の 戦い が 起こ と り ま す 。 し か し 、 海 は 広大 で あり 、 敵 の 艦隊 を 含む 複数 の 艦隊 が 同時 に 
同じ 海域 を 占め る こと が 可能 で す 。 港 近く の 海域 で は 、 敵 の 艦隊 が 、 港 に 出入 りす る 
輸送 船 や 交易 船 を 妨害 する 可能 性 が あり ます 。 
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地形 マッ プ 画 面 の ツー ル バ ー 


ツー ル バ ー の ボタ ン は 、 現 在 選 択 さ れ て いる ユニ ッ ト の 種類 (民間 ・ 海 軍 ・ 陸 軍 ) に 
より わずか に 変わ り ま す 。 部 隊 に 指示 を 与え る た め に 使用 され る ボタ ン と 、 ツ ー ル バ 
ー の 表示 部 分 に つい て は 、38 頁 、 47 頁 そし て 56 真 か ら の ユニ ッ ト の 説明 箇所 で 説明 
し ます 。 残 り の ボタ ン は 、 ゲ ー ム 操作 関連 で この 画面 で いつ も 利用 で きま す 。 














上 部 の ボタ ン 
ツー ル バ ー の 上 部 に 、「 ズ ー ム 」 ・「 ゲ ー ム 環境 設定 ] ・「 ゲ ー ム 制御 ] ・「 状 況 と 報 
告 ] と いう 4 つの ボタ ン が あり ます 。 


「 ズ ー ム 」 ポ タン 
「 ズ ー ム 」 ボタ ン は 、 「 地 形 マ ッ プ |] の ズー ムレ ベル を 管理 し ます 。 ふ つう は 使 
用 し な い ほ うがい いで し ょ う 。 し か し 、 艦 隊 や 市 民 ユ ニッ ト を 長 距 離 移動 する 
と き は 、 ズ ー ム で 画像 を 拡大 する と 便利 で す 。 ズ ー ム レベ ル は 2 つ あ り ま す 。 


「 ゲ ー ム 環境 設定 ] ボタ ン 
eg 「 ゲ ー ム 環境 設定 ] ボタ ン で 、「 ゲ ー ム 環境 選択 」 画面 に 移行 する こと が で きま 
2 角 す 。 こ の 画面 の 使用 法 に 関し て は 、 ら 0 貢 の 「 ゲ ー ム 環境 の 設定 」 項目 を 参照 し 
2 くだ さい 





「 ゲ ー ム 制御 ] ポ タン 

編 計 ee | ゲー ム 制 御 ] パネ ル を 開く た め に は 、 こ の 「 ゲ ー ム 制御 ] ボタ ン を クリ ッ ク 
議 し ます 。 そ こ で 、 ゲ ー ム を セー ブ し た り 、 ゲ ー ム を ロー ド し た り 、 ゲ ー ム を 終 
- させ た り 、 新 し い ゲ ー ム を スタ ー ト させ る こと が で きま す 。 こ の パネ ル で 、 
ゲー ム の 難易 度 設定 を 見 る こと も で きま す が 、 ゲ ー ム が 始ま っ た 後 で 難易 度 設定 を 変 
更 す る こと は で きま せん 。 


「 状 況 と 報告 」 ボタ ン 

る 「 状 況 と 報告 ] ボタ ン で 、 こ の パネ ル を 利用 する こと が で きま す 。 こ れ は 、 

⑳ ゲー ム の 現在 の 状況 を 確認 する た め に 使用 され ます 。 ゲ ー ム 中 の 様々 な 大 
ー 国 の 強 さ を 比較 する こと が で きま す 。 プ レイ ヤー は 、 戦 闘 や 交易 そし て 週 

去 の 出来 事 を 再 確認 する こと が で きま す 。 様 々 な 大 国 の 強 さ を 比較 し 、 自 分 の 帝国 の 

発展 を 評価 する こと が で きま す 。「 状 況 と 報告 ] パネ ル の 使用 法 に つい て は 、 ら ら 頁 を 

参照 し て くだ さい 











ミニ マッ プ 

「 ミ ニ マ ッ プ | は 、 世 界 の お よそ 1 〆 4 を 表示 し て いま す 。「 ミ ニ マ ッ プ ]」| は 陸地 の 政 
治 的 軍事 的 状況 を 示し ます が 、 地 形 は 何 も 表 示し ませ ん 。 遠 大 な 距離 を 移動 する た め 
の 最も 簡単 な 方 法 は 、「 ミ ニ マ ッ プ | を 使用 する こと で す 。「 ミ ニ マ ッ プ | を クリ ッ ク 
する と 、[ 地 形 マ ッ プ | が クリ ッ ク し た 地点 に ジャ ンプ し ます 。 

メモ : マッ プ で 未 探査 の 地域 は 暗く な っ て いま す 。 
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「 タ ー ン 終了 」 ボタ ン 

恨 咽 | ター ン 終 了 ] ボタ ン は 、 ツ ー ル バー の 右 下 隅 に 表示 され て いま す 。 プ レイ ヤー 
守恒 】 が ここ を クリ ッ ク す る と 、 プ レイ ヤー の ター ン が 終了 し ます 。 い っ た ん 終了 し 
般 議 に つ 、 指 示 を 取り 消し た り 変 更 す る こと は で きま せん 。 





ーー ポ ボタン 

誠 顎 | 「 ヘ ルプ | ボタ ン は 、 ツ ー ル バー の 左下 隅 に 表示 され て いま す 。「 ヘ ルプ | ボタ 
ン は 、 他 の 画面 で も 画面 の 右上 に あり ます 。 こ れ を クリ ッ ク し て 、 プ レイ 方 法 
を 説明 する ヘル プ 文 章 を 利用 し て くだ さい 。 ヘ ルプ シス テム の 使い 方 に 関す る 
詳細 は 、 ら ら 頁 を 参照 し こく だ さい 


ユニ ッ ト サ イク ル 


「 地 形 マ ッ プ 」 画面 は 、 民 間 ・ 陸 軍 ・ 海 軍 と いう すべ て の ユニ ッ ト を 指揮 する た め の も 
の で す 。 利用 で きる ユニ ッ ト は 、 プ レイ ヤー に よっ て 1 ユニ ッ ト ず つ 選 択 さ れ ま す 。 
選択 され た 部 隊 は 、 マ ッ プ 上 と ツー ル バ ー 上 に 現れ ます 。 各 ユニ ッ ト が 表示 され る こ 
と で 、 新しい 指示 を 与え る 機会 を 得 ま す 。 こ の 週 程 を ユニ ッ ト サ イク ル と 言い ます 。 














選択 し た ユニ ッ ト (艦隊 や 駐屯 部 隊 を 含め ) は 、「 地 形 マ ッ プ | 上 で 点 減 す る 白い 輪郭 
線 で 浮か が び 上 が っ て いま す 。 ツ ー ル バー の 中 央 部 分 に 、 現 在 指示 で きる ユニ ッ ト の 絵 
が 表示 され ます 。 マ ッ プ 上 で は 、 陸 軍 ユ ニッ ト は 駐屯 部 隊 と し て グル ー プ 分 け ざ れ 、 

海軍 部 隊 は 艦隊 と し て グル ー プ 分 けさ れ ま す 。 駐屯 部 隊 や 艦隊 が 選択 され た ら 、 ツ ー 
ル バ ー で は 構成 兵科 ( 船 種 ) 別に 分 類 し て 表示 され ます 。 


Mg バー ボタ ン を 使 9 ゴ ニッ ト サ イ クル だ け で ほな く 、 マ ツ ッ フ 上 に いる ユー タ ド 
(駐屯 部 隊 や 艦隊 ) を 直接 クリ ッ ク す る こと で 指示 を 与え る こと も で きま す 。 1 ター ン 
で は 終わ ら な い 指 示 を 受け て いる ユニ ッ ト は 、 活 動 し て いる 間 そ の サイ クル に は 現れ 
ませ ん 。 も ちろ ん 、 ユ ニッ ト を 探し 出し た り 、 ユ ニッ ト の 行動 を 監視 し た り 、 さ ら に 
は 、 プ レイ ヤー が 望む なら そ の 指示 を 取り 消し た り 変 更 す る こと も で きま す 。 ユ ニッ 
ト が 与え られ た 仕事 を 完了 する と 、 自 動 的 に サイ クル に 組み 込ま れ ま す 。 


マッ プ カ ー ソ ル 


様々 な カー ソル 表示 に より 、 ユ ニッ ト へ の 指示 ・ 情 報 入 手 ・ 部 隊 選 択 を スム ー ズ に 行 
50Nkadd So 上 


コマ ンド カー ソル 

コマ ンド カー ソル は 、 市 民 ユ ニッ ト ・ 駐 屯 部 隊 ・ 艦 隊 が 既に 選択 され て いる と き に 用 

いら れ ま す 。 プ レイ ヤー が | 地形 マ ッ プ | 上 で マウ ス を 移動 させ る と 、 そ の 位置 の 区 

画 に 応 し て 、 そ こ を クリ ッ ク す る こと で 選択 ユニ ッ ト に 与え られ る 指示 に 見 合っ た カ 
ー ソ ル を 表示 し ます 。 

間違っ た 場所 を クリ ッ ク し た り 、 意 に 添 わな い 指 示 を 与え た と き は 、 対 象 ユ ニッ ト に 

カー ソル を 合わ せ て 指示 を キャ ン セ ル す る こと が で きま す 。 カ ー ソ ル が 「?」 カー 

ル に 変わ っ た ら ク リッ ク し て くだ さい 。 ダ イア ログ が 開き 、 説 明 と 2 つの ボタ ン が 表 

示さ れ ま す 。 指 示 を 取り 消す た め に は 、「 指 示 無 効 を クリ ッ ク し ます 。 
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[コマ ンド カー ソル 一 覧 ] 
カー ソル の 絵 対象 ユニ ッ ト 目的 

















建築 士 .………. 区 画 の 生産 を 向上 する 
アン 建設 技師 .………… 港 や 城 寒 を 建設 する 

の で スバ パイ ……………… 軍 隊 を 偵察 し た り 技術 を 盗 お 
ri 

MY 建設 技師 .……… 区 画 に 道路 を つく る 








oy 本 鉄道 技師 .…………. 区 画 に 鉄道 線路 を 敷設 する 





eo 探検 .……… ぼ …… 鉱物 を 探す 








eee 商人 … せ ……………… 将 来 の 開発 の た め に 区 画 を 買う 





人 全市 民 コ ニッ ト .……… 区 画 に 配備 され る だ け で 仕事 は な し 


yh っ 陸軍 駐屯 部 隊 .……. 隣 接する 州 に 移動 する 





em 陸軍 駐屯 部 隊 .…… 遠 富 の 州 に 配備 する 











本 陸軍 駐屯 部 隊 .……… 敵 国 の 州 に 侵攻 する 





OO 新しい 海域 に 移動 する 








か 細 和 2 現在 の 海域 を 哨戒 する 








いり 生ま の 艦隊 …………… 海 域 に ある 港 を 封鎖 する 








お 艦隊 .……………… 友 好 港 に 移動 する 








EE4EIK に 江 KEI 








om 束 本 艦隊 .……………. 海 岸 線 に 上 陸 拠 点 を 確保 する 
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ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニュ ーーー ニー ューc コ ーーー エー 


選択 カー ソル 


他 の ユニ ッ ト が すでに 選択 され て いる と き や ど の ユニ ッ ト も 選択 され て いな いと き に 
新しく ユニ ッ ト を 選択 する た め に 使用 し ます 。 

カー ソル で 示さ れ た ユニ ッ ト を クリ ッ ク す る こと で ユニ ッ ト が 選択 され 、 点 滅する 日 
い 輪 郭 線 が 表示 され ます 。 

ユニ ッ ト サ イク ル は 自動 的 に 利用 で きる ユニ ッ ト を 選択 する の で 、 プ レイ ヤー が 異な 
っ た 順番 で ユニ ッ ト に 指示 を 与え た いと き や プ レイ ヤー が それ まで に ユニ ッ ト サ イク 
ル か ら ユ ニッ ト を 除外 し た と き は 、 対 象 ユ ニッ ト を 選択 する た め に これ ら の カー ソル 
を 使用 し な けれ ば な り ま せん 。 






































[選択 カー ソル 一 覧 ] 
カー ソル の 絵 対象 ユニ ッ ト 目的 
S ル 
2 二 机 Wi 全 技師 ユニ ッ ト .……. 対 象 の 技師 ユニ ッ ト を 選択 
問 
トコ ザッ 全 陸軍 駐屯 部 隊 .………… 対 象 の 駐屯 部 隊 を 選択 
0 
ko 人 対象 の 艦隊 を 選択 
情報 カー ソル 


当然 、 こ れ ら の カー ソル は 情報 を 提供 し ます 。「?」 を 活用 する こと で 、 ユ ニッ ト が 何 
を や っ て いる の か を 確認 する だ け で は な く 、 そ れ を 取り 消す こと も で きま す 。 




















[情報 カー ソル 一 覧 ] 
カー ソル の 絵 対象 ユニ ッ ト 目的 
Q 選択 され た ユニ ッ ト が その 地点 に 移動 ・ 
Ar 全 コ ニッ ト ……………… 配 備 ・ 活 動 で を な いこ と を 示す 
Po 選択 され た ユニ ッ ト 情 報 の 確認 
ご > 信 ア 全 人 引揚 現在 の 指示 を 取り 消す 
3 隣接 する 敵 部 隊 
則っ ESI 司 生 隊 寺 。 テ で 」 英 領域 の 偵察 報告 を 届け る 
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宣伝 活動 

宣伝 活動 は 、 帝国 が 宣戦 布告 し た 
と き に 受け る ペナ ル テ ィ を 
減少 させ ます 。 こ の 修得 は 、 ナシ 
ョ ナリ ズム の 成長 を 促し ます 。 








市 民 ユ ニッ ト 





「 ス パイ 」 を 例外 と し て 、 市 民 ユ ニッ ト は 、「 地 形 マ ッ プ 」 上 で 、 土 地 を 購入 し た り 、 
開発 し た り 、 輸 送 シ ステ ム を 構築 し た り し ます 。 市 民 は 、 攻 撃 す る 能力 も な けれ ば 、 
目 分 目 身 を 防御 する こと も で きま せん 。 現在 いる 州 が 敵国 に 奪わ れ た ら 、 そ こ に いる 
市 民 は 自動 的 に 殺さ れ ま す 。 


全て の 市 民 は 、[「 産 業 ] 画面 の 「 ユ ニッ ト 構 築 」 パネ ル で 紙 と 現金 に よっ て 構築 され ま 
す 。 構 築 さ れる と 、 次 の ター ン の 開始 時 点 で 「 地 形 マ ッ プ 」 上 に 現れ ます 。 市 民 の ユ 
ニッ ト 構 築 方 法 に つい て は 、88 頁 を 参照 し こく だ さい 。 


ター ン の あい だ 、 す べ て の 市 民 が 自国 内 を 自由 に 移動 で きま す 。 唯 一 スパ イ は 他 の 大 
国 に 支配 され て いる 土地 に 入る こと が で きま す 。 探検 守 と 建設 技師 だ けが 、 小 国 や 種 
族 に 大 使 館 を 設置 する 前 に 小国 と 種族 に 配備 され る こと が で きま す 。 市 民 は 、 プ レイ 
ヤー が 竹 服 や 植民 地 化 で 所 有する 土地 で あれ ば 、 た と え 海 外 で あっ て も いつ で も 配備 
で きま す 。 市 民 が 海 を 渡る た め に 、 上 陸 拠 点 や 船舶 を 使う 必要 は あり ませ ん 。 


市 民 ユ ニッ ト の ツー ル バ ー 


「 地 形 マ ッ プ 」 に いる 市 民 ユ ニッ ト に 対し マッ プ カ ー ソ ル を 使っ て 指示 する こと が で き 
ます 。 し か し 、 市 民 ユ ニッ ト が 選択 され て いる と き は 4 つの ツー ル バ ー ボ タン を 使う 
こと が で きま す 。 ツ ー ル バー の 選択 市 民 ユ ニッ ト の 絵 の 上 側 に これ ら の ボタ ン が 表示 
ES 
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「 載 多 ] コマ ンド 
ー 番 左 に ある ボタ ン は 、 選 択 し た ユニ ッ ト を 角 免 する た め の も の で す 。 
⑯ 覆 旬 し て も ユニ ッ ト を 構築 する 際 に 使用 し た 紙 や 現金 を 取り 戻す こと は で き 
ませ ん 。 こ の ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 棚 免 の 確認 を 求め る ダイ アロ グ が 開 
きま す 。 他 の 指示 の よう に この 命令 を 撤回 する こと は で きま せん 。 


「 次 ユニ ッ ト 」 コマ ンド 

zzsx。 左 か ら の 2 番目 の ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 現在 選択 され て いる 部 隊 か が ら ユ ニ 

ッ ト サ イク ル の 次 に 位置 づけ られ て いる ユニ ッ ト に 選択 を 切り 替え ます 。 次 
叶 光 に サイ クル に 現れ る まで その ユニ ッ ト へ の 指示 を 遅らせ た いと き に 、 こ の ボ 

タン を お 使い くだ さい 


「 指 示 不 要 ] コマ ンド 
(8) [指示 不 要 ] ボタ ン は 左 か ら 3 番目 に あり ます 。 選択 ユニ ッ ト に 対し 、 ター ン 





で 指示 する こと は な いこ と を 伝え ます 。 そ の ユニ ッ ト は 、 次 の ター ン の ユニ 
ッ ト サ イク ル で 通常 通り 現れ ます 。 
この ボタ ン を 使う こき は 、 そ の ユニ ッ ト が 一 時 的 に や る 事 が な いと き や 帝 国 を 拡張 す 
る た め の 資 材 が 不足 し て いる と き で す 。 


「 ス リー プ 」 コマ ンド 
「 ス リー プ 」 コマ ンド は 、 「 指 示 不 要 ] と 同じ よう に その ユニ ッ ト の 出番 を 終 
(⑲ 了 さ せま す 。 し か し 、 ユ ニッ ト に 眠る よう 命令 する と 、 そ の ユニ ッ ト は 次 の 
ター ン に な っ て も ユニ ッ ト サ イク ル か ら 除 外さ れ ま す 。 こ の 命令 を 出す の は 、 
長期 に わた っ て その ユニ ッ ト に や る こと が な く 、 そ の ユニ ッ ト の 登場 を 後々 の ター ン 
まで 延 ば そ うと いう 時 で し ょ う 。 ユ ニッ ト が 眠り に つい た ら 、 プ レイ ヤー が 選択 カー 
ソル を 使っ て 起こ さ な い 限り 、 ユ ニッ ト サ イ クル に は 復帰 し ませ ん 。 
「 地 形 マ ッ プ | 上 で 睡眠 中 の ユニ ッ ト を 見 つけ る こと が で きま すか ら 、 そ の カー ソル で 
クリ ッ ク す る こと は た や すい こと で す 。 ま た 、「 全 員 目 覚め ] ショ ー ト カッ トキ ー で あ 
る W キ ー を 押す こと で 、 全 て の 睡眠 中 ユニ ッ ト を 起こ し サイ クル に 戻す こと も で きま す 。 


市 民 ユ ニッ ト の 種類 


プレ イヤ ー は 、 1 人 の 「 建 築 土 ] ・1 人 の 「 建 設 技師 ] ・1 人 の 「 探 検索 ] と 共に ゲ 
ー ム を 開始 し ます 。 資金 が あり 必要 な 技術 が あれ ば 、 遅 か れ 早 か れ 、 別 の ユニ ッ ト を 
構築 し な けれ ば な り ま せん 。 仕事 を 割り 当て られ た ユニ ッ ト が いる と き は 、 マ ッ プ 上 
で アニ メー ショ ン が 見 れ ま す 。 ア ニメーション が 続く 限り 、 プ レイ ヤー が 指示 し た 仕 
事 は 完了 し ませ ん 。 完 了 前 に 計画 を 中 断 し た いと き は 、「?」 カー ソル で アニ メ し て い 
る ユニ ッ ト を クリ ッ ク し 、 表 示さ れる ダイ アロ グ で 「 指 示 無 効 を クリ ッ ク し て くだ 
さい 。 活動 し て いる ユニ ッ ト 達 は 、 ユ ニッ ト サ イ クル に は 現れ ませ ん 。 


探検 家 
か 1 探検 守 は 、 他 の ユニ ッ ト に よっ て 掘り 出さ れる 鉱物 を 探し た り 、 未 探査 の 





土地 を 調べ ます 。 探検 と 探査 は いつ で も 自由 に で きま す 。 
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探検 する た め に は 、 探 検 家 は 新 世 界 に 行か な けれ ば な り ま せん 。 探検 の た め に 配置 す 
る に は 、 少 な く と も 一 つの 地形 区 画 が 必要 で す 。 新 世界 に 隣接 し て いる 海域 に 船 が 達 
する と 、 治 岸 の 地形 区 画 か ら 覆 い が 取 られ ます 。 船 舶 は 、 す べ て の 沿岸 海域 を 航海 す 
る こと が で きま す 。 一 方 、 探 検索 は 、 内 陸 を 探検 する た め に 存在 し て いま す 。 








探検 索 が 未 探検 区 画 に 隣接 する 区 画 に 配備 され る と 、 タ ー ン の あい だ 探査 に 精 を 出し 
ます 。 次 の ター ン が 始ま る と 、 探 検索 の 隣接 区 画す べ て が あら わ に な り ま す 。 探検 家 
が 配置 され た 区 画 が 鉱物 埋蔵 の 可能 性 が ある と き は 、 探 検 と と も に 試掘 を 行い ます 。 


プレ イヤ ー は 、 地 形 マ ッ プ に ある ほとん どの 資源 を 自動 的 に 知る こと が で きま す 。 
地形 区 画 の 種類 を 見 る こと で わか る の で す 。 例 えば 、 す べ て の 綿花 栽培 場 区 画 に 綿花 
が ある こと が わか っ て いま す 。 プ レイ ヤー は それ を 探す 必要 は あり ませ ん 。 し か し 、 
鉱物 は 、 他 の ユニ ッ ト が 発見 する 前 に 探検 寺 に よっ て 発見 され な けれ ば な り ま せん 。 
自国 に お いて も 外国 に お いて も そう で す 。 こ の ルー ル の 例外 は 、 プ レイ ヤー が 歴史 的 
な 旧 世 界 マ ッ プ を 選択 し た 時 に 起こ と り ま す 。 そ れ ら の ゲー ム で は 、 旧 世界 各国 の 全 資 
源 の 所 在 地 が ゲー ム 当 初 か ら 明 ら か に な っ て いま す 。 そ の た め 、 試 掘 を 行う 必要 は あ 
り ま せん 。 


探検 者 が 選択 され た 状態 で 、 試 握 で きる 地形 区 画 ー ソ ル を 合わ せる と 「 目 」 の ア 
イコ ン が 表示 され ます 。 鈴 物 資源 は 、 沼 地 ・ 湯 ・ な 丘陵 山岳 の 地形 区 画 だ け 
で 見 つか り ま す 。 「 目 ]」 アイ コン の カー ソル は 、 それ ら の 区 画 上 で だ け 表 示さ れ ま す 。 
控 検 家 が 選択 され て いる と き 、 自 国 の 探検 守 が 既に 探査 し た 区 画 に は 小さ な ツル ハシ 
と 赤い X” 印 が 表示 され ます 。 


ツー ル バ ー の 擦 検 索 の 絵 が 表示 され て いる 下 側 部 分 で 、 探 検 者 が いる 国 で 鉱物 資源 の 

可能 性 が 残さ れ て いる 区 画 を 確認 する こと が で きま す 。 そ れ ら 残り 地形 区 画 を 迅速 に 
見 つけ る た め に 、 ツ ー ル バー に 表示 され て いる 小さ い 地 形 ア イコ ン を クリ ッ ク し て く 
だ さい 。 マ ッ プ 画面 の 中 央 に 次 の 埋蔵 可能 性 区 画 が 表示 され ます 。 


建設 技師 
人 建設 技師 ] は 、 道 路 ・ 港 ・ 城塞 を 建設 する た め に 用 いら れ ま す 。 プ レイ ヤ 

















ー が 、 建 設 技師 に 仕事 を 指示 する た びに 、 材 木 と ある 1 種類 の 金属 資材 が 
消費 され ます 。 道 路 や 港 で は 鋳鉄 が 使用 され 、 レ ベル 1 及び レベ ル ら の 城 
票 で は 青銅 が 必要 で す 。 レ ベル 3 城塞 に は 鋼鉄 を 使用 し ます 。 

建設 で 必要 な 材木 と 金属 の 総量 は 、 建 設 種類 に よっ て 異な り ます 。 建設 技師 が 選択 さ 
れ て いる と き に 、 ツ ー ル バー に その 総量 が 表示 され ます 。 道 路 は 最も 安価 で 、 道 路 1 
区 画 に つき 材木 1 単位 と 鋳鉄 | 単位 が 必要 で す 。 


「 建 設 技師 ] が 選択 され て いる と き に は 、 2 種類 の カー ソル が 利用 で きま す 。 建設 技師 
が 現在 いる 区 画 に 隣接 する 区 画 に カー ソル を 合わ せる と 、 1 番目 の 稼働 カー ソル で あ 
る 「 小 さ な 道 路 }」 アイ コン が 表示 され ます 。 こ の 状態 で クリ ッ ク す る と 、 建設 技師 が 、 
現在 いる 区 画 と クリ ッ ク し た 区 画 の 間 に 道 路 を つく り ま す 。 

道路 は 、 道 路 が ある 区 画 自 身 と それ に 隣接 する 区 画 か ら 資 源 を 集め ます 。 ゲー ム 当 初 
の 拓本 的 な 道路 は 、 各 区 画 か ら 1 単位 の 資源 だ け を 集め る こと が で きま す 。 よ り 新 し 
い 道路 は 、 よ り 多 く 集 め る こと が で きま す 。 道 路 に 関す る 詳細 は 80 頁 を ご 覧 くだ さい 。 
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建設 技師 が 町 や 川 の 上 に いる と き に 、 マ ウス カー ソル を 建設 技師 が 配置 され て いる 区 
画 に 合わ せる と 、 2 番目 の 稼働 カー ソル で ある 「 人 ハン マー」 アイ コン が 表示 され ます 。 
建設 技師 は ハン マー を 使っ て その 区 画 に 何 か を 建設 し ます 。「 ハン マー」 アイ コン の カ 
ー ソ ル 状 態 で クリ ッ ク す る と 、 建 設 技師 が 建設 で きる 種類 を 表示 し た ウィ ンド ウ が 開 
きま す 。 港 か 城塞 の いずれ か が 選択 で きま す 。 


し か し 、 ど ちら も 建設 で きる こと は まれ で す 。 港 は 海 に 隣接 し て いる 必要 が あり 、 丘 
陵 や 山岳 の 地形 区 画 に は 建設 で きま せん 。 城塞 は 、 町 や 都市 の 区 画 だ け に 建設 で きま 
す 。 








溢 は 、 道 路 と 同じ よう に 、 自 身 の 区 画 と 隣接 する 区 画 か ら 資 源 を 集め ます 。 し か し 、 
道路 と は 違っ て 、 1 つの 区 画 か ら 常 に 最大 の 4 単位 まで 資源 を 集め る こと が で きま す 。 
港 に 関す る 詳細 は 80 頁 を 参照 し こく だ さい 。 


プレ イヤ ー が 港 や 城塞 を 建設 し た い の に 建設 技師 が 建設 させ た い 区 画 に いな い 場 合 は 、 
建設 技師 を その 区 画 に 配置 し な けれ ば な り ま せん 。 配置 カー ソル は 「 緑 の 矢印 」 で す 。 
マッ プ 上 で 「 緑 の 矢印 ] アイ コン が 表示 され て いる 区 画 を クリ ッ ク す る と 、 建 設 技師 
は その 区 画 に 移動 し ます 。 建設 技 師 は 新しい 区 画 に は 現れ ます が 、 そ の ター ン で は 仕 
事 を 始め られ な い の で アニ メー ショ ン し ませ ん 。 次 の ター ン か ら 、 港 や 城塞 の 建設 
始め ます 。 


建築 十 
「 建 築 士 ] は 、 地 形 区 画 を 生産 的 な も の に し ます 。 何ら か の 資源 を 産出 し て 











いる 区 画 は 、 地 形 区 画 の 左上 部 分 に 構築 物 が 表示 され ます 。 ゲ ー ム の 開始 
時 点 に 首都 隣接 区 画 で 見 られ る 構築 物 以外 に 、 様 々 な 構築 物 が ある の で 、 
それ が 何 を 意味 し て いる の か 早く 慣れ て くだ さい 








建築 土 が 選択 され て いる と き は いつ で も 、 ツ ー ル バー で 建築 士 の 絵 が 表示 され ます 。 
マッ プ 上 で 建築 士 が 開発 で きる 区 画 に カー ソル を 合わ せる と 、「 ハ ンマ ー」 アイ コン の 
カー ソル が 表示 され ます 。 そ の 状態 で クリ ッ ク す る と 、 建 築 士 は すぐ に 対象 区 画 に 移 
動 し 作業 を 始め ます 。 こ れ は 、 建 築 士 が 材木 を 切っ つて いる アニ メー ショ ン で 確認 する 
こと が で きま す 。 





建築 士 は 、 ーー 改良 する た め に 活用 され ます 。 こ れ に は 、 山 
岳 ・ 丘 陵 ・ 砂 漠 ・ 沼地 に ある 鉱物 区 画 の 鉱山 、 穀 物 畑 区 画 の 農場 、 牛 牧場 、 征 放牧 場 、 
肥 決 な 丘陵 、 綿 花 ・ 香 辛 料 ・ タ バ コ ・ サ トウ キビ の 栽培 場 、 ツ ンド ラ 地 帯 で の 毛皮 交 
易 所 が あり ます 。 町 が 強化 で きる よう に な っ た と き は 町 も 対象 に な り ま す 。 























区 画 の 改良 に は 一 定 の 制限 が あり ます 。 技 術 と 資材 が 最も 重要 な も の で す 。 プ レイ ヤ 
ー の 国 は 、 ゲ ー ム 当初 か ら 地形 区 画 を レベ ル 1 に 開発 する 技術 を 持っ て いま す 。( 大 
き な 例外 は 石炭 で す ) 建築 士 に よっ て 行わ れ た レベ ル 1 の 開発 は 、 タ ー ン ご と に 1 単 
冬 の 資源 を 産出 し ます 。 そ の 開発 に は 、 1 単位 の 材木 と 1 単位 の 鋳鉄 が 必要 で す 。 





帝国 が 新 技術 を 研究 し 知識 を 増やし て いく と 、 建 築 士 は 、 あ る 種 の 地形 区 画 を レベ ル 
28 ま で 改良 する こと が で きる よう に な り ま す 。 こ の よう な 成果 を 上 げ る 技術 を 産出 
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と 呼び ます 。 技術 が 多く の 資源 を 産出 する 事 を 可能 に する か ら で す 。 2 レベ ル ま で 発 
展 し た 区 画 は 、 タ ー ン ご と に ら 単位 の 資源 を 産出 し ます 。 し か し 、 区 画 を レベ ル 2 に 
改良 する た め に は 、 4 単位 ずつ の 材木 と 鋳鉄 を 必要 と し ます 。 


後に 、 産 出 技術 を 上 げ て いく と 、 レ ベル 3 か ら レ ベル 4 へ と さら な る レベ ル ア ッ プ に 
つなが っ て いき ます 。 各 レ ベル で 区 画 か ら の 産出 が 1 単位 増え ます が 、 コ スト は より 
高価 に な り ま す 。 レ ベル 3 へ の 改良 は 、 8 単位 ずつ の 材木 と 鋳鉄 を 必要 と し ます 。 最 
高 レ ベル で ある レベ ル 4 へ の 改良 に は 、 そ れ ぞ れ 1 6 単位 を 必要 と し ます 。 


軸 送 許容 容量 を 越え て 区 画 を 改良 し て も 、 何 も 得る も の が あり ませ ん 。 例 えば 、 ゲ ー 
ム 開 始 時 点 の 道路 は 各区 画 か ら 1 単位 の 資源 を 集め ます が 、 画 面 の 右上 に 表示 され る 
ホッ ト テ キス ト が 輸送 レベ ル (輸送 で きる 量 ) と 産出 レベ ル (産出 され る 量 ) の 双方 
を 教え て くれ ます か ら 、 道 路 が レベ ル 2 に な っ て か ら 近 く の 区 画 を レベ ル 2 へ と 改良 
する の が 賢明 で し ょ う 。 資 源 を 集め る 運送 網 の 詳細 に 関し て は 78 真 を 参照 し て くださ 
い 。 


いく つか の 地形 種類 は 穀物 の 区 画 の よう に 常に 使用 に 適し た 資源 を 産出 し ます が 、 他 
の 種類 は 、 資 源 が ある か どう か (例え ば 山岳 ) 最初 に 探査 し な けれ ば な り ま せん 。 次 
の 図表 は 、 あ ら ゆ る 地形 種類 を 一 覧 表 に し 、 各 地形 に 関す る 産出 限度 を 提供 し ます 。 


[地形 及び 開発 の 一 覧 ] 






































存在 資源 存在 世界 開発 最大 レベ ル 
地形 種類 ( 常 ・ 可 能 性 ) 新 界 ・ 旧 世界 両方 ( 放 出 レベ ル ) 
穀物 農場 穀物 ( 常 ) 旧 世 界 レベ ル 4 
放牧 地 食肉 ( 常 ) 旧 世 界 レベ ル 4 
肥 決 な 丘陵 羊毛 ( 常 ) 旧 世 界 レベ ル 4 。 
馬 放 牧場 馬 ( 常 ) 旧 世 界 レベ ル 1 
雑木 林 材木 ( 常 ) 両方 レベ ル 1 
森林 材木 ( 常 ) 両方 レベ ル 4 
サト ウキ ピ 栽 培 場 サト ウキ ビ ( 常 ) 新 世界 レベ ル 4 
タバ コ 栽 培 坦 タバ コ ( 常 ) 新 世界 レベ ル 4 
2 毛 友 ( 可 ) 新 世界 レベ ル 4 
綿花 栽培 場 綿花 ( 常 ) 新 世 界 レベ ル 4 





香辛料 園 香辛料 ( 常 ) 新 世界 レベ ル 4 
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不毛 な 丘陵 石 石炭 ・ 両方 レベ ル 4 
鉛 ( ロ 
上 ( 可 ) 新 世界 レベ ル 4 
山 括 鉄 徹 石 ・ 石 炭 ・ 両方 レベ ル 4 
銅 ( 可 ) 
金 ・ 宝 石 ( 可 ) 新 世界 レベ ル 4 
江 ダイ アモ ンド ( 可 ) 新 世 界 レベ ル 4 
沼地 鈴 ( 可 ) 両方 レベ ル 4 
商人 
「 商 人 ] ユニ ッ ト は 、 帝国 の 研究 者 が 商社 技術 を 修得 し た 後に 構築 する 
こと が で きま す 。 
「 商 人 ] を 保有 し て いる と 、 小 国 や 新 世界 に ある 地形 区 画 を 開発 目的 で 購入 





する こと が で きま す 。 開発 の 第 1 目的 は 海外 収益 を 得る こと で す 。 


商人 を 使う 重要 な 効果 の 一 つづ は 、 新 世界 の 州 の 土地 を 購入 し 、 州 が 侵攻 ざれ る の を 防 
ぐ こ と で す 。 他 の 大 国 が 土地 を 購入 し て いる 州 に 戦争 を 仕掛 ける た め に は 、 購 入 し た 
大 国 に 宣戦 布告 し な けれ ば な り ま せん 。 


商人 は 、 小国 や 種族 の 州 で 働き ます 。 商 人 の 目的 は 、 建 築 士 や 建設 技師 が 開発 する た 
め の 土 地 を 購入 する こと で 、 自 国 で は 活動 する 目的 が あり ませ ん 。 


土地 を 購入 する よう 商人 に 指示 する た め に は 、 小 国 や 種族 の 州 で 資源 が ある 区 画 に カ 
ー ソ ル を 合わ せ 、 マ ッ プ に 「 コ イン 」 の カー ソル が 表示 され た ら ク リッ ク し ます 。 ダ 
イア ログ が 表示 され 、 そ の 区 画 の 土地 価格 を 知ら せま す の で 、 資 金 を 投資 する こと に 
同意 し た ら 、 商 人 が 区 画 に 配備 され 、 タ ー ン の あい だ に 土地 を 購入 し ます 。 

商人 は 、 町 を 購入 する こと も で きま す 。 ーーー の 町 は 物資 を 
生産 し ます 。 町 か ら 物 資 を 得る 方 法 に つい て は 3 2 頁 を ご 覧 くだ さ 


商人 が 土地 を 購入 する の に 先立ち 、 種 族 の 州 や 小国 に 大 使 館 を 設置 し な けれ ば な り ま 
せん 。 土地 の 購入 や 開発 に 関す る 段階 的 な 情報 を 得 た いと き は 7 6 真 を 参照 し て くだ 
さい 。 


スバ イ 
も 「 ス パイ |] は 3 つの 目的 で 使用 され ます 。 





1 つ は 、 敵 の 駐屯 部 隊 の 強 さ を 偵察 する こと で す 。 駐屯 部 隊 の 強 さ を 調べ 
る た め に は 、 敵 の 町 や 首都 に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、「 ?」 カー ソル を 表 
示さ せ ク リッ ク し ます 。 ク リッ ク で 表示 され る ダイ アロ グ は 、 実際 の 駐屯 
部 隊 に 似 て いる だ け で 大 変 あ いま いで す 。 

州 に 配属 され て 活動 する スパ イ は 、 正 確 な 情報 を 得 て い る 可能 性 が あり ます 。 選 択 さ 
れ て いる スパ イ に 仕事 を 与え る た め に は 、 敵 の 州 の 上 に カー ソル を 合わ せ 、「 バ ハン マー」 
カー ソル の 状態 で クリ ッ ク し ます 。 そ れ に より 、 ス パイ は 州 に 行っ て スパ イ 活 動 を 行 
いま す 。 スパ イ の 州 で の 正確 な 位置 を 把握 する の は 重要 な こと で は あり ませ ん 。 次 の 
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ター ン で スパ イ が 生き 残っ て いる 限り 、 そ の 州 を 偵察 し た と き の 情 報 は 正確 な も の に 
な り ま す 。 


スパ イ は 、 新 技術 を 修得 する スピ ー ド を 引き 上 げ る た め に も 使用 され ます 。 

技術 画面 を 使う と 、 興 味 を 抱い て いる 技術 を 既に 修得 し て いる 大 国 の 情報 を 得る こと 
が で きま す 。 そ の 方 法 に つい て は 1 1 1 頁 を 参照 し て くだ さい 。 価値 ある 技術 を 所 持 
し て いる 国 が わか っ た ら 、 軍 事 力 を 偵察 する た め に スパ イ を 配置 し た の と 同じ 方 法 で 、 
その 技術 を 保有 する 国 に 配置 し ます 。 ス パイ は 、 債 察 と 技術 の 人 盗み を 同時 に 実行 し ま 
9 





スパ イ を 送り 込む と 、 そ の 大 国領 土 の ど こ に いよ うと も 、 自 国 が 現在 研究 し て いる 全 
技術 に 関し て その 大 国 が 保有 し て いる 有益 な 情報 を 座 み 出し ます 。 ス パイ は 、 自 国 が 
研究 し て いな い 技 術 に 関し て は その 大 国 の 情報 を 伝え ませ ん 。「 ス パイ 」 行為 だ け で 、 
情報 を 得る こと は で きま せん 。 投資 に 資金 が 利用 で き な く て も 、「 技 術 ] 画面 の 研究 ス 
ロッ ト に 対象 技術 の 設定 だ け は し な けれ ば な り ま せん 。 


3 つ 目 の 「 ス パイ 」 の 活用 法 は 防御 で す 。 

自国 の いた る 所 に スパ イ を 配置 で を る の で 、 自 国 で 活動 し て いる 敵 の スパ イ を 捕らえ 
た り 、 殺 し た り で きる 確率 が 高く な り ま す 。 ス パイ が 活動 し て いる 州 に 大 規模 な 駐屯 
部 隊 が いる と 、 敵 スパ イ を 捕え る 可能 性 も 高く な り ま す 。 自国 に スパ イ を 配置 する 場 
合 、 こ れ ら の 要素 に 注目 し て くだ さい 。 





スパ イ 人 行為 は 、 探 検 行為 と 同じ く タ ダ で コス ト は か か り ま せん 。 ス パイ を する た め に 
資源 や 現金 を 払う 必要 は あり ませ ん 。 


鉄道 建設 技師 
プレ イヤ ー が 「 初 期 蒸気 機関 」 の 技術 を 得る と 、 道 路 を 鉄道 に ける こと も 





で きま す 。 その た め に は 、 「 鉄 道 建設 技師 ] と いう 市 民 ユ ニッ ト が 必要 で す 。 
鉄道 が 敷設 され る と 、 一 つの 区 画 か ら 最 大 4 単位 の 資源 を 輸送 で きる よう 
に な り ま す 。 道路 や 鉄道 が 資源 を 集め る 詳細 に 関し て は 1 1 1 真 を 参照 し て 
くだ さゆ し)。 











鉄道 建設 技師 は 、 道 路 を 建設 する 建設 技師 と まっ た く 同 じ よ うに 指示 し ます 。 人 道路 が 
既に 存在 する 区 画 に 配置 し 、 そ の 区 画 か ら 鉄道 を 敷設 し ます 。 鉄 道 建設 技師 は 、 他 の 
市 民 ユ ニッ ト と 違い 、 道 路 に 分 岐 が な い 限り 、 連 続 し た 道路 区 画 に 鉄道 を 敷設 し 続け 
ます 。 分 岐 点 が ある 区 画 に 到達 する と 、 方 向 を 指示 し て も ら う た め に 待ち ます 。 プ レ 
イヤ ー が 鉄道 建設 技師 が 働く の を 止め た い 場 合 、 そ の 鉄道 建設 技師 を 選択 し 、 指 示 を 
取り 消す 必要 が あり ます 。 そ うし な けれ ば 、 必 要 な 鋼鉄 と 材木 が 利用 で きる 限り 、 道 
路 を 鉄道 に 変え よう と し ます 。 


鉄道 を 建設 する た め に 、 各 区 画 で 3 単位 ずつ の 鋼鉄 と 材木 を 必要 と し ます 。 
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海軍 ユニ ッ ト 


骨 隊 は 、 2 通り で 表 さ れ ま す 。 海 に いる 艦隊 は 、 航 跡 を 残し て 進む 大 型 船 と し て 措 写 
され ます 。 停泊 し て いる 艦隊 は 、 そ の 区 画 に ある 港 近く に 帆 を 巻き 上 げた 船 と し て 表 
示さ れ ま す 。 艦隊 は と き と し て アイ コン を 伴っ て 表示 され ます 。 アイ コン は 、 艦 隊 が 
行っ て いる 任務 を 教え て くれ ます 。 





艦隊 は 、 マ ッ プ 上 で 2 つの 異な る こと が で きま す 。 

艦隊 は 、 1 つの 海域 か ら 別 の 海域 へ と 航行 し ます 。 艦 隊 は 、 既 に 配置 され て いる 海域 
で 任務 を 遂行 する こと が で きま す 。 新 た な 海域 へ の 移動 と 任務 を 同時 に 指示 する こと 
は で きま せん 。 ゲ ー ム の 規則 で は 、 港 は 海 の 一 部 と し て 見 な され ます 。 し か が し 、 艦 隊 
が 停泊 場所 と 呼ば れる 港 に 移動 する の は 、 異 な る 海域 に 移動 する こと と 同じ 行動 に な 
り ま す 。 


熊 隊 へ の 指示 


移動 や 任務 を 命じ る 第 1 段階 は 、 艦 隊 が 選択 され た こと を 確認 する こと で す 。 選 択 さ 
れ た 艦隊 は 、 任 務 や 移動 に つい て 命令 を 受け て いま せん 。 一般 的 に 、 マ ッ プ 上 に アイ 
コン を 伴っ て 表示 され た 能 隊 は 、 任 務 か 移動 の 命令 を 受け て いま す 。| ? 」 カー ソル を 
使用 し て 、 艦 隊 を クリ ッ ク し な けれ ば な り ま せん 。 艦隊 を 選択 し て 新た な 命令 を 指示 
する た め に は 、 現 在 の 命令 を 撤回 し な けれ ば な り ま せん 。 


艦隊 が 選択 され る と 、 船 アイ コン の 輪郭 が 白く 点滅 し ます 。 こ の 艦隊 に 属す る 船 は 、 
船 種別 に ツー ル バ ー デ ィ ス プレ イ に 表示 され ます 。 

次 の ステ ッ プ は 、 プ レイ ヤー が 任務 を 指示 し た り 、 異 な る 海域 に 移動 で せ た い 船 を 選 
択 する こと に な り ま す 。 通常 、 す べ て の 船 が 同じ 任務 を 遂行 する 必要 は あり ませ ん 。 


プレ イヤ ー が 保有 する 複数 の 朋 舶 の 一 部 だ け に 任務 を 遂行 させ た り 移 動 さ せ た い 時 は 、 
船 種別 に 表示 され て いる ツー ル バ ー に ある 矢印 で 選択 対象 の 船 を 増減 で きま す 。 稀 隊 
が 配置 され て いる 海域 で 、 任 務 指 示 が 実行 され 、 逢 隊 が 新しい 海域 に 移動 し ます 。 租 
隊 は 、 1 ター ン で 任務 と 移動 を 同時 に は 実行 で きま せん 。 


プレ イヤ ー が 移動 命令 を 与え た と き に 選択 し て いな い 船 舶 は 任務 の 対象 外 と な り ま す 。 
ツー ル バ ー の 矢印 で は 、 あ る 船 種 か ら 特定 の 船舶 を 選択 する こと は で きま せん 。 特 定 
の 船舶 を 選択 し た い 場合 は 「 艦 隊 ブ ッ ク 」 を 使用 し ます 。「 艦 隊 ブ ッ ク 」 に 関す る 詳細 
は 4 7 頁 を 参照 し て くだ さい 。 現在 対象 と な っ て いる 艦隊 の な か か ら 特 定 の 精鋭 船 骨 
を 選ん で 任務 を 遂行 し て こもら いたい とき は 、「 艦 隊 ブ ッ ク 」 を 利用 し て くだ さい 


任務 ・ 移 動 と カー ソル 
ツール バー や 「 艦 隊 ブ ッ ク 」 を 使用 し て 骨 を 選択 し た ら 、 マ ッ プ カー ソル を 利用 し ま 


す 。 マッ プ カ ー ソ ル で 、 選 択 し た 艦隊 に 、 他 の 海域 へ の 移動 と 3 種類 の 任務 を 命じ る 
こと が で きま す 。 
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艦隊 の 移動 
江 の Q 艦隊 を 移動 ご せる た め に は 、「 能 輸 ] カー ソル が 表示 され る 別 





の 海域 や 「 負 ] カー ソル が 表示 され る 港 を クリ ッ ク し て くだ 
さい 。 これ ら の カー ソル は 、 艦 隊 が 現在 いる 海域 で は 表示 さ 
れ ま せん 。 別 の 海域 が 航行 範囲 外 な ら 、「 進 入 禁止 (斜線 が 引か れ た 円 )」 マー ク が 表 
示さ れ ま す 。 1 ター ン で 艦隊 を 速く まで 移動 させ る こと は で きま せん 。 ズ ー ム アウ ト 
し た マッ プ を 使用 し て 、 艦 隊 の 移動 を スム ー ズ に 行う こと が で きま す 。 と り わ け 、 船 
を 長 距 離 航行 さす る と き は 便利 で す 。 


哨戒 

艦隊 に 対し て 、 現 在 の 海域 を 哨戒 さす せ た い と き は 、 そ の 海域 で 表示 され る 「 望 
W 速 鏡 ] カー ソル を クリ ッ ク し ます 。 哨戒 中 の 艦隊 は 、 その 海域 を 航行 する 敵 般 
舶 を 葛 捕 し よう と し ます 。 その 結果 、 戦闘 と な り 、 交易 品 や 輸送 品 を 奪う こと 
も あり ます 。 哨戒 を 任務 と する 艦隊 は 、 ユ ニッ ト サ イ クル に は 現れ ませ ん 。 艦 隊 に 新 
た な 命令 を 与え た いと き は 、 そ の 艦隊 アイ コン を クリ ッ ク し て 選択 し 、 現 在 の 任務 を 
撤回 する こと が で きま す 。 


海上 封鎖 

艦隊 に 敵 の 港 を 封鎖 する よう 命令 し た いと き は 、「X 印 が 付い た 船 」 カー ン ル 
衣 | が 表示 され る 港 を クリ ッ ク し ます 。 封鎖 任務 を 受け た 艦隊 は 、 港 を 出入 りす る 
敵 船舶 を 妨害 し よう と し ます 。 妨害 活動 を 行う 船舶 は 、 哨 成 だ け を 任務 と し た 
艦隊 以上 に 敵 船 を 曹 捕 し ます 。 し か し 、 封 鎖 し て いる 港 を 利用 し な い 骨 隊 を 便 捕 する 
こと は で きま せん 。 事 捕 に より 戦闘 が 生じ 、 交 易 と 輸送 に 対す る 妨害 が 起こ り ます 。 
逆 に 、 哨 戒 中 の 敵 豚 舶 も 、 封 鎖 し て いる 租 隊 を 重 捕 する こと が で きま す 。 封鎖 を 任務 
と し た 艦隊 は 、 ユ ニッ ト サ イ クル に 現れ る こと は あり ませ ん 。 艦隊 に 新た な 命令 を 与 
えた いと き は 、 そ の 艦隊 を 選択 し 、 現 在 の 艦隊 任務 を 撤回 し な けれ ば な り ま せん 。 


上 陸 拠 点 確保 

艦隊 に 陸軍 部 隊 が 上 陸 す る た め に 橋 頭 依 を 設置 する よう 命令 を 与え る た め に 
電 巡 | は 、 侵 攻 し た い 州 に 「 大 砲 ] カー ソル が 表示 され た 状態 で クリ ッ ク し ます 。 上 
陸 拠 点 確保 を 命令 され た 艦隊 は 、 ユ ニッ ト サ イ クル に 現れ ませ ん 。 艦隊 に 新た 
な 命令 を 指示 する た め に は 、 船 舶 ア イコ ン を クリ ッ ク し て 選択 し 、 現 在 の 任務 を 撤回 
し な けれ ば な り ま せん 。 






























































侵攻 に は いく つか の 段階 を 要する の で 、「 イ ン ペ リアリズム HI」 の 新しい プレ イヤ ー は 、 
陸軍 ユニ ッ ト が 海 を 渡っ て 侵攻 する 方 法 が わか ら な いか も し れ ま せん 。 海外 の 州 に 侵 
攻 す る た め の 手 順に つい て は 5 2 頁 を 参照 し こく だ さい 。 プ レイ ヤー が すでに 支配 し 
て いる 州 を 侵攻 する 必要 は まっ た く あ り ま せん 。 陸 軍部 隊 は 、 艦 隊 に 命令 や 移動 を 出 
すこ と な し に 海外 の 友好 的 な 州 に 配備 する こと が で きま す 。 


戦 較 
艦隊 昔 捕 や 絶え 間 な い 海軍 同士 の 戦闘 は 戦略 的 に 行わ れ 、「 戦 園 報告 」 画面 で 報告 され 
ます 。 4 9 頁 が ら 始ま る 「 軍 艦 能 力 表 ] で 要約 され て いる 能力 が 戦闘 を 制御 し ます 。 
常に 、 優 れ た 射程 能力 が 最も 重要 な 戦闘 ポイ ント で す 。 戦闘 で 被害 を 受け た 船舶 は 、 
海 に いな が ら タ ー ン ご と に 修理 が 行わ れ ます 。 
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勝 隊 の ツー ル バ ー 


「 骨 隊 の 詳細 確認 」 ボタ ン 

@ws、 左端 に ある 最初 の 海軍 コマ ンド ボタ ン で 、 選 択 し た 艦隊 に 関す る 詳細 を 表示 
詳 する ブッ ク が 表示 され ます 。 選 択 し た 艦隊 の そば に 表示 され る 「?」 マー ク 
状態 で 直接 クリ ッ ク す る こと や F1 1 キー を 押す こと で も この ブッ ク を 開く こ 
と が で きま す 。 





「 艦 隊 ブ ッ ク 」 で 、 選 択 し た 艦隊 の 詳細 を 確認 で きま す 。 名 称 ・ 朋 種 ・ 損 傷 状 況 ・ 戦 礎 
メダ ル な ど で す 。 そ れ ぞ れ の 船 の 絵 を クリ ッ ク す る こと で 、 有 船舶 を 個別 に 選択 し た り 
除外 し た り で きま す 。 ユ ニッ ト を 選択 する と き は 、 ツ ー ル バー に 表示 され る 選択 ユニ 
ッ ト 数 を 確認 し て くだ さい 。 


「 艦 隊 ブ ッ ク 」 を 使用 し て 、 船 名 を 変更 する こと も で きま す 。 名 称 テ キス ト を 編集 する 
た め に は 、 名称 部 分 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


「 次 ユニ ッ ト 」 ボ タン 

gsx、 左 か ら 2 番 目 の ボ タン で 、 現 在 選択 され て いる 艦隊 か ら 、 ユ ニッ ト サ イ クル 

の 次 艦隊 (いれ ば の 話 で 他 の 種類 の ユニ ッ ト に な る こと も あり ます ) に 移行 
する こと が で きま す 。 ご どの よう な 命令 を 与え れ ば いい か わか ら な いと き は 、 

と りあ え ず この ボタ ン を 使用 し 、 タ ー ン の 別 の 機会 に 指示 を 与え て くだ さい 


「 指 示 不 要 ] ボタ ン 

ws%、 ツー ル バ ー で 左 か ら 3 番目 に ある 「 指 示 不 要 ] ボタ ン を 使用 する と 、 選 択 し 
た 艦隊 に 、 タ ー ン 中 の トラ ブル を 避け る た め 、 同 じ 海 域 に 罰 ま る よう 命じ ま 
す 。 








艦隊 に 行動 し こもら いたく な い が 近 い 将 来 に 命令 を 与え た いと いう 場合 に この ボタ ン 
を 使用 し て くだ さい 


「 防 御 」 ボタン 
[指示 不要 ] と 同じ よう に 、「 防 御 」 の コマ ンド は 艦隊 の ター ン を 終り に し ま 
購 詳 す 。 し か し 、 艦隊 に 防御 を 命令 する こと は 、 次 回 以降 の ター ン で ユニ ッ ト サ 

g 衣 イク ル か ら 除 外す る こと に も な り ま す 。 プ レイ ヤー が この 命令 を 与え る の は 、 
その 能 隊 が 該当 海域 の 固定 的 な 艦隊 と 判断 し た 時 で し ょ う 。 一 般 的 に 、 こ の ボタ ン を 
艇 隊 向 け に 使用 する べき で は あり ませ ん 。 警戒 態勢 で 哨戒 する 方 が より 賢明 で す 。 








艦隊 が 防御 状態 に ある 場合 、 新 し い 命 令 を 与え た り ユ ニッ ト サ イ クル に 戻し た いと き 
は 、 選択 カー ソル を 使用 する か 、「 全 海軍 ユニ ッ ト 起 床 ] の キー ボー ド シ ョ ー ト カッ ト 
で ある N キ ー を 押し ます 。 
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攻撃 レベ ル 


! 贈 ツー ル バ ー の 稲 隊 所 属 船 舶 表示 の 上 側 に 大 砲 の 繧 を し た 3 
こ 個 の ボタ ン が あり ます 。 

これ は 、 艦 隊 の 攻撃 レベ ル を 設定 する た め の も の で す 。 既定 の 「 通 常態 勢 」 (中 央 ) ボ 
タン は 、 艦 隊 が 遭遇 し た 敵艦 隊 に 対し て 、 艦 隊 指 揮 官 が 敵 が 力 で 劣っ て いる と 判断 し 
た ら 交 戦 を 試み る こと を 意味 し て いま す 。 





艦隊 が 哨戒 中 で な い 場 合 も や 、 こ の 設定 は 重要 で す 。 敵 も 交戦 を 望ん で いる か ら で す 。 
隊 指 近 志 は 、 こ の 攻 抽 設定 を 基本 と し て 、 戦闘 を 受け 入れ る か 逃走 を 試み る か を 判 
断 し ます 。 


その 他 の 2 つの 設定 は 、 劇 的 に 攻撃 力 を 高め た り 、 減 少し た りす る た め の も の で す 。 
「 攻 撃 態 勢 」 は 、 指揮 官 が 勝利 の 可能 性 が 程遠い と 判断 し た と き で も 交戦 し ます 。 こ の 
設定 で 恩恵 を 受け る の は 、 そ の 艦隊 を 温存 する 以上 に 敵 船 に 被害 を 与え る こと に 意義 
が ある と き で す 。 

「 警戒 態 勢 」 は 、 指 揮 官 が か な り 高い 勝算 が ある と 確信 し な い 限 り 戦闘 を 避け よう と す 
る も の で す 。 


設定 レベ ル を 決断 する と き は 、 指 揮 官 が 、 敵 の 戦力 規模 に 対す る 推測 を 誤る 可能 性 が 
ある こと を 忘れ な いで くだ さい 。 疑問 を 持つ っ た ら 、 そ の 海域 の 防御 が それ ほど 重要 で 
は な い の な ら 、「 警 戒 態 勢 」 設定 を 選ん だ ほう が いい で し ょ よう 。 


護衛 骨 

ング 護衛 船 の 発達 は 、 ガ レオ ン の 建造 
を 可能 に し ます 。 

遅い が 強力 で 大 きなこ の 船 は 、 新 

世界 か ら の 産品 を 護衛 する の に 最 

適 で す 。 
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艦船 の 諸 元 一 覧 

戦闘 能力 

般 種 攻撃 力 射程 装甲 船 殻 積載 量 速度 技術 
キャ ラッ ク 般 

給 の し 95 ら 5 1 1 ぐ 不 要 > 
フラ イト 商 朋 


避 4 95 4] し ! ど 般 体 設計 の 改良 








4 Si 愛 所 | 4 航海 術 





7 人 6 旧 50 >* 6 ら 護衛 毅 





3 4 80 80 4 4 帆 設 計 の 改良 





4 9 目 認 3 り 0 5B5 8 3 大 型 船体 





6 oO SO 訴 5S 本 う 5 先進 的 船体 設計 





員 6 80 65 オ 4 3 戦列 艦 
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船 種 攻撃 力 射程 装甲 船 殻 積載 量 速度 技術 
委 00 pe 


四 5 NO S1SS) Mo の 江 デ 











9 6 80 60 10 6 外輪 船 





軽 武装 快速 船 


い sA、 に エッ ー 上 ハハ と 三 
証人 > 6 フ 80 35 0 6 外洋 航行 朋 向 け 菩 気 外 輸 





李 略 7 45 60 10 6 高度 な 鉄 加工 





攻撃 力 : 火力 が 船 の 攻撃 力 を 決定 じ ま す 。 

射程 : 海軍 の 戦闘 で は この 射程 が 最も 重要 な 能力 で す 。 
射程 が 長い 船 は 、 敵 が 応戦 する 前 に 敵 船 に 損害 を 加え ます 。 

装甲 : 装甲 は 、 損 傷 の 受け や すさ を 決定 し ます 。 値 が 小 べ い ほ ど 堅 中 で す 。 

舶 殻 : 船 の 規模 は 、 装 甲 が 破 ら れ て か ら 沈 没 す る まで の 時 間 を 決定 し ます 。 

速度 : 戦闘 に お ける スピ ー ド と 移動 で きる 海域 の 数 を 決定 し ます 。 
速度 で 優位 に 立つ 艦船 は 、 先 制 攻撃 を 仕掛 けた り 、 交 戦 か ら 離 脱し や すく な 
り ま す 。 
速度 も 射程 も 兼ね 備え た 船 は 、 敵 船 を 沈め や すく 、 損 害 を 受け る こと は ほ と 
ん ご ど あ り ま せん 。 


旗艦 
海軍 を 拡大 し た 褒賞 と し て 、 新 し い 旗 艦 を 受け 取る こと が あり ます 。 褒賞 と し て 受け 
取る 旗艦 は 、 常 に 可能 な も の で 最も 強力 な 船 で す 。 


旧式 艦 舶 と た と アップグレード 

修得 し た 新 技術 が 新しい 艦船 の 建造 を 可能 に する と 、 上 旧式 の 船 を アッ プ グ レー ド に す 
る こと も で きま す 。 ア ッ プ グレ ー ド は 、 乗 組員 を 旧式 の 舶 か ら 降 ろ し 新しい 船 に 配置 
する こと を 意味 し ます 。 (新しい 船 の 費用 ) 一 (新しい 乗組 員 の 費用 ) = ( 総 経費 ) と 
な り ま す 。 
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艦 舶 の 種類 


建造 され る 15 種類 す べ て の 船舶 は 戦闘 が 可能 で す が 、 一 般 的 に 、「 キ ャ ラッ ク 船 」 ・ 
「 フ ライ ト 商 船 ] ・「 交 易 船 ] ・「 イ ンド 買 易 船 ] ・「 外 輸 船 ] ・「 ク リッ パー」 は 、 
軍事 的 役割 の た め に 建造 され る も の で は あり ませ ん 。 こ れ ら の 船 は 、 本 来 の 戦闘 船 と 
立ち 向かっ つた ら 、 ほ と ん ど ご 敗退 し て し まい ます 。 そ れ ら は 、 安 価 で 戦闘 船 以 上 の 貨物 
を 積ん で いる か ら で す 。 


上 記 以 外 の 6 種類 の 船舶 は 、 速 度 や 戦闘 力 が 重視 され て お り 、 戦 闘 で 活躍 し ます 。 高 
速 船 (「( ス ルー プ 型 帆船 ] ・「 フ リ ゲ ー ト 」 ・「 軽 武装 快速 船 )) は 、 主 と し て 昔 捕 や 
封鎖 に 用 いら れ ま す 。 海域 を 哨戒 し 敵艦 隊 を 撃沈 する た め の 船 と し て は 、(「 ガ レオ ン 」 
・「 戦 列 艦 | ・「 装 甲 艦 」) が 際 だ っ て いま す 。 も ちろ ん 、 新 型 の 高速 船 は 、 旧 式 の 戦 
闘 船 に 勝利 する 可能 性 が あり ます 。 


スル ー プ 型 帆 船 

スル ー プ 型 帆船 は 高速 で 安価 に 建造 され ます が 、 ゲ ー ム で は 短期 間 使用 ご され る だ け で 
す 。 スループ フ 型 帆船 は 、「 キ ャ ラッ ク 有 船 ] や 時 に は 「 フ ライ ト 商 船 ] を 人 捕 し た り 撃 ち 
負かし た り し ます 。 ス ルー プ 型 帆船 が ガレ オン を 含む 艦隊 を 難 捕 する の は 困難 で す 。 
他 の 国々 が ガレ オン を 保有 する よう に な っ た ら 、 妨 害 勝 隊 と し て ガレ オン や スル ー プ 
型 帆 船 を 含め る べき で す 。 


ガレ オン 

ガレ オン の 特徴 は 、 大 き な 貨 物 積載 量 と 恐ろし い 一 斉 砲 撃 で す 。 ゲ ー ム 序盤 で は 、 ガ 
レオ ン が 戦争 ・ 交 易 ・ 輸 送 に 大 きく 役立ち ます 。 高価 な 上 に 速度 は 遅い ガレ オン で す 
が 、 食 糧 事情 か ら 数 多く の 艦隊 や 特殊 化 さ れ た 艇 隊 を 保有 する 余裕 は な い の で 、 ゲ ー 
ム 序 盤 で は 最も 数 多く 建造 され る は ず で す 。 


フリ ゲー ト 

交易 と 輸送 に は ほとん ど 役 に 立ち ませ ん が 、 フ リ ゲ ー ト を 最初 に 建造 し た 帝国 は 、 軍 
事 力 の バラ ンス で 大 き な が 優位 に 立ち ます 。 フ リ ゲ ー ト 艦 は 沈み に くい こと で 、 他 の 船 
より 勝つ っ て いま す 。 フ リ ゲ ー ト は 、 無 敵 と され る ガレ オン で 構成 され た 商船 隊 を し ば 
し ば 壊滅 させ る で し よう 。 


戦列 艦 

戦列 艦 は 、 ゲ ー ム を 通じ て 競争 力 を 保持 で きる 大 変 有益 な 船 で す 。 高 い コ スト の 装甲 
艦 を それ ほど 多く 建造 する 余 裕 が な いか ら で す 。 戦 列 艦 は 、 ガ レオ ン よ り も 高速 か つ 
大 型 で 力強い 船 で す 。 戦列 艦 は 、 軽 武装 快速 船 ・ フ リ ゲ ー ト ・ ス ルー プ 型 帆船 を た や 
すく 沈め た り 詩 捕 し ます 。 戦列 艦 は 、 戦 闘 用 に 建造 され た も の で あり 、 ガ レオ ン ほ ど 
の 貨物 積載 量 を 備え て いま せん 。 


軽 武装 快速 船 
軽 武装 快速 船 は 、 自 国 商船 隊 の 護衛 を 行っ た り 他 の 大 国 の 商船 隊 を 細 撃 する の に 理想 
的 な 船 で す 。 し か し 、 戦 列 艦 や 装甲 艦 と 制海権 を めぐ っ て 争う こと は で きま せん 。 
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装甲 朋 
「 イ ン ペ リア リズ ム H」 の 海軍 に と っ て 究極 の 戦艦 で す 。 こ の 船 は た い へ ん 高価 で す 。 
装甲 艦 を 建造 する た め に は 膨大 な 鋼鉄 が 必要 で す 。 


母港 朋 隊 


母港 艦隊 は 、 港 に 停泊 する 特殊 な 艦隊 で す 。 母 港 艦隊 は 、 海 に 出る よう 命令 し な い 限 
り 、 淀 に プレ イヤ ー の 帝国 の 首都 港 に 停泊 し て いま す 。 


貨物 積載 量 

すべ て の 船 が 輸送 許容 量 を 持っ て お り 、 貨 物 積載 数 で 示さ れ ま す 。 そ の 数 が 輸送 も し 
く は 交易 で 運べ る 物資 数 及び 陸軍 部 隊 を 載せ られ る ユニ ッ ト 数 を 決定 する の で 、 母港 
艦隊 に と っ て と て も 重要 な 値 で す 。 


建造 
プレ イヤ ー が 船 の 建造 を 指示 する と 、 次 の ター ン で 母港 艦隊 と し て その 船 が 現れ ます 。 
新しく 建造 され た 船 は 、 そ れ 以 外 の 場面 に は 現れ ませ ん 。 


輸送 

母港 艦隊 の 船 は 、 「 輸 送 ] 画面 を 使っ て 資源 を 運送 する た め に 利用 する こと が で きま す 。 
母港 以外 に いる 有 船 は 、 輸 送 に 利用 する こと は で きま せん 。 輸 送 に 割り 当て られ た 船 の 
攻撃 力 及 びそ の 他 の 能力 は 、 輸 送 べ れる 物資 が 敵 の 船 に 昔 捕 ざさ れる か どう か と いう こ て 
と に 関係 し て きま す 。 還 送 目的 で 自国 の 艦隊 を 利用 する 方 法 に 関し て は 5 2 頁 を 参照 
し て くだ さい 。 


易 

母港 に いる 船舶 で 輸送 に 割り 当て られ て いな い 船 舶 は 、 交 易 で 利用 され る 可能 性 が あ 
り ま す 。 母港 以 外 に いる 船舶 は 、 交 易 物 資 を 輸送 し ませ ん 。 「 交 易 ] 及び 「 葵 送 ] 画面 
で 、 輸 送 に 割り 当て られ て いる 貨物 積載 量 と 交易 に 割り 当て られ て いる 貨物 積載 量 を 
確認 で きま す 。 交易 や 輸送 で 運べ る 物資 の 量 を 増やす 唯一 の 方 法 は 、 母 港 艦隊 に より 
多く 貨物 積載 量 を 加え る こと で す 。 こ の た め に は 、 船 を 建造 し た り 、 他 の 海域 に いる 
艦隊 を 、 母 港 艦隊 に 移動 させ な けれ ば な り ま せん 。 交 易 に 母港 艦隊 を 利用 する 詳細 に 
つい て は 5 2 頁 を 参照 し て くだ さい 。 


海外 侵攻 の 手順 


1 . プレ イヤ ー が 侵攻 し た い 州 に 面 し た 海域 に 1 隻 以 上 の 自国 艦 隊 が いる か どう か を 
確認 し ます 。 

2 . 侵攻 する 州 の 支配 者 に 宣戦 布告 し ます 。 こ の 手続 き は 、 支 配 者 が 新 世界 の 種族 で 
あれ ば 不要 で す 。 

3 . 侵攻 し た い 州 に 面 し た 海域 に いる 艦隊 を 選択 し て くだ さい 。 有 船 の 絵 が ツー ル バ ー 
に 表示 され 、 マ ッ プ 上 の 艦隊 は 点滅 する 白い 外形 線 で 囲ま れ て いま す 。 

4 . 望 お 船 が すべ て 選択 され て いる か どう か を 確認 する こと が 必要 で あれ ば 、 ツー ル 
バー の 矢印 を 使用 し て くだ さい 、。 通常 、 艦 隊 の すべ て の 船 が 選択 され て いま す の 
で 、 矢 印 に 触れ る 必要 は お そら く な いで し ょ う 。 
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【 上 


11. 


. マウ スカ ー ソ ル を 敵 の 州 の 沿岸 地域 に 合わ せま す 。 「 大 砲 ] カー ソル が 表示 され だ た 


状態 で クリ ッ ク し て くだ さい 。 艦隊 は 海岸 線 近く に 移動 し 、「 大 砲 ] アイ コン が 表 
示さ れ ま す 。 


. プ レイヤー の 帝国 の 港 が ある 州 の どこ か に 陸軍 部 隊 が 駐屯 し て いる か どう か が 確認 





し て くだ さい 。 次 の ター ン で 、 港 が ある 州 に いる 軍隊 だ けが 侵攻 作戦 に 加わ る こ 
と が で きま す 。 首都 は 港町 で も あり ます 。 


. こ の ター ン で 希望 する こと を すべ て 行っ た ら 、 タ ー ン を 終了 させ ます 。 上陸 拠 点 


を 築く よう 指示 し た ター ン で は 侵攻 で きま せん 。 


. ター ン 移 行 で 「 戦 闘 報告 ] を 受け た ら 、 敵 の 行動 が 上 陸 拠 点 を 確保 し て いる 能 隊 


に 損害 を 与え た り 、 船 が 撃沈 され た り し て いな いかが 確認 し て くだ さい 。 


. 責 の 州 へ の 侵攻 に 利用 し た い 陸 上 兵力 を 選択 し こく だ さい 。 選択 され た 駐屯 部 隊 


の 絵 が ツー ル バ ー に 表示 され ます 。 ツ ー ル バー の 矢印 を 使っ て 兵力 を 選択 し て く 
だ さい 。 

艦隊 は 、 保 有する 貨物 積載 量 す べ て を 使っ て 連隊 を 上 陸 さ ぐせ る こと が で きま す 。 
連隊 を 選択 し た ら 、 敵 の 州 に カー ソル を 合わ せ 「 交 差し た 剣 ] カー ソル が 表示 さ 
れ た 状態 で クリ ッ ク し て くだ さい 、。 侵 攻 を 意味 する 「 赤 い 攻 撃 矢 印 ] アイ コン が 
侵攻 対象 州 に 表示 され ます 。 

ター ン を 終了 する と 、 戦 闘 が 行わ れ 結 果 が 報告 され ます 。 
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陸軍 ユニ ッ ト 


陸軍 ユニ ッ ト も 、 海 軍 ユ ニッ ト や 市 民 ユ ニッ ト と 同じ く 地 形 マ ッ プ で 指揮 し ます 。 陸 
上 部 隊 は 、 常 に 州 を 基盤 と し て お り 、 各 州 の 町 近く に いく つか の 小さ な 野営 テン ト と 
し て マッ プ に 表示 され て いま す 。 








陸軍 部 隊 は 、 連 隊 と 将軍 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 ゲ ー ム で は 3 0 種 の 連隊 兵科 が あり 、 
4 世代 を 通じ て 連隊 が 編制 で きる よう に な り ま す 。 ゲ ー ム 序盤 (1 5 0 0 年 か ら 1 6 
0 0 年 の 5 0 ターン) で プレ イヤ ー が 構築 する と 思わ れる 連隊 は 、 最 初 の 7 種 兵 科 に 
過ぎ ませ ん 。 最 初 の 時 代 の 期間 は ゲー ム に 応じ て 様々 で 、 技 術 研究 プロ ジェ クト で 軍 
事 的 な も の に どれ だ け 力 点 が 置か れ て いる が に 依り ます 。 





1 5 0 0 年 代 中 期 か ら 後半 に か け て 、 プ レイ ヤー や 他 の 大 国 が 軍事 技術 の 研究 を 推し 
進め 始め る と 、 上 旧式 連隊 兵科 が 、 同 じ 兵 料 の 新しい も の に 置き 換え られ ます 。 例え ば 、 
新種 類 の 軽 騎 兵 が 構築 可能 に な る と 、 旧 種 の 連隊 を 構築 する こと は で きま せん 。「 駐 屯 
部 隊 ブ ッ ク 」 を 利用 し て 、 上 旧式 の 連隊 を 新式 の 連隊 に 強化 する こと が で きま す 。 


1715 年 (5 7 ター ン 以 降 ) まで に 、 大 国 は その 連隊 を 第 3 世代 に 再び し レベル ア ッ 
プ し ます 。 ゲ ー ム は 誰か が 勝利 する まで 続 さ ます が 、 最 終 世 代 は 1 7 8 0 年 頃 (9 0 
ター ン 以 降 ) に な る で し ょ う 。 こ れ ら の 年 号 は 、 ゲ ー ム が 順調 に 進ん だ 状況 を 想定 し 
て いま す 。 大 国 は 、 第 2 世代 か ら さ ざら に 進ん だ 世代 に 移行 する た め に 3 種類 の 高価 な 
技術 の 研究 を 決断 し ます 。 新 技術 の 研究 と 修得 は 、 大 国 の 軍事 目標 に より ます 。 


地上 部 隊 へ の 指示 


陸軍 の 駐屯 部 隊 が 選択 され る と 、 駐 屯 部 隊 の 野営 地 が 点 減 す る 白い 外形 線 で 縁取 りさ 
れ ま す 。 駐屯 部 隊 は ツー ル バ ー に 表示 され ます 。 ツ ー ル バー を 使用 する 最初 の 段階 は 、 
プレ イヤ ー が 望む 連隊 を 選択 する こと で す 。 プ レイ ヤー は 、 移動 命令 を 出す た め に 部 
隊 を 選択 し ます 。 駐屯 部 隊 に 、 そ の まま と ご ど まっ て 防御 する よう 命令 を 出す 必要 は あ 
り ま せん 。 タ ー ン 終了 時 に 残っ て いる 部 隊 は 自動 的 に 攻撃 か ら 州 を 防御 し ます 。 


通常 、 駐 屯 部 隊 の すべ て 連隊 は 選択 され た と き 移 動 で きる 状態 に な っ て いま す 。 駐屯 
部 隊 の 一 部 だ け に 州 を 離れ て ほし いと き は 、 連 隊 兵 科 の 隣 に ある ツー ル バ ー の 矢印 
を 使っ て どの 連隊 を 移動 させ する の か を 選択 する こと が で きま す 。 


プレ イヤ ー が 移動 命令 を 出す と 、 選 択 さ れ て いな い 連 隊 は その まま と どまり ます 。 ツ 
ー ル バー の 矢印 を 使っ て ある 兵科 の 特定 の 連隊 を 選択 する こと は で きま せん 。 





プレ イヤ ー が より 具体 的 な 条件 を 満た す 連隊 を 選択 し た いと き は 、「 駐 屯 部 隊 ブ ッ ク ] 
を 利用 し ます 。 5 6 頁 を 参照 し こく だ さい 。 例 えば 、 攻 撃 を 行う と き に 、 現在 いる 駐 
下部 隊 の な か の 重 騎 兵 連 隊 で 特に 戦歴 を 積ん だ 連隊 を 使い た と き な ど に 便利 で す 。 
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移動 と 攻撃 


マッ プ 上 で 選択 し た 部 隊 を 移動 する た め に は 、 い くつ か の 異な る 方 法 が あり ます 。 移 
動 の 種類 は カー ソル アイ コン で 示さ れ 、 移 動 先 の 州 を クリ ッ ク す る と 移動 種類 が 表示 
され 移動 し ます 。 














配 代 
陸軍 部 隊 を 隣接 する 友好 州 移 動 し た いと き は 、 そ の 州 に カー ソル 
革 | 49 | 形 動 し 、 行進 する 戦士 ] カー ソル に 変わ っ た ら ク リッ ク し て くだ さ 
い 。 また 、 選 択 し た 連隊 を 、 領地 内 の 離れ た 友好 州 に 移動 させ た い 時 は 、 








その 州 に カー ソル を 移動 し 、「 乗 り 物 ] カー ソル に 変わ っ た ら ク リッ ク し て くだ さい 。 
この 移動 は 、 海 を 越え て 行え ます が 、 自 軍 の 船舶 は 必要 あり ませ ん 。 海 軍船 舶 の 使用 
を 考え な けれ ば な ら な いと き は 、 唯 一 海外 の 敵 州 を 攻撃 する と きだ け で す 。 





攻撃 
ヘ プ ] プレ イヤ ー が 支配 し て いな い 州 に 侵攻 する と き は 、 先 ず 州 の 支配 者 に 対し て 
2 | 人 市 告 し な けれ ば な り ま せん 。 「 

支 配 者 が 新 世界 の 種族 の 場合 は 別 で 、 種 族 を 攻撃 する た め に 志 戦 布 告 する 必 


要 は あり ませ ん 。 し か し 、 新 し い プ レイ ヤー に と っ て 共通 の 問題 は 、 他 の 大 国 が 投資 
を 行っ て いる 州 は 種族 の 支配 地 で あっ て も すぐ に は 攻撃 で き な い こと で す 。 こ の 解決 
法 は 、 種 族 に 宣戦 布告 する こと で は あり ませ ん 。 代 わり に 、 プ レイ ヤー が 攻撃 し た い 
州 で 土地 を 購入 し た 大 国 に 宣戦 布告 し な けれ ば な り ま せん 。 


標的 の 州 に 隣接 し て いる 州 に 駐屯 し て いる 部 隊 は 、 陸 上 か ら 攻 撃 で きま す 。 標 的 の 州 
に 表示 され る 「 交 差し た 剣 ] カー ソル を クリ ッ ク す る と 、 攻 撃 命令 が 発せ られ ます 。 
最も 危険 な 行動 は 、 海 上 か ら の 攻撃 で す 。 表 面 的 に は 、 隣 接 州 を 攻撃 する とき と 同じ 
で す 。 艦隊 が 上 陸 拠 点 を 確保 し た ら 、 地 上 部 隊 を 選択 し 、「 交 差し た 刻 ] カー ソル で 海 
上 か ら 敵 の 州 に 移動 する よう に 命じ ます 。 し か し 、 こ の 移動 が 命令 され た ター ン の 地 
上 部 隊 は 、 敵 艦隊 の 妨害 に 合い 非常 に 攻撃 され や すく な り ま す 。 上 陸 拠 点 が ある 海 城 
に 入っ て きた 敵艦 隊 は 、 上 陸 拠 点 を 確保 し て いる 艦隊 を 自動 的 に 妨害 と 攻撃 を 仕掛 け 
ます 。 プ レイ ヤー の 船舶 が 1 隻 で も 沈め ば 、 地 上 部 隊 の な か で 湧 死 する 部 隊 も 出 て き 
ます 。 上 陸 拠 点 を 確保 する た め の 詳 細 に つい て は 5 2 真 を 参照 し こく だ さい 。 
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駐屯 部 隊 の ツー ル バ ー 






陸軍 ユニ ッ ト 
コマ ンド ポ ボタン 
駐屯 部 隊 が 州 へ の 4 
侵攻 を 開始 駐屯 部 隊 で 現在 選択 
され て いる ユニ ッ ト 数 


「 駐 部 隊 の 詳細 」 ポ タン 
SA ルー ル バ ー に ある 最初 の 陸軍 コマ ンド ボタ ン で 、 選 択 され た 駐 部 隊 に 関す 
練る 詳細 を 表示 する 「 フ ッ ク ] を 開き ます 。 駐屯 部 隊 の 野営 地 に カー ソル を 合 
を 開く こと が で きま す 。 





わせ た と き に 表示 され る 「?」 カー ソル を クリ ッ ク す る こと で も この ブッ ク 


[駐屯 部 隊 ブ ッ ク 」 が 示す の は 、 名 称 ・ 健 康 状態 、 戦 歴 メ ダル な ご ど を 含む 部 隊 の 状況 で 
す 。 連 隊 の 絵 を クリ ッ ク し て 、 連 隊 を 個別 に 選択 ・ 非 選択 する こと が で きま す 。 部 隊 
を 選択 する と 、 表 記 が 「 防 御中 ] か ら 「 利 用 可能 ] に 変わ り ま す 。「 利 用 可能 ] と 表記 
され て いる 連隊 は 、 他 の 州 を クリ ッ ク す る こと で 移動 も し く は 攻撃 し ます 。 ブッ ク 画 
面 上 の 部 隊 を 選択 し た と き は 、 ツ ー ル バー に 表示 され る 選択 連隊 数 に も 注意 を 払っ て 
くだ さい 。 


地形 マッ プ に 戻る ホッ ト テ キス ト 領 域 


ユニ ッ ト の 健康 状態 
強化 で きる ユニ ッ ト 


[駐屯 部 隊 ブ ッ ク 」 を 使っ て 、 連 隊 を 強化 で きる と き が あり ます 。 強 化 が 可能 な ら ば 、 
強化 ボタ ン が 該当 連隊 の そば に 表示 され ます 。「 駐 屯 部 隊 ブ ッ ク 」 で 名 称 を クリ ッ ク す 
る と 、 連 隊 名 称 を 変え る こと も で きま す 。 
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0 還 E ッ ト 」 ポ タン 

gs、 左 か ら 2 番 目 の ボ タン を クリ ッ ク す る と 、 現 在 選択 され て いる 駐屯 部 隊 か ら 、 
ユニ ッ ト サ イク ル の 次 の 駐屯 部 隊 に 移行 し ます 。 与 える べき 命令 が 思い つか 
な い が 、 次 の ター ン で 命令 する 機会 を 得 た いと き は この ボタ ン を クリ ッ ク し 
に 5 且 


「 指 示 不 要 ] ポタ ン 
0) 「 指 示 不 要 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 選 択 部 隊 に 対し て 、 そ の ター ン に 限り 





行動 を 起こ ざさ な いよ う 指 示し た こと に な り ま す 。 次 回 の ター ン で は その 部 隊 
は ユニ ッ ト サ イク ル に 現れ ます 。 
駐屯 部 隊 を 動か し た く な い が 、 そ の 部 隊 を ユニ ッ ト サ イク ル に 残し た いと き 、 こ の ボ 
タン を 使用 し する こと が で きま す 。 


「 防 御 ]」 ポ タン 
「 防 御 ] ( 城 の アイ コン ) コ マン ド は 、「 指 示 不 要 ] と 同じ よう に その 部 隊 の 
9) ー ン を 終わ り に し ます が 、 駐 屯 部 隊 に 防御 を 命令 する と 以降 の ユニ ッ ト サ イ 
クル か ら そ の 部 隊 を 除外 し ます 。 そ の 駐屯 部 隊 を 固定 的 な 守備 部 隊 に する と 
決断 し た と き に 、 こ の 命令 を 与え る こと に な る は ず で す 。 駐屯 部 隊 が 防御 態勢 に な っ 
て いる と き は 、 選択 カー ソル か 、「 全 陸軍 起床 ] の キー ボー ド シ ョ ー ト カッ ト (A キ ー) 
を 使 か っ て 部 隊 を ユニ ッ ト サ イク ル に 戻さ な けれ ば な り ま せん 。 


経験 値 

連隊 は 経験 値 を 獲得 し ます 。 経験 値 は 、 画 面 上 で メダ ル の 数 に よっ て 表示 され ます 。 
経験 値 は 戦闘 に 参加 する こと で 稼ぐ こと が で きま す 。 連 隊 は 、 一 般 的 に 、 戦 闘 に 参戦 
し て 3 な いし 5 回 の 勝利 を 達成 する と 1 個 の メダ ル を 獲得 し ます 。 し か し 、 戦 闘 に 参 
加 す る こと な く 退 却 し た ら 経 験 値 す 得 ら れ ま せん 。 各 メ ダル は 、 攻 撃 力 ・ 近接 戦力 ・ 
士気 に 影響 を 与え ます 。 


メダ ル を 1 個 持 つ 連 隊 は 、 基 本 の 攻撃 力 と 近接 戦力 が 1 . 1] 倍 に な り ま す 。 2 個 メ ダ 
ル を 持つ 連隊 は 1 . 2 倍 に な り ま す 。 連 隊 は 最大 4 個 の メダ ル を 獲得 し ます 。 


通常 、 ダ メー ジ を 受け る と 、 実 際 の 死傷 者 数 に 応じ て 連隊 の 土気 が 低下 し ます 。 こ れ 
は 戦 園 中 、 連 隊 の そば に 表示 され る 健康 バー で グレ ー と し て 示さ れ ま す 。 連 隊 が メダ 
ル を 得る と 、 土 気 が 低 下す る 割合 が 減少 し ます 。 4 個 の メダ ル を 保有 する 連隊 は 、 ま 
っ た く 土 気 を 減少 させ ませ ん 。 
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連隊 と 技術 
次 の 表 で 、 各 世代 の 連隊 兵科 の レベ ル を 上 げ る た め に 必要 な 技術 を 示し ます 。 
[連隊 に 必要 な 技術 一 覧 
































兵科 第 1 世代 第 2 世代 第 3 世代 第 4 世代 
軽 歩兵 農民 徴 募 兵 小銃 歩兵 殿 候 歩兵 狙撃 歩兵 
歩兵 戦術 の 改良 初期 ライ フル 銃 長 射程 ライ フル 
正規 歩兵 槍 歩 兵 鐘 杜 歩兵 正規 歩兵 ライ フル 歩兵 
鉄製 武器 の 改良 銃 倍 撃 針 銃 
重 歩兵 火縄 銃 歩 兵 "マス ケッ ト 鉱 歩兵 精鋭 歩兵 守備 歩兵 
武器 職人 技能 爆発 物 精鋭 部 隊 訓 練 
弓 射 手 弓 射手 利用 部 隊 な し 利用 部 隊 な し 利用 部 隊 な し 
軽 騎 兵 "サー ベル 騎兵 コサック 騎兵 軽 騎兵 偵察 騎兵 
新兵 スチ テ チップ ステ ッ プ 騎兵 軽 騎兵 偵 宗 活 動 
の 採用 
檎 騎兵 騎士 槍 騎 兵 利用 部 隊 な し 利用 部 隊 な し 
連隊 編成 
重 騎 兵 利用 部 隊 な し 火縄 銃 騎 兵 胸 甲 重 騎 兵 カー ビン 希 騎 兵 
騎兵 戦術 の 改良 騎兵 兵器 の 改良 騎兵 用 連射 カー ビン 銃 
軽 火 砲 利用 部 隊 な し 語 曳 軽 砲 隊 軽 火 砲 隊 野砲 隊 
馬 曳 砲兵 軽 砲 戦術 野砲 戦 術 
重 火 砲 、 加 カツ 砲 隊 王立 大 砲 隊 重砲 隊 攻 城 砲 隊 
攻 城 技術 重 火 砲 高 品質 鋼鉄 
連隊 の 種類 


これ か ら 説 明 す る 情報 は 、 攻 撃 を 仕掛 けた り 防 御 を 強い られ た と き 、 可 能 な 限り 最善 
の 連隊 を 招集 する た め に 利用 する も の で す 。 連 隊 が どう いう こと を で きる か と いう 知 
識 は 、 戦 略 戦闘 に 設定 し て いる 場合 に も 重要 で す 。 自 動 も し く は 戦略 戦闘 は 、 コ ン ビ 
ュー タ が 両 陣営 を 制御 する 場合 を 除き 、 手 動 戦 闘 と 同じ 戦術 用 兵 ル ー ル に よる 戦闘 で 
す 。 部 隊 の 編成 だ けが プレ イヤ ー の 制御 で す の で 、 設 定 し た 任務 に 十分 見 合う 部 隊 を 
編成 し 配備 する と いう こと に 留意 し な けれ ば な り ま せん 。 連 隊 の 能力 に 関す る 詳細 
は 6 1 頁 の 表 で 確認 で きま す 。 
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軽 歩兵 
' [居民 徴 血 兵 | は 構築 が 非常 に 容易 で す が 、 戦 闘 で は ほとん 
を 多 才 ど ご 役 に 立ち ませ ん 。 他 の 3 種類 の 軽 歩兵 (「 小 鐘 歩 兵 | ・ 

「 候 歩兵 | ・「 狙 撃 歩兵 )) は 、 身 を 隠す 地形 の 活用 に 幸 
類 し て お り 、 狙 撃 さ れ た と き の ダ メー ジ を 最小 限 に と ど め ます 。 軽 歩 兵 は 、 重 装備 部 
隊 の 負担 を 軽減 する た め 、 球 壌 を 掘り 敵 の 火砲 を 引き 寄せ る た め に 活用 する の が 最適 
SoI 





正 規 歩 
。 。。 』。 」 ゲー ム 開 始 当初 、 と り わけ 新 世界 の 種族 に 対し て は 、 最 初 
誠 黄 御用 の 2 部 ( 徐 氏 | ・「 錦 歩 ]) が 利用 で きま す 。 彼ら 


は 射程 銃火 器 武器 を 持っ て いな い の で 、 防御 側 の 出撃 以外 
に 城塞 攻撃 で は 役に立ち ませ ん 。 出 撃 は 、 自 発 的 に 城塞 か ら 離 れ た 防御 側 に よる 攻撃 
で す 。 近 接戦 で は 強力 な 部 隊 で 、 よ り 攻 撃 さ れ や すい 部 隊 を 保護 する た め に 使用 され 
ます 。 銃 刻 技 術 の 修得 で 、 正 規 歩 兵 が 近接 戦 で の 能力 に 加え て 、 射 程 攻 撃 (マス ケッ 
ト 銃 ) が で きる よう に な り ま す 。 


(D 最初 の 2 種類 の 重 歩兵 (「 火 纏 銃 歩兵 ] と 「 マ スケ ッ ト 銃 歩 
航 穫 衝 ー 兵 ]) は 、 運 搬 し て いる 初期 型 小 火器 の 重量 の た め に 緩慢 な 
動き し か で きま せん 。 慎重 に 活用 すれ ば 大 変 役に立ち ます 

が 、 危 な く な る と 「 槍 歩兵 」 や 「 魚 檎 歩兵 ] そし て 騎兵 に 援護 し て も ら わ な けれ ば な 
り ませ ん 。 小 火器 を 装備 し た 連隊 の よう に 城塞 の 壁 の 前 に 並ん だ 防御 部 隊 を 撃つ こと 
は で きま す が 、 壁 の 後ろ に いる 防御 部 隊 を 撃つ こと は で きま せん 。 後期 の 重 歩兵 (「 精 
鋭 歩 民 | と 「 守 備 歩兵 ]) は 、 高価 で す が 重 宝 な 連隊 で す 。 ブ プレ イヤ ー に 余裕 が ある の 
な ら 、 重 歩兵 連隊 を 構築 し て くだ さい 。 彼ら は 、 近 接戦 で 強力 な 系 程 攻撃 も し ます 。 


弓 射手 
「 弓 射手 ] は 射程 攻撃 能力 を 持っ て いる 第 1 世代 の 連隊 の 1 つ で す 。 彼ら は 比較 
的 安価 で す 。 ゲ ー ム 開始 時 点 で 城塞 を 攻撃 し な けれ ば な ら な いな ら 、 弓 射手 は 
適任 で す 。 壁 に いる 部 隊 を 射撃 する の に 十分 な 弓 射 手 が い れ ば 、 握 付 大 砲 を 破 
壊 で きま す 。 し か し 、「 弓 射手 | の レベ ル を 上 げ る こと は で き な い の で 、 週 度 な 期待 は 
抱か が な いで くだ さい 。 プ レイ ヤー が 火砲 や その 他 の 射程 攻撃 ユニ ッ ト の 開発 に 失敗 し 
た ら 、 軍 事 科 学 時 代 に 時 代 遅 れ の 弓 射手 に 頼る こと は 不可 能 で す 。 


に 
、 4 世代 すべ て の 班 騎兵 が 、 ブ 部 隊 や 部 戦 列 の 攻撃 機会 
商 村 = まさ は 、 自軍 の 他 の 部 際 が 攻撃 され る こと な く 半 進 で 
さる よう に する の に 最適 で す 。 そし て 、 埋 須 氏 は 後日 の 戦 
敵 に 備え て 退 し ます 。 前 期 の 埋 兵 は 、 城 雲 に いる 防御 部 隊 が 自分 た ち を 攻撃 し な 
い 場合 に は 攻撃 を 仕掛 け な い の で 役に立ち ませ ん 。 後期 の 昌 騎 兵 ( 因 兵 」 と 「 倶 
騎兵 」) は 錠 火 器 を 持ち 壁 に いる 防御 部 隊 を 射撃 で きる の で 、 城 案 の 攻 撃 を 引き 出す の 
に 活用 で きま す 。 
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槍 騎 兵 
。、 ゲーム 開始 時 点 の 「 騎 士 」 や 「 失 騎兵] は 、 あ る 意味 に お いて 理想 的 な . 
納 兵隊 で す 。 近 接戦 に 強く 、 と り わ け 「 槍 騎兵 ] は 高速 で 行動 し ます 。 新 


* 世界 の 種族 は 、 檎 騎兵 を 制す る 能力 を ほとん ど 持 っ て いま せん 。 騎士 と 
檎 騎兵 は 、 少 な い 数 で 種族 を 制圧 で きま す 。 槍 騎兵 は レベ ル を 上 げ る こと が で き な い 
の で 、 ゲ ー ム 後半 で の 活用 機会 は 極端 に 少な く な り ま す 。 彼 ら は 城塞 に ダメ ー ジ を 与 
える こと が で きま せん 。 時 と し て 、 包 囲 し て いる 火砲 部 隊 を 攻撃 する た め に 出撃 し て 
くる 防御 部 隊 を 追い 払う の に 役立ち ます 。 し か し 、 重 騎兵 の 方 が この 任務 を より 立派 
に 勤め ます 。 


は 向い て いま せん 。 この 兵科 の 3 部 隊 す べ て が 上 射 程 攻 撃 を 行い ま 

す 。 そ れ ま で の 戦闘 で 城塞 が 月 れる と 、 戦 闘 は 開か が れ た 戦場 で 行 
われ る こと に な り 、 重 騎兵 が 敵 を 滅ぼす た め に 最も 効率 的 な 部 隊 と な り ま す 。 彼 ら は 、 
特に 敵 の 軽 火 砲 を 捕捉 する の 役立ち ます 。 ま た 、 混 乱 し た 敵 を 追い 全 減 さ する た め に 
用 いる の も 理想 的 で す 。 


重 騎兵 
( あ 後期 の 重 騎兵 (「 胸 甲 重 騎兵 ]」 と 「 カ ー ビ ン 銃 騎 兵 ]) は 近接 戦 に 


撃 部 隊 と な り ま す 。 重 装備 の 砲兵 部 隊 で ある に も 関わ ら ず 、 こ れ 

ら の 部 隊 は 戦闘 時 に 同じ ター ン で 移動 し 砲撃 する こと が で きま す 。 
つま り 、 城 塞 に 接近 し な が ら 射 撃 し 、 城 塞 に ダメージ を 与え る こと が で きま す 。 さら 
に 、 壁 を 超え て 砲弾 を 放ち 、 背 後に いる 敵 を 直撃 する こと も で きま す 。 ま た 、 壁 その 
も に ダメ ー ジ を 与え る こと が で きま す 。 軽 火砲 に は 2 つの 欠点 が あり ます 。 据付 大 砲 
は 城塞 を 守る た め に 置か れ て いる の で 、 軽 火砲 が ヒッ ト & ア ウェ イ で 攻撃 する と 城塞 
に いる 敵 か ら 砲 撃 を 受け る こと が し ば し ば あり ます 。 2 つ 目 は 、 軽 火砲 の 逐 し い 防 御 
力 の た め 、 強 力 な 銃火 器 か ら 1 、 2 発 受け る と 壊滅 し こし まう 恐れ が ある こと で す 。 
つま り 、 城塞 を 攻め る た め に は 、 城 塞 を 防御 し て いる 砲兵 部 隊 以 上 に 軽 火砲 部 隊 を 増 
や す よ うに し な けれ ば な ら な い の で す 。 


重 火 砲 

PE 重 火砲 は 、 防 御 に お いて 最も 有効 な 部 隊 で す 。 その 遅い 動 

も > gy ルン 人 さこ 量 と 同じ ター ン で 砲撃 で き な い と いう こと か 、 敵 に 
接近 する 戦い で は 大 き な 障 害 と な り ま す 。 し か し 、 防御 で 

は その 必要 が あり ませ ん 。 重 火砲 は 、 最 も 長い 射程 で 移 撃 で さき 、 い か な る 部 隊 を も 圭 

洲 で きる 能力 を 持っ て いる か ら で す 。 重 火砲 は 終始 と どまり 、 前 方 か ら 来る 攻撃 部 隊 

を 撃ち 破る こと が で きま す 。 


軽 火 砲 
R 6 軽 火砲 は 、 攻撃 し た い 州 が 要塞 化 さ れ て いる と き 、 最 も 重要 な 攻 
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連隊 の 能力 比較 
以下 の 表 は 、 様 々 な ユニ ッ ト の 戦闘 能力 を 示し て いま す 。 


連隊 射撃 力 近接 戦力 射程 防御 力 移動 速度 
農民 徴 募 挟 .,………. 0 本旨 02 ae、、.。 ac 6) 
人 (dE 1 | bi 9 
火縄 銃 歩 兵 … 有 人 ……… Se oo om 3. 記 
BONEeSsxoetuos あい (あま お 畔 を eaes 3 
サー ペル 崎 挟 .…..… 0 衣 穫 re 1 論 間 2 6 
ee まい LN | aes 4 
Pe/5clM ei uo Eco 1 ea 選 
小銃 歩兵 …… せ … 有 え 有 ム ….……. 0 et 人 aw の ok 4 
魚 楠 歩兵 .…………… (Eee1 ria 1 oo 4 
マス ケッ ト 銃 歩 殿 .… .… .….… 人 0 1 ko 9 
コザ ッ ク 有 騎兵:…。.… 人 oo ee 8 
條 騎 胡 ……………… 1 人 | 抽 0 uu 6 
火縄 銃 騎兵 .………………… iu aolgs ek 3 
馬 曳 軽 砲 隊 .……………… ee je 人 3 3 
午 陸 OB ayanas ame gaykhpxp os) 「 の 
候 歩兵 .…… え ム 人 \…………. ee、。 eachas aaa aa 6 
正規 歩兵 .…… ム ….……… oy 2 っ Ba 人 NR 4 
精鋭 歩兵 .…… せ … せ 有 ム ム ………… IO) 味 特 科 二 に le: ro 4 
間 Eee 人 5 馬 9 人 NR cs 順 
胸 甲 重 騎 兵 .……………… 生き プー Ia oo 1 思 
ee ee oon 0 午 eo 4 
重砲 兵隊 .…… え 有 ムズ … ee kJav IO ee > 6) 
狙撃 歩 長 .………………….. aw an rm y2wrmmwnwim 2 
ライ フル 歩兵 .……… ム …… 二条 co 全 玩 CNrk oo 4 
es 7 主 生 二 IN 本 5 2 4 
偵察 騎兵 .………………… he に noa DS 1 ] 1 
カー ビン 銃 騎 兵 .………… ae 0 oo Do 9 
eo 0! の SL (5 論 二 モト ュ 1 IE は し my・ 電 叶 5 
攻 堪 個 際 ,…………..… eve 1 い SA 1 ) 
射撃 力 : 射程 攻撃 力 


近接 戦力 : 攻撃 者 が 敵 標的 に 隣接 し て 時 に の み 使 用 で きる 乱戦 で の 攻撃 力 











射程 : 部 隊 が 射撃 で きる 最大 区 画数 で す 。 据付 大 砲 は 、 そ の 世代 の 重砲 より 1 区 
画 長 い 射程 を 持っ て いま す 。 
防御 力 : 敵 の 攻撃 に 耐え る 能力 で す 。 実際 の 効果 は 、 表 の 値 と 9 を 比較 し て 計算 さ 


れ て いま す 。 
9 に 近い ほど 防御 力 が 優れ た 部 隊 で す 。 例 えば 、 防 御 力 7 の 連隊 は 、 防 御 
力 5 の 連隊 の っ? 倍 の 防御 力 を 持つ てい ます 。 

移動 速度 : 区 画数 で 、 1 ター ン で 戦場 を 移動 で きる 能力 で す 。 
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据付 大 砲 


「 イ ン ペ リア リズ ム HI」 で の すべ て の 城塞 建設 は 、 大 砲 が 据え 付け られ る こと で 完了 し 
ます 。 大 き な 城 塞 に は 、 よ り 大 き な 大 砲 が 据え 付け られ ます 。 プ レイ ヤー が 大 人 砲 を 設 
置 す る 必要 は あり ませ ん 。 城塞 が 築 か れ て いる 州 で 戦争 が 発生 する と 、 自 動 的 に 城塞 
が 現れ ます 。 プ レイ ヤー が 、 掘 付 大 砲 の 質 を 向上 させ る 技術 を 修得 する と すべ て の 城 
塞 が 自動 的 に レベ ル ア ッ プ ま す 。 据付 大 砲 は 、 他 の ユニ ッ ト と 違っ て 移動 する こと が 
で きま せん 。 部 隊 の 攻撃 で 大 砲 が 壊滅 さす られ る と 、 攻 撃 部 隊 が 戦闘 に 勝利 し な い 場 
合 で さえ も 城塞 の レベ ル が ] 落ち ます 。 部 隊 規 模 に 関わ ら ず で す 。 よ り 詳 し い 説 明 は 
6 5 頁 の 戦術 戦闘 項目 を 参照 し て くだ さい 。 





ゲー ム 当 初 、 据 付 大 砲 は 最も 強力 な 大 砲 で す 。 ゲ ー ム が 進行 する に つれ 、 据 付 大 砲 の 
能力 は 、 現 在 利用 可能 な 最善 の 重 火 砲 隊 より も 1 段階 よい も の に な り ま す 。 さら に 、 
例え ば 、 ゲ ー ム 開始 時 の 最善 の 重 装備 砲兵 隊 は カル ヴァ リン 砲 で す が 、 こ の 時 期 の 据 
付 大 砲 は 、 基 本 的 に 王立 大 砲 隊 (カル ヴァ リン 砲 よ り も 1 段階 進歩 し た も の ) と 同じ 
で す 。 


これ は 、 大 国 の 研究 努力 に より 様々 で す 。 重 大 砲 の 向上 を も た ら す 技術 は 、 すべ て の 
据付 大 砲 の 向上 を も た らし ます 。 据付 大 砲 の レベ ル が アッ プ す る の は 瞬時 で コス ト も 
か か ら な い の で 、 プ レイ ヤー が 防御 側 に 立っ て いる 場合 、 先 ず こ れ ら の 部 隊 の た め に 
新 技術 の 研究 を 進め て くだ さい 。 ゲ ー ム の 開始 時 点 の 大 国 は 、1 基 の 据付 大 砲 を 持つ 
レベ ル 1 の 城塞 が 建設 され て いま す 。 す べ て の 据付 大 砲 は 王立 大 砲 隊 の 品質 で す 。 レ 
ベル が 上 が っ た 城塞 は より 多く の 大 砲 を 装備 し て いま す 。 据付 大 砲 技術 が より 能力 の 
高い 大 砲 を 可能 に し ます 。 


[据付 大 砲 と 城 如 ] 
発展 効果 必要 技術 
レベ ル 2 城塞 より 強力 な 壁 を 持ち 鉱山 工学 


(建設 技師 に より 建設 据付 大 砲 が 1 基 追 加 
され な けれ ば な ら な い ) 合計 2 基 ) 











据付 重大 砲 すべ て の 王立 大 砲 が 自 据付 重大 砲 
動 的 に 強化 され る 

据付 攻 城 克 すべ て の 重大 砲 が 自動 据付 攻 城 砲 
的 に 強化 され る 

レベ ル 3 城塞 より 強力 な 壁 を 持ち 近代 的 城塞 


(建設 技師 に より 建設 据付 大 砲 (合計 3 基 ) 
され る 。 鋼 鉄 が 必要 ) 
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ステ ッ プ 騎兵 の 採用 

組織 の 改良 と 牧場 の 成長 は 、 ス テ 
ッ プ 地帯 の 騎兵 を 採用 し 訓練 で き 
る よう に し ます 。 こ の 最初 の コ サ 
ッ ク 兵 は 、 敵 の 偵察 や 妨害 活動 で 
利用 され ます 。 後 の 軽 騎 兵 ユ ニッ 











ト は この 部 隊 が 改良 され た も の で 
す 。 
戦闘 
ここ で は 、 隊 軍部 隊 の 配備 や 管理 さら に 戦術 戦闘 や 戦略 戦闘 に つい て 説明 し ます 。 
戦闘 方 法 の 選択 


地形 マッ プ か ら 移 行 で きる 「 ゲ ー ム 設定 ] 画面 で 、 戦 略 戦闘 な の か 戦場 で の 戦術 戦闘 
を 行う か を 選択 する こと が で きま す 。 戦術 戦闘 を 行い た いと き は 、「 ゲ ー ム 設定 ] 画面 
の 「 陸 軍 の 戦闘 ] を | 手動 ] に 設定 し て くだ さい 、。 戦 略 戦闘 と し て コン ピュ ー タ に 委 
ね る と き は 「 自 動 ] に 設定 し て くだ さい 。 

[手動] を 選択 し て プレ イヤ ー が 戦場 に いる と きも 、 戦 術 的 な 用 兵 で 戦闘 を 決着 させ る 
だ け で は な く 、 ア ドバイ ザー に 用 兵 を 任せ る 選択 が で きま す 。 戦闘 の 一 場面 で アド バ 
イザ ー に 指示 を 任せ た 後 も 、 必 要 な ら 指 揮 を 取り 戻す こと が で きま す 。 決着 方 法 に 関 
わら ず 同 じ ル ー ル が 全 戦 闘 で 適用 され 、 戦 闘 報告 が 戦闘 後に 表示 され 、 そ れ に より 結 
果 を 確認 する こと が で きま す 。 


マル チ プ レイ ヤー ゲー ム で は 、 戦 略 戦闘 が ター ン の 待ち 時 間 を 大 幅 に 減少 させ る の で 、 
戦術 戦闘 を 利用 する こと は で きま せん 。 


戦略 戦闘 

6 3 頁 で 示し た 連隊 の 戦闘 能力 は 、 す べ て の 戦闘 に つい て 良い 指針 と な り ま す 。 戦術 
戦闘 で 使用 され る 同じ 戦場 と ルー ル で コン ピュ ー タ が 戦闘 を 決着 させ ます 。 

戦術 戦闘 と の 違い は 、 プ レイ ヤー の 頭脳 力 と いう 要素 が 加わ っ て いる か いな いか と い 
う も の で す 。 


プレ イヤ ー が 戦術 戦闘 を 経験 し こい る な ら 、 戦 略 戦闘 を 行う コン ピュ ー タ が プレ イヤ 
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ー ほ ど 効 果 的 に 部 隊 を 駆使 し て いな い 可 能 性 が あり ます 。 一 般 的 に 、 戦 略 戦闘 を 選択 
し て いる と き は 、 や や 規模 を 大 きめ に し た 部 隊 で 攻撃 する ほう が いい で し ょ う 。 


戦術 戦闘 

戦術 戦闘 は ター ン シ ス テム で 戦わ れ 、 い つ で も コン ピュ ー タ に 委ね る こと が で きま す 。 
いっ た ん 戦場 画面 に 入っ た ら 、 コ ンピュータ ー に 指揮 を 委ね た あと で も 、 一 方 が 勝利 
する まで 個々 の 部 隊 の 移動 や 攻撃 を 見 て いな けれ ば な り ま せん 。 戦 術 戦闘 の 方 法 に 関 
する 詳細 は 、 以 降 の 項目 を ご 覧 くだ さい 。 


主導 権 

戦闘 は 、 タ ー ン と ター ン の あい だ に 行わ れ ま す 。 

すべ て の 大 国 が 自国 部 隊 の 行動 を 指示 し た 後に 、 部 隊 の 移動 と 攻撃 が 同時 に 起こ り ま 
す 。 し か し 、? つの 戦闘 が 同じ 州 で 計画 され る な どぶ つか る 命令 が 出さ れ た と き は 、 
ある 1 つの 戦闘 が 先 に 決着 され な けれ ば な り ま せん 。 先 に 戦闘 を 行う 部 隊 は 、 関 与 す 
る 部 隊 の 評価 で 優位 に 立っ た ほう に な り ま す 。 こ の 評価 は 、 部 隊 編 成 と 部 隊 指 揮 衛 の 
経験 に より ます 。 こ の ルー ル は 、 戦 闘 の 決着 方 法 に 関わ ら ず 常に 適用 され ます 。 


例 : 部 隊 主 導 権 

同じ ター ン で 、 イ ギリ ス と スペ イン が 、 フ ラン ス の 同じ 州 に 侵攻 し た 場合 、 同 じ 場所 
に 移動 し よう と する 2 つ 部 隊 が 比較 され ます 。 ス ペイ ン が より 多く の 騎兵 を 保有 し 優 
れ た 指揮 官 を 持っ て いる と 、 ス ペイ ン は 主導 権 で イギリス に 勝 り ます 。 こ の 例 に お い 
て は 、 ス ペイ ン と フラ ンス の 戦い は 、 最 初 に 戦っ た スペ イン の 勝利 で 終わ っ た と し ま 
す 。 





イギリス が スペ イン と 同 回 し て いる か 平和 的 な 関係 に ある 場合 、 そ の 州 は スペ イン の 
支配 と な り 、 イ ギリ ス の 侵攻 は 起き ませ ん 。 と ころ が 、 イ ギリ ス が 既に スペ イン と 交 
戦 状態 に あれ ば 、 次 に 移動 する イギリス 部 隊 に 優位 性 が あめ る こと に な り ま す 。 イ ギリ 
ス が スペ イン を 襲う と き 、 ス ペイ ン は フラ ンス と の 戦闘 に よっ て 嫌 体 化し て いる 可能 
性 が あり ます 。 


攻撃 失敗 と 部 隊 退 序 

手厚く 防御 され た 城塞 を 攻撃 する と き 、 配 備 さ れ た プレ イヤ ー の 部 隊 は いつ で も 退却 
で きま す 。 部 隊 を 比較 し 結果 を 予測 する た め 、 攻 撃 前 に 州 を 偵察 する の が 賢明 で す 。 
部 隊 が 攻撃 せ ず に 退却 する の な ら 、 部 隊 は ほとん ど 負 傷 し な いで し ょ う 。 し か し 、 勝 
算 の 見 込み が な い 状 況 で 攻撃 を 繰り 返し 命令 され る と 、 部 隊 の 士気 は ます ます 落ち て 
いき ます 。 


戦術 戦闘 の 基本 


戦術 戦闘 で 部 隊 を 戦わ むせ する の は 、 敵 を 壊滅 させ る 最高 の チャ ンス で す 。 タ ー ン の あい 
だ な らい つ で も 、 「 ゲ ー ム 設定 」 画面 を 使用 し て 、 こ の 選択 を 取り 消す こと が で きま す 。 
プレ イヤ ー が 「 戦 術 戦闘 ] に 入っ た ら 、 プ レイ ヤー は ここ で 戦闘 に 参加 し ます 。 し か 
し 、 プ レイ ヤー の 監視 の も と で 、 コ ンピュータ アド バイ ザー に 戦闘 の 指揮 を 委ね る 選 
択 も で きま す 。 





ーー 
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「 戦 術 戦場 ] と 呼ば れる 画面 で 戦術 戦闘 は 起こ と り ま す 。 いつ で も 、8 国 の 間 で 戦闘 が 起 
こり ます 。 州 に 侵攻 する 部 隊 を 持つ 国 は 攻撃 国 と 呼ば れ ま す 。 既 に 州 に 駐屯 し て いる 
部 隊 を 保有 する 国 は 防御 国 と 呼ば れ ま す 。 戦闘 の 繰り 返し で 州 の 支配 者 が 決定 し ます 。 
し か し 、 い くつ か の 戦 閣 が 同じ ター ン に 同じ 州 で 起こ る こと も あり ます 。 こ れ に つい 
て は 、 前 述 の 部 隊 主 導 権 を 参照 し こく だ さい 。 





戦場 に 参戦 し た 連隊 は 、 部 隊 の 一 部 と し て で は な く 個 々 の 連隊 と し て 戦闘 を 展開 し ま 


Oo 





攻 軸 人 8 二 」 で 防御 人 





据付 大 砲 

選択 ユニ ッ ト 
ター ン 終 了 
人 コマ ンド バー 





次 ユニ ッ ト 指示 不要 連隊 情報 撤退 選択 連隊 の 自動 戦闘 固定 ホッ トキ ー 付 域 
自動 戦闘 








配備 

戦闘 が 始ま る と 、 そ の 戦闘 が 世界 の どこ で 起こ っ て いる か を 示す 小さ な マッ プ を 伴っ 
た ダイ アロ グ が 表示 され ます 。 こ の ダイ アロ グ で 、 プ レイ ヤー 自身 が 部 隊 を 配備 する 
の か 配備 を コン ピュ ー タ に 委ね る か が を 選択 で を ます 。 プ レイ ヤー が 連隊 を 配備 する と 
きき に は 、 戦場 に 表示 され る 緑 の 点 が 連隊 を 配備 で きる 位置 を 示し ます 。 緑 の 矢印 を ク 
リッ ク し て 、 連 隊 を その な か か ら 選 ん だ 地点 に 配備 し て くだ さい 。 連 隊 の 配備 を 解除 
する た め に は 、 そ の 連隊 に カー ソル を 合わ せ 赤 い 矢 印 が 表示 され た ら ク リッ ク し ます 。 


ター ン 制 の 戦闘 : カー ソル 使用 

両 陣 営 が 各 連 隊 を 配備 する と 、 攻 撃 国 が 先行 と な かり ます 。 地 形 マ ッ プ と 同じ よう に 、 
ター ン の あい だ に 各 連 隊 を 選択 する ユニ ッ ト サ イク ル が あり ます 。 プ レイ ヤー は 、 ど 
ん な 順番 で も 連隊 を 動か すこ と が で きま す 。 


異な る 連隊 の 選択 
示さ れる 順番 か ら 外れ て 連隊 を 選択 する た め に は 、 対 象 の 連隊 に カー ソル を 合わ せ 「 小 
さい 旗 と 矢印 ] アイ コン が 表示 され た ら ク リッ ク し ます 。 


連隊 の 移動 
選択 し た 連隊 を 囲 の マッ プ 上 に 小さ い 点 ( 赤 か が 緑 ) が 表示 され ます 。 マ ウス を 移動 し 
た い 先 の 点 に 合わ せ 、「 戦士 ] カー ソル が 表示 され た ら ク リッ ク し ます 。 選 択 連隊 が す 
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ぐに 新しい 地点 に 移動 し ます 。 自 国 タ ー ン の と き で も 敵 が その 地点 を 攻撃 で きる 可能 
性 は あり ます が 、 緑 の 点 が 表示 され て いる 地点 は 現在 の と ころ 安全 な 地域 で す 。 赤 の 
点 が 表示 され て いる 地点 は 敵 の 射程 内 で 攻撃 され る 危険 が ある 地域 で す 。 


攻撃 : 射撃 と 近接 戦 
連隊 の 銃火 器 や 大 砲 の 射程 内 に 敵 が 位置 し て いる 場合 、 そ の 敵 に カー ソル を 合わ せる 
と 「 照 準 ] カー ソル が 表示 され ます 。 連 隊 が 既に 射撃 を 終え て いる と き は 、「 弾 が 無い 
銃 ] カー ソル が 表示 され ます 。 
敵 が 連隊 に 隣接 し た 地点 に いる と き は 、 1 ソル が 英 部 隊 上 
に 表示 され ます 。 攻撃 に あたり 、 敵 部 隊 を クリ ッ ク し て くだ さ 





コマ ンド バー は 、 ゴ ー ル ド の 線 で 囲ま れ た 緑 の 箱 の な か に 選択 し た 連隊 に 関す る 情報 
を 表示 し ます 。 コ マン ド バ ー の 他 項 目 や マ ッ プ 上 に カー ソル を 合わ せる と 、 右 側 に あ 

る グレ ー の 箱 に 追加 情報 が 表示 され ます 。 カ ー ソ ル を 敵 連隊 に 合わ せる こと で 、 最 初 
に 攻撃 する 部 隊 を 決定 する 上 で 役に立つ 情報 が 得 ら れ ま す 。 





ユニ ッ ト サ イク ル : 「 次 ユニ ッ ト 」 ポ タン 
Se 本 NAO Meet 
循環 させ て くだ さ 


対策 ユニ ッ ト の ター ンジ 杜 了 : 「 指 示 完 了 ]」 ポタ ン 

之 sw。 [指示 完了 」 ボタ ン で 、 選 択 さ れ た 連隊 の ター ン が 終了 し ます 。 その 連隊 の 射 
撃 を 残す た め に 移動 範囲 の 一 部 だ け を 移動 する こと を 選び た いと き は ここ を 
1 クリ ッ ク し て 、 プ レイ を 進行 させ 、 次 の 連隊 に 進 び こと が で きま す 。 完了 さ 
せ た 部 隊 は 再び その ター ン で は 選択 で きま せん 。 


退却 
側 「 退 却 ] ボタ ン で の 指示 は 、 選 択 し た 部 隊 に 限ら ちら ず すべ て の 連隊 に 対す る 退却 
に 








命令 たこ な り ます 。 こ こ を クリ ッ ク す る の は 、 戦 闘 に 敗 け 、 選 却 に よっ て 買 重 
な 連隊 の 生命 が 救 わ れる と き で す 。 


に ーー キテ 全 ーー スー 
ます 。 コ ンピュータ に 指揮 を 任せ る 方 法 で すべ て の 戦闘 を 戦う 場合 

その 隣 に ある 「 ロ ッ ク 」 ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さ by ク 洲 
ン を 再度 クリ ッ ク す る こと で プレ イヤ ー に 指揮 を 取り 戻す こと が で きま す 。 


土気 と 将軍 
戦場 に お ける 各 連 隊 に は 、 緑 色 の ダメ ー ジ バー が 表示 され ます 。 この バー 
d 








の 状態 で 、 攻 撃 で きる 連隊 の 数 を お お よそ 判断 する こと が で きま す 。 連隊 
が 攻撃 され る と 、 バ ー の 一 部 が 黄色 か 赤色 に 変わ り ま す 。 バー に 緑色 が 見 
あたら な いと き は 、 そ の 連隊 は 壊滅 状況 に ある と 考え られ ます 。 取り 囲ま 
れ た 部 隊 は 降伏 する か 、 で きる だ け 女 い で 戦場 か ら 逃 走 し ます 。 























時 と し て 、 授 却 は 連隊 に と っ て 最善 の 策 で す 。 少 な く と も 、 そ の 連隊 は 後日 戦う こと 
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が で きる か ら で す 。 


バー の 赤い 領域 の 幅 で 、 こ の 戦闘 に 置い て 永久 に 戦え な い 連 隊 の 勢力 比率 が わか り ま 
す 。 こ れ ら の 連隊 構成 上 員 は 、 戦 場 で 殺さ れ た り 負 傷 し た り 、 送 走 し て し まっ た も の で 
す 。 バ ー 全 体 が 赤色 に 変化 し た ら (黄色 無し )、 連 隊 は 壊滅 で あり 再 結集 され る こと も 
あり ませ ん 。 


黄色 領域 の 幅 で 、 連 隊 で まだ 能力 が ある 勢力 比率 び が わか り ま す 。 し か し 、 そ れ ら は 土 
気 が 低い た め 、 も は や 戦う こと が で きま せん 。「 将 軍 ] が これ ら の 部 隊 を 再 結 集 し ます 。 


緑色 領域 の 幅 で 、 連 隊 が 攻撃 する と き に その 装備 武器 を 活用 で きる 勢力 比率 が わか り 
ます 。 損害 を 受け た 連隊 の 射撃 力 と 近接 戦力 は 、 活 用 で きる 勢力 の 割合 を 掛け て 調整 
され ます 。 損傷 を 受け た 部 隊 は 、 壊 滅 寸前 に ある だ け で な く 攻 撃 に お いて も その 能力 
が 低下 し ます 。 


ほとん どの 連隊 は 、 壊 減 す る 前 に 戦場 か ら 逃 走 し ます 。 将 軍 は 、 こ の 逃走 を 止め る 役 
割 を 果たし ます 。 活動 し て いる 部 隊 に 将軍 が いる 場合 、 損 傷 を 受け た 連隊 の 近く に 将 
軍 を 移動 させ て くだ さい 。 将軍 の 能力 に より 、 将 軍 に 隣接 する 全 連 隊 の 士気 が 回 復 し 
ます 。 


将軍 を 使用 し 過ぎ る と 、 弱 っ た 連隊 が 壊滅 する は め に な り ま す 。 連 隊 は 、 将 軍 が いて 
も 戦場 で は 危険 に さら され る か ら で す 。 将 軍 に 死 が 迫っ た と き は 、 部隊 を 撤退 させ る 
こと を 考え た 方 が 良い で し ょ う 。 


将軍 は 、 連 隊 や 軍隊 規模 が 増加 する と 褒賞 と し て 自動 的 に 構築 され ます 。 


射撃 機会 
戦術 戦闘 で 最も 重要 な 概 流 の 1 つが 「 射 撃 機会 ] で す 。 ブ レイ ヤー が この 概 意 を 理解 
する と 、 敵 が 行う こと を 自信 を も っ て 予言 する こと が で きる よう に な り ま す 。 


ター ン で 射撃 し な い (も し く は 、 戦 闘 開 始 時 に お いて 攻撃 側 に 対す る 防御 側 ) 連隊 は 、 
相手 の ター ン で 発生 する 攻撃 へ の 備え と な る と いう の が 基本 的 な ルー ル で す 。 

プレ イヤ ー は 難 連 隊 の そば に 表示 され て いる 小さ な カラ ー の 箱 を 見 て 、 そ の 連隊 が 射 
撃 機会 を 保持 し て いる か どう か 確認 で きま す 。 そ の 箱 が 白く 縁取 り が され て いる な ら 、 
その 連隊 は 将来 の 機会 の た め に 取っ て いる 射撃 機会 を 持っ て いる と いう こと に な り ま 
す 。 


相手 の 移動 中 に 訪れ る 射撃 機会 と は 、 射 程 内 に 敵 連 隊 が いて 、 そ の ター ン に 攻撃 で き 
る 能力 が め る か と いう こと で す 。 つ まり 、 プ レイ ヤー が 連隊 を 移動 し て いる と き 、 射 
撃 機会 を 保持 し た 敵 が 自国 の 連隊 に 射撃 を 浴び せる 可能 性 が ある と いう こと で す 。 プ 
レイ ヤー の 連隊 は 、 相 手 の タ ー ン の 時 に 自動 的 に 敵 に 対し て 同じ 事 を し ます 。 








射撃 機会 を 保持 し て いる 連隊 自身 が 標的 と な ら な か っ た 場合 、 射 撃 機会 は 他 の 自国 連 
隊 の 援護 に 向け られ ます 。 こ れ は 、 新 し い タ ー ン が 始ま る 前 に 、 敵 が 動き を 止め た と 
き に 起こ り ま す 。 
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城塞 が な い 州 


攻撃 時 

攻撃 指揮 で 最善 の 方 法 は 、 少 数 の 防御 部 隊 に 対し て 兵力 を 集中 する と いう も の で す 。 
駐屯 防御 部 隊 に 発砲 させ る た め に 軽 騎 兵 や 軽 歩兵 を 使用 し 、 重 装備 の 連隊 ( 軍 歩 兵 や 
重 騎兵 が 最善 ) を 移動 ご せ 、 敵 戦列 を 着実 に 壊滅 さす て いき ます 。 軽 火 克 部 隊 を 使用 
し て 、 自 国 の 最高 連隊 が 敵 と 近接 戦 を 交え る 前 に 能力 が 勝っ て いる 敵 の 防御 連隊 を 玉 
体 化 さ せま す 。 最も 重要 な ルー ル は 、 敵 連隊 が 活動 で き な く な る まで 、 で きる だ け 敵 
の ] 連隊 に 力 を 集中 させ る と いう こと で す 。 


州 の 防御 
防御 に お いて 城塞 が な いと いう 条件 で は 、 激 し く 活 発 に 戦わ な けれ ば な り ま せん 。 敵 
が 十分 近く に や っ て 来 た と き 、 軽 騎兵 で 軽 火砲 を 攻撃 し た り 、 敵 の 精鋭 歩兵 や 重 騎 兵 
を 攻撃 する た め に 温存 し て いた 大 砲 の 射撃 機会 を 行使 し ます 。 首 都 を 防衛 する 場合 を 
除い て は 、 次 の 反撃 に 備え る た め に 積極 的 に 連隊 を 退却 させ て 、 兵 士 の 命 を 守っ て く 
だ さい 。 


攻 城 と 城塞 


[イン ペリ アリ ズム HI」 に お いて は 、 ゲ ー ム 当初 か ら ほ と ん どの 旧 世 界 が 要塞 化 され 、 
手際 よく 攻撃 する た め に は 特別 の 戦術 が 必要 で す 。 大 国 は 、 新 世界 の 重要 な 州 も 絶え 
すず 要塞 化し て いき ます 。 


城塞 の 効果 と 費用 

城 察 は 、 そ れ が も た ら す 防御 力 の 恩典 に 比較 すれ ば 建設 コス ト は 安価 と 言え ます 。 ゲ 
ー ム 開始 時 点 で 建設 で きる レベ ル 1 城塞 は 、 各 3 単位 の 材木 と 青銅 を 必要 と し ます 。 
レベ ル 2 城塞 は 、 各 4 単位 の 材木 と 青銅 を 必要 と し 、 前 提 条 件 と し て 「 鉱 山 工学 | 技 
術 が 必要 で す 。 レ ベル 3 城塞 は 、 各 5 単位 の 鋼鉄 と 材木 を 必要 と し 、[ 近 代 的 城塞 」 技 
術 を 修得 し て か ら 構 築 で きま す 。 建設 技師 は 、 各 州 に ある 都市 空間 に いつ で も 城塞 が 
建設 で きま す 。 


壁 の 防御 力 

_ 銃 火砲 を 装備 し て いな い 部 隊 が 城塞 の 壁 を 破る こと は で きま せん 。 小 火器 を 装備 し た 
攻撃 部 隊 は 、 壁 に 張り 付い て いる (戦場 の 壁 に 隣接 し た スペ ー ス ) 防御 部 隊 の み を 攻 
撃 で きま す 。 火砲 で 砲撃 し 、 城 塞 の な か に いる 部 隊 を 攻撃 する こと が で きま す 。 し か 
し 、 城 塞 の な か に いる 防御 部 隊 へ の 攻撃 (大 和 砲 小 火 器 で も ) は 、 城 塞 レ ベル に 基づく 
計算 に よっ て ダメ ー ジ 力 が 軽減 され ます 。 











各 レ ベル の 城塞 は 、 壁 に 張り 付い た 連隊 に 付加 的 な 防御 力 を 提供 し ます 。 受け た 攻撃 
は 、 城 塞 レ ベル に よっ て ある 割合 で 減少 し ます 。 城塞 の な か に いる が 壁 に は 震 り 付い 
て いな い 連 隊 は 安全 性 が より 高く な り ま す 。 し か し 、 砲 兵部 隊 だ け は 、 壁 を 越え て そ 
の 位置 に いる 部 隊 を 砲撃 する こと が で きま す 。 で すか ら 、 非 砲兵 部 隊 を 防御 する と い 
う 目 的 の た め だ け に そこ に 配置 する の は 、 敵 が 大 砲 を 持っ て いな いと いう 条件 を 除け 
ば 疑わ し い 戦略 で す 。 
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射程 ボー ナス 
城塞 に 据え 付け られ た 大 人 砲 は 、 戦 場 の 砲撃 範囲 が 事前 に 設定 され て いる 効果 と 壁 の 高 
さ の お か が げ で 射程 が 伸び ます 。 こ れ は 、 据 付 大 砲 の 大 き な 特 典 で す 。 


据付 大 砲 

城塞 に 据え 付け られ た 大 人 砲 の 能力 は 、 そ の 技術 に よっ て 異な り ま す 。 城塞 レベ ル や 城 
構 技術 は 関係 あり ませ ん 。 し か し 、 据 え 付け られ る 大 砲 の 数 は 、 城 塞 レ ベル に より ま 
す 。 レ ベル 1 城塞 は 、 常 に 1 基 の 据付 大 砲 を 持っ て いま す 。 レ ベル 2 城塞 は 、 据 付 大 
砲 を 2 基 装 備 し て いま す 。 レ ベル 3 城塞 は 、 据 付 大 砲 を 3 基 備 えて いま す 。 詳細 は 前 
述 (6 3 真 ) を 参照 し こく だ さい 。 


城 審 の 門 

それ ぞ れ の 城塞 は 3 つの 門 を 持っ て お り 、 そ の 門 を 使っ て 、 城 塞 に いる 部 隊 が 出撃 し 
戦場 に 入り ます 。 部隊 は 門 を 使っ て 、 戦 場 か ら 城塞 に 退却 する こと も で きま す 。 敵 部 
隊 は 、 そ の 門 を 使用 する こと は で きま せん 。 攻 撃 部 隊 が 城塞 に 入る た め に は 、 壁 を 取 
り 壊 され な けれ ば な り ま せん 。 


城 右 攻撃 


城 守 攻 撃 を 成功 させ る た め に は 決ま っ た 方 法 が あり ます 。 プ レイ ヤー が 選択 する 方 法 
は 、 利 用 で きる 連隊 と 防御 規模 、 そ し て 、 攻 撃 し よう と し て いる 城塞 レベ ル に より ま 
す 。 


ゲー ム 開 始 時 点 に 、 ほ と ん どの 州 で 防御 の た め の 城 塞 が 建設 する こと な く 瞬 時 に 設置 
され ます 。 城塞 の 働き に 相当 する 連隊 を つく る だ け の 資金 は あり ませ ん 。 こ れ ら 初期 
の 城塞 は 常に レベ ル 1 (木造 ) で 1 基 の 据付 大 砲 だ けが 置か れ て いる も の で す が 、 似 
た 方 法 が レベ ル 2 や レベ ル 3 の 城 砦 に も 適用 で きま す 。 


部 隊 が 増強 され て いな い 城 塞 を 攻撃 する の に 理想 的 な 部 隊 は 、 軽 火砲 と 複数 の 軽 歩 兵 
(農民 微 募 兵 を 除く ) や も し く は 小 火 器 を 装備 し た 小銃 歩兵 か マス ケッ ト 銃 歩兵 で す 。 成 
功 を 達成 で きる ミニ マム 規模 は 、2 個 の 馬 曳 軽 砲 隊 と 1 つの 別 連隊 で す 。 こ の よう な 部 
隊 で 初期 型 大 砲 が 据え 付け られ た 木造 城塞 を 破壊 で きる 可能 性 も あり ます が 、 勝 利 を 
確実 に する た め に は 、 2 個 で は な く 3 個 の 軽 火 砲 連 隊 を 使用 し ます 。 


据付 大 砲 は 移動 で を な い の で 、 増 強 部 隊 が いな い 城 塞 を ぶさ わし い 部 隊 編 成 で 攻撃 す 
れ ば 必ず 勝利 で きま す 。 防御 側 は 据付 大 砲 で 砲撃 する だ け で 、 破 壊さ れる の を 待つ 以 
外 の 選択 肢 は あり ませ ん 。 プ レイ ヤー が ゲー ム 開 始 時 点 に 持つ 城塞 は 大 変 強固 に 思え 
ます が 、 城 塞 は 、 そ の 安全 の た め に 追加 の 重砲 隊 の よう な 移動 力 を 持つ 部 隊 を 必要 と 
し ます 。 


増強 部 隊 が いな い 城 宮 を 破壊 する 手順 

1 . 戦場 に 配備 し た 最初 の ター ン で 、 3 連隊 すべ て を 英 据付 大 砲 の 射程 ざり ざり の 点 
まで 移動 し ます 。 射 程 内 は 、 戦 場 に 赤い 点 で マー ク さ れ て いま す 。 最初 に 連隊 を 
移動 する と き に 、 そ の 赤い 点 に いか な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 
プレ イヤ ー の 部 隊 は 、 こ の 時 点 で すべ て 赤い 点 の 範囲 外 に いな けれ ば な り ま せん 。 
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2 . 敵 は 据付 大 砲 を 移動 させ る こと は で きま せん 。 第 2 ター ン の 移動 で 、 付 加 ( 非 大 砲 
連隊 の み を 城塞 に 向け て 赤い 点 まで 移動 させ ます 。 プ レイ ヤー は 、 敵 が それ を 暫 
威 と 受け 取る 前 に 部 隊 を 射程 内 まで 移動 し な けれ ば な り ま せん 。 プ レイ ヤー の 部 
隊 が 城塞 の な か に いる 敵 部 隊 を 攻撃 で きる よう に な る と 、 プ レイ ヤー の ター ン 中 
に 、 敵 は 攻撃 の 好機 と し て 撃っ て きま す 。 そ し て 、 敵 の ター ン で も 再び その 連隊 
を 攻撃 し ます 。 
プレ イヤ ー は この 連隊 を 利用 し て 敵 に 攻撃 させ する わけ で す 。 こ の 時 点 で は 、 敵 が 
どれ だ け ダ メー ジ を 受け た か が は 問題 で は あり ませ ん 。 

3 . 敵 は 、 2 番目 の ター ン で 歩兵 を 砲撃 し た の で 、 プ レイ ヤー の 3 番目 の ター ン で は 
敵 の 据付 大 砲 は 砲撃 機会 持っ て いま せん 。 こ れ で 、 2 個 の 馬 曳 軽 砲 隊 を 前 進 さ 
せ て 砲撃 する こと が で きま す 。 据付 大 砲 に 向け て で きる だ け 前 に 最初 の 連隊 を 移 
動 し て くだ さい 。 連 隊 を 移動 し た ら 、 カ ー ソ ル を 握 付 大 砲 に 合わ せ 照 準 マー ク が 
表示 され た ら ク リッ ク し て 砲撃 し ます 。 次 の 連隊 も この 過程 を 繰り 返し て くだ さ 
い 。 





戦闘 が 終了 し ます 。 


掘 付 大 砲 を 多く 装備 し た 後期 城 構 破 載 

上 の 手順 で 示し た 戦略 を 生か せ ば 、 最 も 弱い 据付 大 砲 を 持つ レベ ル 1 城塞 に 対処 する 
こと が で きま す 。 同様 の 基本 戦略 は 、 城 塞 の 強 さ に 応じ て 攻撃 部 隊 の 連隊 規模 と 連隊 
兵科 種別 を 攻撃 者 が 変更 する の な ら 増 強 さ れ て いな い 城 塞 に 対し て も 活用 で きま す 。 
次 の 表 を 指針 と し て 利用 し て くだ さい 。 も ちろ ん 、 さ ら に 追加 部 隊 を 加え る こと は い 
つ で も 良い 考え で す 。 城塞 が 増強 部 隊 で 防御 力 を 高め て いる と き に は な お さら で す 。 


[ 城 寺 攻 撃 の 指針 ] 














据付 大 砲 軽 火砲 の その 他 の 

城塞 レベ ル の 種類 数 と 種類 攻撃 連隊 数 

洒 仁 民 天 瑞 和 星 ) - 王 AL ま 癌 2 個 十 曳 軽 介 隊 … 有 人 ] 個 小銃 歩兵 
重砲 | に 2 個 語 曳 軽 砲 隊 … 人 ……. 2 個 小銃 歩兵 
(そう | 9 個 馬 曳 軽 人 隊 .……… ] 個 礎 候 歩兵 

右 途 (大砲 2 基 ) まま 宗 、、、。。...。.… 3 個 馬 曳 軽 砲 隊 .………… 2 個 小銃 歩兵 
生地 に いる 寺 誠 : 3 個 軽 火 砲 隊 .…… 有 ム ム …… 4 個 小銃 歩兵 
(も くく 8965: 6 個 馬 曳 軽 砲 隊 .… ひ …… 2 個 候 歩兵 
PA 抽 和 3 個 野砲 隊 .… 有 え ズム …… 2 個 以 上 の 左 候 歩兵 
(AN 6 個 軽 火砲 隊 

MA 基 ) - 下村 an 5 個 馬 曳 軽 介 隊 .……… 有 人 3 個 小 銃 歩兵 
重 個 。。 8 個 馬 曳 軽 奄 隊 .……… 6 個 小銃 歩兵 
(本 4 個 軽 火砲 際 ……… 3 個 圧 候 歩兵 
弄 誠 は の mos 8 個 軽 火 奄 隊 .………… 3 個 以 上 の 慰 候 歩 兵 


( 竹 ら る ほ 太 志 。 4 個 野砲 隊 
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増強 され て いな い 城 塞 を 攻撃 する 別 の 戦略 

プレ イヤ ー は 、 表 に 示さ れ た 通り の 部 隊 を 持っ て いな い 時 で も 城塞 を 攻め よう と 決断 
する か も し れ ま せん 。 コ ンピュータ アド バイ ザー は 表 で 示さ れ て いる 方 法 を 前 提 と す 
る の で 、 異 な る 種類 の 連隊 を 使っ て 攻撃 する 場合 は 、 戦 術 戦 場 で プレ イヤ ーー 自身 が 戦 
闘 を 指揮 する 必要 が あり ます 。 城塞 を 攻撃 する た め の 最 も 重要 な 要素 は 計画 で す 。 計 
画 は 、 防 御 側が 射撃 機会 (相手 の ター ン 中 で も 攻撃 で きる ) と いう メリ ッ ト を 持っ て 
いる と いう 現実 を 考慮 し た も の で な けれ ば な り ま せん 。 増強 され て いな い 城 塞 を 攻撃 
する 際 の プレ イヤ ー の 強み は 、 戦 闘 が 始ま っ て も 防御 部 隊 が 移動 で ざき ない と いう こと 
1 す ko】 





騎兵 も し く は 軽 歩兵 の 襲撃 

効果 的 な 1 つの 方 法 は 、 小 火器 を 装備 し た 多数 の 騎兵 も し く は 軽 歩兵 の 連隊 に よる 攻 
撃 で す 。 こ の 方 法 を 実際 に 適用 で きる 初期 の 連隊 は 、 軽 騎兵 と 小銃 歩兵 で す 。 騎 兵 連 
隊 は 非力 な 小 火 器 を 装備 し て いる も の な の で 数 多く の 軽 騎兵 連隊 を 必要 と し ます 。 そ 
の 一 方 で 軽 騎兵 は 迅速 な 移動 力 を 持っ て いる の で 、 す ば や く 指 人 針 に 沿っ た 位置 に つき 
ます 。 軽 歩兵 (農民 徴 募 兵 以 外 ) は 高い 防衛 力 を 持ち 、 大 砲 2 発 に 耐え る こと が で き 
ボボ 6968 


ゲー ム 初 期 攻 撃 で の 弓 射手 

ゲー ム 開 始 時 点 で 城塞 を 攻め る の は ひと きわ 困難 な 軍事 行動 で す 。 通常 は 、 城 塞 を 攻 
め る 前 に 、 馬 曳 軽 砲 隊 ・ 軽 騎兵 ・ 圧 候 歩兵 の いずれ か を 構築 する の が 賢明 で す 。 プ レ 
イヤ ー が 第 1 世代 の 部 隊 で 城塞 を 攻撃 し な けれ ば な ら な いと き は 、 弓 射手 を 優先 的 に 
使う べき で す 。 弓 射手 は 壁 に いる 部 隊 を 射撃 で きる の で 、 握 付 大 砲 1 基 だ け な ら 破壊 
する こと が で きま す 。 


強固 に 防御 され た 城 引 攻 撃 の 戦略 

他 の 大 国 と 交戦 する と 、 す ぐに 追加 大 砲 が 置か れ た 城塞 や 他 の 部 隊 が 城塞 に に も っ て 
いる 州 の 存在 に 気づき ます 。 こ れ ら の 州 を 奪取 する の は 、 非 常に 困難 な 軍事 活動 で す 。 
「 イ ン ペ リア リズ ム H」 の 経験 を 積み 重ね て か ら 実 験 し な けれ ば な り ま せん 。 ここ で 示 
す の は 、 考 慮 に 値する いく つか の 考え 方 で す 。 


英 部 隊 の 分 断 

敵 に と っ て 価値 が あめ る いく つか の 州 に 脅威 を 与え る こと で 、 コ ンピュータ (そし て 人 
間 プ レイ ヤー) に 、 防 衛 部 隊 を 分 断 さ せ た り 、 あ る 城塞 を 追加 防御 な し に する こと が 
で きま す 。 
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据付 攻 城 砲 

帝国 の 攻 城 技術 者 が この 技術 を 修 
得する と 、 す べ て の 据付 大 砲 が 構 
築 で きる な か で 最も 強力 な 大 砲 で 
ある 攻 城 砲 に 自動 的 に 強化 され ま 


に 








ー 方 の 端 か ら 壁 に 接近 

壁 の 一 方 の 端 に プレ イヤ ー の 部 隊 を すべ て 集結 させ る こと で 、 城 塞 に あめ る いく つか の 
大 砲 か ら の 砲撃 を 避け る こと が で きる こと も あり ます 。 そ し て 、 大 砲 を 排除 すれ ば 、 
残り の 部 隊 に 向かっ て 前 進 で きま す 。 据付 大 砲 が 破壊 され る と 、 そ の 近く の 壁 も 月 れ 
ます 。 非 火砲 の 強力 な 連隊 を 保有 し て いる な ら ば 、 そ れ を 利用 し て 城塞 の 中 に 入れ ま 
す 。 


城塞 を 破壊 か 劣化 させ た ら 退 却 

城塞 が な い 州 を 奪う の は や ざさ しい の で 、 第 1 段階 は 据付 大 砲 を 破壊 する た め だ け に 十 
分 な 部 隊 で 戦い ます 。 破壊 が うま くい っ た ら 、 生 存 者 は 退却 させ ます 。 握 付 大 砲 が 破 
壊さ れ た 城 穴 は 、 レ ベル が 1 減少 する か な くり ます 。 敵 が その 城塞 を 修復 する 前 に 次 
の 戦い を 仕掛 ける た め に 、 第 2 攻撃 部 隊 を 待機 させ ます 。 


技術 で 主導 権 

時 と し て 、 敵 を 超え る 最 先端 技術 を 修得 で きま す 。 し か し 、 据 付 大 砲 技術 の ほう が 機 
動力 を 持つ 軽 火 砲 技術 より も 修得 し や すい の で な か な が 難し いこ と で す 。 ブ レイ ヤー 
が これ を 達成 で きた ら 、 こ の 最 先端 の 連隊 の お か げ で 敵 の 防御 を な ん と も 思わ な く な 
り ま す 。 例 えば 、 敵 が 据付 重砲 を 保有 する 前 に 重砲 隊 を 修得 し た ら 、 プ レイ ヤー の 重 
砲 隊 は 、 据 付 大 砲 の 射程 外 に 居座っ た まま 据付 大 砲 を 好き な よう に 破壊 する こと が で 
きま す 。 


壁 を 砲撃 し 突入 

時 と し て 、 壁 を 砲撃 し て 穴 を 空け る こと も で きま す 。 と り わ け 璧 の 一 方 の 端 で は 、 敵 
の 大 砲 の 射程 に 自軍 の 騎兵 や 歩兵 を 前 進 さ せる こと な く 可 能 で す 。 そ の と き に すべ て 
を 破壊 で を な く て も 、 裂 け 目 が で きれ ば 、 要 塞 の 中 に 部 隊 を 突入 させ 近 射 程 や 近接 戦 
で 防御 部 隊 を 壊滅 さ せる こと が で きま す 。 こ れ は 、 敵 が 大 砲 の み に 頼 つて いる 時 に 役 
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立ち ます 。 


目標 の 再考 

強固 な 城塞 を 建設 し その な か に 陸軍 部 隊 を 配置 する こと で 、 敵 が プレ イヤ ー を 1 ケ所 
に 止め て お く こ と が で きま す 。 プ レイ ヤー は 時 に は 柔軟 に な ら な けれ ば な り ま せん 。 
敵 の 他 の 州 を まず 奪う こと を 考慮 し て こく だ さい 。 海 上 封鎖 や 私 皇 活 動 を 考え て くだ さ 
い 。 他 の すべ て が 失敗 し た ら 、 技 術 を 拡張 し 陸軍 部 隊 を 強化 する た め に 講和 条約 を 考 
えて くだ さい 。 戦 争 が 再開 し た と き に は 、 困 難 な 州 を 奪う こと が で きる よう に な っ て 
内) 所 el5L き らい 
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プレ ス 印 刷 

プレ ス 印 刷 は 、 あ ら 了 ゆる 技術 研究 
の 効率 を 上 げ 、 軍 事 戦術 ・ 教 育 ・ 
労働 者 の 改良 を 促し ます 。 





外国 の 平和 的 支配 





「 イ ン ペ リア リズ ム I」 で は 、 州 に 侵攻 する こと な く 小 国 や 新 世界 の 種族 を 支配 する た 
め に 、 人 外交 術 や 交易 技能 そし て 市 民 ユ ニッ ト を 活用 する こと が で きま す 。 


海外 で 働く 技師 


小国 に いる プレ イヤ ー の 市 民 ユ ニッ ト に よっ て 遂行 され た 仕事 で 開発 し た 資源 が 首都 
か その 他 の 港 に 接続 する と 、 そ の 国 の 資源 産出 が 増大 し ます 。 小 国 が 石 基 を 売る か ど 
うか を 疑問 に 思わ な く て も 、 プ レイ ヤー が 開発 し 接続 し た 石炭 は 各 タ ー ン で 販売 され 
ます 。 こ の 石炭 は 世界 市 場 で あら ゆる 国 に 向け られ て いる に も 関わ ら ず 、 プ レイ ヤー 
が 小国 の 好意 的 な 交易 相手 で あり 石炭 の 買い 付け を きち ん と し て いれ ば 、 他 の 大 国 に 
先 駅 け て 石炭 を 購入 する 機会 が 保証 され ます 。 








第 6 の メリ ッ ト は 、 海 外 収益 の 可能 性 で す 。 通 常 、 小 国 か 新 世界 の 種族 が 資源 を 販売 
する と 、 そ の 国家 や 種族 は 販売 か ら 得 た すべ て の お 金 を 保持 し ます 。 し か し 、 大国 の 
開発 で 資源 が 世界 市 場 で 売ら れる 場合 、 だ れ が 資源 を 購入 する か に 関わ ら す 開発 し た 
大 国 は 販売 利益 の 分 け 前 に あず か り ま す 。 そ の 国 と の 外交 関係 が 発展 し て いく と 、 大 
国 の 取り 分 が 大 きく な り ま す 。( 最 大 1 0 0%) 














第 3 の メリ ッ ト は 、 小 国 で は な く 新 世界 の 種族 だ け に 適応 され る も の で す 。 商人 が 種 
族 の 州 で 土地 を 購入 する と 、 そ の 州 は 侵攻 国 が 土地 を 購入 し た 大 国 に 宣戦 布告 し な い 
限り 侵攻 か ら 保 護 さ れ ま す 。 種 族 自身 は 旧 世 界 で 適応 され る 外交 規範 で 保護 され て い 
な い の で 、 他 の 大 国 が 新 世 界 を 征服 する の を 遅らせ る いい 方 法 と な り ま す 。 
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し ーー 
] . 外国 の 土地 で 価値 ある 資源 を 探す た め に 探検 索 を 送り ます 。 

2 . 「 外 交 専 門 知識 ] 技術 を 学ん だ ら 、 購 入 し た い 資 源 (宝石 も 含 お ) を 持つ 州 を 含む 
小国 や 種族 に 大 使 館 を 設置 し ます 。 

3. 「 商 社 」 技術 を 学ん だ ら 、 商 人 ユニ ッ ト を 構築 し ます 。 

4 . 宝石 を 含む 価値 ある 資源 が ある 土地 を 購入 する た め に 商人 を 小国 や 種族 に 送り ま 
Id 

5 . 土地 を 購入 し た ら 、 ーー ルー さら に 、 建 設 技師 を 使っ て 、 
その 土地 に 港 を 接続 し こく だ さ 

6 . プレ イヤ ー が 開発 し た 資源 を 交 の 面 で 買い 付け て くだ さい 。 そ う で な く て も 、 
他 の 大 国 が その 物資 を 購入 すれ ば 資金 が 増え ます 。 

7 . 資源 が 宝石 で あれ ば 買い 付け は 必要 あり ませ ん 。 交易 で 、 プ レイ ヤー の 船 が 宝石 
を 自国 に 運ぶ 任務 を 負い ます 。 

8 . ター ン 移 行 時 に 表示 され る 「 交 易 台 帳 ] で 海外 収益 の 成功 状況 を 確認 し ます 。 

9 . ざら に 、 こ れ ら の 過程 を 続け ます 。 


小国 や 新 世界 の 種族 の 調査 

探検 索 は 、 外 交 努 力 な く 小 国 や 種族 の どこ へ で も 入る こと が で きま す 。 で きる 限り す 
ば や く 擦 検索 を 他 の 国々 に 配備 し 、 価 値 ある 鉱物 資源 を 見 つけ て くだ さい 。 新 世界 で 
は 、 わ れ て いる 地形 を 明らか に し て くだ さい 。 こ れ が 、 侵 攻 と 商人 の 平和 的 活用 と 
いう 両面 に と っ て 共通 の 第 1 段階 で すす 。 ど ちら に し て も 、 他 国 の 価値 を 知る 必要 が あ 
り ま す 。 ま た 、 種 族 の 首都 を 探し 出す まで は 、 そ の 種族 と 外交 関係 を 築く こと が で き 
ませ ん 。 


大 使 館 の 設置 

すべ て の 市 民 ユ ニッ ト が 、 小 国 や 新 世界 の 種族 で 実り ある 業績 を 上 げ る こと が で きま 
す 。 海 外 の 地 に 大 使 館 を 設置 する まで は 、 探 検索 や スパ イ は 入る こと が で きま す が 、 
その 他 の 市 民 ユ ニッ ト は 入れ ませ ん 。 プ レイ ヤー が 大 使 館 を 設置 する と 、 そ の 他 の 市 
民 達 も その 領域 に 自由 に 出入 り で きま す 。 大 使 館 設置 に 関す る 詳細 は 、 1 0 4 真 を 参 
承 し て くだ さい 


商人 の 活用 : 所 有 権 の 主張 

他 の 国 で 開発 し た いと 思う 土地 や 資源 の 種類 を 決定 し た 時 が 、 商 人 を 使用 する 機会 で 
す 。 商 人 ユニ ッ ト を 選択 し 、 購 入 し た いと 思う 土地 に カー ソル を 移動 し こく だ さい 
それ で 、「 コ イン 」 カー ソル が 表示 され ます 。 そ の 状態 で クリ ッ ク す る と 、 商 人 ダイ ア 
ログ が 開き 、 そ の 土地 の 価格 が わか り ま す 。 望 お む な ら 、 そ の 土地 を 購入 で きま す 。 購 
入 で きる 土地 は 、 ダ イア モン ド ・ 人 金 ・ 宝 石 ・ 銀 ・ 香 辛 料 ・ 石 炭 ・ 鉄 鉱石 ・ 銅 ・ 鈴 ・ 原 
木 ・ 綿 花 ・ サ トウ キビ ・ タ バ コ ・ 羊 毛 ・ 毛 皮 を 産出 する と ころ で す 。 食糧 は 取引 き で 
き な い も の で あり 、 商 人 は 他国 の 食糧 生産 区 画 を 買う こと は で きま せん 。 





商人 が 土地 を 購入 する と 、 そ の 区 画 に プレ イヤ ー の 大 国 の カラ ー を し た 小さ な 旗 が 表 
示さ れ ま す 。 他 の 大 国 は 、 そ の 州 を 征服 し な い 限り 、 プ レイ ヤー の 旗 が 刺さ っ て いる 
土地 を 使う こと は で きま せん 。 種 族 が その 州 の 支配 者 の 場合 、 他 の 大 国 は 、 プ レイ ヤ 
ー に 宣戦 布告 する まで そこ に 侵攻 する こと が で きま せん 。 プ レイ ヤー が 開発 し た いと 
考え る 小国 や 種族 に 、 他 の 大 国 の 旗 が ある の を 見 る こと も あり ます 。 
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購入 ・ 接 続 ・ 開 発 

種族 や 小国 で 購入 し た 土地 区 画 は 、 そ こ を 建設 技師 が 接続 し 建築 士 が 開発 する まで 、 
プレ イヤ ー の 帝国 に 利益 を 与え ませ ん 。 も ちろ ん 、 既 に 開発 され て いる 首都 に 隣接 し 
た 土地 区 画 を 購入 する こと も で きま す 。 そ こ で も 、 区 画 の 産出 量 を 増やす た め に 、 建 
築 士 を 使用 し な けれ ば な ら な いで し ょ う 。 ゲ ー ム 後半 で は 、 別 の 大 国 が 建設 し た 道路 
で 接続 され て いる 土地 を 購入 し 開発 する こと も で きる か も し れ ま せん 。 
接続 と 開発 の 方 法 は 世界 中 で 共通 で す 。 建築 士 と 建設 技師 を 使い 、 建 築 士 が 開発 し た 
区 画 を 建設 技師 が 道路 と 港 を 建設 し て 接続 し ます 。 唯 一 の 違い は 、 外 国 で 働か せる 場 
合 、 ま ず 商 人 が その 土地 区 画 を 購入 し な けれ ば な ら な いと いう こと で す 。 


海外 収益 

プレ イヤ ー が 小国 で 開発 し た 資源 を 別 の 大 国 が 購入 する と 、 プ レイ ヤー は 支払 われ た 
金額 の 一 定 割合 を 受け 取り ます 。 こ の 現金 は 、「 交 易 台帳 ] に 「 海 外 収益 ] と し て 表示 
され ます 。 交易 で プレ イヤ ー が 自分 の た め に その 資源 を 買い 付け て 購入 する 場合 、 売 
り 込 み 表 に 記載 され た 全額 を 支払 うこ と に な り ま す が 、 交 易 が 終了 し た 時 点 で 小国 が 
海外 収益 分 を プレ イヤ ー に 戻し ます 。 プ レイ ヤー が 資源 に 対し て 支払 つた 全額 が 補え 
る か も し れ ま せん 。 そ れ は 、 小 国 と プレ イヤ ー の 帝国 と 関係 が 可能 な 限り 高い レベ ル 
に 達し て いる こと を 意味 し ます 。 


小国 と 種族 に 対す る 支配 競争 


交易 と 開発 が 、 最 終 的 に は 小国 や 種族 の 平和 的 な 奪取 に つなが り ま す 。 そ の よう な 付 
取 の 結末 は 、 種 族 か 小国 いずれ か に よっ て 異な り ま す 。 し か し 、 平 和 的 に 支配 権 を 得 
る 方 法 は 、 両 者 と も 基本 的 に 同じ で す 。 


小国 

海外 開発 の 初期 利益 は 顕著 な も の で す が 、 長 期間 に わた る 目標 は 、 小 国 の 資源 を 開発 
し 、 プ レイ ヤー の 帝国 の 一 部 に する こと で す 。 小国 が 帝国 に 参入 に 同意 する と 、 そ の 
地域 で 産出 され る 資源 は 穀物 や 食肉 を 含み プレ イヤ ー の 輸送 網 の な か に 直接 現れ ます 。 
他 の 大 国 は 、 も は や その 地 で 産出 され る 資源 を 交易 で 買う こと が で きま せん 。 最も 重 
要 な こと は 、 そ の ( 元 ) 小国 の 州 が 勝利 条件 で ある 旧 世 界 の 州 と し て カウ ント され て 
いる こと で す 。 












































この よう な 平和 的 な 方 法 で 小国 を 支配 する た め に は 長期 に わた る 努力 が 必要 で す 。 脱 
大 な 交易 や 賢明 な る 賭 略 の 使用 が 、 帝 国 編 入 の 催促 を 受け 入れ させ ます 。 


この よう な 過程 を 短縮 で きる こと が あり ます 。 大 国 か ら 攻 撃 さ れ た 小国 が プレ イヤ ー 
の 帝国 に 防衛 を 依頼 し 、 プ レイ ヤー が 軍事 介入 を 決断 し た 場合 で す 。 プ レイ ヤー は 、 

小国 の 支配 権 を 譲り 受け 、 そ の 防衛 部 隊 も 自由 に 指揮 する こと が で きま す 。 も ちろ ん 、 
他 の 大 国 に 対す る 宣戦 布告 は 、 残 り の 世界 に は 快く 受け 入れ られ な いか も 知れ ませ ん 。 
より 詳し い 説 明 は 1 0 2 真 を 参照 し こく だ さい 。 
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新 世界 の 種族 

プレ イヤ ー 自 身 を 含む 大国 は 、 宣 戦 布告 な し で 種族 の 州 に 侵攻 で きる し 、 種 族 と 様々 
な 外交 関係 を 持つ こと が で きま す 。 種族 の 首都 を 発見 する 前 で も 、 州 を 強奪 する こと 
が で きま す 。 

「 イ ン ペ リア リズ ム HH 」 に お いて 、 こ の 種 の 侵略 は ゲー ム 序 机 で 大 変 有 効 で す 。 種 族 の 
土地 は 城塞 で 防御 され て お ら ず 、 種 族 の 部 隊 が 小 火 器 ・ 騎 兵 ・ 大 砲 を 装備 し て いな い 
か ら で す 。 さ ら に 、 種 族 は 大 国 が 必要 と する 宝石 や 資源 を 所 有 し て いま す 。 








平和 的 に 種族 を 開発 し よう と する 大 国 は 、 他 の 大 国 の 侵攻 意欲 の た め 困 難 に 直面 し ま 
す 。 種 族 の 土地 に 建設 技師 が 城塞 を 建設 する と 、 他 の 大 国 の 侵攻 意 飲 減 退 に つなが り 
ます 。 し か し 、 他 の 大 国 の 侵攻 を 防ぐ 最善 の 方 法 は 、 そ この 土地 を 購入 する こと で 種 
族 の 州 を 保護 する と いう も の で す 。 土地 が 大 国 に より 購入 され る と 、 州 を 奪い た いと 
考え る 他 の 大 国 は 、 土 地 を 購入 し た 大 国 に 宣戦 布告 し な けれ ば な り ま せん 。 





種族 が プレ イヤ ー の 帝国 に 参入 する こと に 同意 し 植民 地 化 さ れる と 、 種 族 の 支配 権 は 
プレ イヤ ー に 移譲 され 、 種 族 の 防衛 部 隊 を 旧 世 界 の 部 隊 に 置き 換え る こと が で きま す 。 
また 、 自 国 と 植民 地 と の 外交 関係 は 常に 最高 レベ ル と 考え られ ます 。 そ の 関係 に より 、 
大 国 が 開発 し た 資源 の 販売 高 の 1 0 0 % が 収益 と し て 計上 され ます 。 


究極 の 征服 

他 の 大 国 の 商人 が 購入 し 建築 士 や 建設 技師 が 開発 し た 小国 や 種族 の 州 を 征服 する と 、 
その 開発 成果 は その まま 残り ます 。 征服 者 は 、 他 の 大 国 に 所 有 さ ざれ て いる と みな され 
て いた 土地 を 含み すべ て の 領地 を 支配 し ます 。 
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輸送 綱 


世界 各国 が 産出 する 農業 生産 物 ・ 鉱物 や 生産 する 産業 生産 物 を 物資 と 呼ば れ ま す 。 あ 
る も の は 田舎 で 生産 され 、 あ る も の は 産業 に よっ て の み 生 産 さ れ ま す 。 そ の ほとん ど 
が 世界 市 場 で 取引 き さ れ ます 。 物 資 は 、 資 源 と 加工 品 と いう 2 つ に 分 類 さ れ ま す 。 ゲ 
ー ム 開始 時 点 の 輸送 網 は 資源 だ け を 対象 と し た も の に な り ま す 。 





ゲー ム 前 半 で は 、 首 都 の まわ り の 地形 区 画 で 産出 され る 資源 を 輸送 に より 手 に 入れ ま 
す 。 各 タ ー ン で 「 タ ー ン 終了 」 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 地 形 区 画 で 産出 され た 資源 
が 倉庫 に 運び 込ま れ 次 の ター ン で 利用 で きる よう に な り ま す 。 世 界 市 場 で 取引 き さ れ 
る 物資 も われ ば 、 陸 軍 連 隊 や 海軍 軍艦 を 構築 する た め に 使用 され る 物資 も や あり ます 。 





産業 の 需要 が 高まる と 、 輸 送 網 を より 活発 に 利用 し な けれ ば な り ま せん 。 

建設 技師 は 、 首 都 か ら 遠 い 場所 で 港 や 道路 を 建設 し ます 。 新 し い 建 設 の 成果 に よっ て 、 
より 多く の 資源 が 輸送 網 を 通じ て 首都 に 運び 込ま れる よう に な り ま す 。 建築 土 は 、 各 
ター ン で より 多く の 資源 が 産出 され る よう 既に 接続 され て いる 地形 区 画 を 改良 し な け 
れ ば な り ま せん 。 


輸送 綱 の 構築 方 法 


輸送 網 を 築く 目標 よ 、 よ り 多 く の 資 源 つ まり より 多く の 原料 を 得る と いう こと で す 。 
これ は 、 帝 国 の 拡張 の た め に は 必須 で す 。 海軍 と 陸軍 は 成功 に と っ て 大 変 重 要 な 存在 
で す が 、「 イ ン ペ リア リズ ム II 」 に お いて は 必ず し も そう で は あり ませ ん 。 巨 大 な 輸送 
韻 RI 


接続 

帝国 の 資源 は 「 輸 送 ] 画面 に だ け 表示 され 、 倉 庫 に 運び 込ま れ ま す 。 そ れ は 、 資源 を 
産出 する 地形 区 画 が 接続 され て いれ ば の 話 で す 。 接 続 さ れる と いう の は 、 地 形 区 画 が 
ら 首 都 に 通じ る 輸送 路 を 確立 する と いう 意味 で す 。 接 続 され た 地形 区 画 に は 4 種類 あ 
り ま す 。 


接続 1 : 首都 隣接 

ゲー ム 開 始 時 点 で 、 首 都 に 隣接 する いく つか の 地形 区 画 と 首都 自身 の 区 画 は 既に 接続 
され て いま す 。 そ れ ら の 区 画 は 開発 も され て いま す 。 首都 を 存続 する 限り 、 こ れ ら の 
区 画 も 接続 され 続け ます 。 こ れ ら の 地形 区 画 か ら 生 産 され た 資源 は 、「 輸 送 」 画面 の プ 
レイ ヤー の 輸送 画面 に 表示 され ます 。 こ の 種 の 接続 は 陸上 輸送 と みな され ます 。 これ 
ら の 資源 を 入手 する た め に 船舶 を 用 意 する 必要 は あり ませ ん 。 タ ー ン ご と に 輸送 は 目 
動 的 に 行わ れ 、 プ レイ ヤー が 介入 する 必要 は あり ませ ん 。 


接続 2 : 道路 や 鉄道 で 首都 に 

地形 区 画 を 首都 に 道路 や 鉄道 で 接続 する た め に は 、 そ の 区 画 に 道路 (鉄道 ) が 通っ て 
いる か 、 隣 接する 区 画 に 道路 (鉄道 ) が 通っ て いな けれ ば な り ま せん 。 さら に 、 道 路 
(鉄道 ) は 首都 に 向け て 途切れ る こと な くつ な が っ て いな けれ ば な り ま せん 。 道路 を そ 
の 区 画 の 中 に 建設 する 必要 は あり ませ ん 。 地 形 区 画 の 隣 に 建設 すれ ば 十分 で す 。 この 
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種 の 接続 も 陸上 輸送 て と なり 、 輸 送 は ター ン ご と に 自動 的 に 行わ むれ ます 。 道路 (鉄道) 
は 、 国 境 を 越え る こと は で きま せん が 、 隣 接 州 を 支配 し た ら 分断 さ れ た 鉄道 網 を 接続 
する こと が で きま す 。 





訪 呈 時 自 都 に は 必ず 港 が め り ま す 。 プ レイ ヤー が 征服 し た り 建 設 し た 他 の 港 は 、 

| 肖 都 の 港 に 海上 で 結び つい て いる と 考え られ て いま す 。 こ れ に は 、 自 国領 
土 内 に その 他 の 港 や 川 に ある 港 、 そ し て 新 世 界 に ある 港 も 含ま れ ま す 。 こ 
れ ら の 港 か ら 資 源 を 得る た め に は 、「 輸 送 ] 画面 を 使用 し て 船舶 を 割り 当 
て な けれ ば な り ま せん 。 こ れ ら の 輸送 は 自動 的 に は 行わ れ ま せん 。 


接続 4 : 港 か ら の 道路 や 鉄道 

港 (首都 以外 ) か ら 建 設 し た 道路 や 鉄道 は 、 陸 上 輸送 で 接続 され て いる よう に 見 えま 
す 。 し か し 、 そ うし て 集め られ た 資源 は 、 陸 上 輸送 中 は と も か く 最 終 的 に は 海上 輸送 
で 首都 に 運ば れ な けれ ば な り ま せん 。 こ の 種 の 接続 は 海上 輸送 と 判断 され 、 そ れ ら の 
港 か ら 資 源 を 手 に 入れ る た め に は 、「 輸 送 ] 画面 で 船舶 を 割り 当て な けれ ば な り ま せん 。 
この 輸送 も 自動 的 に は 行わ れ ま せん 。 


接続 の 喪 失 

首都 に 接続 し て いる 州 が 奪わ れる と 、 接 続 が 失わ れ ま す 。 例 えば 、 首 都 に つなが っ て 

いる 道路 を 含む お 州 が 奪取 され た ら 、 首 都 に 到達 する た め に その 州 を 通過 し な けれ ば な 
ら な いす べ て の 道路 が 接続 を 失い ます 。 こ れ に よっ て 接続 を 失っ た 資源 は 「 輸 送 」 画 
面 に は 表示 され ず 、 含 庫 に も 運び 込ま れ ま せん 。 失 つっ た 州 を 取り 戻し た ら 、 接 続 は 回 

復 し ます 。 


海 に 面 し た 港 は 接続 を 失う こと は あり ませ ん 。 敵 の 艦隊 が 港 を 封鎖 し た ら 、 そ の 港 を 
出入 りす る 物資 の いく ら か が 奪わ れる か も し れ ま せん が 、 ほ と ん どの 物資 は 封鎖 され 
て いる 港 を つつ が な く 通 過す る で し ょ う 。 海 に 面 し た 港 は 、 輸 送 網 の 一 部 と みな され 
ます 。 物 資 が 敵 の 艦隊 に よっ て 危険 に さら され る と 、「 輸 送 」 画面 が 赤い バー 表示 で そ 
れ を 警告 し ます 。 


物資 輸送 の 制限 

地形 区 画 が 接続 され て いる か どう か と いう 問題 に 加え 、 あ る 区 画 か ら 輸 送 で きる 資源 
量 の 制限 を 考慮 し な けれ ば な り ま せん 。 こ の 制限 を 輸送 レベ ル と 産出 レベ ル と 言い ま 
す 。 あ る 地形 区 画 に カー ソル を 合わ せる と 、 画 面 右上 に ある ホッ ト テ キス ト 領 域 に そ 
の 区 画 の 現在 の 産出 レベ ル と 輸送 レベ ル が 表示 され ます 。 











輸送 レベ ル 

ホッ ト テ キス ト で 最大 輸送 量 = 0 と 表示 され る と き は 、 そ の 区 画 は 接続 され て いな い 
と いう こと に な り ま す 。 そ の 他 の 値 (1.2 も し く は 4 ) は 、 タ ー ン ご と に 輸送 網 で 輸 
送 で きる 最大 量 を 示し て いま す 。 


例え ば 、 殻 物 農 場 区 画 が ター ン 当 た り 2 単位 の 穀物 を 生産 する まで 成長 し た が 、 輸 送 
網 が 初歩 的 な 道路 を 使用 し た も の で 1 単位 の 穀物 だ けし か 輸送 で き な い と し ます 。 こ 
の 事例 の 場合 、 輸 送 レ ベル は 1 で 、 産 出 レ ベル は 2 で す 。 タ ー ン ご と に 追加 の 穀物 を 
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得る た め に は 、 そ の 区 画 の 輸送 レベ ル を 上 げ る 必要 が あり ます 。 新 技術 を 修得 し た り 
溢 を 建 負 す る こと で それ を 達成 で きる 可能 性 が あり ます 。 


[輸送 網 の 様々 な 要素 と 輸送 レベ ル ] 

輸送 種別 輸送 レベ ル 強化 の た め の 技術 
初期 道路 .…… せ …… ひ .… 1 単位 (各地 形 区 画 ) ……… 無し 

改良 道路 .… …… 2 単位 (各地 形 区 画 ) ……… 道路 建設 
pco 4 単位 (各地 形 区 画 ) .………… 無し 

し PP he 4 単位 (各地 形 区 画 ) .………… 初期 燕 気 機関 
産出 レベ ル 


区 画 の 産出 レベ ル は 、 タ ー ン ご と に 区 画 か ら 産出 され る 資源 の 量 で す 。「 イ ン パ ペリ アリ 
ズム TI」 の 1 つの 区 画 は 、 1 種類 の 資源 し か 産出 し ませ ん 。 た だ し 、 川 に 面 し た 区 画 
で 獲 ら れる 人 魚 は 除き ま す 。 ほ と ん どの 地形 区 画 は 、 産出 レベ ル 1 か ら 産 出 レベ ル 4 ( 生 
産 限度 ) まで 開発 で きま す 。 そ れ は 、 プ レイ ヤー の 帝国 が 利用 で きる 技術 レベ ル と 建 
築 士 が 区 画 に 対し て 行う 仕事 時 に より ます 。 建 築 士 ユニ ッ ト の 努力 に より 、 区 画 の 産 
出 量 は 徐々 に 増大 し て いき ます 。 


区 画 の 産出 レベ ル が 通常 と 異な る 区 画 が 3 種類 あり ます 。 最 初 は 海 の 区 画 で 魚の 産出 
レベ ル が 常に 1 と 設定 され て いて その レベ ル は 上 が り ま せん 。 2 つ 目 は 、 雑 木 林 と 生 
放牧 場 の 区 画 で レベ ル 1 し か 開発 で きま せん 。 3 つづ 目 が 、 平 原 や 鉱物 が な い 山 岳 な ど 
何 も 産出 し な い 区 画 で す 。 よ り 詳 し い 説 明 は 4 2 頁 の 表 を 参照 し こく だ さい 


輸送 網 画 の 角 翌 計 。 





還 20WE ラ な ウ ピ 
ュー タ の 間 で 制御 主 
体 切替 
現在 の 船 朋 割 り 当 て 
物資 の 輌 送 状 況 
現在 の 必要 物資 
(食料 嗜好 品 ) 物資 の 輸送 量 プ 
他 の 画面 へ 移行 すい 
物資 の 種類 





「 地 形 マ ンプ | 責 人 が 叶 呈 移 行 ず する だ め ( に マン 間 面部 に ある ゴー 
ルド リボ ン の 「 乗 り 物 」 アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 毎 タ ー ン この 画面 を 使用 する 必 
要 は あり ませ ん 。 当 初 の 道路 輸送 は 、 プ レイ ヤー が 介入 し な く て も 自動 的 に 行わ れ ま 
す 。 ま た 、 建 築 士 や 建設 技師 が マッ プ 上 の 輸送 網 に 変更 を 加え て いな けれ ば 、 こ の 画 
面 で 指示 を 変更 する 必要 は あり ませ ん 。 最 終 的 に 、 プ レイ ヤー は この 画面 の 管理 を 

( 全 自 動 の ) コン ピュ ー タ に 任せ る こと が で きま す 。 これ を 選択 し た ら 、 プレ イヤ ー が 
この 画面 を 訪れ る 必要 は まっ た く あ り ま せん 。 
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輸送 の コン ピュ ー タ 管理 


呈 昌 | 輸送 ] 画面 の 左上 に 、 管 理 主体 が コン ピュ ー タ な の か プレ イヤ ー な の 
か を 選択 で きる ボタ ン が あり ます 。 コン ピュ ー タ 管理 を 選択 し た ら 、 輸 

. 送 指示 は ター ン 中 に 自動 で 行わ れ ま す 。 コ ン ピ ュ タ アド バイ ザー が 設定 
し た 内 容 を 変更 する と 、 そ の ター ン で 行っ た プレ イヤ ー の 指示 が 実行 され ます 。 し か 
し 、 コ ンピュータ 管理 設定 の まま に し て お く と 、 プ レイ ヤー が 与え た 指示 は その ター 
ン が 終了 する と 解除 ぐれ ます 。 次 の ター ン で は 、 再 び コ ンピュータ ア ドバイ ザー が 最 
善 の 還 送 指示 を 設定 し ます 。 


輸送 スラ イダ ー の 読み 方 と 使用 法 

画面 に 表示 され て いる 物資 は すべ て 輸送 する こと が で きま す が 、 現 在 プ レイ ヤー が 坦 
送 可能 な 物資 の み が 色 付き の アイ コン で 表示 され ます 。 輸送 で きる 各 物 資 の 右側 に あ 
る の が スラ イダ ー で 、 そ の な か の 茶色 の 長 さ が その ター ン 輸 送 で きる 物資 の 総量 を 示 
し て いま す 。 物資 ア イコ ン の すぐ 右 に ある 数 値 は 、 利 用 可能 な 物資 総量 に 対す る 輸送 
物資 総量 を 示し て いま す 。 物 資 が 不明 な と き は 、 そ の 物資 に カー ソル を 合わ せ 、 そ の 
物資 を 説明 する 右上 の ホッ ト テ キス ト を 確認 し て くだ さい 。 


物資 の 輸送 量 を 増減 する た め に は 、 ス ライ ダー の 左右 両側 に ある ゴー ルド の 矢印 を ク 
リッ ク し ます 。 物 資 の 輸送 量 を 増加 する と 、 ス ライ ダー バー 内 側 の 暗い 茶色 の 領域 が 
増大 し ます 。 ス ライ ダー の 上 下 に ある カラ ー の 帯 は 、 輸 送 方 法 の 種類 を 示す た め の も 
の で す 。 例 えば 、 ス ライ ダー 全体 が グリ ー ン な ら す べ て の 輸送 が 陸上 に よっ て いる こ 
と を 示し ます 。 


メモ : スラ イダ ー 全 体 が グリ ー ン の と き は 、 数 量 を 調整 する 矢印 は 使用 で きま せん 。 
すべ て の 陸上 輸送 は プレ イヤ ー の 指示 を 待つ こと な く 自 動 的 に 行わ れ ま す 。 陸 上 輸送 
量 を 減ら すこ と は で きま せん 。( 望 まし いこ と で も な いし 倉庫 も パン ク し ませ ん ) 


スラ イダ ー の 全体 も し く は 一 部 が ブル ー の と き は 、 そ の 部 分 に 相当 する 量 の 物資 は 海 
上 輸送 で 首都 に 運ば れ な けれ ば な り ま せん 。 こ の よう な 場合 、 輸 送 量 を 増やせ ば 増 や 
す ほ ど 自 国 の 艦隊 が 保有 する 貨物 積載 スペ ー ス を より 多く 利用 する こと に な り ま す 。 
スラ イダ ー の 一 部 が レッ ド の と き は 、 海 上 輸送 が 行わ れ て いる こと を 示し て は いま す 
が 、 敵 国 の 妨害 や 敵国 の 哨戒 艦隊 に 遭遇 する 危険 を 伴っ た 海上 輸送 と な り ま す 。 プ レ 
イヤ ー が この 還 送 を 指示 する と 、 あ る 部 分 も し く は 全部 の 物資 が 海 の 藻 層 と な る か 強 
奪 さ れる 可能 性 が あり ます 。 最 悪 の 状況 設定 は 、 敵 艦隊 が 首都 の 港 を 封鎖 する こと で 
す 。 こ れ が 起き る と 、 す べ て の 海上 輸送 が 危険 に 晒さ れる こと に な り ま す 。 


産業 と 労働 者 の 需要 

「 輸 送 ] 画面 の 左側 に 、 最 大 5 個 の アイ コン が あり ます 。 そ こ に 表示 され て いる アイ コ 
ン は 、 食 糧 や 嗜好 品 に 対す る 現在 の 陸軍 ・ 海 軍 ・ 産 業 労働 者 の 需要 で す 。 こ れ ら の ア 
イコ ン は 、 何 を 輸送 する か を 判断 する と き に 便利 な も の で す 。 問 題 を た 大 きく する か も 
知れ な い 警 告 と し て も 有効 で す 。 例 えば 、 帝 物 需 要 が 輸送 可能 な 穀物 総量 を 上 回 っ て 
いる 場合 、 地 形 マ ッ プ で 建築 士 と 建設 技師 を 活用 し て さら に 穀物 農場 を 開発 し 接続 さ 
せな けれ ば な り ま せん 。 こ の た め に も 、「 輸 送 ] 画面 の 表示 は 役に立ち ます 。 プ レイ ヤ 
ー が 輸送 指示 を 変更 する た めで な く て も で す 。 
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画面 左側 に ある 需要 アイ コン に カー ソル を 合わ せる と 、 ホ ッ ト テ キス ト (右上 ) に 新 
た な 情報 4 見 る こと が で きま す 。 こ の テキ スト で 、 倉 庫 に ある これ ら 重 要 な 物資 の 供 
給 状況 を 知る こと が で きま す 。 あ る ター ン で 皆 を 食べ させ る に は 不 十分 な 穀物 を 輸送 
する と し て も 、 倉 庫 内 に 余分 の 穀物 を 備蓄 し て いれ ば 問題 あり ませ ん 。 





嗜好 品 ア イコ ン ( 精糖 ・ タ バ コ ・ 毛 皮 の 帽子 ) は 、 高 度 に 訓練 され た 労働 者 の 絶え 間 
な い 生 産 力 の た め に 必要 と な る 物資 で す 。 し か し 、 食 糧 と は 違っ て 、 嗜好 品 が 不定 し 
て も 死ぬ 人 は いま せん 。 毛皮 の 帽子 が な いか ら と いっ て 、 負 え 死 に は 起こ り ま せん 。 


嗜好 品 に 対す る 需要 は 頻繁 に この 画面 の 輸送 可能 量 を 上 回 り ま す 。 そ の 理由 は 、 こ れ 
ら の 物資 を 交易 で 売り に 出し た り 、 そ れ ら の 物資 は 希少 資源 か ら 生 産 され る た めで す 。 
毛皮 の 帽子 ・ 精 糖 ・ タ バ コ を 生産 する た め の 希 少 資 源 の 輸送 可能 量 に 注意 を 払う べき 
で す 。 サ トウ キビ ・ タバ コ ・ 毛 皮 と いう 希少 資源 が 不定 する と 、 帝 国 に 暑 好 品 不 定 を 
招き ます 。 そ れ を 解決 する た め に は 、 交 易 量 を 増やす か 、 そ れ ら が 入手 で きる 土地 区 
画 を さら に 開発 させ ます 。 


輸送 可能 な 物資 


ゲー ム 開 始 時 点 で は 、 田 舎 か ら 産 業 に 資源 を 輸送 する だ け か も し れ ま せん 。 後に 、 地 
方 も 、 町 で 小 規模 の 産業 を 発展 させ る 可能 性 が あり ます 。 こ れ に より 、 加工 品 を 含む 
輸送 網 へ と 拡張 し ます 。 


旧 世 界 の 産業 資源 

資源 は 、 輸 送 さ れる と 、 生 産 や 交易 で 利用 で きる よう 直接 倉庫 へ と 運び 込ま れ ま す 。 
産業 資源 の 国際 価格 は 低め に な り が ちな の で 、 よ り 高 価 な 加工 品 を 生産 する た め に 、 
労働 者 を 産業 の な か に 保有 し て いる ほう が 有益 で す 。 資源 は | 旧 世 界 で も 見 つけ られ ま 
す が 、 新 世界 で も 多く の 資源 を 見 つけ る こと が で きま す 。 








経験 を 積ん だ 君主 は 、 ゲ ー ム 開始 時 点 で は 材木 ・ 鋳 鉄 ・ 布 地 を 毎 タ ー ン 生産 で きる よ 
う 、 そ れ に 必要 な 原木 ・ 鉄 鉱石 ・ 羊 万 を 接続 し よう と し ます 。 


石炭 と 鉄鉱 石 
に ⑯ ア ゲー ム 開 始 時 で は 鋳鉄 を 生産 する た め に 鉄鉱 石 が 必要 で す 。 後 に 





は 、 鋼 鉄 を 生産 する た め に 石炭 も 必要 に な り ま す 。 ゲー ム 終 了 間 
近 で は 、 あ る 種 の 船舶 が 燃料 と し て 石炭 を 必要 と する の で 、 膨 大 
な 量 の 石炭 が 必要 に な り ま す 。 


羊毛 




















ゲー ム 序 朋 に お いて 、 布 地 を 生産 する た め に 羊毛 が 必要 で す 。 布地 は 、 全 
愉 請 | 際 還 連隊 及び 産業 労働 者 を 採用 する た め に 必要 な も の で す 。 後 に 、 綿 花 ( 新 
世界 で 見 つけ られ る ) か ら 布 を 織る こと が で きる よう に な り ま す 。 
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原木 
介 雑木 林 や 森林 か ら 原 木 が 切り 出さ れ ま す 。 先ず 森 林 に 接続 する こと を 考え 





て くだ さい 。 ゲ ー ム が 進 お に つれ 、 原 木 の 産 出 レ ベル を 向上 させ る こと が 
で きる か ら で す 。 雑木 林 で は 、 タ ー ン ご と に 最大 1 単位 の 原木 が 産出 され 
る だ け で す 。 


原木 は 、 材 木 と 紙 を 生産 する た め に 利用 され ます 。 材 木 は 、 鋳 鉄 と と も に 、 あ ら ゆ る 
開発 ( 港 や 道路 を 含む ) に 必要 な も の で す 。 材 木 で 、 新 し い 船 舶 の 建造 や も で きま す 。 
紙 は 、 市 民 ユ ニッ ト を 構築 し た り 、 産 業 労働 者 を 訓練 する た め に 利用 され ます 。 


携 と 鋼 
Gy 5 沼地 で 見 つか る 鍋 と 丘陵 や 山岳 で 見 つか る 銅 は 、 青 銅 を 生産 する 

















た め に 化合 され ます 。 ゲ ー ム 開始 時 点 で は 、 青 銅 は いち ば ん 必要 
度 が 低い も の で す 。 し か し 、 青 銅 は 、 優 れ た 陸軍 部 隊 と 軍艦 を 構 
築 し た り 、 新 し い 城 塞 を 築く た め に 使用 され ます 。 そ の た め 、 長 期 に わた っ て 銅 と 鍋 
の 供給 を 受け な けれ ば な り ま せん 。 鈴 と 銅 が それ ぞ れ 1 な いし 2 単位 確保 で きる 地形 
区 画 が 必要 で す 。 ゲ ー ム が 後半 に な る に つれ 、 青 銅 は 、 軍 隊 ユ ニッ ト の 構築 も 含め そ 
の 使用 目的 の ほとん ど が 鋼鉄 に 置き か えら れ ま す 。 























例え 、 プ レイ ヤー の 国 に 馬 が いな く て も 、 馬 は 交易 で 購入 で きる チャ ンス 
が 高く 、 い くつ も の 馬 放 牧場 を 持つ 国 を 征服 する こと も で きま す 。 馬 放牧 
場 区 画 は 、 生 産 レ ベル が 1 に 限定 され て いて 、 旧 世界 の み で 見 つか り ま す 。 


食糧 資源 
4 員 交 層 軍船 朋 数 ・ 陸 軍 連 隊 数 を 合計 し た 数 に な り ま す 。 ゲー ム 

で は 3 種類 の 食糧 資源 が あめ り ます 。 それ ら の うち 食肉 と 
穀物 の 二 つ は 昌世 界 で の み 見 られ ます 。 3 番目 の 角 は あら ゆる 海 や 川 の 区 画 で 見 つか 
り ます 。 


どん な 部 隊 も 同 量 の 食糧 を 消費 する の で 、 弱 い 2 部 隊 よ り 強 力 な 1 部 隊 の 方 が ずっ と 
効率 的 で す 。 同 様 に 、 2 人 の 見 習い 労働 者 より も 1 人 の 高度 な 訓練 を 受け た 労働 者 の 
方 が ずっ こと 効果 的 で す 。 


プレ イヤ ー が 「 入 門 ] も し く は 「 初 級 ] の 難易 度 で ゲー ム を 行う と 、 食 糧 経 済 は 自動 
的 に 易しく 設定 され ます 。 食糧 経済 を 易しく 設定 する こと で 、 プ レイ ヤー の 難易 度 を 
カス タマ イズ する こと も で きま す 。 単純 な 食糧 経済 は 、 プ レイ ヤー の 帝国 を 含む お すべ 
て の 大 国 の 人 口 は 、 ど ん な 種類 の 食糧 で も 食べ て 生産 力 を 保つ こと を 意味 し ます 。 複 
雑 な 食糧 経済 は 、 肉 (食肉 と 魚 ) と 食糧 を 均等 に 分 配 す る (ほとん ど 等 分 ) 必要 が あ 
り ま す 。 


複雑 な 食糧 経済 設定 に お いて も 、 粗悪 な "種類 の 食糧 を 強い られ た と し て も 誰 も 負え 
死に は し ませ ん 。 単 純 な 食糧 経済 設定 に お いて も 、 必 要 と され る 量 の 食糧 が 供給 で き 


馬 
等 馬 は 、 陸 軍部 隊 を つく る た め に 利用 され ます 。 馬 は 、 1 区 画 で 十分 で す 。 














プレ イヤ ー の 帝国 の 食糧 消費 は 、 首都 の 労働 者 総数 ・ 海 
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る 限り 、 労 働 者 は 生き 延び ます 。 食糧 は 取引 まさ れ ま せん 。 あ ら ゆ る 種類 の 食糧 は 禄 
庫 に 積み 上 げ ら れ 、 覧 明 な 統治 者 は 手中 に 余分 な 食糧 を 備蓄 し 続け る は ず で す 。 


新 世界 の 産業 資源 
次 に 説明 する 資源 は 新 世界 だ け で 見 つか り ま す 。 
障 好 品 を 生産 する た め の 資 源 
ブレ イヤ ー の 産業 労働 者 (見 習い を 除く ) は 、 タ ー ン ご 
イク 電 勿 9 と に 嗜好 品 を 消費 する 権利 を 主張 し ます 。 そ れ ら の 叶 好 
品 は 、 新 世界 の 資源 か ら 生産 され る も の で す 。 新 世界 に 
お いて 、 サ トウ キビ ・ タバ コ ・ 毛 皮 を 産出 する 地形 区 画 を 見 つけ る は ず で す 。 そ れ ら 


が 輸送 され る と 、 精 糖 ・ 葉 巻 ・ 毛 皮 の 帽子 と 呼ば れる 嗜好 品 を 生産 する の に 使用 され 
ます 。 





















































基本 の 見 習い 労働 者 の レベ ル 以 上 に 訓練 を 受け た 全 労 働 者 に と っ て 、 嗜 好 品 は 必要 不 
可 欠 な も の で す 。 ゲ ー ム が 単純 嗜好 品 設定 に な っ て いる と 、 そ れ ら の 労働 者 は 、 入 手 
で きる どん な 嗜好 品 で も 消費 し ます 。 こ れ ら の 需要 は 、 そ れ ぞ れ の 世界 全体 の 総 資源 
量 と 密接 に 結び つい て いま す 。 例 えば 、 最 低 レ ベル の 訓練 を 受け た 労働 者 は 初級 労作 
者 と 呼ば れ 、 最 も 一 般 的 な 嗜好 品 で ある 精糖 を 消費 し ます 。 


綿花 
Ne 綿花 は 、 旧 世界 の 羊毛 の 代用 品 も し く は 羊毛 に 追加 する 形 で 利用 され ます 。 





綿花 は 、 羊 毛 の 供給 が 限定 され て いる 国々 に と っ て 最も 利用 度 が 高い も の 
3 商 





























新 世界 の 富 
| | ! イ ン ベ リア リズ ム L」 は 、 旧 共 
僅 〆* (の | 5』 | 【 届 』M| の 大 国 が 価値 ある 資源 を 了 准 し それ 
を 母国 に 輸送 する こと で 力 を 蓄え て 
いっ た 歴史 的 期間 を モデ ル と し て いま す 。 ほ と ん どの ゲー ム で 、 プ レイ ヤー は 交易 だ 
け で は 十分 な 資金 得る こと が で きま せん 。 プ レイ ヤー が や ら な けれ ば な ら な いこ と 
は 、 富 を 生む 品々 を 見 つけ 出し 賠 礁 する こと で す 。 あ ら ゆ る 富 の 品々 は 、 自 国 に 到着 
し た 時 点 で すぐ に 直接 現金 に 変わ り ま す 。 











ゲー ム に 登場 する 5 種類 の 富 の 価格 は 様々 で す 。 な か で 、 香 辛 料 の 価格 は 1 単位 当り 
5 0 ドル と 最低 で すか ら 探 し 出す 必要 は あり ませ ん 。 接 続 し 開発 すれ ば 、 ど の 硝 辛 料 
園 も 香辛料 を 生産 する こと が で きま す 。 そ の 他 の 富 で ある 銀 (丘陵 ) ・ 金 と 宝石 ( 山 
岳 ) ・ ダ イヤ モン ド (砂漠 ) は 、 探 険 家 が 試 掘 する こと で まず 発見 され な けれ ば な り 
ませ ん 。 














「 輸 送 」 画面 に これ ら の 富 が 表示 され る の は 、 プ レイ ヤー が 富 を 保有 する 州 を 礁 取 し 、 
建築 士 が その 地形 区 画 を 開発 し 、 建 設 技師 が 港 と 接続 させ た 時 で す 。 富 を 産出 する 地 
形 区 画 を 商人 に 購入 させ 、 開 発 と 接続 (種族 の 首都 と ) を 完了 させ る と 、 交 易 で の 売 
り 込み 表 に 富 が 現れ ます 。 
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町 の 開発 

それ ぞ れ の 州 に は 1 つの 町 が 含ま れ ま す 。 ゲ ー ム 開始 時 点 で は 、 そ れ ら の 町 は な に も 
生産 し ませ ん 。 帝国 が 「 国 家 官 僚 組織 ] と 呼ば れる 技術 を 修得 する と 、 建 築 士 が 町 の 
レベ ル を 上 げ る こと が で きま す 。 町 の レベ ル を 上 げ る と 、 輸 送 網 に 加工 品 が 加わ り ま 
す 。 輸 送 網 に 加わ る 加工 品 は 、 そ の 町 が 存在 する 州 で 開発 され 接続 され て いる 資源 に 
より ます 。 例 えば 、 そ の 州 に 合計 4 単位 の タバ コ を 生産 する タバ コ 栽 培 場 が 含ま れ て 
いる と 、 町 で 1 単位 の 葉巻 が 生産 され ます 。 こ れ は 、 原 料 と し て の タバ コ を 使っ て し 


まう と いう こと で は あり ませ ん 。 そ れ に 葉巻 が 付け 加わ っ た も の で す 。 他 の 地形 区 画 
と 同じ 輸送 ルー ル が 、 町 に も 適用 され ます 。 
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「 産 業 ] 画面 は 3 種類 の 異な る パネ ル か ら 構 成 さ れ て いま す 。 各 パネ ル は 、 物 資 の 生 
産 ・ ユ ニッ ト の 構築 ・ 労 働 者 管理 を 表し て いま す 。 産 業 画面 の 上 部 中 央 に ある 大 き な 
アイ コン を 使用 し て 、 対 象 の パネ ル を 選択 し ます 。 産 業 ] 画面 は 、 も っ と も 多く の 時 
間 を 費やす 指示 画面 で す 。 輸送 ・ 交 易 ・ 外 交 ・ 技 術 と は 異な り 、 こ の 画面 に は 問 繁 に 
アク セス し 注意 を 払わ な か けれ ば な り ま せん 。 























ター ン の な か で 「 地 形 マ ッ プ ] 画面 に め る 「 タ ー ン 終了 」 ボタ ン を クリ ッ ク す る こと 
で 、 こ の 画面 で 指示 し た 生産 (構築 ) 指示 が 実行 され ます 。 生 産 (構築 ) され た も の 
は すべ て 、 次 の ター ン で 利用 で きま す 。 


「 地 形 マ ッ プ ] 画面 か ら 「 産 業 ] 画面 に 移行 する た め に は 、 画 面 下部 に ある ゴー ルド リ 
ボン の 「 工 場 ] アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 


バネ ル 谷 域 の 情報 


どの 産業 パネ ル を 使用 し て いる か に 関わ ら ず 、 画 面 の 両 サ イド に ある 巻物 に は いく つ 
か の 重要 な 情報 が 表示 され て いま す 。 左側 の 巻物 で は 都市 労働 者 が 確認 で きま す 。 労 
働 者 に 様々 な 労働 を 指示 する と 、 労 働 力 アイ コン (ハル ハン マー を 握っ た 手 ) の 下 に 表示 
され て いる 数 値 が 減り ます 。 労 働 力 アイ コン の 下 に ある 数 値 は ター ン の あい だ 一 定 で 
変わ り ま せん 。 1 人 の 見 習い 労働 者 は 、 タ ー ン ご と に 1 単位 の 労働 力 を 供給 し ます 。 

初級 労働 者 は より 大 き な 労 働 力 (ター ン ご と に 4 単位 ) を 供給 し ます 。 中級 労 働 者 は 、 
ター ン ご と に 6 単位 を 給 し ます 。 最 後 の 上 級 労働 者 は 、 タ ー ン ご と に 8 単位 の 労働 力 
を 供給 し ます 。 画 面 右 上 の ホッ ト テ キス ト で 労働 者 の 種類 を 確認 する こと が で きま す 。 


全 労 働 者 が すべ て の ター ン で 食糧 を 消費 し 、 労 働 者 の な か に は ター ン ご と に 嗜好 品 を 
消費 する 者 も いま す 。 彼 ら は 、 倉 庫 の 備蓄 品 か ら 直 接 消 費 し ます 。 タ ー ン で 要求 され 
る 食糧 の 合計 は 、 画 面 右 側 の 巻物 に 表示 され て いま す 。 表 示さ れ た 食糧 は 、 理 想 的 な 
安定 し た 食事 内 容 を 示し て いま す 。 

労働 者 は 、 自 身 の 秀 え を し の ぐために どん な 種類 の 食糧 で も 摂取 し ます 。 し か し 、 複 
雑 な 食糧 経済 に 設定 し て いる の な ら 、 労 働 者 が 望 お 種類 の 食糧 を 供給 し な い 場 合 、 タ 
ー ン の あい だ 彼ら は 病気 と 告げ られ 労働 力 を 供給 し ませ ん 。 


食糧 需要 の 下 に ある の が 嗜好 品 に 対す る 要求 で す 。 理 想 的 な 嗜好 品 構成 が 示さ れ ま す 。 
単純 な 嗜好 品 経済 設定 に お いて は 、 ど ん な 嗜好 品 で も 要求 を 満た し ます 。 嗜好 品 経 済 
を 複雑 に 設定 する と 、 そ こ で 要求 され て いる 数 字 と 等 し い 嗜好 品 を ター ン ご と に 供給 
する よう 努め な けれ ば な り ま せん 。 そ うし な けれ ば 、 労 働 者 達 は 病気 と 告げ られ 働く 
こと を 拒絶 し ます 。 


廊 庫 の 活用 
プレ イヤ ー が どの パネ ル を 使用 し て いる か に 関係 な く 、 画 面 上 部 に ある 背景 が 青色 の 


横 幕 に 表示 され て いる 倉庫 内 容 は いつ で も 利用 で きま す 。 こ の 倉庫 の 幕 は 、 利 用 可能 
な 物資 を 教え て くれ ます 。 そ れ ら の 物資 は 、 ご の パネ ル で も 生産 や 構築 で 消費 され ま 
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す 。 倉 庫 に ある 物資 は 交易 に も 利用 で きま す 。「 交 易 ] 画面 に 移行 し た と き に 売り 込み 
を 指示 で きる 物資 と 量 は 、 そ の 瞬間 に 倉庫 に ある 物資 と その 在庫 量 で す 。 
生産 バネ ル の 使用 方 法 


ch 
ュー タ の 間 で 制御 主 











体 切替 昼 庫 に ある 物資 
ヘル プ 呼 び 出し 
地形 マッ プ に 戻る 
生産 され る 物資 
生産 に 必要 な 技術 が 
未 習得 の 生産 物 次 
必要 な 資源 





「 生 産 」 パネ ル は 、 輸 送 や 交易 で 手 に 入れ た 資源 を 、 よ り 効 果 で 有益 な 物資 に 加工 する 
よう 指示 する た め の 画 面 で す 。 


生産 の コン ピュ ー タ 管理 
「 産 業 ] 画面 の 左上 に 、 コ ンピュータ も し く は プレ イヤ ー が 管理 する の 
過 | 員 か を 切り 替え られ る ボタ ン が あり ます 。 こ の ボタ ン で コン ピュ ー タ 管理 
を 設定 する と 、 生 産 は ター ン ご と に 自動 的 に 行わ れ ま す 。 プ レイ ヤー が 
コン ピュ ー タ の 設定 を 変更 する と プレ イヤ ー の 指示 が 実行 され ます が 、 そ の まま コン 
ピュ ー タ 管理 の まま に し て お く と 、 プ レイ ヤー の 指示 は その ター ン 限 り と な り ま す 。 
次 の ター ン で は 、 コ ンピュータ が 再び 最善 だ と 判断 し た 生産 指示 を 設定 し ます 。 


メモ : ユニ ッ ト 構 築 と 労働 者 管理 [産業] 画面 の 別 の パネ ル ) は 、 コ ンピュータ に 任 
せる こと は で きま せん 。 こ れ ら の パネ ル を 使用 する と き は 、 管 理 設定 ボタ ン は グレ ー 
で 表示 され 、 コ ンピュータ が 使え な いこ と を 示し ます 。 


スラ イダ ー の 意味 と 使用 方 法 

「 生 産 ]」 パネ ル の 各 ス ライ ダー は 、 産 業 の 1 種類 を 表し て いま す 。 ど の スラ イダ ー が 何 
か を 知る た め に は 、 そ の スラ イダ ー に カー ソル を 合わ せ 、 画 面 右上 に ある ホッ ト テ キ 
スト を 読ん で くだ さい 。 


スラ イダ ー の 生産 量 を 増加 する た め に は 、 ス ライ ダー 右側 に ある ゴー ルド の 矢印 を ク 
リッ ク す る か が か 、 ス ライ ダー の 内 側 を クリ ッ ク し ます 。 物 資 の 生産 が 不可 能 な 場合 、 茶 
色 の 矢印 が 表示 され ます 。 生産 不 可能 を 表す 矢印 に は 、 2 つの 理由 が あり ます 。 


1 つ 目 の 可能 性 は 、 全 労働 者 が この ター ン で 労働 に 従事 し て いる こと で す 。 ス ライ ダー 
で 生産 を 1 単位 増加 ご せる た め に は 、 2 単位 の 労働 力 が 必要 で す 。 全 労働 者 が 既に 仕 
事 を 割り 当て られ て いる 場合 、 画 面 左 側 の 「 人 ハン マー を 握っ た 手 ] アイ コン に 赤い X 
印 が 表示 され 、 そ の 下 の 数 値 も 赤色 で 表示 され ます 。 ま だ 利用 で きる 労働 者 を 持っ て 
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モー 


いる な ら 、 生 産 で 必要 な 資源 を 使い 果たし た と き に スラ イダ ー が 動か な く な り ま す 。 
画面 上 部 に ある 倉庫 で 利用 で きる 数 量 を 確認 し て くだ さい 。 


生産 

各 ス ライ ダー は 、 1 種類 の 物資 を 生産 し ます 。 羊毛 と 綿花 の スラ イダ ー は 同じ 物資 で 
ある 布地 を 生産 し ます 。 他 の すべ て の 物資 は 、 1 種類 の スラ イダ ー で の の み 生 産 さ れ ま 
す 。 技術 の 修得 が 生産 を 可能 に し た 後 か ら だ け 表 示さ れる いく つか の スラ イダ ー が あ 
り ま す 。 


あら ゆる 生産 は 、 2 単位 原料 か ら 1 単位 の 製品 が 基本 と な っ て いま す 。 例 えば 、 紡 織 
工場 で は 、 2 単位 の 綿花 か 羊毛 か ら 1 単位 の 布地 を 生産 し ます 。 





[生産 スラ イダ ー] 

資源 製品 
し LL 0、…………… 誠二 康二 羊毛 また は 綿花 .…… 布地 (2 単位 の 綿花 また 羊毛 か ら ) 
机 和 ro oe 材木 (2 単位 の 原木 か ら ) 
し し 紙 (2 単位 の 原木 か ら ) 
青銅 鋳 造 所 ……………… ひ …… ひ …… eo 青銅 ( 銅 と 鈴 各 1 単位 か ら ) 
鉄 精錬 所 .…………………. 拓 和 oe 鋳鉄 (2 単位 の 鉄鉱 石 か ら ) 
利伸 oe 鉄鉱 石 と 石炭.……… 鋼鉄 (鉄鉱 石 と 石炭 各 1 単位 か ら ) 
砂糖 精製 所 .… せ … せ ……………… ae 精糖 (2 単位 の サト ウキ ビ か ら ) 
本 ro 提 ae 葉巻 (2 単位 の タバ コ か ら ) 
| 人 に 毛皮 の 帽子 (2 単位 の 毛皮 か ら ) 


者 衝 Hg ホッ ト テ キス ト 領 域 





ュー タ の 問 で 制御 主 se 
体 切替 電 

ヘル プ 呼 び 出 し 
地形 マッ プ に 戻る 

建造 可能 な 船 前 
構築 に 必要 な も の 

構築 可能 な 

陸軍 ユニ ッ ト に ーー 


仁和 


「 産 業 」 画面 上 部 に ある 「 交 差し た 旗 ]」 アイ コン を クリ ッ ク す る こと で 、「 ユ ニッ ト 構 
築 」 パネ ル に 移行 し ます 。 
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画面 に は 3 種類 の 構築 領域 が め り ま す 。「 大学 | ・「 造 兵 誠 ] ・「 造 船 所 ] は 異な る 種 
類 の ユニ ッ ト 構 築 場所 で す 。 順 に 、 市 民 ユ ニッ ト ・ 陸 軍 連 隊 ・ 海軍 艦船 と な り ま す 。 
新しく 構築 され た ユニ ッ ト は 、「 地形 マッ プ 」 画面 上 に 現れ 、 次 の ター ン 開 始 時 の 「 タ 
ー ン 要約 ] で 告知 され ます 。 

細 都 が ある 州 も し く は 首都 に ある 港 か ら 、 新 ユニ ッ ト の 最初 の ター ン が 開始 され ます 。 


同じ 操作 方 法 で 、 全 3 種類 の ユニ ッ ト が 構築 で を ます 。 そ れ を 選択 する た め に は 、 必 
要 な ユニ ッ ト の 絵 を クリ ッ ク し ます 。 パ ネル 左側 の 構築 領域 に その ユニ ッ ト が 表示 さ 
れ ま す 。 構 築 数 は 、 構 築 領 域 の ユニ ッ ト の 絵 の 下 に ある 矢印 を 利用 し て 調整 し ます 。 
それ ぞ れ の ユニ ッ ト に カー ソル を 合わ せる と 、 画 面 右上 の ホッ ト テ キス ト 領 域 で ユニ 
ッ ト の 情報 が 提供 され ます 。 


市 民 ユ ニッ ト の 構築 

あら ゆる 市 民 ユ ニッ ト が 現金 と 紙 を 必要 と し ます 。 

これ ら の 品目 が 1 つ で も 不足 し て いる と 、 構 築 対 象 ユ ニッ ト の 絵 の 下 側 に ある その 品目 に 
赤い X 印 が 表示 され ます 。 市 民 ユ ニッ ト は 、 海 軍 や 軍事 ユニ ッ ト に 比べ る と 容易 に 構築 で 
きま す 。 市 民 ユ ニッ ト が 安価 だ か ら で す 。 市民 ユニ ッ ト は 食事 を 取ら な いし 、 産 業 の 労働 
力 を 減ら し ませ ん 。 ゲ ダーム 開始 時 点 (難易 度 : 標準 以上 ) で は 、 4 種類 の 市 民 ユ ニッ ト を 
構築 で きま す 。「 探 検 守 ] ・「 建 築 土 ] ・「 建 設 技師 ] ・「 ス パイ 」 で す 。 技術 を 研究 する 
こと で 、「 商 人 ] と 鉄道 技 師 ] と いう 新しい ユニ ッ ト が 構築 で きる よう に な り ま す 。 


陸軍 連隊 の 構築 

陸軍 連隊 の 構築 で は 、 あ る 数 量 の 布地 と ある 種 あ る 数 量 の 金属 そし て 見 習い 労働 者 を 
必要 と し ます 。 ま た 、 馬 や 材木 を 必要 と する 連隊 も あり ます 。 こ れ ら の 品目 が 1 つ で 
も 不定 し て いれ ば 、 そ の 品目 に 赤い X 印 が 表示 され ます 。 プ レイ ヤー に と っ て の 最大 
の 損失 は 労働 者 を 失う こと で す 。 新しい 技術 を 修得 する と 、 連隊 は 、「 駐 屯 部 隊 ブ ッ ク 」 
で レベ ル を 上 げ る こと が で き 、 よ り 進 歩 し た 同種 の 連隊 と な り ま す 。 


「 造 兵 湊 ] の ユニ ッ ト 編 成 は 一 般 的 な 連隊 分 類 で あり 、 ツ ー ル バー 上 の 編成 と 似 て いま 
す 。 こ れ は 、 あ る 時 期 に 構築 で きる 連隊 が 一 般 的 な 分 類 の な か で 一 つ に 限定 され て い 
る こと を 意味 し ます 。 次 が 一 般 的 な 分 類 で す 。「 軽 歩兵 ] ・「 常 備 歩兵 | ・「 重 歩兵 」 
・「 弓 射手 ] ・「 軽 騎兵 」 ・「 槍 騎兵 ] ・「 重 騎兵 ] ・「 軽 火砲 ] ・「 重 火砲 ] の 9 
分 類 で す 。 分 類 は 「 造 兵 湊 ] パネ ル で いつ も 同じ 位置 に 表示 され ます 。 画面 右上 の 
ホッ ト テ キス ト を 読む お こと で 、 ユ ニッ ト が 属す る 分 類 を 知る こと が で きま す 。 


ゲー ム に お いて 軍隊 が 成功 を 収め た 褒賞 と し て 「 造 兵 有 湊 ] が 向上 し 、 経 験 メダ ル を 持 
っ て 始ま る 連隊 を 構築 する こと が で きる よう に な り ま す 。 連隊 分 類 の 詳細 に つい て は 
5 9 真 を 参照 し て くだ さい 。 


海軍 船舶 の 建造 

船 朋 が 必要 と する も の は 、 船 体 の た め の 材 木 ・ 砲 の た め の 金 属 ・ 推 進 カ の た め の 布 地 
や 石炭 で す 。 船 舶 は 乗組 員 と し て の 1 単位 の 労働 者 を 必要 と し ます 。 こ れ ら の 品目 の 
1 つ で も 不定 し て いれ ば 、 そ の 品目 アイ コン に 赤い X 印 が 表示 され ます 。 有 船舶 は 多く 
の 貴重 な 物資 を つぎ 込む た め 、 過 度 な 建造 は 帝国 の 初期 的 発展 を 遅らせ ます 。 異な る 
種類 の 船舶 に 関す る 詳細 は 4 9 真 を 参照 し こく だ さい 。 
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労働 者 パネ ル の 使用 方 法 
産業 画面 の 切り 替え 


地形 マッ プ に 戻る ヘル プ 呼 び 出し 


現在 の 労働 力 
見 習い 労働 者 
初級 労働 者 
中 級 労働 者 
上 級 労 働 者 
死亡 者 数 


病気 者 数 


食糧 及び 剛 好 品 
の 電 要 








陸軍 連隊 数 市 民 ユ ニッ ト 数 朋 舶 数 


「 産 業 ] 画面 中 央 の 頂上 に ある 「 ハ ンマ ー を 握っ た 手 ] アイ コン を クリ ッ ク す る こと で 、 
労働 者 パネ ル に 移行 し ます 。 


製品 を 生産 する 生産 パネ ル の スラ イダ ー は 、 労 働 力 を 必要 と し ます 。 例 えば 、 倉庫 に 
十分 な 量 の 綿花 や 羊毛 を 持っ て いる と し て も 、 労 働 力 な くし て は 布 を 生産 で きま せん 。 
この パネ ル は 、 プ レイ ヤー の 労働 力 を 増やし 向上 させ る た め に 利用 され ます 。 


労働 力 は 、 画 面 左側 の 巻物 に ある 「 ハ ンマ ー を 握っ た 手 ] アイ コン で 象徴 され て いま 
す 。 手 の 下 に 示さ れ た 2 つの 数 字 で 、 利 用 で きる 労働 者 に よっ て 供給 され る 総 労働 力 
量 と これ か ら 利 用 で きる 労働 力量 を 確認 で きま す 。 そ れ ぞ れ の ター ン で 労働 者 に 仕事 
を 割り 当て る た びに 左側 の 数 字 が 減少 し 、 残 り の 労働 力量 を 示し ます 。 


労働 者 の 雇用 

労働 者 は 、 訓練 レベ ル に より 決定 する 労働 力 を 提供 し ます 。 新 し い 労 働 者 が 画面 上 部 
の スラ イダ ー で 雇用 され る と 、 そ の 訓練 され て いな い 労 働 者 は ター ン ご と に 1 単位 の 
労働 力 の み を 供給 し ます 。 一 般 的 に は 、 雇 用 し た 全 労 働 者 を 食べ させ る た め 、 食糧 に 
連動 し た 速度 で 労働 者 を 雇用 し な けれ ば な り ま せん 。 よ り 多 く の 労 働 者 は 、 見 習い 労 
働 者 で さえ も 、 よ り 多 く の ユ ニッ ト 構 築 と より 多く の 生産 を 意味 し ます 。 労 働 者 の 雇 
用 に は 布地 が 必要 で す 。 


労働 者 の 訓練 

ゲー ム 開 始 時 点 で は 、 労 働 者 を 訓練 する こと は で きま せん 。 労 働 力 を 向上 する た め の 
新 技術 を 研究 する 必要 が あり ます 。 こ れ ら の 技術 は 修得 すべ き 重 要 な 技術 で す 。 し か 
し 、 全 部 で 3 種類 ある 訓練 を 受け た 労働 者 に は 、 新 世界 か ら の 嗜好 品 が 必要 で す 。 初 
級 労働 者 は 精糖 を 要求 し 、 中 級 労働 者 は 葉巻 を 望み 、 上 級 労働 者 に は 毛皮 の 帽子 が 必 
要 で す 。 彼 ら の 要求 に 対応 で きる 態勢 を 整え る 前 に 多く の 労働 者 を 訓練 すべ き で は あ 
り ま せん 。 


「 イ ン ペ リア リズ ム 」 で は 、 お そら く 可 能 な 限り 迅速 に 訓練 し て きた は ず で す 。 訓練 が 
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裏目 に 出る こと は あり ませ ん で し た 。 

「 イ ン ペ リア リズ ム II」 の 訓練 時 期 の 決定 に は より 高度 な 判断 力 が 求め られ ます 。 新 世 
界 の 嗜好 品 が 必要 な た め 、 ゲ ー ム 終了 時 に お いて も 、 す べ て の 労働 者 を 訓練 する こと 
が で き な い で し ょ う 。 ゲ ー ム 全体 を 通じ て 、 す べ て の 国 の 過半 数 の 労働 者 が 初歩 的 な 
レベ ル の まま で ある こと を 心 に と め て お いて くだ さい 。 帝国 が 供給 可能 な 嗜好 品 以上 
に 労働 者 を 訓練 し よう と は し な いで くだ さい 。 単純 な 嗜好 品 経 済 に お いて さえ 、 訓 練 
を 受け た 労働 者 は 食糧 に 加え て な ん ら か の 嗜好 品 を 必要 と し ます 。 訓練 を 受け た 労作 
者 が 嗜好 品 を 手 に 入れ な い 状 況 に な る と 、 そ の 労働 者 は な に も 仕事 を し ませ ん 。 


プレ イヤ ー が 新しい 訓練 技術 を 修得 する と 、 訓 練 を 行う た め の ス ライ ダー が 労働 者 パ 
ネル に 表示 され ます 。 訓練 に は 、 1 単位 の 労働 者 と 紙 ・ 現 金 が 必要 で す 。 必 要 な 品目 
が 不定 し て いる と 、 そ の アイ コン に 赤色 の X 印 が 表示 され ます 。 各 級 労働 者 の 労働 力 
価値 は 、 パ ネル の 右 下 隅 に ある 表 に まとめ られ て いま す 。 


労働 者 を 訓練 する と 、 そ の ター ン の その 労働 者 の 労働 力 は 生産 に は 使え ませ ん 。 労働 
者 全員 に 製品 を 生産 する よう に 割り 当て た 後 で 訓練 し よう と し た ら 、 対 象 の 労働 者 が 
いな い の で 訓練 は で きま せん 。 も ちろ ん 、 生 産 パ ネル の 生産 を 減ら すこ と で 、 労 働 者 
を 解放 する こと は で きま す 。 粗 悪 な 種類 の 食糧 を 食べ て いる 労働 者 や 嗜好 品 を 受け 取 
れ な い 労 働 者 も 訓練 は 可能 で す 。 


労働 者 へ の 食糧 供給 

労働 者 に 労働 力 を 発揮 させ る た め に は 、 タ ー ン ご と に 1 単位 の 食糧 を 与え な けれ ば な 
り ま せん 。 そ れ ぞ れ の 労働 者 は 、 食 べた いと 思う 加工 され て いな い 食 糧 を 好み ます 。 

まっ た く 食 事 が で き な い と 、 そ の 労働 者 は 鍼 死 し 、 産 業 組織 か ら 排 除 さ れ ま す 。 単純 
な 食糧 経済 が 設定 され て いる と 、 労 働 者 は どん な 種類 の 食事 で も 労働 力 を 供給 し ます 。 


パネ ル 左 下 に ある 人 口 図 で は 、 総 人 口 が 3 つの グル ー プ に 分 類 さ れ て いま す 。 こ れ ら 
の 3 グル ー プ の 総数 は 、 各 ター ン に 要求 され る 食糧 の 総量 と 常に 等 し いも の で す 。 


消費 され た 食糧 は 、 プ レイ ヤー が 「 タ ー ン 終了 ]」 ボタ ン を クリ ッ ク し た 時 点 で 、 還 送 
し て きた 食糧 か ら 差し 引か れ ま す 。 労 働 者 全員 に 必要 な 食糧 の 各種 別 が 輸送 で き な い 
と き は 、 必 要 な 種別 の 残り 量 を 倉庫 か ら 供給 し ます 。 倉 庫 に も 食糧 が な いと 、 最 終 的 
に は 人 角 死 者 が で る こと に な り ま す 。 
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交易 
物資 の 価格 
地形 マッ プ に 戻る ヘル プ 呼 び 出し 
倉庫 に ある 物資 の 量 

買い 付け る 物資 船舶 の 割り 当て 

市 場 に 売り 出す 物資 
売り 込 お 物資 の 
他 の 指示 画面 へ の 移行 - 財 ーー ニュ 


世界 中 に ある すべ て の 大 国 ・ 小 国 ・ 種 族 は 、 タ ー ン ご と に 、 世 界 市 場 で 物資 を 買お う 
と し た り 売 ろう と し た り し ます 。 プ レイ ヤー に と っ て の 交易 の 意義 は 、 現 金 を に 人 
れる た めで あり 、 産 業 に 必要 な 物資 を 手 に 入れ る た め に で あり 、 小 国 や 新 世界 の 種族 
に 対す る 経済 的 支配 を 発展 させ る た めで す 。 


「 交 易 」 画面 を 利用 し て 、 販 売 目的 の 物資 を 設定 し 、 買い た い 物 資 を 設定 し ます 。 プレ 
イヤ ー が 地形 マッ プ 画 面 で 「 タ ー ン 終了 ]」 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、 買 い 付け を 指示 
し た いく つか も し く は すべ て の 品目 に つい て 売り 込み を 受け ます 。 ま た 、 販 売 し た 物 
資 は 、 産 業 画 面 の 倉庫 か ら 差し 引か れ ま す 。 


[地形 マッ プ |」 画面 か ら 「 交 易 指示 ] 画面 に 移行 し た いと き は 、 画 面 下 部 に ある ゴー ル 
ドリ ボン の 「 コ イン 」 アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 


交易 の コン ピュ ー タ 管理 

「 交 易 」 画面 左上 に 、 交易 の 管理 を コン ピュ ー タ も し く は プレ イヤ ー の 
品 負 どちら が 行う か を 設定 で きる ボタ ン が あり ます 。 こ れ を コン ピュ ー タ 管 

理 に 設定 する と 、 プ レイ ヤー の 交易 は ター ン ご と に 自動 的 に 行わ れ て い 
きま す 。 プ レイ ヤー が コン ピュ ー タ アド バイ ザー の 設定 を 変更 する と 、 ぞ の 2 の 
交易 は プレ イヤ ー の 指示 通り に 実行 され ます 。 し か し 、 設定 を コン ピュ ー タ 管理 の ま 
電 必 届き 夫 くき と 。 その 指示 が 効力 を 発揮 する の は その ター ン の み に 限 定 さ れ ま す 。 次 
の ター ン で は 、 コ ンピュータ アド バイ ザー が 再び 最善 と 判断 する 交易 指示 を 設定 し ます 。 


交易 画面 の 表示 内 容 

[交易 」 画面 の 各行 は 、 行 左端 に ある アイ コン で 示さ れ て いる 物資 に 関す る 情報 を 提供 
し て いま す 。 物資 アイ コン に カー ソル を 合わ せる と 、 画 面 右上 の ホッ ト テ キス ト に 物 
資 の 名 称 と 輸送 状況 が 表示 され ます 。 


行 の な か ほど に は その 物資 の 現在 の 国際 価格 と 倉庫 に 積ま れ て いる 数 量 が 表示 され て 
いま す 。 倉 庫 の 数 量 は 、「 産 業 ] 画面 で 指示 し た 生産 で 使わ れる 量 を 差し 引い た も の で 
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す 。 所 有 し て いな い 物 資 や その ター ン で 使用 する よう 産業 に 指示 し た 物資 を 売る こと 
は で きま せん 。 


の 
ング 《 り // クン クン 
ンク 、 が 2 / ' 


の 
(アク 
バラク 2 


宝石 ・ ダ イア モン ド の 発見 

新 世 界 で 探検 守 が 宝石 や 1 ダイ アモ 
ンド を 発見 する と 、 帝 国 の 建築 士 
は 、 そ れ ら 足 重 な 石 を 埋蔵 し て い 
る 土地 区 画 に 鉱山 を 建設 する こと 
が で きま す 。 








交易 の 理解 

「 イ ン ペ リア リズ ム HI」 の 経済 に お いて は 、 物 資 に 対す る 不足 や 競争 が あり ます 。 例 え 
ば 、 石 炭 の よう な 資源 を 欲し いと 思い 、 そ の 買い 付け を 指示 し て も 、 プ レイ ヤー の 大 
国 が その ター ン で 石炭 を 受け 取る こと を 保証 され て いま せん 。 そ れ が 成功 する か どう 
か は 、 和 石炭 の 国際 価格 ・ 石 炭 産出 国 に 対す る 自国 の 交易 政策 ・ 自国 と その 他 の 国々 と 
の 外交 関係 に より ます 。 


すべ て の 大 国 ・ 小 国 ・ 種 族 が 売り 込み 指示 ・ 買い 付け 指示 を 設定 し 、 す べ て の 大 国 が 
ター ン を 終了 する と 、 そ の ター ン の た め の 取 り 引 き 可 能 性 が ある 交易 リス ト が 作成 さ 
れ ま す 。 よ り 詳 し い 説 明 は 9 6 頁 の 「 交 易 売 り の 込み の 受領 」 を 参照 し て くだ さい 。 


例 : 交易 で の 売り 込み 

小国 で ある デン マー ク が 石炭 の 売り 込み を 決め る と 、 そ の 石炭 すべ て が 、 最 初 に イ ギ 
リス に 対す る 売り 込み 表 と し て 提示 され ます 。 イ ギリ ス は デン マー ク が 最も 好意 を 感 
じ て い る 国 で 、 こ の ター ン で 最初 に 石炭 の 売り 込み を 受け 取る こと に な っ た の で す 。 
イギリス の 統治 者 が 、 あ る 数 量 (0 の 場合 も ある ) の 石炭 の 購入 を 決め る と 、 イ ギリ 
ス が 購入 し た 分 を 除く 石炭 が デン マー ク の 好意 的 な 交易 相手 リス ト の 2 番目 の 国 に 提 
示さ れ ま す 。 売り手 の 石炭 が すべ て 購入 され る か 、 石 誠 の 買い 手 が い な く な る まで こ 
の 過程 が 続き ます 。 


プレ イヤ ー の 目標 は 、 自 国 が 他 の 多く の 国々 の 友好 的 な 交易 相手 リス ト の トッ プ に な 
る こと で す 。 プ レイ ヤー が 最も 必要 と し て いる 資源 を 産出 する 有望 な 交易 相手 に その 
努力 を 集中 し て くだ さい 。 国 際 や 交易 政策 さら に 外交 関係 を 含む 様々 な 要素 を 考慮 し 
て 活動 し て くだ さい 。 
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価格 

「 交 易 」 画面 で 表示 され て いる 価格 は 、 直 前 の ター ン で 取り 引き され た 物資 の 世界 市 場 
に お ける 価格 で す 。 こ の 価格 は 、 そ の ター ン に お ける 基準 価格 で あり 、 供 給 や 需要 に 
より 高く な っ た り 安 く な っ た り し ます 。 そ の ター ン で その 物資 の 需要 が 供給 より も 強 
いと 価格 が 上 昇 し ます 。 逆 の 場合 、 価 格 は 低下 し ます 。 供 給 と 需要 が ほぼ 互角 で あれ 
ば 、 そ の ター ン で の 価格 は 前 回 の ター ン と 同じ 価格 に な り ま す 。 








すべ て の 小国 と 新 世 界 の 種族 は 、 彼 ら の 首都 に 接続 され て いる 資源 を 売り に 出し ます 。 
大 国 は 、 直 前 の ター ン の 世界 市 場 価格 や 才 分 の 在庫 が あめ る か どう か を 基準 に 売り に 出 
す 物 資 を 決定 し ます 。 











プレ イヤ ー が 売り 込み や 買い 付け を する 際 、 そ の ター ン の 最終 的 な 価格 を 予測 する の 
は 不可 能 で す 。 ゲ ー ム で は 、 プ レイ ヤー の 大 国 だ け で は な く 、 あ ら 了 ゆる 国 か ら 価 格 を 
決定 する 要素 こと な る 買い 注文 や 売り 注文 が 出さ れる か ら で す 。 


交易 補助 金 

ゲー ム 開 始 時 点 で は と り わ け 希 少 資源 を 入力 する の が 困難 な の で 、 プ レイ ヤー の 交易 
人 は 有効 な 通商 政策 の 支援 を 必要 と する 可能 性 が あり ます 。 「 外 交 」 画面 を 使っ て 、 交 
易 補助 金 を 供与 し な けれ ば な ら な いか も し れ ま せん 。 よ り 詳 し い 説 明 は 1 0 7 頁 を 参 
陸 し て くだ さい 。 














大 国 が 、 外 国 に 対し て 交易 補助 金 を 認め る と 、 そ の 2 国 間 で 取り 引き され た 物資 の 価 
格 は 援助 金 の 割合 に 応じ て 変わ り ま す 。 こ れ は 、 物 資 の 購入 ・ 販 売 の 両方 に 適用 され 
ます 。 大 国 が 、 対 象 国 か ら 購 入 する と 価格 は 高く な り 、 大 国 が 対象 国 に 販売 する 場合 
は 価格 が 低く な り ま す 。 


この 補助 金 は 長期 に わた っ て 支払 われ ます 。 外 国 は 、 彼 ら の 物資 に 対し 喜ん で 支払 つ 
て くれ る 国 に 売り 込 も うと し ます 。 補助 金 を 適用 する と 、 対 象 国 が 生育 し た り 採 掘 し 
た 資源 を 他 の 国 に 先 ん ふじ て 手 に 入れ られ る よう に な り ま す 。 プ レイ ヤー の 競争 相手 は 、 
他 の 大 国 の 統治 者 で あり 、 小 国 や 新 世 界 の 種族 で は あり ませ ん 。 小 国 や 種族 に 補助 金 
を 供与 する こと は 、 プ レイ ヤー の 大 国 の 利益 を わずか に 減ら す 代償 と し て 強い 競争 力 
を 手 に 入れ ます 。 


交易 の 外交 的 効果 

援助 し た 価格 や 改善 され た 外交 関係 の 両方 が 、 物 資 の 買い 注文 を 受け た 国々 の 売り 込 
み に 影 響 を 及ぼ し ます 。 両 方 の 要素 を 兼ね 備え て いる 国 は 、 物 資 を 販売 する 国 に と っ 
て 最も 友好 的 な 交易 相手 で す 。 














[外交 」 画面 を 利用 する こと で 人 外交 関係 を 改善 させ ます が 、 交 易 も 外交 に 影響 を 写 え ま 
す 。 プ レイ ヤー の 大 国 が 通商 領事 部 や 大 使 館 を 設立 し た 国 と の 取り 引き は 、 そ の た び 
ご と に 両国 の 関係 を 少し ずつ 改善 させ ます 。 定期 的 な 交易 相手 と な る いく つか の 国 を 
選択 する こと で 、 外 交 効 果 と 交易 効果 に 注目 する こと が で きま す 。 プ レイ ヤー の 外交 
は 、 交 易 か ら 始ま り ま す 。 交易 は 、 よ り 迅 速 な る 関係 の 改善 に 結び つき 、 さ ら に 多岐 
に わた る 外交 政策 の 選択 範 団 を 号 え ます 。 
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交易 物資 の 輸送 と 貨物 積載 量 

「 交 易 」 画面 右側 の 巻物 に 表示 され て いる 数 字 は 、 プ レイ ヤー の 大 国 が 保有 し て いる 船 

舶 の な か で 交 に 利用 で さる 総 物 積載 量 を 示し て いま す 。「 輸 送 ] 画面 で の 海上 輸送 
や 海軍 艦隊 と し て 使わ れ て いな い 貨 物 積載 量 1 単位 は 、 交 易 物資 1 単位 を 運 記 こと が 
で きま す 。 宮 貨物 積載 量 は 、 タ ー ン で 1 回 の み 使用 する こと が で きま す 。 


他 の 大 国 の 商船 隊 

小国 は 船 を 保有 し て いま せん 。 プ レイ ヤー が 小国 や 新 世界 の 種族 と 取り 引き する と 、 
買い 手 で あれ 売り 手 で あれ 、 プ レイ ヤー が 「 商 船隊 ] 交易 用 船 を 用 意 し な けれ ば な 
り ま せん 。 

し か し 、 他 の 大 国 は 船舶 を 保有 し て いる の で 、 プ レイ ヤー が 彼ら と 取引 き し た 時 は 必 
ず し も プレ イヤ ー の 朋 舶 を 使う わけ で は あり ませ ん 。 

大 国 間 の 取り 引き ルー ル は 、 買 い 手 が 常に 物資 を 運ぶ 責任 を 負い ます 。 買い 手 に 利用 
で きる 貨物 積載 スペ ー ス が な けれ ば 、 買い 手 は 売り 込み を 受け 入れ る こと が で きず 、 
物資 は リス ト の 次 の 買い 手 に まわ され ます 。 


物資 の 取り 引き 順位 

プレ イヤ ー が 可能 な 貨物 積載 量 を 考慮 で きる よう 、「 イ ン ペ リア リズ ム IL」 で は 予め 決 
まっ た 物資 の 取り 引き 順位 を 使用 し て いま す 。 こ の 順位 は 、「 交 易 」 画面 に 並ん で いる 
通り に な り ま す 。 例 えば 、 布 地 の 取り 引き は 、 い つも その 他 の 物資 の 取り 引き に 先行 
し ます 。 後 か ら 行 われ る 取り 引き の た め に 、 あ る 程度 の 貨物 スペ ー ス を 確保 し て お く 
こと が 重要 な テク ニッ ク と な り ま す 。 


妨害 

プレ イヤ ー の 大 国 が 宣戦 を 布告 し た り 別 の 大 国 か ら 攻 撃 さ れる と 、 プ レイ ヤー の 船 朋 
は 妨害 を 受け 、 沈 没 し た り 儲 捕 され た り し ます 。 も ちろ ん 、 プ レイ ヤー は 、 敵 に 対し 
て 同じ こと を 行え ます 。 敵 に 対す る 妨害 、 自国 の 船舶 に 対し て 与え られ た 損害 が 、「 戦 
闘 報告 」 で 報告 され ます 。 敵 艦隊 に 強力 な 船 が いれ ば 、 プ レイ ヤー の 全 物 資 が 奪わ れ 
て し まう こと も あり ます 。 プ レイ ヤー の 交易 船 を 防御 する た め に 、 小 型 で 高速 な 船 を 
護衛 船 こ し て つけ る こと が で きま す 。 


交易 指示 の 方 法 


プレ イヤ ー は 、 タ ー ン ご と に 交易 人 に 指示 を 出す 必要 は あり ませ ん 。 指示 内 容 を 変 

し た いと きだ け 「 交 易 」 画面 を 訪れ 、 指 示 を 変更 すれ ば 十分 で す 。 も ちろ ん 、 沈 が 
変わ っ た と き な ど プレ イヤ ー が 新しい 必要 性 を 考慮 する た め に 、「 交 易 」 画面 を 訪れ る 
の は 有意 義 な こと で す 。 





買い 付け 指示 と は 、 交 易 人 に 必要 な 物資 を 購入 させ る も の で す 。 売り 込み 指示 と は 、 
交易 人 に 売り 込む 対象 物資 と その 最大 量 を 示す も の で す 。 プ レイ ヤー が 指示 し た 数 量 
が すべ て 販売 され る 買い 手 が 残り の 数 量 を 拒絶 する まで 、 交 易 人 は 物資 の 売り 込み を 
行い ます 。 





買い 付け を 指示 する と き は 、 各 物資 の アイ コン の 右 隣 に ある 「B」 ボタ ン を クリ ッ ク 
し ます 。 売り 込み を 指示 する と き は 、 そ の 右 に ある 「0」 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
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O ボ タン を クリ ッ ク す る と 、 右 端 に スラ イダ ー と 販売 数 が 表示 され ます 。 こ の スラ イ 
ダー の 左右 に ある 矢印 を 使っ て 、 そ の 物資 を 売り 込む 数 量 を 調整 し ます 。 


買い 付け 物資 の 決定 

一 般 的 に 言え ば 、 製 品 より も 資源 の ほう が 安い の で 資源 を 買い 付け る べき で す 。 通商 
領事 部 を 設立 し て いる 国々 か ら 資 源 を 購入 する よう 試み て くだ さい 。 交易 取り 引き が 
両国 間 の 関係 を 改善 させ る か ら で す 。 自国 で は わずか に し か 収集 で き な い 資 源 を 手 に 
入れ る よう に し て くだ さい 。 ゲ ー ム 開始 時 点 で は 、 タ ー ン ご と に 3 種類 の 物資 の み 買 
い 付 けが で きま す 。「 見 本 市 」 技術 を 修得 すれ ば 、 6 種類 の 異な る 物資 を 買い 付け られ 
る よう に な り ま す 。 


売り 込み 物資 の 決定 

物資 を 売 ろ うう と する 試み は 、 交 易 に よっ て すぐ に 現金 を 得 な けれ ば な ら な い 時 に 自国 
内 寺 と の バラ ンス を 考慮 し て 行い ます 。 例 えば 、 布 と 材木 が 資金 作り の た め に 販売 ご 
れる か も し れ ま せん が 、 そ れ ら は 、 有 船舶 ・ 港 ・ 道 路 ・ 陸 軍 ユ ニッ ト ・ 労 働 者 雇用 の た 
め に も 必要 な も の で す 。 ほ と ん どの 場合 、 最 も 効率 が いい 販売 商品 が 製品 だ と いう 状 
況 が 価格 水準 に よっ て つく られ ます 。 プ レイ ヤー の 製品 を 購入 する 大 国 は 、 それ ら の 
資源 を 産業 も し く は 軍事 的 拡張 の た め に 使用 する こと が で きま す 。 


その ター ン に 産業 で 使用 され て お ら す 倉庫 に ある 物資 で あわ れ ば 、 何 種類 で も 売り 込む 
こと が で きま す 。 し か し 、 売 り に 出せ る 物資 の 数 量 合 計 は 、 交 易 で 利用 で きる 貨物 策 
載 量 の 総量 を 超え る こと は で きま せん 。 








交易 売り 込み の 受領 

現在 の 国庫 金 ホッ ト テ キス ト 領 域 
ヘル プ 呼 び 出し 

買い 付け 物資 輸送 に 利 

用 で きる 貨物 積載 量 対象 物資 の 市 場 情 報 

を 開く 

購入 数 量 設定 

売り 込み 揚 % 売り 込み 受入 

売り 込み に 対す る 受入 と 拒絶 


世界 市 場 は 、 す べ て の 大 国 が ター ン を 終了 させ て か ら 開 きま す 。「 交 易 」 画面 で 、 プ レ 
イヤ ー が 買い 付け た 物資 を 売り 込ん で いる 国々 か ら 売 り 込 み 表 を 受け 取り ます 。 プ レ 
イヤ ー は 、 提 示さ れる 売り 込み を 受け 入れ る か 拒絶 し な けれ ば な り ま せん 。 売り 込み 
表 の 左側 に 倉庫 在庫 状況 や 輸送 状況 が 表示 され ます 。 
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売り 込み 表 が 表示 され る と 、 プ レイ ヤー は 売り 込み 数 量 を 上 限 と し て 受け 入れ る こと 
が で きま す 。 テ キス ト ボ ックス 内 の 数 字 を 変更 し 、 売 り 込み 表 に 表示 され て いる 受入 
(Accept) シー ル を クリ ッ ク し て くだ さい 。 取り引き を 受け 入れ な い 場 合 は 、 拒 否 

(Reject) シー ル を クリ ッ ク し て くだ さい 。 十 分 な 量 の 物資 を 購入 で きた と 判断 し た ら 、 
「**※ は これ 以上 必要 な い ]」 の チェ ッ ク マ ー ク を 「0N」 に し て くだ さい 。 それ に より 、 
その ター ン で は その 物資 の 売り 込み 表 は 提示 され ませ ん 。 


プレ イヤ ー が (有望 な 買い 手 と し て ) 各 注 文 を 行っ た 後 、 残 っ た いか な る 商品 も 、 そ 
れ ら の 商品 を 入札 する 他国 に 渡り ます 。 勿論 、 最 初 の 買い 手 で は な いか も し れ ま せん 。 
プレ イヤ ー が 見 る 注文 は 、 他 国 が プレ イヤ ー に 先駆 け て 既に 行っ た 後 な の か も し れ ま 
せん 。 


画面 左側 に 注文 シー ト が 現れ ます 。 各 注文 に つい て の 簡単 な 情報 が 提供 され ます 。 商 
品 ア イコ ン を クリ ッ ク す る 事 に より 、 画 面 右側 の スク ロー ル に て 、 プ レイ ヤー は 世界 
市 場 に 関す る 情報 を 更に 得る で し ょ う 。 


市 場 情報 画面 


地形 マッ プ に 戻る ヘル プ 呼 び 出し 
選択 され て いる 物資 
国家 の 好ま し い 交 易 
相手 

交易 台帳 に 戻る 


物資 の 買い 付け 国家 


市 場 に 売り 出す 
物資 量 

売り 込み 国家 リス ト 
与信 内 容 


右側 の 巻物 に 表示 され て いる 物資 アイ コン は 、 そ れ を クリ ッ ク す る こと て で 市 場 情 報 を 
表示 する た め の も の で す 。 ア イコ ン を クリ ッ ク す る と 、 売 り 買 い 両方 を 表示 し た 画面 
が 表示 され ます 。 左側 に 物資 を 売り 込ん で いる 国々 と その 売り 込み 数 量 が 表示 され ま 
す 。 売り込み 国家 名 称 の 下 側 に 表示 され て いる いち ば ん 左 に ある 旗 は 、 最 初 に 売り 込 
み を 行う (最初 に 売り 込み 表 を 受領 する ) 国家 の 旗 で す 。 右 側 は 、 買 い 付け 国家 で 右 
に 現在 利用 で きる 商船 隊 の 貨物 積載 量 が 表示 され ます 。 利 用 で きる 商船 隊 が な い 大 国 
は 、 ど うい う 立 場 で あわ れ 、 い か な る 売り 込み も 受け る こと は で きま せん 。 


プレ イヤ ー が 買い 付け や 売り 込み を 指示 し て いな いと き は 、 市 場 情 報 を 確認 する こと 
が で きま せん 。 売 り 込 み 表 に 戻る た め に は 、 画 面 左側 の 革 の つま み を クリ ッ ク し ます 。 


商船 隊 と 物資 の 取り 引き 順位 

取り 引き に お ける 基本 は 、 商 船隊 を 注意 深く 利用 する こと で す 。 例 えば 、 備 蓄 し て い 
る 布地 の 販売 を 計画 し た ター ン で 、 布 地 の 販売 の た め に 必要 な 商船 が 利用 され る と 、 
購入 で きる 物資 の 貨物 積載 量 が 減少 し ます 。 保 有 商 船隊 と の 絡み で 、 物 資 の 売り 買い 
の 指示 及び 売り 込み 表 を 受領 し た 際 の 受入 ・ 拒 否 を 判断 し て くだ さい 。 
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取り 引き は 、 常 に 、「 交 易 」 画面 に 並ん で いる 物資 の 順番 及び 市 場 情 報 巻物 で 表示 され 
て いる 順番 で 行わ れ ま す 。 こ れ は 、 プ レイ ヤー が 鉄鉱 石 を 切望 し て いる な ら ば 、 購 人 
で きる 羊毛 の 数 量 を 調整 し な けれ ば な ら な いこ と を 意味 し ます 。 あ と か ら 取 り 引 き さ 
れる 鉄鉱 石 の た め に 、 限 られ た 商船 隊 を 保存 し な けれ ば な ら な いわ け で す 。 売り 込み 
表 の 鉄鉱 石 ア イコ ン を クリ ッ ク し て 、 鉄 鉱石 を 確認 し て くだ さい 。 鉄 鉱石 を 販売 し て 
いる 国 の 1 つ で も プレ イヤ ー の 帝国 を 最も 希望 する 買い 手 と し て 示し て いれ ば (自国 
の 旗 が 左端 に ある )、 そ の ター ン で 確実 に 鉄鉱 石 の 売り 込み を 受け ます 。 そ の た め に 、 
ある 数 量 の 貨物 積載 スペ ー ス を 確保 し て くだ さい 。 





交易 台帳 
現在 の 暦年 ホッ ト テ キス ト 撤 域 
現在 の 国家 金 物資 の 市 場 情報 に 移行 
交易 内 容 

次 の 頁 に 移行 
財務 バラ ンス 





交易 取り 引き が 終了 し 新しい ター ン が 始ま る 前 に 、「 交 易 台帳 ]」 が 表示 され ます 。 プ レ 
イヤ ー が 決着 を 付け た すべ て の 取り 引き を 見 る た め に 、 数 頁 め くる 必要 が ある 場合 も 
あり ます 。 タ ー ン の 途中 で 「 交 易 台帳 ] を 見 た いと き は 、 地 形 マ ッ プ 画面 で 「 状 況 と 
報告 ] パネ ル を 呼び 出し て 確認 で きま す 。 


[交易 台帳 」 は 、 自 国 の 取り 引き 内 容 と 拒否 し た り 貨物 スパース が な か っ た た め に 現実 
に は 取り 引き され な か っ た 潜在 的 な 取り 引き 内 容 を 表示 し ます 。 


交易 及び 海外 収益 の 要約 

[交易 台帳 ] に は 、 プ レイ ヤー の 交易 が 要約 され た パネ ル が あり ます 。 最 終 的 に 、 海 外 
収益 と 現金 化 され た 富 が この 交易 の 収益 に 付け 加わ り ま す 。 自 国 が 開発 し た 物資 を 支 
配 国 が 販売 する と 、 そ こ か ら 得 られ る 海外 収益 が 計上 され ます 。 こ の 有益 な ボー ナス 
を 稼ぐ 唯一 の 方 法 は 、 商 人 を 使っ て 小国 や 種族 の 土地 を 購入 し 、 他 の 市 民 ユ ニッ ト を 
使っ て その 土地 区 画 の 産出 量 を 上 げ る こと で す 。 こ の 方 法 に 関す る 詳細 は 、 7 4 頁 を 
参照 し て くだ さい 。 現金 化 さ れ た 冨 は 、 5 種類 ある 富 を 1 単位 以上 自国 に 輸送 する こ 
と で 受け 取っ た 金額 を 単純 に 示す も の で す 。 富 は 、 征 服 し た 土地 や 市 民 ユ ニッ ト が 購 
入 ・ 開 発 に 関与 し た 地形 区 画 か ら 得 る こと が で きま す 。 
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プレ イヤ ー の 大 国 の 与信 

時 と し て 、 資 金 の 使い すぎ で 、 赤 字 (損益 が マイ ナス ) と な っ た 状態 で 交易 を 終了 す 
る 可能 性 が あり ます 。「 交 易 台 帳 」 で これ を 確認 する こと が で き 、 借 り 入 れ で きる 制限 
(与信 限度 ) も わか り ま す 。 こ の 制限 は 、 タ ー ン 平均 で 得 ら れる 収益 と ほぼ 一 致し ます 。 
プレ イヤ ー が その 制限 額 を オー バー する と 、 含 庫 備蓄 品 の 強制 的 な 販売 が 行わ れる と 
の 警告 を 受け ます 。 そ の よう な 販売 で は 、 公 正 な 市 場 価格 の お よそ 1 プ 4 を 受け 取り 
ます 。 ま た 、 そ の よう な 状況 で は 物資 の 買い 付け も で きず 、 タ ー ン に お いて も 、 人 負債 
が 限度 額 を 超え な い 範 囲 で し か 、 支 出 を 要する 指示 を 出せ な く な り ま す 。 


つい に は 、 破 産 し ゲー ム に 敗北 する 可能 も あり ます 。 一 方 、 借 り 入 れ 限 度 額 の 半分 以 
内 で あれ ば 、 借 金 は 悪い こと で は あり ませ ん 。 借 り 入れ 限度 額 の | . 5 倍 を 超え た ら 、 
借入 金 を 返済 する まで プレ イヤ ー の 借り 入れ 利率 は 悪化 し て いき ます 。 国 際 銀 行 団 は 、 
利子 と 元 本 を きち ん と 返済 する 債務 国家 を 好み ます 。 返 済 を を ちん と 行え ば 貸付 利子 
率 は 改善 され ます 。 国 家 の 収入 が 上 昇 す る に つれ 、 借 り 入れ 限度 額 も 上 昇 し ます 。 さ 
ら に 、 2 つの 技術 が 、 借 り 入 れ 限 度 額 を 上 げた り 、 利 子 率 を 低下 させ ます 。 
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外交 

現在 の 暦年 ホッ ト テ キス ト 島 虹 
外交 画面 の 各種 

現在 の 国家 バネ ル 替 

指示 主体 を コン ピュ 

ー タ ルレ Pe の ーー 

問 で 切替 

地形 マッ プ に 戻る 既知 世界 の マッ プ 

他 の 指示 画面 に 移行 





「 外 交 ] は 、 自国 と 外国 の 相本 関係 を 能 取 りす る た め の も の で す 。 また 、 「 外 交 ] 画面 
は 、 全 体 的 な 戦略 の 立案 に 役立つ 情報 を 提供 し ます 。 外 交 指 示 は 、『「 イ ン ペ リア リズ ム 
I 」 の 他 の 活動 と 同じ よう に 、 タ ー ン 終了 時 に 他 の 大 国 が 設定 し た 指示 と 同時 に 実行 
され ます 。「 タ ー ン 終了 ]」 ボタ ン を クリ ッ ク す る まで 、 指 示し た どん な 人 外交 2 
撤回 する こと が で きま す 。 外 交 の 世界 で 重要 な 変化 が 起こ っ た と き は 、 新 し い タ ー 
開始 時 点 の 「 タ ー ン 要約 」 で 表示 され ます 。 


「 地 形 マ ッ プ 」 画面 か ら 「 外 交 ] 画面 に 移行 する た め に は 、 その他 の 指示 画面 と 同様 に 、 


画面 下部 に ある ゴル ー ド リボ ン の 巻物 アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 


コン ピュ ー タ に よる 外交 制御 

「 外 交 ] 画面 の 左上 に 、 制御 主体 を コン ピュ ー タ が ブ プレイヤー 設定 す 
同 回 | | 催 る た め の ボ タン が あり ます 。 こ れ を コン ピュ ー タ に 設定 する と 、 各 ター 

ン の 外交 指示 は 自動 的 に 行わ れ ま す 。 プ レイ ヤー が コン ピュ ー タ アド バ 
イザ ー の 設定 を 変更 する と 、 そ の ター ン の 外交 は プレ イヤ ー が 設定 し た 指示 内 容 で 行 
われ ます 。 し か し 、 こ の 指示 内 容 は 、 コ ンピュータ 制御 の まま に し て いる の な ら 、 次 
の ター ン ま で は 続き ませ ん 。 次 の ター ン で は 、 コ ンピュータ アド バイ ザー が 再び 最善 
と 判断 し た 外交 政策 を 指示 し ます 。 


情報 の た め の 外 交 画面 活用 


プレ イヤ ー が 「 外 交 」 画面 に 行く 時 、 情 報 ア イコ ン が 常に 選択 され ます 。 | 外交 」 画面 
に 司令 を 与え る 為 に 、 画 面 頂上 に ある 別 の アイ コン の 中 の 1 つ を 最初 に クリ ッ ク し て 
くだ さい 。 選 択 し た 情報 アイ コン を 離れ て 、 世 界 の 政治 的 、 経 済 的 な 状況 を 検討 し て 
くだ さい 。 


情報 アイ コン 
「 外 交 」 画面 に 移行 し た 当初 は 、 プ レイ ヤー の 国 が 選択 され ます 。 植民 地 を 
1 除く 帝国 の 規模 と と も に 、 自 国 の 軍事 力 評価 と 産業 力 評価 が 表示 され て い 
” ます 。 別 の 国 を 選択 する た め に は 、 マ ッ プ 上 で その 国 を クリ ッ ク し ます 。 
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様々 な 大 国 を 選択 する こと で 、 そ れ ら の 規模 ・ 軍 事 力 ・ 産業 力 を 確認 する こと が で き 
ます 。 小 国 を 選択 し た と き は 情報 内 容 が 変わ り 、 重 要 な 交易 国 (も っ と も 友好 的 な 交 
易 相手 で ある 大 国 ) や その 国 と 最も 良い 外交 関係 を 築い て いる 大 国 が 含ま れ ま す 。 交 
易 補 助 金 の 効果 で 、 こ れ ら の 2 つの 国 は 異な る 可能 性 が あり ます 。 友 好 的 な 交易 相手 
は 、 そ の 小国 か ら の 売り 込み で 最初 の 機会 を 得 ます 。 一 方 で 、 最 良 の 関係 に ある 大 国 
は 、 そ の 小国 を ほぼ 支配 で きる こと に な り ま す 。 


間 国 に 関す る 情報 は 基本 情報 と 呼ば れ ま す 。 よ り 詳 細 な 情報 を 得る た め に は 、 パ ネル 
の 中 央 に 縦 に 並ん で いる アイ コン を 使用 し ます 。 


より 詳し い 情 報 の 入手 
パネ ル 中 央 に ある 4 つの 追加 アイ コン が 、 国 に 関す る より 多く の 情報 を 提供 し ます 。 
どの 追加 アイ コン を 選択 し て いて も 、 マ ッ プ 上 の ご どの 国 で も 選択 で きま す 。 


条約 マッ プ 

条約 マッ プア イコ ン は 、 小 さい 巻物 と し て 表示 され て いま す 。 そ れ を クリ ッ ク し て 、 
選択 国家 の 様々 な 条約 締結 状況 や 戦争 状況 を 確認 し ます 。 大 国 間 の 同盟 関係 や 小国 の 
員 国 参入 な ど を 調べ る の に 役立ち ます 。 


関係 性 マッ プ 

小 記 な 縦長 の 文書 (関係 性 マッ プ ) アイ コン で 、 対 象 国 家 と その 他 の 国 と の 関係 性 が 
示さ れ ま す 。「 条 約 マ ッ プ | の よう に で は な く 、 示 され る 関係 性 は 2 国 間 の 正式 な 外交 
関係 を 意味 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 こ れ は 、 国 家 間 の 友好 性 を 相対 的 な レベ ル 
で 示す も の で す 。 も ちろ ん 、 特 別 な 条約 締結 は 多かれ 少な か れ 友 好 関 係 に 結び つい て 
ます 。 


この 関係 性 マッ プ で は 、 敵 対 感情 を 持ち 合っ て いる 国 や 正式 な 戦争 状態 に ある 国 が 赤 
み を 帯び た 色 で 示さ れ ま す 。 


通商 政策 マッ プ 

コイ ン ア イコ ン を クリ ッ ク す る と 、 各 国 の 通商 政策 を 確認 する こと が で きま す 。 パ ネ 
ル の 上 側 に 、 上 位 輸出 品目 の リス ト が 表示 され ます 。 マ ッ プ に は 交易 補助 金 の 供与 状 
況 が 表示 され ます の で 、 ど の 大 国 が どの 小国 に 通商 的 に 攻勢 を 掛け こい る か を 確認 で 
きま す 。 そ こ に 表示 され て いる 補助 金 の 割合 で 、 大 国 は その 国 の 物資 に 市 場 価格 以上 
の 支払 い を 行い 、 そ の 国 が 物資 を 購入 する 場合 は 値 う 5 き を し て いま す 。 「 排 奈 」 は 、 そ 
の 国 と いか な る 取り 引き も し な いと いう 意味 で す 。 


外交 交渉 
(と 2 記 面 上 部 に 横 に 並ん で いる アイ コン の な か で 、 黄 色 の "1" アイ コン の 隣 





に 地 の 色 が 緑色 の 巻物 アイ コン が あり ます 。 この アイ コン を クリ ッ ク す る 
と 、「 外交 交渉 ] パネ ル に 画面 を 切り 替え ます 。 こ の パネ ル を 使っ て 、 世 界 
の 国々 や 種族 と の 間 で 様々 な 正式 の 外交 関係 を 築く こと が で きま す 。 
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外交 交渉 の 方 法 

外交 交渉 マッ プ は 、 常 に 、 自 国 の 条約 状況 を 示し て いま す 。 他 の 国々 の 条約 に 関す る 
情報 を 見 る た め に は 、「 世 界 の 状況 」 ()) アイ コン を 使用 し ます 。 前 頁 を 参照 し て くだ 
さい 。 


新しい 外交 交渉 を 行い た いと き は 、 パ ネル 上 に 表示 され て いる 7 個 の 大 きい 巻物 の ど 
れ か を クリ ッ ク し て くだ さい 。 各巻 物 の 下 に は 交渉 内 容 が テキ スト で 示さ れ て いま す 。 
巻物 を クリ ッ ク し カー ソル を 下 側 の マッ プ に 移動 する と 、 プ レイ ヤー が 行っ て いる 交 
渉 内 容 を 示す カー ソル が 表示 され ます 。 対象 の 国 を マッ プ 上 で クリ ッ ク す る と 、 そ の 
国 の 上 に 交渉 内 容 の アイ コン が 表示 され ます 。 


「 タ ー ン 終了 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る 前 に 交渉 を 取り や め た いと き は 、 対 象 国 の 上 に 表 
示さ れ て いる アイ コン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 交 渉 を 無効 に し た 確認 と し て 表示 さ 
れ て いた アイ コン が 消去 され ます 。 交 渉 に 経費 が か か る も の で あれ ば 、 費 や し た 経費 
は この 取り 消し に よっ て 国庫 に 戻り ます 。 


戦争 と 和平 

ゲー ム 開 始 時 点 で は 、 プ レイ ヤー の 大 国 は すべ て の 人 々 が 平穏 に 暮らし て いま す 。 宣 
戦 布告 は 、 あ ら ゆ る 大 国 及び 小国 に 対し て 行わ れる も の で す 。「 イ ン ペ リア リズ ム HL 
で は 、 大 国 が 旧 世 界 の 国々 に 侵攻 すず る た め に は 、 そ の 前 に 宣戦 布告 し な けれ ば な り ま 
せん 。 こ れ は 、 実際 の 攻撃 まで に 1 ター ン の 猫 予 を 与え る こと を 意味 し ます 。 講和 条 
件 は 、 交 渉 を 申し 入れ て 受諾 され る と その ター ン か ら 有 効 と な り ま す 。 


新 世 界 の 種族 に 対し て 宣戦 布告 する 必要 は あり ませ ん 。 し か し 、 種 族 の 対象 州 が 他 の 
大 国 の 商人 か ら 投 資 を 受け 取っ て いた ら 、 プ レイ ヤー が その 種族 の 州 に 侵攻 する た め 
に は 、 投 資 し て いる 大 国 に 対し て 宣戦 布告 し な けれ ば な り ま せん 。 


ご 


に で へ SNNJ/ 


チ 


NSSSSNNS 
ンー ご 


NN 
い 


摺 種 機 

播種 機 の 発明 は 、 建 築 士 が 穀物 農 
場 を ター ン 当 た り 3 単位 の 収穫 ま 
で 改良 で を る よう に し ます 。 
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どの 国 も 宣戦 布告 は 拒絶 する こと が で きま せん 。 あ る 国 に 宣戦 布告 する と 、「 タ ー ン 終 
了 」 ボタ ン を クリ ッ ク す る と 直ぐ に 宣戦 布告 が 通知 され ます 。 戦 争 は 、 次 の ター ン か 
ら 始ま り ま す 。 陸 上 及び 海上 で どの よう な 種類 の 敵対 活動 も 、 事 前 に 宣戦 布告 し な け 
れ ば な り ま せん 。 戦争 に な る と 、 戦 争 状態 に ある 国 と の 関係 性 は 最悪 に な り ま す 。 


また 、 宣 戦 布告 する と 、 す べ て の 国 と の 関係 性 が 著しく 変化 し ます 。 プ レイ ヤー が 攻 
撃 する 国 を 嫌う 国 は 、 プ レイ ヤー が 宣戦 布告 する と プレ イヤ ー の 国 に 対し て より 友好 
関係 を 深め ます 。 プ レイ ヤー が 戦争 を 仕掛 ける 国 と 、 い い 関 係 を 持っ て いる 国 は 、 宣 
戦 布 告 に より プレ イヤ ー の 国 を 嫌う よう に な り ま す 。 


小国 は 、 講 和 条 約 の 申し 入れ を 拒絶 する こと は あり ませ ん 。 小国 は 、 大 国 が 自国 に 対す 
る 攻撃 を 止め る の を 常に 歓迎 し ます 。 一 方 、 大 国 は 、 そ れ が 利益 だ と 判断 し た と きのみ 
和平 の 申し 入れ を 受け 入れ ます 。 一 般 的 に 、 大 国 が 必要 な 州 を 奪っ て も 首都 を 奪え な い 
時 に 、 講 和 条 約 を 受け 入れ る 可能 性 が あり ます 。 1 つの 勝利 や 勝利 が 続い た 後 よ り も 、 
戦闘 で 艦隊 が 制海権 を た 失っ た 後 の 方 が 講和 の 申し 入れ を 受け 入れ や すい で し ょ う 。 





新 世界 の 種族 は 、 正 式 な 宣戦 布告 が な いま ま 文明 化し た ” 国 か ら 侵攻 を 受け ます 。 
他 の 大 国 が 種族 の 土地 に 投資 する まで は 、 種 族 を 侵略 する こと に よる 旧 世 界 の 外交 的 
ペナ ル テ ィ は あり ませ ん 。 し か し 、 侵 略 さ れ た 種族 の 近く の 種族 は 、 そ の 侵略 に 反応 
し ます 。 近 く の 土 地 の 征 服 を 始め た 大 国 と の 交易 に は 積極 的 で は な く な り ま す 。 


小国 や 種族 に 対す る 外交 交渉 

ゲー ム 開 始 時 点 で は 、 小 国 や 発見 し た 種族 に 対し て 可能 な 外交 交渉 は 限ら れ ま す 。 新 
た な 交渉 を 試み る 前 に 、 あ る 成功 し た 交渉 が 必要 と な り ま す 。 ゲ ー ム 開始 当初 、 最 初 
の ステ ッ プ は いく つか の 小国 や 種族 に 通商 領事 部 を 設立 する こと で す 。 そ の 後 、 大 使 
館 を 設置 し 、 不 可 侵 協定 を 申し 入れ 、 小 国 や 種族 に 対し て プレ イヤ ー の 帝国 に 参入 す 
る よう 説得 を 試み ます 。 


どの ゲー ム に も 、 支配 を めぐ っ て 激しく 競う 合う | 旧 世 界 の 小国 が 6 ヶ国 あり ます 。 ゲ 
ー ム 開始 時 点 で 種族 に 支配 され て いた 州 と 違っ て 、 小 国 の 州 は 勝利 に 向かっ て カウ ン 
ト さ れる も の で す 。 


通商 領事 部 

小国 も 新 世界 の 種族 も 、 通 商 領事 を 設立 する た め の 交 渉 を 常に 受け 入れ ます 。 交 渉 に 
は 5 0 0 ドル か か り 、 交 渉 を 申し 入れ た 次 の ター ン に 新しい 通商 領事 部 が 設立 され ま 
す 。 通商 領事 部 の 最も 即効 性 の ある 効用 は 、 小 国 に 対し て 交易 を 奨励 する 補助 金 を 供 
与 す る な どの 通商 政策 を 設定 で きる と いう こと で す 。「 人 外交] 画面 上 部 に 横 に 並ん で い 
る アイ コン の な か の 「 硬 貨 ] アイ コン を クリ ッ ク し て 、「 通 商 政策 ] パネ ル を 表示 させ 
ます 。 

通商 領事 部 を 設立 し た 国家 や 種族 と の 各 交 易 取 り 引 き は 、 自 国 と その 国 と の 外交 関係 
を 改善 し ます 。 関係 が 十分 に 良く な っ た ら 、 そ の 国 (種族 ) の 指導 者 は 、 プ レイ ヤー 
の 帝国 に 参入 する 決意 を する 可能 性 が あり ます 。 


通商 領事 部 の 設立 、 の ち に 大 使 館 を 設置 する た め に 必要 な 過程 で す 。 
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大 使 館 

ゲー ム 開 始 時 点 で プレ イヤ ー の 帝国 は 他 の 大 国 に 大 使 館 を 所 有 し て いま す が 、 新 し い 
大 使 館 を 設立 する た め に は 、 そ の 前 に 外交 の 専門 的 知識 を 上 げ な けれ ば な り ま せん 。 
その 技術 は 「 外 交 専門 知識 」 と 呼ば れ 、 ゲ ー ム 開始 時 か ら の 研究 を 始め る こと が で き 、 
追加 の 大 使 館 設置 を 可能 に し ます 。 


プレ イヤ ー の 帝国 が この 技術 を 修得 し た ら 、 通 商 領事 部 を 設立 し て いる 小国 や 種族 に 
大 使 館 を 設置 する こと が で きま す 。 大 使 館 の 交渉 に は 1 0 0 0 ドル がかり ます 。 その 
た め 、 ゲ ー ム 開始 当初 は 大 使 館 の 設置 を 抑制 する 必要 が あり ます 。 小 国 と 新 世 界 の 種 
族 は 、 大 使 館 の 設置 を 拒絶 する こと は あり ませ ん 。 


大 使 館 は 、 海 外 援助 や 不可 侵 協 定 な ご 通 商 領事 部 より 進ん だ 外交 関係 を 可能 に し ます 。 
旧 世 界 に お いて は 、 大 使 館 を 設置 し た 小国 が 侵略 され た と き 、 軍 事 介 入 を 可能 に し ます 。 





大 使 館 を 種族 や 小国 に 設置 する まで 、 プ レイ ヤー の ほとん どの 市 民 ユ ニッ ト は その 国 
に 足 を 踏み 人 れ ら れ ま せん 。 別 の 大 国 に よる 侵略 か ら 種 族 の 土地 を 守る た め に は 大 使 
館 を 設置 し な けれ ば な り ま せん 。 そ し て 、 商 人 ユニ ッ ト を 派遣 し 、 種 族 の 州 の 土地 を 
購入 し ます 。 プ レイ ヤー が 土地 を 購入 する と 、 そ の 州 は 大 国 に よる 侵略 か ら 守 られ ま 
す 。 プ レイ ヤー が 大 使 館 を 持つ 小国 と 種族 だ けが 、 プ レイ ヤー の 帝国 に 自発 的 に 参入 
で きま す 。 


不可 侵 協 定 

大 使 館 を 設置 し た ら 、 小 国 や 種族 に 不可 侵 協 定 を 申し 入れ る こと が で きま す 。 こ の 申 
し 入れ に は 費用 は か か ら ず 、 小 国 や 種族 は その 大 国 の 活動 が 制限 され る こと な の で 、 
常に 申し 入れ を 喜ん で 受け 入れ ます 。 小 国 は 、 常 に 提案 され た 非 攻撃 協定 を 受け 入れ 
ます 。 大 国 の 行動 を 限定 する か ら で す 。 事実 、 不 可 侵 協 定 は 、 小 国 と の 関係 性 を 著 し 
く 向 上 する させ ます 。 


不可 侵 協定 は 、 プ レイ ヤー が それ を 破る と 外交 的 ペナルティー を 受け ます 。 そ れ が 起 
きる と 、 世 界 中 と の 関係 が 著しく 悪化 し ます 。 他 の 国々 が 確信 する の は 、 プ レイ ヤー 
は も は や 信用 で き な い と いう こと で す 。 


帝国 へ の 編入 

「 外 交 交 渉 」 パネ ル の 「 国 編入 」 巻物 で 、 小 国 や 新 世界 の 種族 に 対し 帝国 に 自発 的 に 
参入 する よう に 申し 入れ る こと が で きま す 。 こ の 交渉 に は 費用 が か か り ま せん が 、 他 
の 国々 と それ ほど 友好 的 で は な か っ た ら 拒 否 さ れ ま す 。 「 世 界 の 状況 」 パネ ル を 使っ て 、 
世界 中 と の 友好 関係 を 確認 する こと は で きま す 。 ど の 小国 や 種族 と の 関係 性 が 濃い 緑 
色 ま で 向上 し た と き 、 プ レイ ヤー の 帝国 が 支配 する と いう 交流 が 受け 入れ られ る 可能 
性 が 高く な り ま す 。 


小国 が 帝国 の 一 部 と な っ た ら 、 養 う 責 任 も 含め その 小国 の 陸軍 部 隊 の 指揮 権 を 受け 取 
る こと を 除き 、 そ の 小国 を 征服 し た も 同じ で す 。 そ の 国 の 州 ・ 道 路 ・ 開発 さ れ た 土地 
区 画 の すべ て を 支配 し ます 。 小 国 が プレ イヤ ー の 帝国 の 一 部 に な る と 、 そ の 国 で 産出 
され る 全 資 源 が プレ イヤ ー の 輸送 網 に 表示 され ます 。 も は や 独立 し た 国家 で は な い の 
で 、 そ れ ら の 物資 を 交易 する こと が で き な く な っ た わけ で す 。 編入 され た 州 は 、 プ レ 
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イヤ ー の 勝利 を 期待 し ます 。 


プレ イヤ ー は 種族 の 軍事 部 隊 の 指揮 権 を 得 ま す が 、 独立 し た 種族 の 政府 は 存在 し 続け ま 
す 。 そ この 資源 は 交易 を 通じ て 購入 し な けれ ば な ら ず 、 そ れ で 得 た 資金 で プレ イヤ ー の 物 
吹 を 購入 し 続け ます 。 それ ら 種族 の 州 は 、 プ レイ ヤー の 完全 な 勝利 を 当て に し て いま せん 。 


大 国 に 対す る 外交 交渉 

ゲー ム 開 始 時 点 で 、 す べ て の 大 国 に 大 使 館 が 設置 され て いま す 。 こ の こと は 、 す べ て 
の 大 国 に 通商 領事 部 が 存在 し て いる こと を 意味 し ます 。 こ れ ら の 大 使 館 は 、 他 の すべ 
て の 大 国 に 対す る 高度 な 外交 交渉 を 可能 に し ます 。 


同盟 

プレ イヤ ー は 大 国 に 対し て の み 同 回 を 申し 入れ る こと が で きま す 。 同 盟 が 受け 入れ ら 
れれ ば 、 そ の 国 と 、 第 3 の 大 国 か ら ど ちら か が 攻撃 され た と き の 相 互 防衛 を 約束 し た 
こと に な り ま す 。 プ レイ ヤー の 同盟 国 が 宣戦 布告 され る と 、 プ レイ ヤー は 宣戦 布告 の 
通知 を 受け 取り 、 侵 略 国 に 対し 宣戦 布告 する よう 促さ れ ま す 。 プ レイ ヤー が 埋 戦 布告 
し た と きも 、 プ レイ ヤー の 同盟 国 は 宣戦 布告 する よう に と の 通告 を 受け ます 。 大 国 が 
攻撃 ぐれ た 同盟 国 を 支援 する こと を 拒否 する と 、 そ の 同盟 は 即座 に 破棄 され ます 。 拒 
絶 し た 同盟 国 は 世界 の 世論 か ら 厳 し い ペ ナル ティ を 受け 、 結 果 と し て 世界 的 な 関係 悪 
化 に つなが り ま す 。 


プレ イヤ ー の 同盟 国 が 第 3 の 大 国 に 対す る 侵略 国 な ら 、 類 似 の 通知 が プレ イヤ ー に 届 
けら れ ま す 。 こ の 戦争 に 参戦 する こと を 拒絶 し て も 結果 は まっ た く 異 な り ま す 。 同 盟 
国 が 侵略 者 と な っ た と き に 参戦 を 拒否 し て も ペナ ル テ ィ は 受け ませ ん 。 同 盟 国 は 参戦 
する よう に と の 申し 入れ を 受け な けれ ば な り ま せん が 、 他 の 大 国 の 判断 ミス に 対す る 
責任 を 負う 義務 は な い の で す 。 


初級 労働 者 

初級 労働 者 は 、 見 習い 労働 者 ( 農 
民 ) の 4 倍 の 労働 力 を 発 押し ます 。 
1 人 の 初級 労働 者 は 、 タ ー ン ご と 
に 1 単位 の 精糖 を 消費 し ます 。 
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大 国 は 、 他 国 の 軍事 状況 に 基づい て 同盟 を 申し 出 て 、 受 け 入れ ます 。 不 利 な 状況 に あ 
る 大 国 は 、 進 ん で 同盟 を 申し 出 て 受け 入れ ます 。 プ レイ ヤー は 同盟 国 を 注意 深く 選択 
し て くだ さい 。 








帝国 へ の 編入 

プレ イヤ ー の 帝国 が 「 帝 国 建設 | と 呼ば れる 先進 的 な 外交 技術 を 修得 する と 、 大 国 に 
対し て 帝国 に 参入 する よう 促す こと が で きま す 。 そ の 大 国 の 立場 が プレ イヤ ー の 成功 
に より 望む お べく も な いと きのみ 、 そ の 大 国 は プレ イヤ ー の 申し 入れ を 受け 入れ ます 。 
それ に より 、 そ の 大 国 は 、 プ レイ ヤー の 帝国 に 大 国 が 支配 する すべ て の 州 を 譲渡 し ま 
す 。 も し も 、 プ レイ ヤー が 他 の 大 国 か ら そ の よう な 交渉 を 受け た 場合 、 ゲ ー ム を 続け 
る こと を 望 お の な ら 断 固 と し て 拒否 すべ き で す 。 


海外 援助 と 賭 賭 


ンー、 画面 上 部 の 海外 援助 証書 ) アイ コン を クリ ッ ク す る と 、[ 海 外 援助 ]」 バネ 
介 」 | ル に 変わ り ま す 。 こ こ で 、 大 使 館 を 設置 し て いる 国 に 助成 金 を 供与 する こ 
mm 懇 の ー が で きま す 。 こ の 現金 の 贈り 物 は 、 両 国 間 の 外交 関係 を 向上 させ ます 。 
他 の 大 国 を 別に し て 、 小国 や 新 世界 の 種族 に 現金 を 供与 し た いと 思う は ず 
で す 。 競争 相手 で ある 他 の 大 国 と 良い 関係 を 築い こも 、 プ レイ ヤー の 勝利 を 助け て く 
れる こと は まず な いか ら で す 。 小国 と 関係 を 向上 する こと で 、 他 の 大 国 より 早く これ 
ら の 国々 を 支配 する こと を 助け ます 。 
海外 援助 の 供与 方 法 
海外 援助 マッ プ は 、 常 に プレ イヤ ー 自 身 の 国 と の 関係 を 表示 し て いま す 。 他 の 2 ヶ国 
間 の 関係 性 に 関す る 情報 を 見 る た め に は 、 海 外 援助 パネ ル の 代わ り に 「 世 界 の 状況 ] 
パネ ル を 使用 し な けれ ば な り ま せん 。 


ある 国 に 対す る 新しい 援助 金 を 供与 し た いと き は 、 画 面 上 部 の パネ ル に ある 金額 か ら 
希望 する も の を 選択 し て クリ ッ ク し 、 ーッ プ 上 で 対生 国 を クリ ッ ク わ ます 。 









プレ イヤ ー が 援助 金 証書 を クリ ッ ク し て カー ソル を マッ プ 和 領域 に 移動 する と 、 カ ー 
ル が 証書 アイ コン に 変わ り ま す 。 対象 国 を クリ ッ ク す る と 、 ーー 
アイ コン が 表示 され ます 。 





「 タ ー ン 終了 ] ボタ ン を クリ ッ ク す る 前 に 助成 金 を 取り 消し た いと き は 、 対 象 国 に 表示 
され て いる アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 そ の 助成 金 が 無効 に な つた こと を 示す た め に 
証書 アイ コン が 消去 され ます 。 援助 金 と し て 費やし た 金額 は 、 こ の 取り 消し で 国庫 に 
戻り ます 。 


継続 的 な 援助 金 

継続 的 な 援助 金 は 、 そ の 都度 指示 し な く て も 毎 タ ー ン 支払 われ る こと を 別に すれ ば 、 
通常 の 援助 金 と 同じ 役割 を た 果たし ます 。 1 0 0 0 ドル の 援助 金 を 1 0 回 積み 重ね る ほ 
う が 、 1 万 ドル の 援助 金 よ り は る か に 効果 が あり ます 。 で すか ら 、 国 庫 か ら 定 期 的 に 
現金 を 支出 で きる と き や 忙 し く て 面倒 を 見 て られ な いと き は 、 継 続 的 な 助成 金 を 設定 
し た ほう が 便利 で す 。 
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援助 金策 の 成功 評価 

「 世 界 の 状況 ]」 パネ ル で 中 央 の 「 関 係 性 ] アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 マ ッ プ に 「 関 係 
性 ] と 「 海 外 援助 ] が 表示 され 、 関 係 性 の イン ジ ケ ー タ ー が パネ ル に 表示 され ます 。 
赤 か ら 緑 の 範囲 の 色 を 使用 し て 、 プ レイ ヤー の 大 国 に 対し て 、 ど の 国 が 敵意 を 持ち 、 
また どの 国 が 友好 的 で ある か を 確認 する こと が で きま す 。「 世 界 の 状況 ]」 パネ ル で は マ 
ッ プ で あら ゆる 国 を 選択 する こと が で きる の で 、 他 の すべ て の 大 国 の 関係 性 を 見 る こ 
と も で きま す 。 イ ンジ ケー ター の 下 に 並ん で いる 横 形 の アイ コン は 、 大 国 と の 関係 性 
を 序列 化し た も の で 、 左 側 に ある 色 の 大 国 ほ ど 、 選 択 国 と の 関係 が 悪い こと を 示し て 
いま す 。 

プレ イヤ ー が どの よう に これ が 機能 する か を 確認 し た い 場合 は 、 マ ッ プ 上 の プレ イヤ 
一 自身 の 国 を 選ん で くだ さい 。 そ れ で 、 自 国 の 色 を し た 要 が イン ジ ケ ー タ ー の 一 番 右 
側 に 表示 され ます 。 国 の 関係 性 が 常に 高 し ベル だ か ら で す 。 こ の 要 を 参照 し こし 、 ど の 
大 国 が どの 小国 を 求め て いる " の か 、 ま た どれ くら い 戦 争 が 迫っ て いる の か を 判断 
し て くだ さい 。 別 の 大 国 の た め に プレ イヤ ー の な す 術 が な く な る の で あれ ば 、 援 助 金 
と いう プレ イヤ ー の 損失 を 削減 する こと を 決断 する こと も で きま す 。 


通商 政策 
K⑥ 画面 上 部 に 横 に 並ん で いる アイ コン の 左 か ら 4 番目 の アイ コン (コイ ン ) を 








』 


) クリ ッ ク す る と 、 「 通 商 政策 ] パネ ル に 切り 替わり ます 。 そ の パネ ル で 、 通 
ーー 商 領 事 部 か 大 使 館 が 設置 され て いる あら ゆる 国々 に 対す る 通商 政策 を 設定 す 

る こと が で きま す 。 こ の 政策 は 直接 的 に は 関係 を 向上 させ ませ ん が 、 こ れ は 
他国 に 自国 と の 交易 を 奨励 し 、 そ の 結果 と し て 両国 の 関係 性 を 改善 し ます 。 プ レイ ヤ 
ー は 、 小 国 や 新 世界 の 種族 に 対し て 交易 補助 金 を 供与 し た いと 考え る で し ょ う 。 小国 
に 対す る 交易 補助 金 は 、 長 期 に わた る 支配 を 得る 競争 に お いて 、 プ レイ ヤー 自身 を 他 
の 大 国 の 前 に 押し 出し て くれ ます 。 ま た 、 こ の 成功 は 、 必 要 な 資源 の 入手 に つなが り 
事 ま 8 


通商 政策 の 設定 

通商 政策 マツ ッ プ は 、 淀 に 、 プ レイ ヤー 自身 の 国 の 通商 政策 を 表示 し ます 。 他国 の 通商 
政策 に 関す る 情報 を 見 た いと き は 、「 世 界 の 状況 ]」 パネ ル を 使用 し ます 。 

対象 国 に 対し て 補助 金 の 割合 を 設定 ・ 変 更 し た り 、 排 (ボイコット ) を 設定 し た い 
と き は 、 パ ネル 上 に ある アイ コン 1] つ を クリ ッ ク し 、 次 に マッ プ 上 で 対象 国 を クリ ッ 
ク す る こと で 行え ます 。 





アイ コン を クリ ッ ク し て カー ソル を マッ プ 上 に 動か す と 、 設 定 し た 通商 政策 の アイ コ 
ン が カー ソル と し て 表示 され ます 。 対象 国 を クリ ッ ク す る と 、 設 定 し た 新しい 政策 を 
確認 する た め に その アイ コン が 対象 国 の 上 に 表示 され ます 。 


ター ン 終 了 前 に 通商 政策 を 取り 消し た いと き は 、 対 象 国 の 上 に ある アイ コン を クリ ッ 
ク し ます 。 そ れ に より 、 そ れ ま で 表示 され て いた アイ コン が 消去 され ます 。 


補助 金 
補助 金 に は 2 つの 価格 効果 が あり ます 。 両 方 と も 補助 金 を 受け る 国 の 利益 に 関わ り ま 
す 。 補助 金 を 供 写 する 大 国 か ら 受け 取り 国 が 物資 を 購入 する 場合 、 そ の 価格 は 、 補 助 
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金 の 割合 に 従い 現在 の 国際 価格 か ら 割 り 引 か れ ま す 。 受け 取り 国 が 供与 国 に 物資 を 売 
る 場合 、 供 与 国 は 補助 金 の 割合 に 従い 現在 の 国際 価格 より も 割高 で 購入 し ます 。 





大 国 は 、 短 期間 に より 多く の 金額 を 得る た め に 補助 金 を 供 写 する わけ で は あり ませ ん 。 

し か し 、 他 の 大 国 と 市 場 を 争う 際 、 他 の 大 国 が 売れ な か っ た 場合 は 、 割 引 価格 で 売る 
こと に より 利益 を 得る こと に な り ま す 。 他 の 大 国 と わずか な 資源 を めぐ っ て 競争 する 
場合 も 、 他 の 大 国 が 資源 を まっ た く 手 に 入れ な いと き で も より 多く 支払 うこ と で 手 に 
入れ られ ます 。 














補助 金 は 、 長期 的 に 見 れ ば 、 受 け 取 り 国 が 供与 大 国 に 依存 する 状況 を つく り だ し ます 。 補 
助 金 を 受け 取る 小国 と 行う 各 取 り 引 き が 、 そ の 小国 と の 関係 で 他 の 大 国 を 突き 放し ます 。 


排 

交戦 状態 に ある 国 同士 は 、 自 動 的 に 排 殿 (ボイコット ) が 成立 し ます 。 他 の 状況 で 排 
胡 を 設定 する と 明らか な 影響 を 被り ます 。 プ レイ ヤー は 、 よ り 少 な い 売 り 込 みや 自国 
物資 の 販売 先 が よ り 少 な く な り ま す 。 硬貨 に 赤い X 印 が 表示 され て いる 排 ボ タン は 、 
プレ イヤ ー 自 身 の 大 国 が クリ ッ ク す る 国 と 取り 引き を ボイコット する こと を 意味 し ます 。 


植民 地 の 排 圧 

プレ イヤ ー が 新 世 界 で 植民 地 を 保有 する と 、 自 国 と は 別に 他 の 国 と の 取り 引き を ボ イ 
コッ ト す る よう 指示 する こと も で きま す 。 コ イン に グレ ー の 十字 架 が 表示 され て いる 
植民 地 の 排 原 ボ タン を クリ ッ ク し 、 ボ イコ ッ ト さ せ た い 植民 地 を クリ ッ ク し ます 。 ブ プ 
レイ ヤー の 帝国 が ボイコット し た 国 が あれ ば 、 そ の 国 に 赤い X 印 と グレ ー の 十字 案 の 
アイ コン が 表示 され ます 。 


旧 世 界 の 支配 


、「 外 交 ] 画面 の 最後 の 機能 よ 、 誰 が 勝利 し つつ ある か を 示す も の で す 。 い ち 

: ば ん 右 に ある アイ コン (地球 儀 ) を クリ ッ ク す る と 、 州 別に 支配 状況 を 示 
= す マ ッ プ を 表示 し ます 。 そ の マッ プ の 旗 の 色 で どの 州 が どの 大 国 に 支配 さ 

れ て いる か を 確認 で きま す 。 パ ネル に は 大 国 の リス ト が 表示 され 、 それ ぞ れ の 大 国 が 

いく つの 旧 世 界 の 州 が 支配 し て いる か を 数 値 で 示し て いま す 。 

勝利 の た め に 必要 な 州 の 数 は 上 部 に 表示 され ます 。 


外交 的 申し 入れ の 受 倒 


外交 的 申し 入れ は 、 他 の 大 国 の 外交 交渉 に 結果 と し て 受け 取る も の で す 。 そ れ に は 、 
宣戦 布告 も 含ま れ て いま す 。「 外 交 的 申し 入れ ] 画面 で 、 表 示さ れ て いる 申し 入れ を 受 
諾 する の か 拒絶 する か を 選択 し な けれ ば な り ま せん 。 そ の 結果 、 宣 戦 布告 や 外交 関係 
の 悪化 を も た ら す こと も あり ます 。 














攻撃 に 同盟 国 を 引き 入れ る 申し 入れ 

同盟 国 が 他 の 大 国 を 攻撃 し その た め に プレ イヤ ー に 参戦 を 依頼 し た と き 、 そ れ を 拒絶 
し て も ペナ ル テ ィ に は な り ま せん 。 但 し 、 同 器 OO 
戦争 し て くだ さい 。 で も 、 そ う で な けれ ば 、 戦 争 を 仕掛 け な い で くだ さ 
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同盟 国 か ら の 共同 防衛 の 申し 入れ 

この 要求 を 拒絶 する 際 に は 注意 し な けれ ば な り ま せん 。 プ レイ ヤー の 同盟 国 が 攻撃 さ 
れ た と き に 、 そ の 国 を 防衛 する こと を 拒絶 する と 多大 な ペナ ル テ ィ が 課せ られ ます 。 
も ちろ ん 、 受 け 入 れる と 、 通 常 の 宣戦 布告 に 伴う ペナ ル テ ィ を 受け ます 。 大 国 に 宣戦 
布告 し た 時 点 で 、 そ の 大 国 と の 関係 は めちゃ くち ゃ に な り ま す 。 し か し 、 拒 絶 で 生 ず 
る ペナ ル テ ィ は 、 他 の 場合 より も ずっ と 深刻 で す 。 


同盟 関係 が 解消 され て いく こと は 、 最 終 的 に は 外交 的 孤立 に 結び つい て いき ます 。 外 
交 的 孤立 に 陥っ た と き に ゲー ム に 勝つ 唯一 の 方 法 は 、 他 の 全 大 国 を 征服 し 、 軍 事 的 に 
優位 に 立つ こと で す 。 


和平 の 申し 入れ 
この 申し 入れ を 受諾 し た ら 、 講 和 条 約 を 交わ し その 大 国 と の 戦争 は 終結 し ます 。 同 盟 
国 が 同様 の 申し 入れ を 拒絶 し た ら 、 そ の 国 と の 同盟 関係 は 解消 され ます 。 


同盟 の 申し 入れ 
他 の 大 国 か ら 相 互 防衛 を 約束 し 合う よう に と の 申し 入れ が あり ます 。 同盟 国 は 基本 的 
に 防御 的 な も の で す が 、 攻 撃 的 な も の に な る 場合 も あり ます 。 








司 盟 を 受諾 し た ら 、 第 3 の 大 国 か ら 攻 撃 さ れ た と き 一 方 の 大 国 を 防衛 する と の 公 的 な 
約束 を 取り 交わ し た こと に な り ま す 。 プ レイ ヤー は 、 同盟国 か ら も 同様 の 約束 を 取り 
付け た こと に な り ま す 。 





同 回 の 申し 入れ を 拒絶 し て も 、 そ の 国 と の 関係 が 悪化 する こと は あり ませ ん 。 戦 争 を 
起こ すこ と に 興味 が な いと き や 、 そ の 国 が 竣 威 的 に 感じ る と き は お そら く 同 明 関 係 を 
拒絶 する で し ょ う 。 よ り 軟 威 的 な 大 国 が 同盟 関係 を 申し 入れ る こと は よく ある 事例 で 
す 。 脅 威 と は 、 同 盟 を 求め る こと な の で す 。 





それ と は 別に 、 同 回 国 が 、 プ レイ ヤー を 攻撃 する 可能 性 が ある 潜在 的 な 敵対 大 国 を 思 
い 止 まり せる が か も し れ ま せん 。 軍 事 的 に 優位 に 立っ て いな い 限 り 、 ほ と ん どの 国 は 攻 
撃 を 仕掛 け こ こない で し ょ う 。 


小国 か ら の 軍事 介入 の 申し 入れ 

攻撃 され た 小国 が 軍事 介入 を 求め る 申し 入れ は 、 そ の 国 に 与え られ た 唯一 の 機会 で す 。 
プレ イヤ ー が 拒絶 すれ ば 、 他 の 大 国 の 攻撃 が 失敗 し た り ゲ ー ム 後半 で その 小国 が 平和 
的 に 帝国 に 参入 し な い 限 り 、 そ の 小国 を 平和 的 に 支配 する チャ ンス は 二度と 訪れ な い 
か も し れ ま せん 。 























介入 の メリ ッ ト は 多く あり ます 。 ま ず 、 た だ ち に その 小国 の 領土 を 手 に 入れ ます 。 そ 
れ ら の 州 は プレ イヤ ー の 勝利 に 期待 し ます 。 し か し 、 軍 事 介 入 は 、 他 の 大 国 に 対す る 
宣戦 布告 で め あり 、 こ れ に より プレ イヤ ー は 攻撃 者 と な り ま す 。 プ レイ ヤー が 宣戦 布告 
し た 大 国 の 同盟 国 は 、 プ レイ ヤー に 対す る 戦争 に 参戦 する 可能 性 も あり ます 。 
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技術 研究 


制御 主体 を コン ピュ ー タ と ブ プレイヤー の 間 で 切替 








地形 マッ プ 画 面 に 戻る ホッ ト テ キス ト 領 域 








現在 の 研究 目標 ヘル プ の 呼び 出し 
その 技術 を 修得 技術 の 分 野 仕分 け 
し て いる 国家 
題 修得 済み 技術 の 確認 
現在 研究 中 の 技術 M、 修得 可能 な 技術 の 確認 
研究 目標 の 確認 
ター ン ご と の 研究 技術 の 詳細 情報 の 確認 
投資 客 


研究 取り 消し 


と の 指示 画面 は 、 統 治 者 と し て 、 自 分 の 帝国 が 修得 すべ き 新 技術 と その 研究 に ター ン 
ご と に いく ら 投 資す る か を 決定 する た め の も の で す 。 


[地形 マッ プ 」 画面 や 他 の すべ て の 指示 画面 か ら 、 コ ン パ ス の よう に 見 える [技術 研究 
の 指示 ] アイ コン を クリ ッ ク し て 移行 する こと が で きま す 。 画面 下部 に ある ゴー ルド 
リボ ン の いち ば ん 右 に ある ボタ ン で す 。 


技術 研究 の コン ピュ ー タ 制御 
品 | | 人 | 2 いかれ が 行う の を 遇 その 管理 を コン ピュ ー タ も し く は プレ イヤ ー 
2 | 2 totm う OpyeE で きる ポタ ン が あります. と れ を コン ピュ ー 
タ に 設定 する と 、 プ レイ ヤー の 帝国 の 技術 研究 は 、 タ ー ン ご と に 上 自動 的 
に 行わ れ ま す 。 コ ンピュータ アド バイ ザー の 設定 を 変更 する と 、 そ の 変更 指示 は 、 該 
当 タ ー ン の み 実 行 さ れ ま す 。 制御 を コン ピュ ー タ アド バイ ザー に し た まま で す と 、 プ 
レイ ヤー の 指示 は 次 の ター ン で は 実行 され ませ ん 。 次 の ター ン で は 、 コ ンピュータ ア 
ドバイ ザー が 再び 最善 だ と 判断 し た 技術 研究 の 指示 を 設定 し ます 。 た だ し 、 設定 され 
て いる 研究 を 取り 消す こと は し ませ ん 。 





[技術 」 画面 の 機能 を 理解 する 最良 の 方 法 は 、 い っ た ん コン ピュ ー タ に 管理 を 任せ 、 そ 
の 後 で コン ピュ ー タ 設定 を 解除 し て 、 プ レイ ヤー が 各 タ ー ン の 投資 額 を 決定 する と い 
う も の で す 。 こ れ は 、 技 術 に 関す る 多大 な 恩恵 を 理解 し て いな いと 思わ れる 初心 者 に 
は 大 きく 役立ち ます 。 コ ンピュータ アド バイ ザー は 、 軍 事 技術 を 目標 と し て 選択 し が 
ち で す 。 自 国 へ の 攻撃 は 災厄 だ か ら で す 。 
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技術 画面 の 理解 


「 技 術 」 画面 に は 2 つの 領域 が め り ま す 。 左側 の 領域 は 、 現 在 研究 中 の 技術 や 長期 間 の 
目標 で ある 研究 が 示さ れ ま す 。 右 側 の 領域 は 、 様 々 な 技術 を 検討 する た め に 用 いら れ 
ます 。 画 面 の 基本 的 な 操作 は 、 右 側 領域 か ら 研究 さ せ た い 技術 を 選択 し 、 左 側 領域 に 
ある スズ スロット に 設定 する と いう 手順 で す 。 


スパ イ の 旗 

技術 が 「 技 術 ] 画面 の どこ か に 表示 され て いる と き は 、 い つも カラ ー の 小さ な 旗 が 付 
随 し て いま す 。 プ レイ ヤー 自身 の 国 の カラ ー の 旗 は 表示 され ませ ん 。 旗 の 色 は すべ て 
他 の 大 国 を 示し て いま す 。 そ れ ぞ れ の 旗 が 意味 し て いる の は 、 そ の 旗 の 大 国 が その 技 
術 を 既に 修得 し て いる と いう こと で す 。 プ レイ ヤー が スパ イ 行 為 か ら 利 益 が 得 ら れる 
の は 、 プ レイ ヤー が スロ ッ ト に 設定 し て いる 研究 を スパ イ さ せ て いる 大 国 が 既に 修得 
し て いる と きだ け で す 。 


対象 の 国 に 対し て 「 ス パイ 」 を 派遣 し て いる か どう か は 、 そ の 国 の 色 が つい た 旗 に 
-8 "が 付随 する の で わか り ま す 。 そ の 国 で 活動 し てい る 「 ス パイ ] を 持っ て いる 場合 、 
その 旗 が つい て いる 研究 プロ ジェ クト を 設定 する ほう が 、 他 の プロ ジェ クト を 設定 す 
る より も 早く 修得 で きま す 。 


研究 プロ ジェ クト に 投資 する 資金 が な いと し て も 、「 ス バイ 」 が 国 の た め に 研究 を 盗 
ん で 研究 完了 に 真 献 し ます 。「 ス パイ | が 捕らえ られ た り 殺 され た り し た 場合 は 、"s" 
の 表示 が 消え ます 。 そ し て 、 次 の ター ン で 表示 され る 「 タ ー ン 概要 ] で その 損失 を 知 
ら さ れる こと に な り ま す 。 


研究 スロ ッ ト 

画面 左側 に ある スロ ッ ト は 、 帝 国 の 研究 プロ ジェ クト を 設定 する 場所 で す 。 ゲ ー ム 開 
始 時 点 で は 、 研 究 ス ロッ ト の うち 3 個 だ け を 使用 で きま す 。 最終 的 に (「 大 学 」 技術 の 
修得 に より )、 同 時 に 進行 で きる 研究 プロ ジェ クト が 4 個 に な り ま す 。 研究 スロ ッ ト の 
上 側 に 、 現 在 の 研究 目標 を 示す た め の 5 個 目 の スロ ッ ト が あり ます 。 


プレ イヤ ー は 研究 目標 を こと さら 設定 する 必要 は あり ませ ん 。 プ レイ ヤー が 目標 を 設 
定 す る と 、 画 面 右側 に 表示 され る 技術 の 並び が 区 分 けさ れる の で 、 目 標 に 向け た 研究 
プロ ジェ クト の 選択 が スム ー ズ に 行え ます 。 研 究 目標 スロ ッ ト に は 、 技 術 研究 の 資金 
を 設定 する こと は が で きま せん 。 そ こ は 単 に プレ イヤ ー の 研究 テー マ を 分 類する た め 
に 使用 され る も の で す 。 目標 は ー つ だ け 設 定 で きま す が 、 い つ で も 変更 する こと が で 
さま す 。 


技術 の 巻物 
画面 右側 に は 様々 な 技術 が 一 覧 形式 で 記述 ぐれ て いま す 。 こ の 部 分 は 大 きく 3 つの 部 
分 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 
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研究 目標 

画面 左側 に 研究 目標 を 設定 する と き 、 こ こ に 表示 され る 技術 が 対象 と か り ま す 。 そ し 
て 、 ど の 一 覧 で も 、 設 定 し た 目標 に 導く た め の 技 術 が 一 覧 の トッ プ に 緑色 の テキ スト 
で 表示 され る よう に な り ま す 。 


メダ ル 
技術 巻物 の 右側 に ある メダ ル は 、 す で に 修得 し た 技術 ・ 研 究 が 可能 な 技術 ・ 目 標 と し 
て 設定 で きる 技術 と いう 区 分 で 技術 を 一 覧 表示 させ る た め の も の で す 。 


6 個 の 選別 ボタ ン 

技術 巻物 の 上 部 に 、 表 示す る 技術 を 分 野 で 絞り 込む た め の 6 個 の テキ スト ボタ ン が あ 
り ま す 。 例 えば 、 プ レイ ヤー が 海軍 分 野 で の 目標 を 選択 し た いと き は 、「 海 軍 ] ボタ ン 
を クリ ッ ク し 、 次 に メダ ル の いち ば ん 下 (目標 技術 ) の メダ ル を クリ ッ ク し ます 。 目 
標 と し て 設定 で きる すべ て の 海軍 技術 が 表示 され ます 。 


技術 画面 の 使用 方 法 


研究 の 開始 方 法 

技術 巻物 右側 の 真ん中 の メダ ル を クリ ッ ク し ます 。 巻 物 上 部 に ある 「 全 分 野 ] テキ ス 
ト ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 こ れ に より 、 現 在 研究 スロ ッ ト に 設定 で きる すべ て の 計 
画 が 表示 され ます 。 


それ ぞ れ の 技術 の 説明 を 見 た いと き は 、 技 術 欄 の 右端 に ある 拡大 鏡 ボ タン を クリ ッ 
ク し ます 。 そ れ で 、 新 し い 技 術 の 効用 を 確認 する こと が で きま す 。 画 面 で 表示 され る 
男 囲 は 限ら れ て いま す の で 、 す べ て の 研究 可能 な 技術 を 見 る た め に は 、 頁 送り ボタ ン 
や 頁 戻 し ボタ ン (巻物 の 右側 上 下 に ある ノブ ) を 使用 し な けれ ば な り ま せん 。 


研究 スロ ッ ト に 技術 を 割り 当て る た め に は 、 研 究 し た い 技 術 の 左端 に ある 「 コ ン パ ス 」 
ボタン を クリ ッ ク し ます 。 新 し い 研 究 が 画面 左側 の スロ ッ ト に 表示 され た ら 、 研 究 に 
割り 当て る 資金 を 増減 する た め に 金額 欄 の 左右 に ある 矢印 を 使用 し ます 。 こ の 資金 は 、 
研究 の た め タ ー ン ご と に 消費 され ます 。 研 究 者 に より 、 修 得 見 通し ター ン が 提示 され 
ます 。 覚え て いた だ きこ と は 、 こ の 見 積 り が 悪い 方 向 に 向かう 可能 性 が ある と いう こ 
と で す 。 研究 が 終わ る まで 、 確 実に 予測 で きる 方 法 は あり ませ ん 。 


全て の 利用 で きる 研究 スロ ッ ト が いっ ぱい に な っ た ら 、 残 り の 技術 に 表示 され て いた 
| コンパス] ボタ ン が 消え ます 。 この 場合 、 設定 し た 研究 を 終了 させ る か 取り 消す まで 、 
新しい 研究 プロ ジェ クト は 選択 で きま せん 。 
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風力 製材 鍋 

風力 製材 編 は 、 建 築 士 が 原木 伐採 
所 を ター ン 当 た り 3 単位 産出 まで 
強化 で きる よう に し ます 。 木材 の 
産出 増加 は 、 よ り 大 型 な 船 の 建造 
の よう な 海軍 技術 の 改良 を 促し ま 


Go 








プロ ジェ クト の 取り 消し 

画面 左側 の 各 研 究 ス ロッ ト に 、 小 さ な 頭 募 骨 と 交差 し た 骨 の ボタ ン が あり ます 。 計画 
を 取り 消す 為 に 、 こ の ボタ ン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 プ レイ ヤー が 計画 で 成長 を 遂 
げ る な ら ば 、 プ レイ ヤー の 取り 消し を 確認 する 事 が 求め られ ます 。 プ レイ ヤー が 計画 
を 取り 消す な ら ば 、 こ れ ま で の 計画 に 対す る 進歩 は 失わ れ ま す 。 


研究 目標 の 選択 

画面 左側 に ある 研究 目標 スロ ッ ト に 目標 を 選択 する た め に は 、 技 術 巻物 の 右 隣 に ある 
3 個 の メダ ル の いち ば ん 下 を クリ ッ ク し ます 。 そ れ で 表示 され る 目標 と し て 設定 で き 
る すべ て の 技術 に 目 を 通し 、 そ の 欄 の いち ば ん 左 に ある | 目標 」 ボタ ン を クリ ッ ク す 
る こと で 、 長 期 に わた る 目標 を 設定 する こと が で きま す 。 目標 技術 は 、 左 側 の 独立 し 
た スロ ッ ト に 表示 され ます 。 拡 大 鏡 ボ タン を クリ ッ ク し て 、 技 術 に 関す る 詳細 を 見 る 
こと も で きま す 。 


この あと 、 研 究 で きる 技術 の 一 覧 に 戻る (真ん中 の メダ ル を クリ ッ ク ) と 、 設 定 され 
て いる 技術 目標 この 関連 で 技術 の 一 覧 方 法 が 変わ り ます 。 設定 され て いる 目標 に 導く 
様々 な 技術 が 、 一 覧 の トッ プ か ら 緑 色 の テキ スト で 表示 され ます 。 


114 IMPERIALISIM HI : 技術 研究 








技術 の 効用 
これ ら の 技術 は 、「 イ ン ペ リア リズ ム II] に 付属 し て いる 表 に も 記載 され て いま す 。 
[技術 一 覧 ] 
技術 名 技術 の 効用 修得 の た め の 必 要 条 件 
先進 的 船体 設計 船体 と 帆 の 設計 の 進歩 は 、 フ リ ゲ ー ト 艦 の 建造 大 学 ・ 帆 設計 の 改良 

を 可能 に し ます 。 フ リ ゲ ー ト は 高速 か つ 強力 な 私 振 骨 組織 

軍艦 で 、 私 振 及 び 妨害 活動 で 理想 的 な 船 で す 。 
高度 な 鉄 加工 高度 な 鉄 加工 技術 は 、 造 朋 所 が 装甲 艦 を 建造 す 戦列 艦 ・ 産 業 研究 基金 


る の を 可能 に し ます 。 重 装甲 の 軍艦 は 長 射程 か 
ら ダ メー ジ を 与え る こと が で きま す 。 


外 輸 船 





アガ ル ガ ム プロ セス 


家畜 管理 


アマ ル ガ ム プロ セス に より 、 建 築 士 が 買 金属 ( 金 
・ 銀 ) 鉱山 の 採掘 重 を ター ン ご と に 4 単位 の レ 
ベル まで 改良 する こと が で きる よう に な り ま す 。 


ダイ ナマ イト ・ 貴 金属 の 抽出 





家畜 管理 の 進歩 は 、 建 築 士 が 牛 牧場 を ター ン ご 
と に 3 単位 の 食肉 を 産出 で きる よう に 改良 し ま 
す 。 こ の 進歩 は 、 馬 曳 砲 兵 や 優れ た 騎兵 戦術 の 
開発 に つなが っ て いき ます 。 


輌 作 





初級 労働 者 


初級 労働 者 は 、 訓 練 を 受け て いな い 見 習い 労働 
者 の 4 倍 の 労働 力 を 提供 し ます 。 初 級 労働 者 は 
ター ン ご と に 1 単位 の 精糖 を 消費 し ます 。 


銀行 業 は 、 借 入金 の 支払 い 利子 を 減少 させ 、 よ 
り 多 額 の 赤字 を 可能 に し ます 。 の ちの 軍事 基金 
の 育成 に つなが っ て いき ます 。 


土地 囲い 込み ・ 精糖 


上 級 労働 者 ・ 交 易 見 本 市 





銃剣 


銃剣 の 開発 は 、 正 規 歩兵 の 採用 と 鮮 槍 兵 の 強化 
を 可能 に し ます 。 正 規 歩 兵 は 、 近 接戦 と 射撃 の 
両方 が で きる 最初 の 歩兵 で す 。 


鉄製 武器 の 改良 ・ る つぼ 工程 





葉巻 生産 


この 進歩 が 、 タ バ コ か ら 葉 巻 を 生産 で きる よう 
に し ます 。 こ の 嗜好 品 は 中 級 労働 者 に ター ン ご 
と に 1 単位 消費 され ます 。 


タバ コ の 発見 





丸久 


丸 編 の 発明 は 、 建 築 士 が 原木 伐採 所 を ター ン ご 
と に 4 単位 まで 原木 を 伐採 する 改良 する こと を 
可能 に し ます 。 


風力 製材 編 ・ 大 学 





AUO5AY ニ コ 


この 発展 に より 、 造 朋 所 が クリ ッ パ ー を 建造 す 
る こと が で きる よう に な り ま す 。 こ の 船 は 比較 
的 小型 で 極め て 高速 な 商船 で す 。 


丸 鍋 ・ 先 進 的 船体 設計 





石炭 採掘 


石 誠 採 掘 の 知識 に より 、 建 築 士 が ター ン ご と に 
1 単位 採掘 する 石炭 鉱山 を 構築 する こと が で き 
ます 。 こ の 技術 は 、 最 終 的 に 、 鋼 鉄 を 生産 する 
た め の る つぼ 工程 に つなが っ て いき ます 。 


鈴 山 工学 





護衛 船 


護衛 船 技術 の 発達 に より 、 ガ レオ ン の 建造 が 可能 
に な り ま す 。 こ の 大 型 船 は 低速 で す が 強 力 な の で 
新 世界 か ら の 産品 を 防御 する の に 理想 的 で す 。 


商社 


技術 名 
銅 と 鈴 の 採掘 
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技術 の 効用 


向上 し た 銅 と 鍋 の 採掘 技術 で 、 建 築 士 は 、 銅 と 
負 の 鉱山 を ター ン ご と に 2 単位 採掘 する レベ ル 
に 改良 する こと が で きま す 。 銅 と 鍋 は 青銅 を 生 
産 す る た め に 使用 され ます 。 鋼 鉄 が 生産 され る 
よう に な る まで 、 大 砲 ・ 船 ・ 城 塞 を つく る の に 
重要 な 物資 で す 。 


修得 の た め の 必 要 条 件 
鉱山 工学 





費 繰 機 


費 繰 機 の 発明 に より 、 建 築 士 は 綿花 農場 を ター 
ン ご と に 綿花 4 単位 を 産出 する よう 改良 で きま 
す 。 


大 規模 綿花 農園 ・ 中 級 労働 者 





綿花 農園 


綿花 農園 は 、 費 花 農 場 の 生産 性 を 引き 上 げ ま す 。 
建築 士 の 改良 に より 、 綿 花 農場 が ター ン ご と に 
2 単位 の 綿花 を 産出 する よう に な り ま す 。 


綿花 の 発見 





綿織物 


この 技術 に より 、 綿 花 か ら 布 地 を 生産 する こと 
が で きる よう に な り ま す 。 羊毛 か ら 生産 し た 布 
地 と 用 途 は 同じ で す 。 


綿花 の 発見 





輪作 


還 作 は 、 建 築 士 が 家畜 の 群れ を 改良 で きる 条件 
で ある 牧草 の 生育 を 促し ます 。 こ の 技術 は 、 羊 
や 牛 と と も に 軍用 馬 の 発育 に も 貢献 し ます 。 


な し 





る つぼ 工程 


る つぼ 工程 に より 、 鋼 鉄 が 石炭 と 鉄鉱 石 か ら 生 
産 で きる よう に な り ま す 。 鋼 鉄 は ほとん どの 発 
達し た 陸軍 部 隊 や 海軍 艦船 を 構築 する た め に 利 
用 され ます 。 


角材 生産 





外交 専門 知識 


外交 専門 知識 に より 、 小 国 や 種族 に 大 使 館 を 設 
置 で きる よう に な り ま す 。 大使 館 が 存在 する と 、 
条約 や 援助 金 の 交渉 が で き 、 商 人 ・ 建設 技師 ・ 
建築 士 が それ ら の 国々 で 働く こと が で きる よう 
に な り ま す 。 


な し 





ダイ ナマ イト 





ダイ ナマ イト に より 、 山 岳 地 形 を 走る 鉄道 を 敷 
設 す る こと が で きま す 。 こ の 発展 は 、 鉱 山 技術 
の より いっ そう の 発展 を 促し ます 。 


後期 蒸気 機関 銀行 業 ・ 爆 薬 





初期 ライ フル 銃 


新しい ライ フル 銃身 に より 、 遅 い が 正確 な 射撃 
を 可能 に し ます 。 こ れ は 新しい 圧 候 連 隊 に 理想 
的 で す 。 


歩兵 戦術 の 改良 ・ る つぼ 工程 





初期 蒸気 機関 


鉄道 技師 が 道路 が ある 平坦 な 地形 に 鉄道 を 敷設 
する こと が で きま す 。 農場 ・ 鉱 山 ・ 原 木 伐採 

所 ・ 牧 場 か ら 4 単位 まで の 物資 を ター ン ご と に 
軸 送 する こと が で きる よう に な り ま す 。 


道路 建設 ・ 角 材 生産 ・ 蒸 気力 
利用 の 採掘 





銅 と 鈴 の 効率 的 な 抽出 


向上 し た 銅 と 答 の 摘出 技術 に より 、 建 築 士 が 銅 
と 鍋 の 鉱山 を ター ン ご と に 4 単位 まで 採掘 で き 
る よう 改良 で きま す 。 


大 規模 炭鉱 ・ 銅 と 編 の 大 規模 
勧 山 





精鋭 部 隊 訓 練 


新しい 訓練 技術 に より 、 守 備 歩兵 と 呼ば れる 精 
鋭 歩兵 連隊 が 構築 で きる よう に な り 、 精 鋭 歩兵 
連隊 が 強化 で きる よう に な り ま す 。 


近代 的 軍事 基金 ・ 撃 針 銃 
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技術 名 

















技術 の 効用 

外国 文化 に 対す る 大 き な 理 解 と 外交 術 の 訓練 は 、 
他 の 大 国 を 平和 的 に 帝国 に 組み 入れ る 要求 を 可 
能 に し ます 。 そ れ を 受け 入れ る か どう か が は 、 求 
め た 帝国 の 経済 力 と 軍事 力 が どれ ほど か に より 
ます 。 














修得 の た め の 必 要 条 件 
ナシ ョ ナリ ズム ・ 銀行 業 








据付 攻 城 砲 


この 開発 で 、 建 設 技師 は 城塞 に 据付 られ た 大 念 
を 自動 的 に 攻 城 砲 に 更新 し ます 。 攻 城 砲 は 製造 
で きる 大 砲 の な か で 最も 強力 な も の で す 。 


重 火砲 ・ 据 付 重 火 砲 





週 大 な 毛皮 採集 


新しい 罠 や 狩猟 技術 に より 、 建 築 士 が 毛皮 交易 
所 を ター ン ご と に 毛皮 を 4 単位 集め られ る よう 
に する こと が で きま す 。 


後期 蒸気 機関 ・ 河 船 








爆 藤 の 向上 に より 、 精 鋭 歩兵 を 構築 し た り 、 マ 
スケ ッ ト 銃 歩兵 を 強化 する こと が で きる よう に 
な り ま す 。 


武器 職人 技能 ・ 産 業 用 機械 類 





貴金属 の 抽出 





銀 や 金 の 向上 し た 摘出 技術 は 、 建 築 士 が 金 や 銀 
の 鉱山 を ター ン ご と に 3 単位 採掘 で きる よう に 
改良 で きる よう に し ます 。 こ れ ら の 買 金 属 は 直 
接 現金 に 変わ り ま す 。 





野砲 戦術 


新しい 戦術 ノウ ハウ や 優れ た 治 金 技術 に より 、 

野砲 連隊 を 構築 する こと が 可能 に な り ま す 。 こ 
の 部 隊 は 、 城 塞 を 攻め る の に 理想 的 な も の で す 。 
軽 火砲 隊 を 強化 する こと も で きま す 。 


責 人 金属 採掘 ・ 大 学 





軽 火 砲戦 術 ・ 近 代 的 軍事 基金 








地質 学 的 試掘 


地質 学 的 探査 に より 、 買 重 な 宝 石 が 埋蔵 され て 
いる 鉱山 の 採掘 量 が 上 が り ま す 。 建築 士 は 宝石 
や ダイ ヤ モ ン ド の 鉱山 を 採掘 量 4 単位 まで 改良 
する こと が で きま す 。 


大 規模 宝石 鉱山 ・ 
ダイ ナマ イト 








帽子 の 生産 


この 進歩 で 、 毛 皮 か ら 帽 子 を 製造 する こと が で 
きま す 。 上級 労 働 者 は 、 こ の 嗜好 品 を ター ン ご 
と に 1 単位 消費 し ます 。 





重 火 砲 


強力 な 鋼鉄 製 の 重 火 砲 が 製造 で きま す 。 王立 砲 
兵隊 を この 新しい 連隊 に 強化 する こと が で きま 
す 。 


毛皮 の 発見 


近代 的 城塞 ・ る つぼ 工程 





据付 重 火砲 


この 発展 で 、 城 塞 に 据え 付け られ て いる 王立 大 
砲 が 自動 的 に 重 火 砲 に レベ ル ア ッ プ さ れ ま す 。 





道路 建設 ・ 国家 官僚 組織 ・ 
攻 城 技術 














高 品質 鋼鉄 


新しい 高 品質 の 鋼鉄 に より 、 移 動 式 の 攻 城 砲 を 
製造 する こと が で きま す 。 こ の 巨大 な 大 砲 は 最 
も 強力 な 城塞 で さえ 叩き 潰す こと が で き 、 防 衛 
で と り わ け 効 果 的 で す 。 重 火砲 連隊 を 強化 する 
こと が で きま す 。 





重 火砲 ・ 研 究 向け 産業 基金 ・ 
近代 的 軍事 基金 








馬 曳 砲兵 


改良 され た 馬 の 品 種 や 軽く な つた カノ ン 砲 に よ 
り 、 戦 場 で 移動 し な が ら 砲 撃 で きる 馬 曳 砲兵 連 
隊 を 構築 する こと が で きま す 。 


家畜 管理 ・ 銅 と 鍋 の 採掘 
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技術 名 
軽 騎兵 


技術 の 効用 


改良 され た 訓練 施設 や 新しい 馬 の 品 種 に より 、 
軽 騎兵 を 採用 し た り コ サッ ク 兵 を 強化 で きる よ 
うに な り ま す 。 軽 騎兵 は 移動 が 速く ダメ ー ジ を 
受け に くい 特質 を 持っ て いま す 。 


修得 の た め の 必 要 条 件 


騎兵 戦術 の 改良 ・ 
ステ ッ プ 騎兵 の 採用 








騎兵 戦術 の 改良 


騎兵 部 隊 の 戦術 に 対す る 理解 が 増大 し た こと で 、 
火縄 銃 騎兵 を 構築 する こと が で きま す 。 こ の 新 
連隊 は 鞍 の 中 に ある 銃 を 使用 し 、 後 の 重 騎 兵 に 
連なっ て いき ます 。 


プレ ス 印 刷 ・ 家 畜 管 理 





騎兵 武器 の 改良 


改良 され た 騎兵 武器 に より 、 胸 甲 重 騎兵 の 採用 
と 火縄 銃 騎 兵 の 強化 が 可能 に な り ま す 。 


族 業 用 機械 類 ・ る つぼ 工程 ・ 
騎兵 戦術 の 改良 





食糧 保存 の 向上 


食糧 保存 の 向上 に より 、 建 築 士 は 香辛料 園 を タ 
ー ン ご と に 4 単位 産出 する よう 改良 で きま す 。 


大 規模 香辛料 園 





歩兵 戦術 の 改良 


歩兵 戦術 の 理解 を 深め る こと に より 、 小 銃 歩兵 
を 採用 し た り 、 農 民 微 募 兵 を 強化 で きる よう に 
な り ま す 。 こ の 新 連 隊 は 英 か ら の 射撃 に 際 し 庶 
蔽 地形 を 見 つけ 応戦 し ます 。 


連隊 編成 ・ プ レス 印刷 





鉄製 武器 の 改良 


鉄製 武器 の 鋳造 と 鍛冶 の 改良 が 、 鍵 槍 兵 の 育成 
を 可能 に し ます 。 槍 兵 を 、 こ の 新しい ユニ ッ ト 
に 強化 する こと が で きま す 。 こ の 進歩 は 、 銃 合 
や 他 の 軍事 知識 を も た らし ます 。 


連隊 編成 ・ 鉄 鉱石 採掘 








帆 設計 の 改良 





帆 の 設計 の 向上 に より 、 造 朋 所 が 交易 人 の た め 
に 高速 で 軽量 の 商船 を 建造 する こと が で きる よ 
うに な り ま す 。 こ の 進歩 は 、 後 に より 速い 軍艦 
の 建造 に 貢献 する よう に な り ま す 。 


風力 製材 編 ・ 船 体 設計 の 改良 








海上 ルー ト の 改良 


損傷 を 防ぐ 航路 の 知識 が 、 改 良さ れ た 香辛料 園 
か ら よ り 多 く の 香 辛 料 を 産出 で きる よう に し ま 
す 。 と この 知識 は 、 海 軍 技 術 の 改良 を も 促し ます 。 


香辛料 の 発見 





罠 技術 の 改良 


毛皮 を 採集 する た め の 諾 技術 に より 、 建 築 士 が 
ター ン ご と に 9 単位 の 毛皮 を 採集 で きる よう 時 
を 仕掛 け ます 。 





毛皮 の 発見 





研究 向け 産業 基金 


企業 と 産業 の 発展 に より 、 研 究 資金 の 新しい 供 
給 源 が 創出 され ます 。 


産業 用 機械 類 ・ る つぼ 工程 





鉄鉱 石 の 産業 的 採掘 


進歩 し た 爆薬 と 産業 に より 、 建 築 士 は 、 鉄 鉱石 
鉱山 を ター ン ご と に 4 単位 の 鉄鉱 石 を 採掘 する 
よう 改良 で きま す 。 


研究 向け 産業 基金 





産業 用 機械 類 


新しい 産業 用 の 機械 類 が 、 陸 軍 の 攻撃 費用 を 2 
5 % 減 少 さ せま す 。 こ の 発展 は 、 後 の 武器 の 発 
展 や 研究 向け 産業 基金 に つなが て いき ます 。 


中 級 労働 者 蒸気 力 利用 の 採 
掘 ・ 大 学 





鉄鉱 石 採掘 


鉄鉱 石 採掘 の 向上 に より 、 建 築 士 は 、 鉄 鉱石 鉱 
山 を ター ン ご と に 8 単位 採掘 する こと が で きま 
す 。 そ れ は 、 軍 隊 と 輸送 技術 の 成長 の 為 の 重要 
な 要素 で す 。 


誤 山 工学 
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技術 名 
土地 の 囲い 込み 


技術 の 効用 


土地 の 囲い 込み は 効率 的 な 農場 を 可能 に し ます 。 
建築 士 が 、 穀 物 畑 を ター ン ご と に 2 単位 の 穀物 
収穫 まで 改良 する こと が で きま す 。 こ の 社会 的 
変化 に より 後 の 軍事 力 強 化 や 再編 成 を も た らし 
ます 。 


修得 の た め の 必 要 条 件 
な し 





大 規模 炭鉱 山 


大 規模 炭鉱 技術 は 、 建 築 士 が 炭鉱 を ター ン ご と 
に 3 単位 の 石炭 採掘 する よう 改良 する 事 を 可能 
に し ます 。 


角材 生産 





銅 と 鈴 の 大 規模 鉱山 


冶金 術 や 採掘 の 知識 を 増やす こと で 、 こ と に よ 
り 、 建 築 士 が 、 銅 と 鍋 の 鉱山 を ター ン 当 た り 3 
単位 まで 採掘 する まで 改良 で きる よう に な り ま 
す 。 こ の 発展 は 、 の ち に より 大 型 の 青銅 製 カ ノ 
ン 砲 を 装備 し 新型 船舶 を 可能 に し ます 。 


銅 と 鈴 の 採掘 





大 規模 綿花 農園 


大 規模 綿花 農園 は 、 綿 花 農園 の 生産 性 を 高め ま 
す 。 建 築 士 が 、 タ ー ン ご と に 3 単位 の 綿花 を 生 
産 す る よう 綿花 農場 を 改良 で きま す 。 


綿花 栽培 








大 型 船体 


この 技術 に より 、 新 し い 大 型 貨 物 船 で ある イン 
ド 貿 易 船 が 建造 で まき る よう に な り ま す 。 そ れ は 、 
ガレ オン より 2 5 % 以 上 多い 貨物 を 運び ます 。 
この 発展 は 、 大 型 軍艦 の 建造 に 結び つい て いき 
ます 。 





大 規模 宝石 鈴 山 


ダイ ヤ モ ン ド と 宝石 の 向上 し た 採掘 技術 に より 、 
建築 士 は ター ン ご と に 3 単位 採掘 する よう 宝石 
鉱山 を 改良 する こと が で きる よう に な り ま す 。 
これ ら の 宝石 は 直接 現金 に 変わ り ま す 。 


風力 製材 編 ・ 航 海 術 


宝石 採掘 ・ 大 学 








大 規模 香辛料 園 


大 規模 香辛料 園 は 、 香 辛 料 園 の 生産 性 を 拡大 し 
ます 。 建築 士 が 、 香 辛 料 園 を ター ン 当 た り 3 単 
位 まで 産出 する よう 改良 で きま す 。 


播種 機 ・ 海 ルート の 改良 





大 規模 サト ウキ ピ 農 場 


大 規模 サト ウキ ピ 農 場 は 、 サ トウ キ ビ 農 場 の 生 
産 力 を 拡大 し ます 。 建築 士 が 、 サ トウ キ ピ を タタ 
ー ン 当たり 3 単位 収穫 する よう 改良 で きま す 。 


サト ウキ ピ 産 業 





大 規模 タバ コ 農 場 





大 規模 タバ コ 農 場 は 、 タ バ コ 農 場 の 生産 力 を 拡 
大 し ます 。 建築 士 が 、 タ バ コ を ター ン ご と に 3 


タバ コ 栽 培 ・ 播 種 機 








単位 収穫 する よう 改良 で きま す 。 

後期 蒸気 機関 惹 気 機関 が 改良 され 、 鉄 道 技師 が 丘陵 と 沼地 を 初期 蒸気 機関 車 ・ る つぼ 工程 
走る 鉄道 を 敷設 する こと が で きま す 。 

軽 火 砲戦 術 の 改良 鋼鉄 製 軽 火砲 部 隊 向 け の 新 戦術 は 、 軽 火砲 部 隊 る つぼ 工程 ・ 大 学 ・ 馬 曳 軽 砲 


の 採用 と 馬 曳 砲兵 部 隊 の 強化 を 可能 に し ます 。 








長 射程 ライ フル 鉱 


長 射程 ライ フル の 発明 は 、 狙 撃 兵 部 隊 の 採用 と 
慰 候 部 隊 の 強化 を 可能 に し ます 。 


初期 ライ フル 銃 ・ る つぼ 工程 





上 級 労働 者 


この 進歩 は 、 見 習い 労働 者 の 8 倍 の 労働 力 と な 
る 上 級 労働 者 の 訓練 を 可能 に し ます 。 上 級 労働 
者 は ター ン ご と に 毛皮 の 帽子 と いう 嗜好 品 を 要 
求 し ます 。 


中 級 労 働 者 ・ 大 学 


技術 名 
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技術 の 効用 


修得 の た め の 必 要 条 件 





商社 


商社 は 、 小 国 で 土地 を 買う 商人 ユニ ッ ト を 構築 
で きる よう に し ます 。 こ れ は 、 建 築 士 に よる 開 
発 と 海外 収益 の 道 を 開き ます 。 


な し 





蒸気 商船 


この 開発 は 、 大 き な 貨物 積載 量 を 持つ 巨大 な 新 
型 蒸 和 商 船 を 建造 で きる よう に し ます 。 





外 還 朋 ・ 河 船 





鉱山 工学 


鈴 山 工学 に より 、 建 設 技師 は 城塞 を レベ ル 2 に 
強化 する こと が で きま す 。 こ の 進歩 は 、 採 掘 技 
術 の 発展 に つなが っ て いき ます 。 


し 





近代 的 城塞 


近代 的 な 城塞 の 発展 に より 、 建 設 技師 が 城塞 を 
レベ ル 3 まで 強化 する こと が で きま す 。 こ の 進 
歩 は 、 重 火砲 部 隊 の 改良 を も た らし ます 。 


攻 城 技術 ・ 大 学 





近代 的 軍事 基金 


近代 的 軍事 基金 に より 、 陸 軍部 隊 の 攻撃 費用 が 
安く な り ま す 。 こ の 発展 は 、 後 に 最も 強力 な 連 
隊 構 築 に つなが っ て いき ます 。 


銀行 業 ・ 大 規模 宝石 勧 山 」・ 
近代 的 城塞 





鋳造 狂 の 開発 に より 、 建 築 士 は 穀物 農場 の 収穫 
を ター ン 当 た り 4 単位 まで 改良 する こと が で き 
ます 。 


播種 機 





金融 


金融 の 発達 で 、 帝 国 は より 多く の お 金 を 借り よ 
り 低い 利子 の 支払 いで 済む お よう に な り ま す 。 こ 
の 発達 は 、 優 れ た 密 僚 組織 や 地域 砲兵 部 隊 の 改 
良 を 促し ます 。 


土地 の 囲い 込み 





国家 官僚 組織 


国家 官僚 組織 の 成長 に より 、 建 築 士 が 州 の 町 を 





成長 させ られ る よう に な り ま す 。 成長 し た 町 は 、 


その 州 で 開発 され た 資源 の 種類 に より 輸送 可能 
な 物資 の 生産 を 行う よう に な り ま す 。 地域 の 開 
発進 展 と と も に 生産 量 は 拡大 し ます 。 


プレ イス 印刷 ・ 金 融 ・ 外 交 再 
門 知識 





充 久 ョ りり ム 


ナシ ョ ナリ ズム は 、 州 に いる 部 隊 が より 大 規模 
な 攻撃 や 防御 が で きる よう に し ます 。 現在 の 制 
限 は 1 8 連隊 で す 。 将 軍 の 存在 が 、 よ り 多 く の 
部 隊 を 可能 に し ます 。 


宣伝 活動 ・ 上 級 労働 者 ・ 近 代 
的 城塞 





航海 術 


航海 分 野 に お ける 新しい 能力 は 、 造 朋 工 が 私 
活動 に 理想 的 な 小型 高速 スル ー プ 帆船 を 建造 で 
きる よう に し ます 。 こ の 開発 は 、 海 軍 技 術 の 発 
達 を 促し ます 。 


体 設計 の 改良 





撃 針 銃 


後 装 式 撃 針 銃 の 発明 は 、 ラ イフ ル 銃 歩兵 の 採用 
を 可能 に し ます 。 マ スケ ッ ト 銃 歩兵 を 強化 で き 
ます 。 


研究 向け 産業 基金 ・ 銃剣 ・ 
初期 ライ フル 銃 





連隊 編成 


新しい 連隊 制度 に より 、 槍 騎兵 連隊 を 構築 し た 
り 、 騎 士 を 檎 騎兵 に 強化 する こと が で きま す 。 
この 発展 に より 、 新 し い 武 器 と 戦術 が 促進 され 
ます 。 


土地 の 囲い 込み 








外 輸 船 


外洋 航行 船 向け 蒸気 外 輸 は 、 高 速 で 破壊 的 な 私 
振 活 動 有 船 と な る 軽 武装 快速 船 の 建造 を 可能 に し 
ます 。 


先進 的 船体 設計 ・ 
初期 燕 気 機関 
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技術 名 技術 の 効用 修得 の た め の 必 要 条 件 
買 金 属 採 所 銀 及 び 金 の 採掘 改良 は 、 建 築 士 が 買 金属 鉱山 を 金 か 銀 の 発見 鉱山 工学 
ター ン 当 た り 9 単位 産出 まで 強化 で きる よう に 
し ます 。 こ れ ら の 金属 は 、 そ の まま すぐ 帝国 の 

現金 に 変わ り ます 。 

宝 石 採掘 宝石 及び ダイ アモ ンド の 採掘 改良 は 、 建 築 士 が 宝石 か ダイ アモ ンド の 発見 
貴重 な 石 の 鉱山 を ター ン 当 た り 2 単位 産出 まで 
強化 で きる よう に し ます 。 こ れ ら の 宝石 は 、 そ 
の まま すぐ 帝国 の 現金 に 変わ り ます 。 

ブレ ス 印 刷 ブレ ス 印 刷 は 、 あ ら ゆる 技術 研究 の 効率 を 上 げ 、 製材 負 
軍事 戦術 ・ 教 育 ・ 労 働 者 の 改良 を 促し ます 。 

私 拓 組 織 私 拓 朋 組織 の 成長 と 設置 は 、 海 軍 の 妨害 チャ ン 航海 術 ・ 外 交 専門 知識 
ス を 高め 、 の ちの 進ん だ 船舶 開 発 を 推進 し ます 。 

宣伝 活 動 宣伝 活動 は 、 帝 国 が 宣戦 布告 し た と き に 受け る 国家 官僚 組織 ・ 大 学 
ペナ ル テ ィ を 減少 させ ます 。 こ の 開発 は 、 ナ シ 
ョ ナリ ズム の 成長 を 促し ます 。 

ステ ッ プ 騎兵 組織 の 改良 と 牧場 の 成長 は 、 ス テッ プ 地 帯 の 騎 輸 作 


兵 を 採用 し 訓練 で きる よう に し ます 。 こ の 最初 
の コサック 兵 は 、 敵 の 偵察 や 妨害 活動 で 利用 さ 
れ ま す 。 後 の 軽 騎 兵 ユ ニッ ト は この 部 隊 が 改良 
され る も の で す 。 





騎兵 用 連射 カー ビン 


河 船 


7 連発 カー ビン 銃 の 開発 は 、 カ ー ビ ン 銃 騎 兵 の 
採用 と 胸 甲 重 騎兵 の 強化 を 可能 に し ます 。 


蒸気 力 を 使っ た 河 船 は 、 よ り 多 く の 毛 皮 採 集 を 
可能 に し ます 。 建築 士 は 、 罠 師 キ ャ ンプ を ター 
ン 当 た り 3 単位 まで 改良 する こと が で きま す 。 


研究 向け 産業 基金 ・ 騎 兵 武 器 
の 改良 


罠 技術 の 改良 ・ 初 期 蒸気 機関 





道路 建設 


陸上 輸送 網 の 改良 は 、 道 路 が 通じ て いる 鉱山 ・ 
農場 ・ 牧 場 か ら の 産品 を 2 単位 まで 輸送 で きる 
よう に し ます 。 こ の 開発 は 、 鉄 道 の 開発 を 促し 
ます 。 


製材 編 ・ 土 地 の 囲い 込み ・ 
鉄鉱 石 採掘 








安全 ラン プ は 、 よ り 深 く 掘 り 進む 炭鉱 を 可能 に 
し ます 。 建築 士 は 、 炭 鉱 を ター ン 当 た り 4 単位 
まで 改良 で きま す 。 


大 規模 炭鉱 ・ ダ イナ マイ ト 








製材 編 


この 技術 は 、 建 築 士 が 森林 地域 に 製材 編 を つく 
り 原 木 の 伐採 午 を ター ン 当 た り 2 単位 に 増大 で 
きる よう に し ます 。 原木 伐採 量 の 増大 は 、 教 育 
会 や 海軍 技術 の 研究 を 推し 進め ます 。 


な し 





科学 的 な 和牛 の 繁殖 


科学 的 な 和牛 の 繁殖 の 開発 は 、 建 築 士 が 、 家 畜 牧 
場 を ター ン 当 た り 4 単位 の 食肉 生産 まで 改良 で 
きる よう に し ます 。 





科学 的 な 羊 の 繁殖 


科学 的 な 羊 の 繁殖 の 開発 は 、 建 築 士 が 、 羊 牧場 
の 羊毛 生産 を ター ン 当 た り 3 単位 まで 改良 で き 
る よう に し ます 。 


羊 牧 番 ・ 大 学 
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技術 名 


技術 の 効用 


修得 の た め の 必 要 条 件 





圧 候 


軽 騎兵 部 隊 の 優れ た 装備 と 訓練 は 、 偵 察 騎 兵 の 
採用 と 軽 騎 兵 の 強化 を 可能 に し ます 。 


軽 騎 兵 ・ 初 期 ラ イフ ル 銃 





播種 機 


播種 機 の 発明 は 、 建 築 士 が 穀物 農場 を ター ン 当 
た り 3 単位 の 収穫 まで 改良 で きる よう に し ます 。 


土地 の 囲い 込み 





半 牧 畜 


羊 牧畜 の 発達 は 、 建 築 士 が 羊 牧場 の ター ン 当 た 
り 羊 毛 産出 量 を 2 単位 まで 改良 で きる よう に し 
ます 。 


輸 作 





戦列 艦 


人体 設計 と 青銅 冶金 学 の 進歩 は 、 戦 列 艦 の 建造 
を 可能 に し ます 。 


大 型 船体 ・ 
銅 と 鍋 の 大 規模 鉱山 





攻 城 技術 


攻 城 技術 の 改良 は 、 王 立 大 砲 連隊 の 構築 と 旧式 
の カル ヴァ リン 砲 ユ ニッ ト の 強化 を 可能 に し ま 
す 。 こ の 開発 は 、 握 付 重砲 及び 要塞 構築 の 改良 
を 促し ます 。 


プレ ス 印 刷 ・ 銅 と 鍋 の 採掘 








ジェ ニー 紡 機 


ジェ ニー 紡 機 の 発明 は 、 建 築 士 が 、 羊 牧場 を タ 
ー ン 当たり 4 単位 の 羊毛 産出 まで 改良 で きる よ 
うに し ます 。 


科学 的 な 羊 の 繋 殖 ・ 
産業 用 機械 類 





角材 の 生産 


蒸気 力 利 用 の 採掘 


角材 は 、 よ り 深 い 炭 鉱 の 構築 を 可能 に し 、 建 筑 
士 が ター ン 当 た り の 石炭 産出 量 を 2 単位 まで 改 
良 で きる よう に し ます 。 石炭 採掘 技術 は 大 規模 
な 産業 開発 を 促し ます 。 


石炭 採掘 








蒸気 力 活用 の 初期 技術 は 、 鉄 鉱石 鉱山 の 効率 を 
高め ます 。 建築 士 は 、 鉄 鉱石 鉱山 を ター ン 当 た 
り 3 単位 産出 まで 強化 で きま す 。 こ の 開発 は 鋼 
鉄 生産 に つなが っ て いき ます 。 


鉄鉱 石 採掘 








サト ウキ ピ 産 業 





サト ウキ ビ 生 育 産業 の 開発 は 、 建 築 士 が サト ウ 
キ ピ 農場 を ター ン 当 た り 4 単位 の 産出 まで 強化 
で きる よう に し ます 。 


大 規模 サト ウキ ピ 農 場 





サト ウキ ピ 栽 培 


サト ウキ ピ 栽 培 は 砂糖 農場 の 生産 性 を 向上 し ま 
す 。 建 築 士 が 、 サ トウ キビ 農場 を ター ン 当 た り 
8 単位 まで 開発 で きる よう に な り ま す 。 


サト ウキ ピ の 発見 





精糖 


この 発達 は 、 砂 糖 の 精製 を 可能 に し ます 。 こ の 
嗜好 品 は 、 初 級 労働 者 に ター ン ご と に 消費 され 
ます 。 


サト ウキ ピ の 発見 





船体 設計 の 改良 


船体 設計 の 改良 は 、 フ ライ ト 商 船 の 建造 を 可能 
に し ます 。 こ の 大 型 商船 は 、 キ ャ ラッ ク 船 より 
大 き な 貨 物 積載 量 を 持っ て いま す が 、 戦 闘 能力 
は 劣っ て いま す 。 


な し 





タバ コ 産 業 


タバ コ 産 業 の 開発 は 、 建 築 士 が 、 タ バー 農場 を 
ター ン 当 た り 4 単位 の タバ コ 生 産ま で 改良 で き 
る よう に し ます 。 


初期 燕 気 機関 ・ 
大 規模 タバ コ 農 坦 








タバ コ 栽 培 


タバ コ 栽 培 は タバ コ 農 場 の 生産 性 を 向上 し ます 。 
建築 士 が 、 タ バ コ 農 場 を ター ン 当 た り 2 単位 ま 
で 開発 で きる よう に な り ま す 。 


タバ コ の 発見 
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技術 名 技術 の 効用 修得 の た め の 必 要 条件 
交易 見 本 市 交易 見 本 市 は 、 交 易 人 が 各 タ ー ン に 6 種類 まで 商社 ・ 精 糖 

















の 商品 を 買い 付け る こと が で きる よう に し ます 。 
この 開発 は 、 銀 行 業 及 び 軍 事 基金 の 増大 を 促し 
ます 。 


中 級 労働 者 この 技術 は 、 初 級 労働 者 を 見 習い 労働 者 の 6 倍 葉巻 生産 ・ プ レス 印刷 
の 生産 を 行う 中 級 労働 者 へ の 訓練 を 可能 に し ま 
す 。 中 級 労働 者 は ター ン ご と に 葉巻 を 消費 し ま 











す 。 

大 学 大 学 は 、 第 4 の 研究 プロ ジェ クト が 設置 で きる 金融 ・ 初 級 労働 者 ・ 
よう に し 、 陸 軍 ・ 海 軍 そ し て 産業 技術 の 進歩 を "プレ ス 印 刷 
促し ます 。 

武器 職人 技能 武器 職人 技能 の 改良 は 、 マ スケ ッ ト 銃 連隊 の 育 連隊 編成 ・ 銅 と 鈴 の 採掘 


成 や 旧式 の 銃 騎兵 を 強化 する こと が で きる よう 
に な り ま す 。 こ の 技能 は 、 爆 薬 の 発達 や 他 の 武 
器 技術 を 導き ます 。 
風力 製材 鍋 風力 製材 編 は 、 建 築 土 が 原木 伐採 所 を ター ン 当 製材 鍋 
た り 3 単位 まで 産出 強化 で きる よう に し ます 。 
原木 伐採 量 の 増加 は 、 よ り 大 型 の 船舶 建造 の よ 
うな 海軍 技術 の 改良 を 促し ます 。 
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op の 4 で る ユーーー 一 
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か 


じ こ *・ で 
か yt 
> ニア ょ < 

デ 


金融 

金融 の 発達 で 、 帝 国 は より 多く の 
お 金 を 借り 、 よ り 低い 利子 の 支払 
いで 済む お よう に な り ま す 。 こ の 発 
達 は 、 優 れ た 官僚 組織 や 地域 人 兵 
部 隊 の 改良 を 促し ます 。 








戦略 的 な 助言 


「 イ ン ペ リア リズ ム II』 で は 様々 な 勝利 の 道 が あります 。 
プレ イヤ ー が 新しい ゲー ム を 始め た ら 、 す ぐに 、 勝 利 に 向け た 総括 的 な プラ ン を 立案 
する の が 最善 で す 。 こ れ が と り わ け 重 要 に な る の は 、「 上 級 ] ・「 超 級 ] の 難易 度 設定 
で プレ イ す る と き で す 。 難 易 度 が 高い ゲー ム で は 、 時 間 を 無駄 に し な いこ と 、 そ し て 、 
非 生 産 的 な 行動 で 資源 を 無駄 に し な いこ と が 肝要 で す 。 


全体 的 な 計画 は 、 個 人 的 な 好み や ゲー ム 序 盤 で 利用 で きる 地形 と 資源 を 基礎 に お いて 
いる こと で し ょ う 。 





] . 新 世 界 に 対す る 関心 は 、 友 好 的 な も の で すか 、 そ れ と も 、 攻 撃 的 な も の で すか ? 
それ と も まっ た く 別 の も の で すか ? 


新 世界 に 対し て 友好 的 に 事 を 進め た いと 思っ て いる の な ら 、 迅 速 に 「 商 社 ] や 「 外 交 
専門 知識 ] の 技術 を 修得 し な けれ ば な り ま せん 。 他 の 大 国 の 侵攻 か ら 州 を 守る た め に 、 
で きる だ け 速 や か に 新 世 界 に 行く 「 商 人 ] ユニ ッ ト を 手 に 入れ な けれ ば な り ま せん 。 
これ は 、 と り わ け 新 世界 の 種族 の 首都 が ある 州 の た め に 重要 で す 。 


プレ イヤ ー が 新 世界 に 攻撃 的 に 対処 し よう と 思っ て いる の な ら 、 追 加 の 「 探 検索 ] ユ 
ニッ ト を つく り 、 で きる だ け 早 く 買 重 な 富 を 保有 し て いる 州 を 探し 出し て くだ さい 。 
コン ピュ ー タ に 統治 され て いる 大 国 は 、 宝 石 や ダイヤ モン ド を 埋蔵 し て いる 州 に す ば 
や く 侵 攻 し 征服 する と いう 傾向 を 持っ て いま す 。 新 世界 の 征服 を 在 て て いる の で あれ 
ば 、 序 衣 で 遅れ を 取り た く は な いで し ょ う 。 


種族 の 首都 が より 堅固 に 防御 され が ちな た め 、 利 用 で きる 宝石 や ダイ ヤ モ ン ド が と き 
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と し て これ ら の 州 に その まま 残り ます 。 征服 に 遅れ を と っ て いる の な ら 、 種 族 の 首都 
に 探査 と 征服 の 努力 を 集中 し て くだ さい 。 








平和 と 戦争 の あう まい ミッ クス が ベス ト で す 。 
2. 2 番目 に 重要 な ポイ ント は 、 自 国 の 女 速 な る 開発 で す 。 


これ を 推進 する 正しい 方 法 と いう の は あり ませ ん 。 よ り 困 難 な 難 易 度 で は 、 次 の こと 
を 迅速 に 成し遂げ る よう 心がけ て くだ さい 。 


・ 5 単位 の 労働 者 を 使え る よう 、 す ぐに 追加 の 食糧 を 確保 し て くだ さい 。 

・ 輸送 も し く は 交易 で 、2 単位 の 鉄鉱 石 ・ 羊 毛 ・ 原 木 を 確実 に 入手 する よう に し て く 
だ さい 。 こ れ で 、 1 単位 の 布地 ・ 材 木 ・ 鋳 鉄 を 生産 する こと が で きま す 。 
これ ら は 迅速 な 成長 に 不可 欠 の も の で す 。 

・ | 超級] ・「 上 級 ] の 難易 度 設定 で は 、 他 の 大 国 に 追い つく まで 、 技 術 を 素早 く 修 
得する た め に 「 ス パイ 」 ユ ニット を 活用 し て くだ さい 。 

・ 労働 者 を 、 1 6 0 0 年 代 は 1 6 か ら 2 0、1 7 0 0 年 代 は 4 0 以上 に 増やす よう に 
し て で くだ さい 。 

・ 角 死者 が で な いよ うに し て くだ さい 。 と に か くま すず 、 優先 項目 で ある 食糧 の 輸送 を 
発達 させ て くだ さい 。 


3 . 外交 的 に 孤立 し な いよ うに し て くだ さい 、。 旧 世界 の 小国 か ら ] な いし 2 ヶ国 を ピ 
ッ ク ア ッ プ し 、 そ こ に 通商 領事 部 を 設立 し ます 。 そ し て 、 ほ ぼ 毎 ター ン 交 易 取り 
引 寺 を 行っ て くだ さい 。 
同様 に 他 の 大 国 を 選択 し 、 外 交 関 係 を 築き 上 げ て くだ さい 。 目標 は 同盟 国 を 持つ 
本 GS 中 。 


4 . 重大 な の は 、 ゲ ー ム 序 毅 で 弱く 見 られ る こと を 避け る こと で す 。 他 の 大 国 と 陸地 
で 国境 を 持つ た ( 新 世界 で も ) ら 、 そ の 大 国 は プレ イヤ ー の 軍事 力 の み を 考慮 す 
る で し ょ う 。 攻 撃 さ れる と 、 力 が 弱く な り ま す 。 ガ レオ ン や 騎士 の よう な 、 よ り 
強力 な 部 隊 は 、 利 用 で きる 食糧 を 食べ 尽く すこ と な く 抑 止 力 と し て 機能 し ます 。 
同 胃 国 の 存在 も や 、 プ レイ ヤー を 強く 見 せ て くれ ます 。 


5 . 少な く と も 1 単位 の 銅 と 編 を 早め に 探し 出し て くだ さい 。 そ れ が で き な い と き は 
交易 で 確 保 し て くだ さい 。 生 産 し た 青銅 を 使っ て 、 自 国 の すべ て の 州 に 城塞 を 筑 
く よ う に し て くだ さい 。 
重要 な 州 は 、 早 め に レベ ル 2 の 城塞 に 強化 し て くだ さい 。 


6 . ゲー ム の 開始 時 点 で 、 次 の 技術 を 研究 し て くだ さい 。 
道路 建設 
馬 曳 砲兵 
護送 船 
7 . その 後 で は 、 敵 より 早く 「 据 付 重 火砲 ] を 研究 し て くだ さい 。 
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8 . 小国 が プレ イヤ ー の 国 に 参入 し た ら 、 す ぐに そこ の 食糧 資源 を 開発 する た め に 、 
建築 士 を 派遣 し ます 。 小 国 が 帝国 に 参入 する 前 に 、 小 国 に 道路 を 築い て お く こ と 
が 望ま し いで し ょ う 。 
食糧 が 足り な く な っ た ら 、 労 働 者 を 錠 え 死に させ な いた め に 時 代 遅 れ の 弓 射手 を 
除隊 させ て くだ さい 。 


9 . 大 国 と の 間 の 戦争 で 攻撃 する 州 を 選択 する 場合 、 複 数 の 敵 の 州 に 脅威 を 与え る 州 
に 自軍 部 隊 を 配置 する よう に し て くだ さい 。 コ ンピュータ A | は プレ イヤ ー が 侵 
入 す る 場所 を 知り ませ ん が 、 1 つ し か 可能 で は な い 州 を 攻撃 し よう と する と 予測 
が で きま す 。 A | が 選択 を 迫 ら れ た だら より 価値 が 高い 州 を 防御 し よう と する は ず 
で す 。 プ レイ ヤー は 、A | が 価値 を 見 出し て いる の と 同じ 理由 で 、 そ の 州 を 征服 
し た いと 望 び む で は ず で す 。 し か し 、 最 初 は あま り 魅 力 的 で な い 州 に 侵攻 する よう 
に し て くだ さい 。 敵 の 動き を 予測 し 、 主 導 権 を 取り 続け こく だ さい 。 





交易 見 本 市 

交易 見 本 市 は 、 交 易 人 が 各 タ ー ン 
に 6 種類 まで の 商品 を 買い 付 
ける こと が で きる よう に し ます 。 
この 開発 は 、 銀 行 業 及 び 軍 事 
甚 金 の 増大 を 促し ます 。 
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この 項目 を 参照 し て 、 い くつ か の 共通 的 な 問題 を 解決 する こと が で きま す 。 


サウ ンド 及び ビデ オカ ー ド 

Windows 及び DirectX で サポ ー ト され て いな い サ ウン ドカ ー ド や ビデ オカ ー ド が あ 
和 問 生ま 5 

プレ イヤ ー が 次 の サウ ンド カー ド や ビデ オカ ー ド の いずれ か を 装着 し て いな か っ た ら 、 
ゲー ム が 起動 し な い 可 能 性 が あり ます 。 
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Microsoft DirectX が サポ ー ト し て いる サウ ンド カー ド 
Aztech・Audiowave ・Crystal ・Ensonic・NuSound・ サ ウン ドブ ラス ター シリ 
ー ズ 


Microsoft DirectX が サポ ー ト し て いる ビデ オカ ー ド 

9 FX・ATI・ カ ノー プス ・Diamond の Stealth、Viper、Fire・ 
GraphicBlasterExtreme・Hercules ・Intel ・Intense ・Voodoo ・Scorpion・ 
Trident 


DirectX6 の 設定 

この ゲー ム で は 、DirectX@6.1 が 必要 で す 。 プ レイ ヤー が DjirectX6. 1 を 持っ て いな い 
場合 は 、 ゲ ー ム の 製品 CD か ら イ ンス トー ル も し く は 再 イ ンス トー ル が で きま す 。 
DirectX6.1 の イン ストール は 、 ゲ ー ム の イン スト ー ル 時 の オプ ショ ン と し て あり ます 。 
ゲー ム CD を 検索 する こと で イン ス トー ル で きま す 。 そ こ で DirectX フ ォ ル ダ を 開い て 
くだ さい 。DXSETUP.EXE を ダブ ルク リッ ク し 、DirectX6.1 の イン ス トー ル を 開始 
Grey 

自動 起動 も し く は DXSETUP.EXE で 表示 され る DirectX6.1 の イン ス トー ル ボ タン 
を 使っ て 、DirectX6.1 を イン ス トール も し く は 再 イ ンス トー ル が で きま す 。 


DirectX に 関す る 免責 と ライ セン ス 

「 イ ン ペ リア リズ ム HI 」 は 、Microsoft の DirectX の サウ ンド 及び ビデ オ ドラ イ バ バ を 使 
用 し て いま す 。 DirectX は Microsoft の 製品 で あり 、 弊 社 は その イン ス トー ル に よっ て 
プレ イヤ ー の コン ピュ ー タ シス テム で 発生 する か も し れ な い 変 更に 責任 を 持つ こと は 
SGSIG9A の = 

プレ イヤ ー が 装着 し て いる ビデ オカ ー ド の 最新 Windows ドラ イ バ セ ッ ト に 更新 する 
こと で も 改善 で き な い DirectX 関 連 の 問題 も あり ます 。 そ の 場合 、 よ り 詳し い 技 術 支 
援 や サー ビス を 受け る た め に 、Microsoft も し く は ビデ オカ ー ド 製造 会 社 に 連絡 を 取 
る :GM 忌 8 


Microsoft は 、DirectX に 関す る すべ て の 知 的 所 有 権 を 保持 し て いま す 。 ユ ー ザ ー は 、 
Microsoft オ ペレ ー テ ィング シス テム 製品 上 で DirectX を 使用 する 限定 的 な 許可 が 与 
えら れ て いま す 。 


Windows85 用 DirectX で の ビデ オカ ー ド と サウ ンド カー ド の ドラ イ バ 確 認 


次 に 説明 する 手順 で 、 装 着 し て いる サウ ンド と ビデ オ の ドラ イ バ が DireotX 6.1 で 保 
証 さ れ て いる か どう が チェック し ます 。 


Windows の 「 ス ター ト 」 ボタ ン を クリ ッ ク し ます (「 ス ター ト 」 ボタ ン は デス クト ッ 
プ 画 面 の 左下 隅 で いつ も 見 つか り ま す ) 

「 フ ァイル 名 を 指定 し て 実行 ]」 を クリ ッ ク し て くだ さい 。「 和 名 前 」 領域 に 、 次 の 文字 列 
を 入力 し ます 。[OC:\progra 1 \directx\setup\dxinfo.exe] 

入力 し た ら 、「OK」 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 す べ て の ドラ イ バ が DirectX に 適合 し 
で いる こと を 確認 じ て く だ さい 、。 
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ドラ イ バ の な か に DirectX に 適合 し て いな いも の が ある 場合 は 、 ハ ー ド ウェ ア 製 造 会 
社 に 連絡 を 取り 、DirectX6.1 で ドラ イ バ が 保証 され て いる か どう か 確認 し て くだ さい 。 


Windows988 用 DirectX で の ビデ オカ ー ド と サウ ンド カー ド の ドライバ 確 認 
次 に 説明 する 手順 で 、 装 着 し て いる サウ ンド と ビデ オ の ドラ イ バ が DirectXG. 1 で 保証 
さき 0 いる 当 品 る か が 先 昌 必 多 し ま 靖 


Windows の 「 ス ター ト 」 ボタ ン を クリ ッ ク し ます (「 ス ター ト 」 ボ タン は デス クト ッ 
プ 画 面 の 左下 陽 で いつ も 見 つか り ま す ) 

「 フ ァイル 名 を 指定 し て 実行 ] を クリ ッ ク し て くだ さい 。「 名 前 」 領域 に 、 次 の 文字 列 
を 入力 し ます 。[C:\mssdk\bin\dxutils.exe] 

入力 し た ら 、「OK」 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 すべ で の ドラ イ バ が DireotX に 適合 し 
て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


ドラ イ バ の な か に DirectX に 適合 し て いな いも の が ある 場合 は 、 ハ ー ド ウェ ア 製 造 会 

社 に 連絡 を 取り 、DirectX6.1 で ドラ イ バ が 保証 され て いる か どう か 確認 し て くだ さい 。 
Windows ドラ イ バ の 復活 

プレ イヤ ー が DirectX6.1 を イン スト ー ル し た 後に 表示 上 の 問題 点 を 発見 し た ら 、 以 

下 の 手順 に 従っ て 、 古 い サ ウン ド 及 び ビ デオ の ドラ イ バ を 復活 させ る こと が で きま す 。 


Windows の 「 ス ター ト 」 ボタ ン を クリ ッ ク し ます (「 ス ター ト 」 ボ タン は デス クト ッ 
プ 画 面 の 左下 陽 で いつ も 見 つか り ま す ) 

「 フ ァイル 名 を 指定 し て 実行 ] を クリ ッ ク し て くだ さい 。「 名 前 | 領域 に 、 次 の 文字 列 
を 入力 し ます 。[C:\progra~]1 \directx\setuD\dxsetuD.exe] 

信広 し 六 ら 。 | 所 KI ボタ シン な クリ ツク し ル ま 9 

表示 され た ダイ アロ グ で 、「 デ ィ ス プレ ー ドラ イ バ の 復元 」 ボタ ン を クリ ッ ク す る か 
[オー ディ オド ライ バ の 復元 」 ボタン を クリ ッ ク し で くだ さい 8 の 際 店 和 才 の ドラ イ 沢 
が 収録 され て いる ディ スク が 必要 に な る か も し れ ま せん 。 


コピ ー プ ロ テ ク ト 
「 イ ン ペ リア リズ ム HI」 を 起動 する た め に は 、 ゲ ー ム 製品 CD を CD-HROM ドラ イブ に セ 
ッ ト し な けれ ば な り ま せん 。 
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ホッ トキ ー リ スト 


キー ボー ド で 次 の キー を 押す こと で 、 マ ウス 操作 に 代え て 加 機 能 を 実行 する こと が で 
きま す 。 





Esc ゲー ム 制 御 ダ イア ログ を 開く (開い て いる ダイ アロ グ が ある 場合 は 閉じ る ) 
Fg 9 いも トブ プ 

F3 クィ ッ w 多 ロー ド 。 (オー ト セ ー ブ の ロー ド が 可能 
F4 ゲー ム 環 境 設定 パネ ル を 開く 

F5 「 競 合 状況 ] パネ ル を 開く 

F6 「 タ ー ン 要約 」 を 開く 

[戦闘 報告 ] を 開く 

F8 [交易 台帳 ] を 開く 

Fg 「 開 発 一 覧 ] を 開く 

F10 「 陸 軍 一 覧 ] を 開く 

F11 「 海 軍 一 覧 ] を 開く 

「 市 民 一 覧 ] を 開く 

前 送 画 面 に 移行 








TO 


技術 画面 に 移行 
全市 民 ユ ニッ ト を 起こ す 

全 陸 軍 連 隊 の 防御 解除 

ズー ム 制 御 

プレ イヤ ー の 国 を マッ プ 中 心 に 表示 
選択 ユニ ッ ト を マッ プ 中 央 に 表示 
全 艦 船 の 任務 解除 





記 Cc Xiht アァ > の 到 00 引き 
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ソフ トウ ェ ア ・ ラ イセ ンス 使用 許諾 契約 


クー つら ン ンド ピ プ エイ テン ロン グラ 0X「 1 信 に 2 エフ 遇 星 」 と いり いま すず) は 。 
本 ソフ トウ ェ ア ・ ラ イセ ンス 使用 許諾 契約 (以下 「 本 契約 書 ] と いい ます ) に 記載 さ 
れ た 事項 に 基づき 、 お 客 様 個 人 が 利用 する 場合 に 限り 、 使 用 権 が 与え られ ます 。 本 ソ 
フト ウェ ア 製 品 を イン ス トー ル 、 複 製 、 ま た 使用 する こと に よっ て 、 お 客 様 は 本 契約 
の 条項 に 拘束 され る こと に 承諾 され た も の と し ます 。 本 契約 の 条項 に 同意 で き な い 場 
合 、 お 客 様 に 本 ソフ トウ ェ ア 製 品 の イン ス トー ル 、 使 用 また は 複製 の いずれ も 許諾 で 
きま せん 。 








ザ ラー ニン グ カン パニ ー (株 ) は 、 本 契約 書 に 記載 され た 事項 に 従っ て 、 お 客 様 個人 
が 本 ソフ トウ ェ ア 製 品 と 付属 する マニ ュ ア ル を 使用 する た め の 非 独占 的 権利 を 許諾 し 
ます 。 





本 ソフ トウ ェ ア 製 品 に 付属 する マニ ュ ア ル お よび ソフ トウ ェ ア は 、 そ の 全て が 著作 権 
法 に より 保護 され て いま す 。 お 客 様 は 、 コ ンピュータ 上 で ソフ トウ ェ ア を 起動 する 為 
に ソフ トウ ェ ア を イン スト ー ル 場合 を 除 ぎ 、 ソ フト ウェ ア ま た は マニ ュ ア ル の 全部 又 
は 一 部 を 複製 する こと は で きま せん 。 


本 ソフ トウ ェ エア 撤 び マニ ュ ア ルル は その バッ クア ッ プ は jl 台 の コン ピュ ー タ で の 使用 
に 限ら れ ま す 。 


ネッ ド ワ ー ク を し て 、 ツ lk を ある コン mM から 他 の コン ピュ ー タ に 移 
動 ・ 転 送 す る こと は で きま せん 。 


尚 、 ソ フト ウェ ア お よび マニ ュ ア ル の コピ ー を 第 三 者 に 配布 する こと は で きま せん 。 


お 客 様 は いか な る 場合 も 、 本 契約 書 で 規定 され て いる 場合 を 除き 、 ソ フト ウェ ア の 全 
て 又は 一 部 に 基づく 複製 、 修 正 、 移 転 、 賃 貸 、 貸 出 、 リ ー ス 、 譲 渡 、 翻 訳 、 他 言語 
た は 他 フ ォ ー マ ッ ト へ の 変換 、 逆 コン パイ ル 、 逆 アセ ン ブ ル 、 ま た は 縮減 する こと は 
で きま せん 。 
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Developed by Frog City Software, Inc. 
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